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水　　　防　　　法 

 （昭和24年6月4日法律第193号）

 

 　第一章　総則（第一条・第二条）

 　第二章　水防組織（第三条―第八条）

 　第三章　水防活動（第九条―第三十二条の三）

 　第四章　指定水防管理団体（第三十三条―第三十五条）

 　第五章　水防協力団体（第三十六条―第四十条）

 　第六章　費用の負担及び補助（第四十一条―第四十四条）

 　第七章　雑則（第四十五条―第五十一条）

 　第八章　罰則（第五十二条―第五十五条）

 　附則

 

　　　第一章　総則   
 

（目的）   
第一条　この法律は、洪水、雨水出水、津波又は高潮に際し、水災を警戒し、防御し、及

 びこれによる被害を軽減し、もつて公共の安全を保持することを目的とする。

 

 （定義）

第二条　この法律において「雨水出水」とは、一時的に大量の降雨が生じた場合において

下水道その他の排水施設に当該雨水を排除できないこと又は下水道その他の排水施設か

ら河川その他の公共の水域若しくは海域に当該雨水を排除できないことによる出水をい

 う。

２　この法律において「水防管理団体」とは、次条の規定により水防の責任を有する市町

村（特別区を含む。以下同じ。）又は水防に関する事務を共同に処理する市町村の組合

（以下「水防事務組合」という。）若しくは水害予防組合をいう。 

３　この法律において「水防管理者」とは、水防管理団体である市町村の長又は水防事務

 　組合の管理者若しくは長若しくは水害予防組合の管理者をいう。

４　この法律において「消防機関」とは、消防組織法（昭和二十二年法律第二百二十六号）

 　第九条に規定する消防の機関をいう。

５　この法律において「消防機関の長」とは、消防本部を置く市町村にあつては消防長を、

 　消防本部を置かない市町村にあつては消防団の長をいう。

６　この法律において「水防計画」とは、水防上必要な監視、警戒、通信、連絡、輸送及

　びダム又は水門若しくは閘こう門の操作、水防のための水防団、消防機関及び水防協力

　団体（第三十六条第一項の規定により指定された水防協力団体をいう。以下第四章まで

　において同じ。）の活動、一の水防管理団体と他の水防管理団体との間における協力及

　び応援、水防のための活動に必要な河川管理者（河川法（昭和三十九年法律第百六十七

　号）第七条（同法第百条第一項において準用する場合を含む。）に規定する河川管理者
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　をいう。第七条第三項において同じ。）及び同法第九条第二項又は第五項の規定により

　都道府県知事又は地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第

　一項の指定都市の長が河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川（同法第四

　条第一項に規定する一級河川をいう。以下同じ。）の管理の一部を行う場合における当

　該都道府県知事又は当該指定都市の長並びに下水道管理者（下水道法（昭和三十三年法

　律第七十九号）第四条第一項に規定する公共下水道管理者、同法第二十五条の二十三第

　一項に規定する流域下水道管理者及び同法第二十七条第一項に規定する都市下水路管理

　者をいう。第七条第四項において同じ。）の協力並びに水防に必要な器具、資材及び設

 　備の整備及び運用に関する計画をいう。

 ７　この法律において「量水標等」とは、量水標、験潮儀その他の水位観測施設をいう。

８　この法律において「水防警報」とは、洪水、津波又は高潮によつて災害が発生するお

 　それがあるとき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう。

 

 第二章　水防組織

 

 （市町村の水防責任）

第三条　市町村は、その区域における水防を十分に果すべき責任を有する。ただし、水防

 　事務組合が水防を行う区域及び水害予防組合の区域については、この限りでない。

 

 （水防事務組合の設立）

第三条の二　地形の状況により、市町村が単独で前条の責任を果たすことが著しく困難又

　は不適当であると認められる場合においては、関係市町村は、洪水、雨水出水、津波又

　は高潮による被害の共通性を勘案して、共同して水防を行う区域を定め、水防事務組合

 　を設けなければならない。

 

（水害予防組合の区域を水防を行う区域とする水防事務組合が設けられる場合の特別措置） 

第三条の三　水害予防組合法（明治四十一年法律第五十号）第十五条第一項の規定により

都道府県知事が水害予防組合を廃止しようとする場合において、当該水害予防組合の区

域の全部又は一部について、当該水害予防組合に代るべき水防管理団体として引き続き

水防事務組合が設けられるときは、都道府県知事は、同条第三項の規定にかかわらず、

当該水害予防組合が、その有する財産及び負債のうち水防の用に供せられ、又は供せら

れる予定となつている財産及びこれらの財産に係る負債以外の財産及び負債の処分を完

 了したときは、当該水害予防組合を廃止することができる。

２　前項の規定により廃止される水害予防組合は、その廃止の日において有する水防の用

に供せられ、又は供せられる予定となつている財産を、当該水害予防組合の区域の全部

を水防を行う区域とする一の水防事務組合が設けられる場合においては、当該水防事務

組合に、当該水害予防組合の区域について二以上の水防事務組合が設けられる場合又は

当該水害予防組合の区域の一部が市町村の水防を行うべき区域となる場合においては、

当該水害予防組合と関係水防事務組合又は市町村との協議に基き、関係水防事務組合又

は市町村に無償譲渡し、当該水防事務組合又は市町村は、それぞれ、その譲渡される財
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産に係る負債を引き受けなければならない。この場合においては、当該水害予防組合は、

当該財産の譲渡及び負債の引継のために必要な範囲内において、当該財産の譲渡及び負

 債の引継を完了するまで、なお存続するものとみなす。

 

 （水防事務組合の議会の議員の選挙）

第三条の四　水防事務組合の議会の議員は、組合規約で定めるところにより、関係市町村

の議会において、当該市町村の議会の議員の被選挙権を有する者で水防に関し学識経験

があり、かつ、熱意があると認められるもののうちから選挙するものとする。ただし、

数市町村にわたる水防上の特別の利害を調整する必要があると認められるときは、組合

規約で定めるところにより、当該市町村の議会の議員の被選挙権を有する者で水防に関

し学識経験があり、かつ、熱意があると認められるものにつき当該市町村の長が推薦し

た者のうちから選挙することができる。この場合において、市町村の長が推薦した者の

うちから選挙される議員の数は、当該市町村の議会において選挙される議員の数の二分

 の一をこえてはならない。

２　前項の規定により関係市町村の議会において選挙される議員の数は、水防事務組合の

行う事業による受益の割合及び防護すべき施設の延長の割合を勘案して定めるものとす

 る。

 

 （水防事務組合の経費の分賦）

第三条の五　水防事務組合の経費の関係市町村に対する分賦は、前条第二項に規定する割

 　合を勘案して定めるものとする。

 

 （都道府県の水防責任）

第三条の六　都道府県は、その区域における水防管理団体が行う水防が十分に行われるよ

 　うに確保すべき責任を有する。

 

 （指定水防管理団体）

第四条　都道府県知事は、水防上公共の安全に重大な関係のある水防管理団体を指定する

 ことができる。

 

 （水防の機関）

 第五条　水防管理団体は、水防事務を処理するため、水防団を置くことができる。

２　前条の規定により指定された水防管理団体（以下「指定管理団体」という。）は、そ

の区域内にある消防機関が水防事務を十分に処理することができないと認める場合にお

 いては、水防団を置かなければならない。

 ３　水防団及び消防機関は、水防に関しては水防管理者の所轄の下に行動する。

 

 （水防団）

 第六条　水防団は、水防団長及び水防団員をもつて組織する。

２　水防団の設置、区域及び組織並びに水防団長及び水防団員の定員、任免、給与及び服
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務に関する事項は、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつて

 は組合会の議決で定める。

 

 （公務災害補償）

第六条の二　水防団長又は水防団員が公務により死亡し、負傷し、若しくは病気にかかり、

又は公務による負傷若しくは病気により死亡し、若しくは障害の状態となつたときは、

当該水防団長又は水防団員の属する水防管理団体は、政令で定める基準に従い、市町村

又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定めると

ころにより、その者又はその者の遺族がこれらの原因によつて受ける損害を補償しなけ

 ればならない。

２　前項の場合においては、水防管理団体は、当該水防団長若しくは水防団員又はその者

 　の遺族の福祉に関して必要な事業を行うように努めなければならない。

 

 （退職報償金）

第六条の三　水防団長又は水防団員で非常勤のものが退職した場合においては、当該水防

団長又は水防団員の属する水防管理団体は、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、

水害予防組合にあつては組合会の議決で定めるところにより、その者（死亡による退職

 の場合には、その者の遺族）に退職報償金を支給することができる。

 

 （都道府県の水防計画）

第七条　都道府県知事は、水防事務の調整及びその円滑な実施のため、当該都道府県の水

防計画を定め、及び毎年当該都道府県の水防計画に検討を加え、必要があると認めると

 きは、これを変更しなければならない。

２　都道府県の水防計画は、津波の発生時における水防活動その他の危険を伴う水防活動

 　に従事する者の安全の確保が図られるように配慮されたものでなければならない。

３　都道府県知事は、当該都道府県の水防計画に河川管理者（河川法第九条第二項又は第

五項の規定により都道府県知事又は地方自治法第二百五十二条の十九第一項の指定都市

の長が河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河川の管理の一部を行う場合に

あつては、当該都道府県知事又は当該指定都市の長。以下同じ。）による河川に関する

情報の提供、水防訓練への河川管理者の参加その他の水防管理団体が行う水防のための

活動に河川管理者の協力が必要な事項を記載しようとするときは、当該事項について、

 あらかじめ、河川管理者に協議し、その同意を得なければならない。

４　前項の規定は、都道府県知事が、当該都道府県の水防計画に水防管理団体が行う水防

のための活動に下水道管理者の協力が必要な事項を記載しようとする場合について準用

 する。

５　都道府県知事は、第一項の規定により当該都道府県の水防計画を定め、又は変更しよ

うとするときは、あらかじめ、都道府県水防協議会（次条第一項に規定する都道府県水

防協議会をいい、これを設置しない都道府県にあつては、災害対策基本法（昭和三十六

年法律第二百二十三号）第十四条第一項に規定する都道府県防災会議とする。）に諮ら

 なければならない。
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６　二以上の都府県に関係する水防事務については、関係都府県知事は、あらかじめ協定

して当該都府県の水防計画を定め、国土交通大臣及び消防庁長官に報告しなければなら

 ない。報告した水防計画の変更についても、同様とする。

７　都道府県知事は、第一項又は前項の規定により当該都道府県の水防計画を定め、又は

 　変更したときは、その要旨を公表するよう努めるものとする。

 

 （都道府県水防協議会）

第八条　都道府県の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるため、都道府

 　県に都道府県水防協議会を置くことができる。

 ２　都道府県水防協議会は、水防に関し関係機関に対して意見を述べることができる。

 ３　都道府県水防協議会は、会長及び委員をもつて組織する。

４　会長は、都道府県知事をもつて充てる。委員は、関係行政機関の職員並びに水防に関

　係のある団体の代表者及び学識経験のある者のうちから都道府県知事が命じ、又は委嘱

 　する。

５　前各項に定めるものの外、都道府県水防協議会に関し必要な事項は、当該都道府県条

 　例で定める。

 

 第三章　水防活動

 

 （河川等の巡視）

第九条　水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、随時区域内の河川、海岸堤防、津波

防護施設（津波防災地域づくりに関する法律（平成二十三年法律第百二十三号）第二条

第十項に規定する津波防護施設をいう。以下この条において同じ。）等を巡視し、水防

上危険であると認められる箇所があるときは、直ちに当該河川、海岸堤防、津波防護施

 設等の管理者に連絡して必要な措置を求めなければならない。

 

 （国の機関が行う洪水予報等）

第十条　気象庁長官は、気象等の状況により洪水、津波又は高潮のおそれがあると認めら

れるときは、その状況を国土交通大臣及び関係都道府県知事に通知するとともに、必要

に応じ放送機関、新聞社、通信社その他の報道機関（以下「報道機関」という。）の協

 力を求めて、これを一般に周知させなければならない。

２　国土交通大臣は、二以上の都府県の区域にわたる河川その他の流域面積が大きい河川

で洪水により国民経済上重大な損害を生ずるおそれがあるものとして指定した河川につ

いて、気象庁長官と共同して、洪水のおそれがあると認められるときは水位又は流量を、

はん濫した後においては水位若しくは流量又ははん濫により浸水する区域及びその水深

を示して当該河川の状況を関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関

 の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。

３　都道府県知事は、前二項の規定による通知を受けた場合においては、直ちに都道府県

の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者（量水標等の管理者をいう。以下同

じ。）に、その受けた通知に係る事項（量水標管理者にあつては、洪水又は高潮に係る
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事項に限る。）を通知しなければならない。 

 

 （都道府県知事が行う洪水予報）

第十一条　都道府県知事は、前条第二項の規定により国土交通大臣が指定した河川以外の

流域面積が大きい河川で洪水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定し

た河川について、洪水のおそれがあると認められるときは、気象庁長官と共同して、そ

の状況を水位又は流量を示して直ちに都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水

標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知

 させなければならない。

２　都道府県知事は、前項の規定による指定をしようとするときは、気象庁長官に協議す

 　るものとする。

 

 （水位の通報及び公表）

第十二条　都道府県の水防計画で定める水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高

潮のおそれがあることを自ら知り、又は第十条第三項若しくは前条第一項の規定による

通知を受けた場合において、量水標等の示す水位が都道府県知事の定める通報水位を超

えるときは、その水位の状況を、都道府県の水防計画で定めるところにより、関係者に

 通報しなければならない。

２　都道府県の水防計画で定める量水標管理者は、量水標等の示す水位が警戒水位（前項

の通報水位を超える水位であつて洪水又は高潮による災害の発生を警戒すべきものとし

て都道府県知事が定める水位をいう。以下同じ。）を超えるときは、その水位の状況を、

 都道府県の水防計画で定めるところにより、公表しなければならない。

 

 （国土交通大臣又は都道府県知事が行う洪水に係る水位情報の通知及び周知）

第十三条　国土交通大臣は、第十条第二項の規定により指定した河川以外の河川のうち、

河川法第九条第二項に規定する指定区間外の一級河川で洪水により国民経済上重大な損

害を生ずるおそれがあるものとして指定した河川について、洪水特別警戒水位（警戒水

位を超える水位であつて洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。次項にお

いて同じ。）を定め、当該河川の水位がこれに達したときは、その旨を当該河川の水位

又は流量を示して関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を

 求めて、これを一般に周知させなければならない。

２　都道府県知事は、第十条第二項又は第十一条第一項の規定により国土交通大臣又は自

らが指定した河川以外の河川のうち、河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級

河川又は同法第五条第一項に規定する二級河川で洪水により相当な損害を生ずるおそれ

があるものとして指定した河川について、洪水特別警戒水位を定め、当該河川の水位が

これに達したときは、その旨を当該河川の水位又は流量を示して直ちに都道府県の水防

計画で定める水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の

 協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。

３　都道府県知事は、第一項の規定による通知を受けた場合においては、直ちに都道府県

の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者に、その受けた通知に係る事項を通知
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 しなければならない。

 

 （都道府県知事又は市町村長が行う雨水出水に係る水位情報の通知及び周知）

第十三条の二　都道府県知事は、当該都道府県が管理する公共下水道等（下水道法第二条

第三号に規定する公共下水道、同条第四号に規定する流域下水道又は同条第五号に規定

する都市下水路をいう。以下この条及び第十四条の二において同じ。）の排水施設等（排

水施設又はこれを補完するポンプ施設若しくは貯留施設をいう。以下この条において同

じ。）で雨水出水により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものにつ

いて、雨水出水特別警戒水位（雨水出水による災害の発生を特に警戒すべき水位（公共

下水道等の排水施設等の底面から水面までの高さをいう。以下この条において同じ。）

をいう。次項において同じ。）を定め、当該排水施設等の水位がこれに達したときは、

その旨を当該排水施設等の水位を示して直ちに当該都道府県の水防計画で定める水防管

理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これ

 を一般に周知させなければならない。

２　市町村長は、当該市町村が管理する公共下水道等の排水施設等で雨水出水により相当

な損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものについて、雨水出水特別警戒水位

を定め、当該排水施設等の水位がこれに達したときは、その旨を当該排水施設等の水位

を示して直ちに当該市町村の存する都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標

管理者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知さ

 せなければならない。

 

 （都道府県知事が行う高潮に係る水位情報の通知及び周知）

第十三条の三　都道府県知事は、当該都道府県の区域内に存する海岸で高潮により相当な

損害を生ずるおそれがあるものとして指定したものについて、高潮特別警戒水位（警戒

水位を超える水位であつて高潮による災害の発生を特に警戒すべき水位をいう。）を定

め、当該海岸の水位がこれに達したときは、その旨を当該海岸の水位を示して直ちに当

該都道府県の水防計画で定める水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要

 に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させなければならない。

 

 （関係市町村長への通知）

第十三条の四　第十条第二項若しくは第十三条第一項の規定により通知をした国土交通大

臣又は第十一条第一項、第十三条第二項、第十三条の二第一項若しくは前条の規定によ

り通知をした都道府県知事は、災害対策基本法第六十条第一項の規定による避難のため

の立退きの指示又は同条第三項の規定による緊急安全確保措置の指示の判断に資するた

 め、関係市町村の長にその通知に係る事項を通知しなければならない。

 

 （洪水浸水想定区域）

第十四条　国土交通大臣は、次に掲げる河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確

保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省

令で定めるところにより、想定最大規模降雨（想定し得る最大規模の降雨であつて国土
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交通大臣が定める基準に該当するものをいう。以下同じ。）により当該河川が氾濫した

 場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定区域として指定するものとする。

 　一　第十条第二項又は第十三条第一項の規定により指定した河川

　二　特定都市河川浸水被害対策法（平成十五年法律第七十七号）第三条第一項の規定に

 　　より指定した河川

三　前二号に掲げるもののほか、河川法第九条第二項に規定する指定区間外の一級河川

のうち洪水による災害の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基準に該

 当するもの

２　都道府県知事は、次に掲げる河川について、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、

又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交通省令で定

めるところにより、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合に浸水が想定され

 る区域を洪水浸水想定区域として指定するものとする。

 　　一　第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定した河川

　　二　特定都市河川浸水被害対策法第三条第四項から第六項までの規定により指定した

 　　　河川

　　三　前二号に掲げるもののほか、河川法第九条第二項に規定する指定区間内の一級河

川又は同法第五条第一項に規定する二級河川のうち洪水による災害の発生を警戒す

 べきものとして国土交通省令で定める基準に該当するもの

３　前二項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国

 　土交通省令で定める事項を明らかにしてするものとする。

４　国土交通大臣又は都道府県知事は、第一項又は第二項の規定による指定をしたときは、

　国土交通省令で定めるところにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するとと

 　もに、関係市町村の長に通知しなければならない。

 ５　前二項の規定は、第一項又は第二項の規定による指定の変更について準用する。

 

 （雨水出水浸水想定区域）

第十四条の二　都道府県知事は、当該都道府県が管理する次に掲げる排水施設について、

雨水出水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災によ

る被害の軽減を図るため、国土交通省令で定めるところにより、想定最大規模降雨によ

り当該排水施設に雨水を排除できなくなつた場合又は当該排水施設（第一号に掲げる排

水施設にあつては、第十三条の二第一項の規定による指定に係るポンプ施設又は貯留施

設に接続する排水施設を含む。）から河川その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排

除できなくなつた場合に浸水が想定される区域を雨水出水浸水想定区域として指定する

 ものとする。

 　一　第十三条の二第一項の規定による指定に係る排水施設

　二　下水道法第二十五条の二に規定する浸水被害対策区域内に存する公共下水道等の排

 　　水施設

　三　特定都市河川浸水被害対策法第三条第三項の規定により指定され、又は同条第四項、

同条第五項において準用する同条第三項若しくは同条第六項の規定により指定した特

 定都市河川流域内に存する公共下水道等の排水施設
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　四　前三号に掲げるもののほか、雨水出水による災害の発生を警戒すべきものとして国

 土交通省令で定める基準に該当する公共下水道等の排水施設

２　市町村長は、当該市町村が管理する次に掲げる排水施設について、雨水出水時の円滑

かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図

るため、国土交通省令で定めるところにより、想定最大規模降雨により当該排水施設に

雨水を排除できなくなつた場合又は当該排水施設（第一号に掲げる排水施設にあつては、

第十三条の二第二項の規定による指定に係るポンプ施設又は貯留施設に接続する排水施

設を含む。）から河川その他の公共の水域若しくは海域に雨水を排除できなくなつた場

 合に浸水が想定される区域を雨水出水浸水想定区域として指定するものとする。

 　一　第十三条の二第二項の規定による指定に係る排水施設

　二　下水道法第二十五条の二に規定する浸水被害対策区域内に存する公共下水道等の排

 　　水施設

　三　特定都市河川浸水被害対策法第三条第三項（同条第五項において準用する場合を含

む。）及び第四項から第六項までの規定により指定された特定都市河川流域内に存す

 る公共下水道等の排水施設

　四　前三号に掲げるもののほか、雨水出水による災害の発生を警戒すべきものとして国

 　　土交通省令で定める基準に該当する公共下水道等の排水施設

３　前二項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国

 　土交通省令で定める事項を明らかにしてするものとする。

４　都道府県知事又は市町村長は、第一項又は第二項の規定による指定をしたときは、国

土交通省令で定めるところにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するととも

 に、都道府県知事にあつては、関係市町村の長に通知しなければならない。

 ５　前二項の規定は、第一項又は第二項の規定による指定の変更について準用する。

 

 （高潮浸水想定区域）

第十四条の三　都道府県知事は、次に掲げる海岸について、高潮時の円滑かつ迅速な避難

を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害の軽減を図るため、国土交

通省令で定めるところにより、想定し得る最大規模の高潮であつて国土交通大臣が定め

る基準に該当するものにより当該海岸について高潮による氾濫が発生した場合に浸水が

 想定される区域を高潮浸水想定区域として指定するものとする。

 　一　第十三条の三の規定により指定した海岸

　二　前号に掲げるもののほか、当該都道府県の区域内に存する海岸のうち高潮による災

 　　害の発生を警戒すべきものとして国土交通省令で定める基準に該当するもの

２　前項の規定による指定は、指定の区域、浸水した場合に想定される水深その他の国土

 　交通省令で定める事項を明らかにしてするものとする。

３　都道府県知事は、第一項の規定による指定をしたときは、国土交通省令で定めるとこ

ろにより、前項の国土交通省令で定める事項を公表するとともに、関係市町村の長に通

 知しなければならない。

 ４　前二項の規定は、第一項の規定による指定の変更について準用する。
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 （浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置）

第十五条　市町村防災会議（災害対策基本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議を

いい、これを設置しない市町村にあつては、当該市町村の長とする。次項において同じ。）

は、第十四条第一項若しくは第二項の規定による洪水浸水想定区域の指定、第十四条の

二第一項若しくは第二項の規定による雨水出水浸水想定区域の指定又は前条第一項の規

定による高潮浸水想定区域の指定があつたときは、市町村地域防災計画（同法第四十二

条第一項に規定する市町村地域防災計画をいう。以下同じ。）において、少なくとも当

該洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域ごとに、次に掲げる

事項について定めるものとする。ただし、第四号ハに掲げる施設について同号に掲げる

 事項を定めるのは、当該施設の所有者又は管理者からの申出があつた場合に限る。

　一　洪水予報等（第十条第一項若しくは第二項又は第十一条第一項の規定により気象庁

長官、国土交通大臣及び気象庁長官又は都道府県知事及び気象庁長官が行う予報、第

十三条第一項若しくは第二項、第十三条の二又は第十三条の三の規定により国土交通

大臣、都道府県知事又は市町村長が通知し又は周知する情報その他人的災害を生ずる

おそれがある洪水、雨水出水又は高潮に関する情報をいう。次項において同じ。）の

 伝達方法

 　二　避難施設その他の避難場所及び避難路その他の避難経路に関する事項

　三　災害対策基本法第四十八条第一項の防災訓練として市町村長が行う洪水、雨水出水

 又は高潮に係る避難訓練の実施に関する事項

　四　浸水想定区域（洪水浸水想定区域、雨水出水浸水想定区域又は高潮浸水想定区域を

いう。第三項において同じ。）内に次に掲げる施設がある場合にあつては、これらの

 施設の名称及び所在地

　　イ　地下街等（地下街その他地下に設けられた不特定かつ多数の者が利用する施設（地

下に建設が予定されている施設又は地下に建設中の施設であつて、不特定かつ多数

の者が利用すると見込まれるものを含む。）をいう。次条において同じ。）でその

利用者の洪水時、雨水出水時又は高潮時（以下「洪水時等」という。）の円滑かつ

 迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止を図る必要があると認められるもの

　　ロ　要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配

慮を要する者が利用する施設をいう。第十五条の三において同じ。）でその利用者

 の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図る必要があると認められるもの

　　ハ　大規模な工場その他の施設（イ又はロに掲げるものを除く。）であつて国土交通

省令で定める基準を参酌して市町村の条例で定める用途及び規模に該当するもの

（第十五条の四において「大規模工場等」という。）でその洪水時等の浸水の防止

 を図る必要があると認められるもの

 　五　その他洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な事項

２　市町村防災会議は、前項の規定により市町村地域防災計画において同項第四号に掲げ

る事項を定めるときは、当該市町村地域防災計画において、次の各号に掲げる施設の区

 分に応じ、当該各号に定める者への洪水予報等の伝達方法を定めるものとする。

　一　前項第四号イに掲げる施設（地下に建設が予定されている施設及び地下に建設中の

施設を除く。）　当該施設の所有者又は管理者及び次条第九項に規定する自衛水防組織
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 の構成員

　二　前項第四号ロに掲げる施設　当該施設の所有者又は管理者（第十五条の三第七項の

規定により自衛水防組織が置かれたときは、当該施設の所有者又は管理者及び当該自

 衛水防組織の構成員）

　三　前項第四号ハに掲げる施設　当該施設の所有者又は管理者（第十五条の四第一項の

規定により自衛水防組織が置かれたときは、当該施設の所有者又は管理者及び当該自

 衛水防組織の構成員）

３　浸水想定区域をその区域に含む市町村の長は、国土交通省令で定めるところにより、

市町村地域防災計画において定められた第一項各号に掲げる事項を住民、滞在者その他

の者（第十五条の十一において「住民等」という。）に周知させるため、これらの事項

（次の各号に掲げる区域をその区域に含む市町村にあつては、それぞれ当該各号に定め

る事項を含む。）を記載した印刷物の配布その他の必要な措置を講じなければならない。 

　一　土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律（平成十二年法

 律第五十七号）第七条第一項の土砂災害警戒区域　同法第八条第三項に規定する事項

　二　津波防災地域づくりに関する法律第五十三条第一項の津波災害警戒区域　同法第五

 十五条に規定する事項

 

 （地下街等の利用者の避難の確保及び浸水の防止のための措置に関する計画の作成等）

第十五条の二　前条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定め

られた地下街等の所有者又は管理者は、単独で又は共同して、国土交通省令で定めると

ころにより、当該地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時

等の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成しなければな

 らない。

２　前項の地下街等の所有者又は管理者は、同項に規定する計画を作成しようとする場合

において、当該地下街等と連続する施設であつてその配置その他の状況に照らし当該地

下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保に著しい支障を及ぼすおそれの

あるものがあるときは、あらかじめ、当該施設の所有者又は管理者の意見を聴くよう努

 めるものとする。

３　第一項の地下街等の所有者又は管理者は、同項に規定する計画を作成したときは、遅

 　滞なく、これを市町村長に報告するとともに、公表しなければならない。

 ４　前二項の規定は、第一項に規定する計画の変更について準用する。

５　市町村長は、第一項の地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び

洪水時等の浸水の防止を図るため必要があると認めるときは、前条第一項の規定により

市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた連続する二以上の地下街等の所

有者又は管理者に対し、第一項に規定する計画を共同して作成するよう勧告をすること

 ができる。

６　市町村長は、第一項の地下街等の所有者又は管理者が同項に規定する計画を作成して

いない場合において、当該地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及

び洪水時等の浸水の防止を図るため必要があると認めるときは、当該地下街等の所有者

 又は管理者に対し、必要な指示をすることができる。
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７　市町村長は、前項の規定による指示を受けた第一項の地下街等の所有者又は管理者が、

 　正当な理由がなく、その指示に従わなかつたときは、その旨を公表することができる。

８　第一項の地下街等（地下に建設が予定されている施設及び地下に建設中の施設を除く。

以下この条において同じ。）の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるとこ

ろにより、同項の地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時

 等の浸水の防止のための訓練を行わなければならない。

９　第一項の地下街等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、同項

の地下街等の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保及び洪水時等の浸水の防止

 を行う自衛水防組織を置かなければならない。

１０　第一項の地下街等の所有者又は管理者は、前項の規定により自衛水防組織を置いた

ときは、遅滞なく、当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事項を市

 町村長に報告しなければならない。当該事項を変更したときも、同様とする。

 

 （要配慮者利用施設の利用者の避難の確保のための措置に関する計画の作成等）

第十五条の三　第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を

定められた要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところによ

り、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を図るため

 に必要な訓練その他の措置に関する計画を作成しなければならない。

２　前項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項の規定による計画を作成したと

きは、遅滞なく、これを市町村長に報告しなければならない。これを変更したときも、

 同様とする。

３　市町村長は、第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者が同項に規定する計画を

作成していない場合において、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅

速な避難の確保を図るため必要があると認めるときは、当該要配慮者利用施設の所有者

 又は管理者に対し、必要な指示をすることができる。

４　市町村長は、前項の規定による指示を受けた第一項の要配慮者利用施設の所有者又は

管理者が、正当な理由がなく、その指示に従わなかつたときは、その旨を公表すること

 ができる。

５　第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、同項に規定する計画で定めるとこ

ろにより、同項の要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保の

 ための訓練を行うとともに、その結果を市町村長に報告しなければならない。

６　市町村長は、第二項又は前項の規定により報告を受けたときは、第一項の要配慮者利

用施設の所有者又は管理者に対し、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑か

 つ迅速な避難の確保を図るために必要な助言又は勧告をすることができる。

７　第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところによ

り、同項の要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を行う自

 衛水防組織を置くよう努めなければならない。

８　第一項の要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、前項の規定により自衛水防組織を

置いたときは、遅滞なく、当該自衛水防組織の構成員その他の国土交通省令で定める事

 項を市町村長に報告しなければならない。当該事項を変更したときも、同様とする。
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 （大規模工場等における浸水の防止のための措置に関する計画の作成等）

第十五条の四　第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を

定められた大規模工場等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、

当該大規模工場等の洪水時等の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関す

る計画を作成するとともに、当該計画で定めるところにより当該大規模工場等の洪水時

等の浸水の防止のための訓練を実施するほか、当該大規模工場等の洪水時等の浸水の防

 止を行う自衛水防組織を置くよう努めなければならない。

２　前項の大規模工場等の所有者又は管理者は、同項の規定による計画を作成し、又は自

衛水防組織を置いたときは、遅滞なく、当該計画又は当該自衛水防組織の構成員その他

の国土交通省令で定める事項を市町村長に報告しなければならない。当該計画又は当該

 事項を変更したときも、同様とする。

 

 （市町村防災会議の協議会が設置されている場合の準用）

第十五条の五　第十五条から前条までの規定は、災害対策基本法第十七条第一項の規定に

より水災による被害の軽減を図るため市町村防災会議の協議会が設置されている場合に

ついて準用する。この場合において、第十五条第一項中「市町村防災会議（災害対策基

本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議をいい、これを設置しない市町村にあつ

ては、当該市町村の長とする」とあるのは「市町村防災会議の協議会（災害対策基本法

第十七条第一項に規定する市町村防災会議の協議会をいう」と、「市町村地域防災計画

（同法第四十二条第一項に規定する市町村地域防災計画をいう」とあるのは「市町村相

互間地域防災計画（同法第四十四条第一項に規定する市町村相互間地域防災計画をいう」

と、同条第二項中「市町村防災会議」とあるのは「市町村防災会議の協議会」と、同項、

同条第三項、第十五条の二第一項及び第五項、第十五条の三第一項並びに前条第一項中

「市町村地域防災計画」とあるのは「市町村相互間地域防災計画」と読み替えるものと

 する。

 

 （浸水被害軽減地区の指定等）

第十五条の六　水防管理者は、洪水浸水想定区域（当該区域に隣接し、又は近接する区域

を含み、河川区域（河川法第六条第一項に規定する河川区域をいう。）を除く。）内で

輪中堤防その他の帯状の盛土構造物が存する土地（その状況がこれに類するものとして

国土交通省令で定める土地を含む。）の区域であつて浸水の拡大を抑制する効用がある

 と認められるものを浸水被害軽減地区として指定することができる。

２　水防管理者は、前項の規定による指定をしようとするときは、あらかじめ、当該指定

をしようとする区域をその区域に含む市町村の長の意見を聴くとともに、当該指定をし

 ようとする区域内の土地の所有者の同意を得なければならない。

３　水防管理者は、第一項の規定による指定をするときは、国土交通省令で定めるところ

により、当該浸水被害軽減地区を公示するとともに、その旨を当該浸水被害軽減地区を

その区域に含む市町村の長及び当該浸水被害軽減地区内の土地の所有者に通知しなけれ

 ばならない。
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 ４　第一項の規定による指定は、前項の規定による公示によつてその効力を生ずる。

 ５　前三項の規定は、第一項の規定による指定の解除について準用する。

 

 （標識の設置等）

第十五条の七　水防管理者は、前条第一項の規定により浸水被害軽減地区を指定したとき

は、国土交通省令で定める基準を参酌して、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、

水害予防組合にあつては組合会の議決で定めるところにより、浸水被害軽減地区の区域

 内に、浸水被害軽減地区である旨を表示した標識を設けなければならない。

２　浸水被害軽減地区内の土地の所有者、管理者又は占有者は、正当な理由がない限り、

 　前項の標識の設置を拒み、又は妨げてはならない。

３　何人も、第一項の規定により設けられた標識を水防管理者の承諾を得ないで移転し、

 　若しくは除却し、又は汚損し、若しくは損壊してはならない。

４　水防管理団体は、第一項の規定による行為により損失を受けた者に対して、時価によ

 　りその損失を補償しなければならない。

 

 （行為の届出等）

第十五条の八　浸水被害軽減地区内の土地において土地の掘削、盛土又は切土その他土地

の形状を変更する行為をしようとする者は、当該行為に着手する日の三十日前までに、

国土交通省令で定めるところにより、行為の種類、場所、設計又は施行方法、着手予定

日その他国土交通省令で定める事項を水防管理者に届け出なければならない。ただし、

通常の管理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの及び非常災害のため必要

 な応急措置として行う行為については、この限りでない。

２　水防管理者は、前項の規定による届出を受けたときは、国土交通省令で定めるところ

により、当該届出の内容を、当該浸水被害軽減地区をその区域に含む市町村の長に通知

 しなければならない。

３　水防管理者は、第一項の規定による届出があつた場合において、当該浸水被害軽減地

区が有する浸水の拡大を抑制する効用を保全するため必要があると認めるときは、当該

 届出をした者に対して、必要な助言又は勧告をすることができる。

 

 （大規模氾濫減災協議会）

第十五条の九　国土交通大臣は、第十条第二項又は第十三条第一項の規定により指定した

河川について、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の軽

減に資する取組を総合的かつ一体的に推進するために必要な協議を行うための協議会

（以下この条において「大規模氾濫減災協議会」という。）を組織するものとする。 

 ２　大規模氾濫減災協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。

 　一　国土交通大臣

 　二　当該河川の存する都道府県の知事

 　三　当該河川の存する市町村の長

 　四　当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者

 　五　当該河川の河川管理者
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　六　当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する管区気象台長、沖縄気象台長又は

 　　地方気象台長

 　七　第三号の市町村に隣接する市町村の長その他の国土交通大臣が必要と認める者

３　大規模氾濫減災協議会において協議が調つた事項については、大規模氾濫減災協議会

 　の構成員は、その協議の結果を尊重しなければならない。

４　前三項に定めるもののほか、大規模氾濫減災協議会の運営に関し必要な事項は、大規

 　模氾濫減災協議会が定める。

 

 （都道府県大規模氾濫減災協議会）

第十五条の十　都道府県知事は、第十一条第一項又は第十三条第二項の規定により指定し

た河川について、想定最大規模降雨により当該河川が氾濫した場合の水災による被害の

軽減に資する取組を総合的かつ一体的に推進するために必要な協議を行うための協議会

（以下この条において「都道府県大規模氾濫減災協議会」という。）を組織することが

 できる。

 ２　都道府県大規模氾濫減災協議会は、次に掲げる者をもつて構成する。

 　一　当該都道府県知事

 　二　当該河川の存する市町村の長

 　三　当該河川の存する区域をその区域に含む水防管理団体の水防管理者

 　四　当該河川の河川管理者

　五　当該河川の存する区域の全部又は一部を管轄する管区気象台長、沖縄気象台長又は

 　　地方気象台長

 　六　第二号の市町村に隣接する市町村の長その他の当該都道府県知事が必要と認める者

３　前条第三項及び第四項の規定は、都道府県大規模氾濫減災協議会について準用する。

この場合において、同項中「前三項」とあるのは、「次条第一項及び第二項並びに同条

 第三項において準用する前項」と読み替えるものとする。

 

 （予想される水災の危険の周知等）

第十五条の十一　市町村長は、当該市町村の区域内に存する河川（第十条第二項、第十一

条第一項又は第十三条第一項若しくは第二項の規定により指定された河川を除く。）の

うち、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保することが特に必要と認める河川について、

過去の降雨により当該河川が氾濫した際に浸水した地点、その水深その他の状況を把握

するよう努めるとともに、これを把握したときは、当該河川において予想される水災の

 危険を住民等に周知させなければならない。

 

 （河川管理者の援助等）

第十五条の十二　河川管理者は、第十五条の六第一項の規定により浸水被害軽減地区の指

定をしようとする水防管理者及び前条の規定により浸水した地点、その水深その他の状

況を把握しようとする市町村長に対し、必要な情報提供、助言その他の援助を行うもの

 とする。

２　河川管理者は、前項の規定による援助を行うため必要があると認めるときは、河川法
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第五十八条の八第一項の規定により指定した河川協力団体に必要な協力を要請すること

 ができる。

 

 （水防警報）

第十六条　国土交通大臣は、洪水、津波又は高潮により国民経済上重大な損害を生ずるお

それがあると認めて指定した河川、湖沼又は海岸について、都道府県知事は、国土交通

大臣が指定した河川、湖沼又は海岸以外の河川、湖沼又は海岸で洪水、津波又は高潮に

より相当な損害を生ずるおそれがあると認めて指定したものについて、水防警報をしな

 ければならない。

２　国土交通大臣は、前項の規定により水防警報をしたときは、直ちにその警報事項を関

 　係都道府県知事に通知しなければならない。

３　都道府県知事は、第一項の規定により水防警報をしたとき、又は前項の規定により通

知を受けたときは、都道府県の水防計画で定めるところにより、直ちにその警報事項又

はその受けた通知に係る事項を関係水防管理者その他水防に関係のある機関に通知しな

 ければならない。

４　国土交通大臣又は都道府県知事は、第一項の規定により河川、湖沼又は海岸を指定し

 　たときは、その旨を公示しなければならない。

 

 （水防団及び消防機関の出動）

第十七条　水防管理者は、水防警報が発せられたとき、水位が警戒水位に達したときその

他水防上必要があると認めるときは、都道府県の水防計画で定めるところにより、水防

 団及び消防機関を出動させ、又は出動の準備をさせなければならない。

 

 （優先通行）

第十八条　都道府県知事の定める標識を有する車両が水防のため出動するときは、車両及

 　び歩行者は、これに進路を譲らなければならない。

 

 （緊急通行）

第十九条　水防団長、水防団員及び消防機関に属する者並びに水防管理者から委任を受け

た者は、水防上緊急の必要がある場所に赴くときは、一般交通の用に供しない通路又は

 公共の用に供しない空地及び水面を通行することができる。

２　水防管理団体は、前項の規定により損失を受けた者に対し、時価によりその損失を補

 　償しなければならない。

 

 （水防信号）

 第二十条　都道府県知事は、水防に用いる信号を定めなければならない。

 ２　何人も、みだりに前項の水防信号又はこれに類似する信号を使用してはならない。

 

 （警戒区域）

第二十一条　水防上緊急の必要がある場所においては、水防団長、水防団員又は消防機関
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に属する者は、警戒区域を設定し、水防関係者以外の者に対して、その区域への立入り

 を禁止し、若しくは制限し、又はその区域からの退去を命ずることができる。

２　前項の場所においては、水防団長、水防団員若しくは消防機関に属する者がいないと

き、又はこれらの者の要求があつたときは、警察官は、同項に規定する者の職権を行う

 ことができる。

 

 （警察官の援助の要求）

第二十二条　水防管理者は、水防のため必要があると認めるときは、警察署長に対して、

 　警察官の出動を求めることができる。

 

 （応援）

第二十三条　水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者は、他の水防管理者又は市

町村長若しくは消防長に対して応援を求めることができる。応援を求められた者は、で

 きる限りその求めに応じなければならない。

２　応援のため派遣された者は、水防については応援を求めた水防管理者の所轄の下に行

 　動するものとする。

３　第一項の規定による応援のために要する費用は、当該応援を求めた水防管理団体が負

 　担するものとする。

４　前項の規定により負担する費用の額及び負担の方法は、当該応援を求めた水防管理団

 　体と当該応援を求められた水防管理団体又は市町村とが協議して定める。

 

 （居住者等の水防義務）

第二十四条　水防管理者、水防団長又は消防機関の長は、水防のためやむを得ない必要が

あるときは、当該水防管理団体の区域内に居住する者、又は水防の現場にある者をして

 水防に従事させることができる。

 

 （決壊の通報）

第二十五条　水防に際し、堤防その他の施設が決壊したときは、水防管理者、水防団長、

消防機関の長又は水防協力団体の代表者は、直ちにこれを関係者に通報しなければなら

 ない。

 

 （決壊後の処置）

第二十六条　堤防その他の施設が決壊したときにおいても、水防管理者、水防団長、消防

機関の長及び水防協力団体の代表者は、できる限りはん濫による被害が拡大しないよう

 に努めなければならない。

 

 （水防通信）

第二十七条　何人も、水防上緊急を要する通信が最も迅速に行われるように協力しなけれ

 　ばならない。

２　国土交通大臣、都道府県知事、水防管理者、水防団長、消防機関の長又はこれらの者
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の命を受けた者は、水防上緊急を要する通信のために、電気通信事業法（昭和五十九年

法律第八十六号）第二条第五号に規定する電気通信事業者がその事業の用に供する電気

通信設備を優先的に利用し、又は警察通信施設、気象官署通信施設、鉄道通信施設、電

 気事業通信施設その他の専用通信施設を使用することができる。

 

 （公用負担）

第二十八条　水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者、水防団長又は消防機関の

長は、水防の現場において、必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用

し、若しくは収用し、車両その他の運搬用機器若しくは排水用機器を使用し、又は工作

 物その他の障害物を処分することができる。

２　前項に規定する場合において、水防管理者から委任を受けた者は、水防の現場におい

て、必要な土地を一時使用し、土石、竹木その他の資材を使用し、又は車両その他の運

 搬用機器若しくは排水用機器を使用することができる。

３　水防管理団体は、前二項の規定により損失を受けた者に対し、時価によりその損失を

 　補償しなければならない。

 

 （立退きの指示）

第二十九条　洪水、雨水出水、津波又は高潮によつて氾濫による著しい危険が切迫してい

ると認められるときは、都道府県知事、その命を受けた都道府県の職員又は水防管理者

は、必要と認める区域の居住者、滞在者その他の者に対し、避難のため立ち退くべきこ

とを指示することができる。水防管理者が指示をする場合においては、当該区域を管轄

 する警察署長にその旨を通知しなければならない。

 

 （知事の指示）

第三十条　水防上緊急を要するときは、都道府県知事は、水防管理者、水防団長又は消防

 機関の長に対して指示をすることができる。

 

 （重要河川における国土交通大臣の指示）

第三十一条　二以上の都府県に関係がある河川で、公共の安全を保持するため特に重要な

ものの水防上緊急を要するときは、国土交通大臣は、都道府県知事、水防管理者、水防

 団長又は消防機関の長に対して指示をすることができる。

 

 （特定緊急水防活動）

第三十二条　国土交通大臣は、洪水、雨水出水、津波又は高潮による著しく激甚な災害が

発生した場合において、水防上緊急を要すると認めるときは、次に掲げる水防活動（以

下この条及び第四十三条の二において「特定緊急水防活動」という。）を行うことがで

 きる。

 　一　当該災害の発生に伴い浸入した水の排除

　二　高度の機械力又は高度の専門的知識及び技術を要する水防活動として政令で定める

 　　もの
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２　国土交通大臣は、前項の規定により特定緊急水防活動を行おうとするときは、あらか

じめ、当該特定緊急水防活動を行おうとする場所に係る水防管理者にその旨を通知しな

 ければならない。特定緊急水防活動を終了しようとするときも、同様とする。

３　第一項の規定により国土交通大臣が特定緊急水防活動を行う場合における第十九条、

第二十一条、第二十二条、第二十五条、第二十六条及び第二十八条の規定の適用につい

ては、第十九条第一項中「水防団長、水防団員及び消防機関に属する者並びに水防管理

者から委任を受けた者」とあり、第二十一条第一項中「水防団長、水防団員又は消防機

関に属する者」とあり、及び同条第二項中「水防団長、水防団員若しくは消防機関に属

する者」とあるのは「国土交通省の職員」と、第十九条第二項及び第二十八条第三項中

「水防管理団体」とあるのは「国」と、第二十二条中「水防管理者」とあり、第二十五

条中「水防管理者、水防団長、消防機関の長又は水防協力団体の代表者」とあり、第二

十六条中「水防管理者、水防団長、消防機関の長及び水防協力団体の代表者」とあり、

及び第二十八条第一項中「水防管理者、水防団長又は消防機関の長」とあるのは「国土

 交通大臣」とする。

 

 （水防訓練）

第三十二条の二　指定管理団体は、毎年、水防団、消防機関及び水防協力団体の水防訓練

 　を行わなければならない。

２　指定管理団体以外の水防管理団体は、毎年、水防団、消防機関及び水防協力団体の水

 　防訓練を行うよう努めなければならない。

 

 （津波避難訓練への参加）

第三十二条の三　津波防災地域づくりに関する法律第五十三条第一項の津波災害警戒区域

に係る水防団、消防機関及び水防協力団体は、同法第五十四条第一項第三号に規定する

 津波避難訓練が行われるときは、これに参加しなければならない。

 

 第四章　指定水防管理団体

 

 （水防計画）

第三十三条　指定管理団体の水防管理者は、都道府県の水防計画に応じた水防計画を定め、

及び毎年水防計画に検討を加え、必要があると認めるときは、これを変更しなければな

 らない。

２　指定管理団体の水防管理者は、前項の規定により水防計画を定め、又は変更しようと

するときは、あらかじめ、水防協議会（次条第一項に規定する水防協議会をいう。以下

この項において同じ。）を設置する指定管理団体にあつては当該水防協議会、水防協議

会を設置せず、かつ、災害対策基本法第十六条第一項に規定する市町村防災会議を設置

する市町村である指定管理団体にあつては当該市町村防災会議に諮らなければならな

 い。

３　指定管理団体の水防管理者は、第一項の規定により水防計画を定め、又は変更したと

きは、その要旨を公表するよう努めるとともに、遅滞なく、水防計画を都道府県知事に
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 届け出なければならない。

 ４　第七条第二項から第四項までの規定は、指定管理団体の水防計画について準用する。

 

 （水防協議会）

第三十四条　指定管理団体の水防計画その他水防に関し重要な事項を調査審議させるた

め、指定管理団体に水防協議会を置くことができる。ただし、水防事務組合及び水害予

 防組合については、これらに水防協議会を置くものとする。

２　指定管理団体の水防協議会は、水防に関し関係機関に対して意見を述べることができ

 　る。

 ３　指定管理団体の水防協議会は、会長及び委員をもつて組織する。

４　会長は、指定管理団体の水防管理者をもつて充てる。委員は、関係行政機関の職員並

びに水防に関係のある団体の代表者及び学識経験のある者のうちから指定管理団体の水

 防管理者が命じ、又は委嘱する。

５　前各項に定めるもののほか、指定管理団体の水防協議会に関し必要な事項は、市町村

 　又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組合会の議決で定める。

 

 （水防団員の定員の基準）

第三十五条　都道府県は、条例で、指定管理団体の水防団員の定員の基準を定めることが

 　できる。

 

 第五章　水防協力団体

 

 （水防協力団体の指定）

第三十六条　水防管理者は、次条に規定する業務を適正かつ確実に行うことができると認

められる法人その他これに準ずるものとして国土交通省令で定める団体を、その申請に

 より、水防協力団体として指定することができる。

２　水防管理者は、前項の規定による指定をしたときは、当該水防協力団体の名称、住所

 　及び事務所の所在地を公示しなければならない。

３　水防協力団体は、その名称、住所又は事務所の所在地を変更しようとするときは、あ

 　らかじめ、その旨を水防管理者に届け出なければならない。

４　水防管理者は、前項の規定による届出があつたときは、当該届出に係る事項を公示し

 　なければならない。

 

 （水防協力団体の業務）

 第三十七条　水防協力団体は、次に掲げる業務を行うものとする。

　一　水防団又は消防機関が行う水防上必要な監視、警戒その他の水防活動に協力するこ

 　　と。

 　二　水防に必要な器具、資材又は設備を保管し、及び提供すること。

 　三　水防に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。

 　四　水防に関する調査研究を行うこと。
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 　五　水防に関する知識の普及及び啓発を行うこと。

 　六　前各号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。

 

 （水防団等との連携）

第三十八条　水防協力団体は、水防団及び水防を行う消防機関との密接な連携の下に前条

 　第一号に掲げる業務を行わなければならない。

 

 （監督等）

第三十九条　水防管理者は、第三十七条各号に掲げる業務の適正かつ確実な実施を確保す

るため必要があると認めるときは、水防協力団体に対し、その業務に関し報告をさせる

 ことができる。

２　水防管理者は、水防協力団体が第三十七条各号に掲げる業務を適正かつ確実に実施し

ていないと認めるときは、水防協力団体に対し、その業務の運営の改善に関し必要な措

 置を講ずべきことを命ずることができる。

３　水防管理者は、水防協力団体が前項の規定による命令に違反したときは、その指定を

 　取り消すことができる。

４　水防管理者は、前項の規定により指定を取り消したときは、その旨を公示しなければ

 　ならない。

 

 （情報の提供等）

第四十条　国、都道府県及び水防管理団体は、水防協力団体に対し、その業務の実施に関

 　し必要な情報の提供又は指導若しくは助言をするものとする。

 

 第六章　費用の負担及び補助

 

 （水防管理団体の費用負担）

第四十一条　水防管理団体の水防に要する費用は、当該水防管理団体が負担するものとす

 　る。

 

 （利益を受ける市町村の費用負担）

第四十二条　水防管理団体の水防によつて当該水防管理団体の区域の関係市町村以外の市

町村が著しく利益を受けるときは、前条の規定にかかわらず、当該水防に要する費用の

 一部は、当該水防により著しく利益を受ける市町村が負担するものとする。

２　前項の規定により負担する費用の額及び負担の方法は、当該水防を行う水防管理団体

 　と当該水防により著しく利益を受ける市町村とが協議して定める。

３　前項の規定による協議が成立しないときは、水防管理団体又は市町村は、その区域の

 　属する都道府県の知事にあつせんを申請することができる。

４　都道府県知事は、前項の規定による申請に基づいてあつせんをしようとする場合にお

いて、当事者のうちにその区域が他の都府県に属する水防管理団体又は市町村があると

 きは、当該他の都府県の知事と協議しなければならない。
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 （都道府県の費用負担）

第四十三条　この法律の規定により都道府県が処理することとされている事務に要する費

 　用は、当該都道府県の負担とする。

 

 （国の費用負担）

第四十三条の二　第三十二条第一項の規定により国土交通大臣が行う特定緊急水防活動に

 　要する費用は、国の負担とする。

 

 （費用の補助）

第四十四条　都道府県は、第四十一条の規定により水防管理団体が負担する費用について、

 　当該水防管理団体に対して補助することができる。

２　国は、前項の規定により都道府県が水防管理団体に対して補助するときは、当該補助

金額のうち、二以上の都府県の区域にわたる河川又は流域面積が大きい河川で洪水によ

る国民経済に与える影響が重大なものの政令で定める水防施設の設置に係る金額の二分

 の一以内を、予算の範囲内において、当該都道府県に対して補助することができる。

３　前項の規定により国が都道府県に対して補助する金額は、当該水防施設の設置に要す

 　る費用の三分の一に相当する額以内とする。

 

 第七章　雑則

 

 （第二十四条の規定により水防に従事した者に対する災害補償）

第四十五条　第二十四条の規定により水防に従事した者が水防に従事したことにより死亡

し、負傷し、若しくは病気にかかり、又は水防に従事したことによる負傷若しくは病気

により死亡し、若しくは障害の状態となつたときは、当該水防管理団体は、政令で定め

る基準に従い、市町村又は水防事務組合にあつては条例で、水害予防組合にあつては組

合会の議決で定めるところにより、その者又はその者の遺族がこれらの原因によつて受

 ける損害を補償しなければならない。

 

 （表彰）

第四十六条　国土交通大臣は、水防管理者の所轄の下に水防に従事した者で当該水防に関

し著しい功労があると認められるものに対し、国土交通省令で定めるところにより、表

 彰を行うことができる。

 

 （報告）

第四十七条　国土交通大臣及び消防庁長官は、都道府県又は水防管理団体に対し、水防に

 　関し必要な報告をさせることができる。

２　都道府県知事は、都道府県の区域内における水防管理団体に対し、水防に関し必要な

 　報告をさせることができる。
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 （勧告及び助言）

第四十八条　国土交通大臣は都道府県又は水防管理団体に対し、都道府県知事は都道府県

の区域内における水防管理団体に対し、水防に関し必要な勧告又は助言をすることがで

 きる。

 

 （資料の提出及び立入り）

第四十九条　都道府県知事又は水防管理者は、水防計画を作成するために必要があると認

めるときは、関係者に対して資料の提出を命じ、又は当該職員、水防団長、水防団員若

 しくは消防機関に属する者をして必要な土地に立ち入らせることができる。

２　都道府県の職員、水防団長、水防団員又は消防機関に属する者は、前項の規定により

必要な土地に立ち入る場合においては、その身分を示す証票を携帯し、関係人の請求が

 あつたときは、これを提示しなければならない。

 

 （消防事務との調整）

第五十条　水防管理者は、水防事務と水防事務以外の消防事務とが競合する場合の措置に

 　ついて、あらかじめ市町村長と協議しておかなければならない。

 

 （権限の委任）

第五十一条　この法律に規定する国土交通大臣の権限は、国土交通省令で定めるところに

 　より、その一部を地方整備局長又は北海道開発局長に委任することができる。

 

 第八章　罰則

 

第五十二条　みだりに水防管理団体の管理する水防の用に供する器具、資材又は設備を損

 　壊し、又は撤去した者は、三年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に処する。

 ２　前項の者には、情状により懲役及び罰金を併科することができる。

 

第五十三条　刑法（明治四十年法律第四十五号）第百二十一条の規定の適用がある場合を

除き、第二十一条の規定による立入りの禁止若しくは制限又は退去の命令に従わなかつ

 た者は、六月以下の懲役又は三十万円以下の罰金に処する。

 

 第五十四条　次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

 　一　第十五条の七第三項の規定に違反した者

　二　第十五条の八第一項の規定に違反して、届出をしないで、又は虚偽の届出をして、

 　　同項本文に規定する行為をした者

 

第五十五条　次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金又は拘留に処する。 

　一　みだりに水防管理団体の管理する水防の用に供する器具、資材又は設備を使用し、

 　　又はその正当な使用を妨げた者

 　二　第二十条第二項の規定に違反した者
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　三　第四十九条第一項の規定による資料を提出せず、若しくは虚偽の資料を提出し、又

　　は同項の規定による立入りを拒み、妨げ、若しくは忌避した者
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気 象 業 務 法 （ 抄） 

（昭和27年6月2日法律第165号）  

第一章 総則（第一条―第三条） 

第二章 観測（第四条―第十二条） 

第三章 予報及び警報（第十三条―第二十四条） 

第三章の二 気象予報士（第二十四条の二―第二十四条の二十七） 

第三章の三 民間気象業務支援センター（第二十四条の二十八―第二十四条の三十三） 

第四章 無線通信による資料の発表（第二十五条・第二十六条） 

第五章 検定（第二十七条―第三十四条） 

第六章 雑則（第三十五条―第四十三条の五） 

第七章 罰則（第四十四条―第五十条） 

附則 

 

第一章 総則 

 

（目的） 

第一条 この法律は、気象業務に関する基本的制度を定めることによつて、気象業務の健

全な発達を図り、もつて災害の予防、交通の安全の確保、産業の興隆等公共の福祉の増

進に寄与するとともに、気象業務に関する国際的協力を行うことを目的とする。  

 

（定義） 

第二条 この法律において「気象」とは、大気（電離層を除く。）の諸現象をいう。  

２ この法律において「地象」とは、地震及び火山現象並びに気象に密接に関連する地面

及び地中の諸現象をいう。 

３ この法律において「水象」とは、気象、地震又は火山現象に密接に関連する陸水及び

海洋の諸現象をいう。 

４ この法律において「気象業務」とは、次に掲げる業務をいう。  

一 気象、地象、地動及び水象の観測並びにその成果の収集及び発表  

二  気象、地象（地震にあつては、発生した断層運動による地震動（以下単に「地震

動」という。）に限る。）及び水象の予報及び警報  

三 気象、地象及び水象に関する情報の収集及び発表  

四 地球磁気及び地球電気の常時観測並びにその成果の収集及び発表  

五 前各号の事項に関する統計の作成及び調査並びに統計及び調査の成果の発表  

六 前各号の業務を行うに必要な研究 

七 前各号の業務を行うに必要な附帯業務 

５ この法律において「観測」とは、自然科学的方法による現象の観察及び測定をいう。  

６ この法律において「予報」とは、観測の成果に基づく現象の予想の発表をいう。  

７ この法律において「警報」とは、重大な災害の起こるおそれのある旨を警告して行う

予報をいう。 

８ この法律において「気象測器」とは、気象、地象及び水象の観測に用いる器具、器械

及び装置をいう。 

 

（気象庁長官の任務） 

第三条  気象庁長官は、第一条の目的を達成するため、次に掲げる事項を行うように努め
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なければならない。 

一 気象、地震及び火山現象に関する観測網を確立し、及び維持すること。  

二  気象、地震動、火山現象、津波及び高潮の予報及び警報の中枢組織を確立し、及

び維持すること。 

三  気象、地震動及び火山現象の観測、予報及び警報に関する情報を迅速に交換する

組織を確立し、及び維持すること。 

四  地震（地震動を除く。）の観測の成果を迅速に交換する組織を確立し、及び維持

すること。 

五 気象の観測の方法及びその成果の発表の方法について統一を図ること。  

六  気象の観測の成果、気象の予報及び警報並びに気象に関する調査及び研究の成果

の産業、交通その他の社会活動に対する利用を促進すること。  

 

第二章 観測（略） 

 

第三章 予報及び警報 

 

（予報及び警報） 

第十三条 気象庁は、政令の定めるところにより、気象、地象（地震にあつては、地震動

に限る。第十六条を除き、以下この章において同じ。）、津波、高潮、波浪及び洪水に

ついての一般の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。ただし、次条第一

項の規定により警報をする場合は、この限りでない。 

２ 気象庁は、前項の予報及び警報の外、政令の定めるところにより、津波、高潮、波浪

及び洪水以外の水象についての一般の利用に適合する予報及び警報をすることができる。  

３ 気象庁は、前二項の予報及び警報をする場合は、自ら予報事項及び警報事項の周知の

措置を執る外、報道機関の協力を求めて、これを公衆に周知させるように努めなければ

ならない。 

 

第十三条の二 気象庁は、予想される現象が特に異常であるため重大な災害の起こるおそ

れが著しく大きい場合として降雨量その他に関し気象庁が定める基準に該当する場合に

は、政令の定めるところにより、その旨を示して、気象、地象、津波、高潮及び波浪に

ついての一般の利用に適合する警報をしなければならない。  

２ 気象庁は、前項の基準を定めようとするときは、あらかじめ関係都道府県知事の意見

を聴かなければならない。この場合において、関係都道府県知事が意見を述べようとす

るときは、あらかじめ関係市町村長の意見を聴かなければならない。  

３ 気象庁は、第一項の基準を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。  

４ 前二項の規定は、第一項の基準の変更について準用する。  

５ 前条第三項の規定は、第一項の警報（第十五条の二第一項において「特別警報」とい

う。）をする場合に準用する。  

 

第十四条 気象庁は、政令の定めるところにより、気象、地象、津波、高潮及び波浪につ

いての航空機及び船舶の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。  

２ 気象庁は、気象、地象及び水象についての鉄道事業、電気事業その他特殊な事業の利

用に適合する予報及び警報をすることができる。 

３ 第十三条第三項の規定は、第一項の予報及び警報をする場合に準用する。  
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第十四条の二 気象庁は、政令の定めるところにより、気象、津波、高潮及び洪水につい

ての水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。  

２ 気象庁は、水防法（昭和二十四年法律第百九十三号）第十条第二項の規定により指定

された河川について、水防に関する事務を行う国土交通大臣と共同して、当該河川の水

位又は流量（氾濫した後においては、水位若しくは流量又は氾濫により浸水する区域及

びその水深）を示して洪水についての水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなけ

ればならない。 

３ 気象庁は、水防法第十一条第一項の規定により指定された河川について、都道府県知

事と共同して、水位又は流量を示して洪水についての水防活動の利用に適合する予報及

び警報をしなければならない。この場合において、同法第十一条の二第二項の規定によ

る情報の提供を受けたときは、これを踏まえるものとする。  

４ 気象庁は、水防法第十一条の二第二項の規定により提供を受けた情報を活用するに当

たつて、特に専門的な知識を必要とする場合には、水防に関する事務を行う国土交通大

臣の技術的助言を求めなければならない。  

５ 第十三条第三項の規定は、第一項から第三項までの予報及び警報をする場合に準用す

る。この場合において、同条第三項中「前二項の予報及び警報をする場合は、」とある

のは、「第十四条の二第一項から第三項までの予報及び警報をする場合は、それぞれ、

単独で、水防に関する事務を行う国土交通大臣と共同して又は都道府県知事と共同し

て、」と読み替えるものとする。 

６ 第二項又は第三項の規定により予報及び警報をする国土交通大臣又は都道府県知事に

ついては、第十七条及び第二十三条の規定は、適用しない。 

 

第十五条 気象庁は、第十三条第一項、第十四条第一項又は前条第一項から第三項までの

規定により、気象、地象、津波、高潮、波浪及び洪水の警報をしたときは、政令の定め

るところにより、直ちにその警報事項を警察庁、消防庁、国土交通省、海上保安庁、都

道府県、東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社又は日本放送協会の機関に

通知しなければならない。地震動の警報以外の警報をした場合において、警戒の必要が

なくなつたときも同様とする。  

２ 前項の通知を受けた警察庁、消防庁、都道府県、東日本電信電話株式会社及び西日本

電信電話株式会社の機関は、直ちにその通知された事項を関係市町村長に通知するよう

に努めなければならない。 

３ 前項の通知を受けた市町村長は、直ちにその通知された事項を公衆及び所在の官公署

に周知させるように努めなければならない。  

４ 第一項の通知を受けた国土交通省の機関は、直ちにその通知された事項を航行中の航

空機に周知させるように努めなければならない。 

５ 第一項の通知を受けた海上保安庁の機関は、直ちにその通知された事項を航海中及び

入港中の船舶に周知させるように努めなければならない。  

６ 第一項の通知を受けた日本放送協会の機関は、直ちにその通知された事項の放送をし

なければならない。 

 

第十五条の二 気象庁は、第十三条の二第一項の規定により、気象、地象、津波、高潮及

び波浪の特別警報をしたときは、政令の定めるところにより、直ちにその特別警報に係

る警報事項を警察庁、消防庁、海上保安庁、都道府県、東日本電信電話株式会社、西日

本電信電話株式会社又は日本放送協会の機関に通知しなければならない。地震動の特別

警報以外の特別警報をした場合において、当該特別警報の必要がなくなつたときも同様

とする。 

２ 前項の通知を受けた都道府県の機関は、直ちにその通知された事項を関係市町村長に

通知しなければならない。 
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３ 前条第二項の規定は、警察庁、消防庁、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話

株式会社の機関が第一項の通知を受けた場合に準用する。  

４ 第二項又は前項において準用する前条第二項の通知を受けた市町村長は、直ちにその

通知された事項を公衆及び所在の官公署に周知させる措置をとらなければならない。  

５ 前条第五項の規定は海上保安庁の機関が第一項の通知を受けた場合に、同条第六項の

規定は日本放送協会の機関が第一項の通知を受けた場合に、それぞれ準用する。  

 

（航空予報図の交付） 

第十六条 気象庁は、国土交通省令で定める航空機に対し、その航行前、気象、地象（地

震を除く。）又は水象についての予想を記載した航空予報図を交付しなければならない。  

 

（予報業務の許可） 

第十七条 気象庁以外の者が気象、地象、津波、高潮、波浪又は洪水の予報の業務（以下

「予報業務」という。）を行おうとする場合は、気象庁長官の許可を受けなければなら

ない。 

２  前項の許可（以下この章において「許可」という。）は、予報業務の目的及び範囲

（土砂崩れ（崖崩れ、土石流及び地滑りをいう。以下同じ。）、高潮、波浪又は洪水の

予報の業務（以下「気象関連現象予報業務」という。）をその範囲に含む予報業務の許

可にあつては、当該気象関連現象予報業務のための気象の予想を行うか否かの別を含む。

第十九条第一項及び第四十六条第三号において同じ。）を定めて行う。  

３ 噴火、火山ガスの放出、土砂崩れ、津波、高潮又は洪水の予報の業務（以下「特定予

報業務」という。）をその範囲に含む予報業務の許可については、当該特定予報業務に

係る予報業務の目的は、第十九条の三の規定による説明を受けた者にのみ利用させるも

のに限られるものとする。 

 

（許可の基準） 

第十八条 気象庁長官は、許可の申請書を受理したときは、次の基準によつて審査しなけ

ればならない。 

一  当該予報業務を適確に遂行するに足りる観測その他の予報資料の収集及び予報資

料の解析の施設及び要員を有するものであること。  

二  当該予報業務の目的及び範囲に係る気象庁の警報事項を迅速に受けることができ

る施設及び要員を有するものであること。  

三  特定予報業務を行おうとする場合にあつては、第十九条の三の規定による説明を

適確に行うことができる施設及び要員を有するものであること並びに当該説明を受

けた者以外の者に予報事項が伝達されることを防止するために必要な措置が講じら

れていること。 

四  気象又は地象（地震動、火山現象及び土砂崩れを除く。以下この号及び第十九条

の二において同じ。）の予報の業務を行おうとする場合にあつては、当該業務に係

る気象又は地象の予想を行う事業所につき、同条前段の要件を備えることとなつて

いること。 

五  地震動、火山現象又は津波の予報の業務を行おうとする場合にあつては、当該業

務に係る地震動、火山現象又は津波の予想の方法がそれぞれ国土交通省令で定める

技術上の基準に適合するものであること。  

六  気象関連現象予報業務を行おうとする場合にあつては、次のイ又はロに掲げる場

合の区分に応じ、それぞれイ又はロに定める基準に適合するものであること。  

イ  当該気象関連現象予報業務のための気象の予想を行わない場合  当該気象関連
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現象予報業務に係る土砂崩れ、高潮、波浪又は洪水の予想の方法がそれぞれ国土

交通省令で定める技術上の基準に適合するものであること。  

ロ  当該気象関連現象予報業務のための気象の予想を行う場合 当該気象関連現象

予報業務のための気象の予想を行う事業所につき第十九条の二前段の要件を備え

ることとなつていること及び当該気象関連現象予報業務に係る土砂崩れ、高潮、

波浪又は洪水の予想の方法がそれぞれイの技術上の基準に適合するものであるこ

と。 

２ 気象庁長官は、前項の規定により審査した結果、その申請が同項の基準に適合してい

ると認めるときは、次の場合を除いて許可しなければならない。  

一  許可を受けようとする者が、この法律の規定により罰金以上の刑に処せられ、そ

の執行を終わり、又はその執行を受けることがなくなつた日から二年を経過しない

者であるとき。 

二  許可を受けようとする者が、第二十一条の規定により許可の取消しを受け、その

取消しの日から二年を経過しない者であるとき。  

三  許可を受けようとする者が、法人である場合において、その法人の役員が第一号

又は前号に該当する者であるとき。 

３ 気象庁長官は、土砂崩れ又は洪水の予報の業務をその範囲に含む予報業務の許可をし

ようとするときは、当該予報業務のうち土砂崩れ又は洪水の予想の方法が第一項第六号

イの技術上の基準に適合するものであることについて、砂防又は水防に関する事務を行

う国土交通大臣に協議しなければならない。  

 

（変更認可） 

第十九条 許可を受けた者が第十七条第二項の予報業務の目的又は範囲を変更しようとす

るときは、気象庁長官の認可を受けなければならない。  

２ 前条の規定は、前項の場合に準用する。  

 

（気象予報士の設置及び業務）  

第十九条の二 次の各号のいずれかに該当する者は、当該予報業務のうち気象又は地象の

予想を行う事業所ごとに、国土交通省令で定めるところにより、気象予報士（第二十四

条の二十の登録を受けている者をいう。以下同じ。）を置かなければならない。この場

合において、当該気象又は地象の予想については、気象予報士に行わせなければならな

い。 

一 気象又は地象の予報の業務をその範囲に含む予報業務の許可を受けた者  

二  気象関連現象予報業務をその範囲に含む予報業務の許可を受けた者（前号に掲げ

る者を除く。）であつて、当該気象関連現象予報業務のための気象の予想を行うも

の 

 

（特定予報業務をその範囲に含む予報業務の許可を受けた者の説明義務）  

第十九条の三 特定予報業務をその範囲に含む予報業務の許可を受けた者は、国土交通省

令で定めるところにより、当該特定予報業務を利用しようとする者に対し、その利用に

当たつて留意すべき事項その他の国土交通省令で定める事項を説明しなければならない。  

 

（警報事項の伝達） 

第二十条 許可を受けた者は、当該予報業務の目的及び範囲に係る気象庁の警報事項を当

該予報業務の利用者に迅速に伝達するように努めなければならない。  
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（業務改善命令） 

第二十条の二 気象庁長官は、許可を受けた者が第十八条第一項各号のいずれかに該当し

ないこととなつた場合その他許可を受けた者の予報業務の適正な運営を確保するため必

要があると認めるときは、当該許可を受けた者に対し、その施設及び要員又はその現象

の予想の方法について同項各号に適合するための措置その他当該予報業務の運営を改善

するために必要な措置をとるべきことを命ずることができる。  

 

（許可の取消し等） 

第二十一条 気象庁長官は、許可を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、期

間を定めて業務の停止を命じ、又は許可を取り消すことができる。  

一  この法律若しくはこの法律に基づく命令若しくはこれらに基づく処分又は許可若

しくは認可に付した条件に違反したとき。  

二 第十八条第二項第一号又は第三号に該当することとなつたとき。  

 

（予報業務の休廃止） 

第二十二条 許可を受けた者が予報業務の全部又は一部を休止し、又は廃止したときは、

その日から三十日以内に、その旨を気象庁長官に届け出なければならない。  

 

（警報の制限） 

第二十三条 気象庁以外の者は、気象、地象、津波、高潮、波浪及び洪水の警報をしては

ならない。ただし、政令で定める場合は、この限りでない。  

 

（予報及び警報の標識）  

第二十四条 形象、色彩、灯光又は音響による標識によつて気象、地象、津波、高潮、波

浪又は洪水についての予報事項又は警報事項を発表し、又は伝達する者は、国土交通省

令で定める方法に従つてこれをしなければならない。  

 

第三章の二 気象予報士（略） 

第三章の三 民間気象業務支援センター（略） 

第四章 無線通信による資料の発表（略） 

第五章 検定（略） 

第六章 雑則（略） 

第七章 罰則（略） 

附 則（略） 
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水 防 協 議 会 条 例

（平成11年12月21日宮城県条例第68号）

（設置）

第一条 水防法（昭和二十四年法律第百九十三号。以下「法」という。）第八条第一項の

規定に基づき，宮城県水防協議会（以下「協議会」という。）を置く。

（委員の定数等）

第二条 協議会の委員の定数は，十五人以内とする。

２ 委員（関係行政機関の職員である委員を除く。以下この条において同じ。）の任期は，

二年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。

３ 委員は，再任されることができる。

（会長）

第三条 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。

２ 会長に事故があるときは，あらかじめ会長の指名する委員が，その職務を代理する。

（会議）

第四条 協議会の会議は，会長が招集し，会長がその議長となる。

２ 協議会の会議は，委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。

３ 協議会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。

（幹事及び書記）

第五条 協議会に幹事及び書記を置き，会長が命じ，又は委嘱する。

２ 幹事は，会長の命を受け，庶務を処理する。

３ 書記は，上司の命を受け，庶務に従事する。

（委任）

第六条 この条例に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，会長が協議会

に諮って定める。

附 則（略）
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宮城県水防協議会規程

（趣旨）

第一条 この規程は，水防協議会条例（平成十一年宮城県条例第六十八号。以下「条

例」という。）第六条の規定に基づき，条例に定めるもののほか，宮城県水防協議

会（以下「協議会」という。）の運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（会議の招集等）

第二条 協議会の招集は，会長が会議開催の五日前までに開催日時，開催場所及び議

事事項を示して，委員に通知して行うものとする。ただし，急を要する場合はこの

限りではない。

２ 委員は，病気その他の理由により会議に出席できないときはあらかじめ会長に届

け出なければならない。この場合においては，委員は，その代理者を出席させるこ

とができる。

３ 前項の規定により，代理者が出席するときで，委員の書面による委任がある場合

は，委員が出席したものとみなす。

（会議録）

第三条 協議会に関する次の事項は，会議録に記載しなければならない。

一 開催の日時及び場所

二 出席委員及び欠席委員の氏名

三 説明等のため出席した者の氏名

四 諸報告の大要

五 議事の大要

六 その他会議において必要と認める事項

（幹事会）

第四条 会長は，協議会の運営について必要があるときは，幹事会を開催することが

できる。

２ 幹事会の運営については，協議会の例に準ずるものとする。

（専決処分）

第五条 会長は，協議会に属する事務のうち，次の各号に掲げるものについては，専

決処分することができる。

一 水防に関する情報を収集する。

二 関係機関の長に対し，資料又は情報の提供，意見の開陳その他必要な協力を求

めること。

三 知事に対し，緊急を要する必要な意見を具申すること。

四 宮城県水防計画の軽易な事項の修正について，幹事会の検討を得て知事に意見

を具申すること。

五 その他軽易な事項

（委任）

第六条 この規程に定めるもののほか，協議会の運営に関する必要な事項は会長が別

に定める。
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水防資材費補助について

昭和 59 年 11 月 22 日 建設省河治発第 59 号
都道府県土木主管部長あて 河川局治水課長通達

昭和 59年 11月 2日付けで激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律施
行令の一部を改正する政令(昭和 59 年政令第 315 号)が施行されたことに伴い，水防資
材費補助については，昭和 60 年度要求より別添「水防資材費国庫補助基準」に基づき
取扱うこととしたので，遺漏のないよう措置されたい。

なお，貴管下水防管理団体に対しても，その旨周知徹底方お願いする。

水防資材費国庫補助基準

第１ 国庫補助の対象

次の各号に掲げるものを補助対象とする。

(1) 一般災害に係るもの

1 月 1 日から 10月 31日までの間に行った水防活動に際して使用した水防資材の費
用について補助するものとする。

ただし，激甚災害に指定された期間内のものを除くものとする。

(2) 激甚災害に係るもの

激甚災害に指定された期間内において行った水防活動に際して使用した水防資材の

費用について補助するものとする。

第２ 補助基本額及び補助率

第３により算出した水防資材費の合計額が，都道府県にあつては 150万円以上，水
防管理団体にあつては 25万円以上となる場合にその合計額の 3分の 1を補助する。
ただし，激甚災害に係るものについて，都道府県にあつては 190万円，水防管理団
体にあつては 35万円を越える部分がある場合にその超過額の 3分の 2を補助する。

第３ 国庫補助の対象となる水防資材の範囲及び費用の算定

(1) 第 1及び第 2に規定する水防資材は，俵，かます，布袋類，畳，むしろ，縄，竹，
生木，丸太，くい，板類，鉄線，くぎ，かすがい，蛇籠，置石及び土砂とする。

ただし，水防の用途に再使用し，又は他の用途に使用することができるもの及び公

共土木施設災害復旧事業費国庫負担法施行令(昭和 26 年政令第 107 号)第 4 条の規
定により災害復旧事業の事業費に含まれる費用に係るものは，補助基本額から控除

するものとする。

(2) 使用した水防資材費の算定は，次の各号によるものとする。

イ 水防倉庫等の備蓄資材を使用した場合は，当該資材の購入価格とする。

ロ 水防法第 21条の規定により公用徴収した資材については，その弁償価格とする。
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ハ 都道府県から有償で補給を受けた資材については，都道府県における当該資材の

購入価格とする。

ニ 一般市場から購入して使用した資材については，通常の場合における時価の範囲

とする。

ホ 前記各号の資材で数次に分けて購入し，又は徴収した資材のうち，その一部のみ

を使用した場合において個別に単価の明らかでない場合は，その平均単価をもつ

て使用した資材の単価とみなす。
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水防活動実施の報告について

昭和 61年 4月 30日 建設省河治発第 22号
土木部長あて 建設省河川局治水課長通達

標記については，本年 4月 1日以降からは，左記により取扱うこととしたので遺憾のな
いよう取り計らわれたい。

記

１ 洪水・高潮に際して水防活動を実施したときは，別紙様式により報告すること。

２ 報告日及び調査対象期間は，次によるものとする。

(報告日) (調査対象期間)

① 6 月 10日 (1月 1日～ 5 月末日，(1月～ 5月))
② 8 月 10日 ( ～ 7 月末日，(6月～ 7月))
③ 10月 10日 ( ～ 9 月末日，(8月～ 9月))
④ 1 月 15日 ( ～ 12月末日，(10月～ 12月))
ただし，当該期間において水防活動を行わない場合は，報告の必要はない。

３ その他

① 水防資材費の国庫補助申請にあたっては，水防活動実施報告に基づき申請すること。

② 水防資材を購入した場合の購入証拠書類，備蓄水防資材を使用した場合の水防資材

受払簿及び水防活動を行った現地の写真等の整備を図ること。

③ 本通達に基づく報告のほか，「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関す

る法律」(昭和 37 年法律第 150 号)の適用が予想される場合は，異常気象等による
特定の期間別の実施状況等必要に応じ報告を求める場合があるので，照会があった

場合は直ちに報告できる態勢を確立しておくこと。
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� 水防活動報告書様式�

�

水防活動実施報告書�

�

年号� � � 年� � � 月� � � 日�

作成責任者�

出 水 の�

概 � 況�

� � � � � � � � � 川� � 警戒水位� � � � � ｍ�

� � � � � � � � � � � � 雨� � 量� � � � � mm�

水 防�

実施箇所�

� � � � � � � � � 川� � 左岸� � � � � 地先� � � � � � � � � � ｍ�

� � � � � � � � � � � � 右岸�

日 時� � 自� � � 月� � � 日� � � 時� � � � � 至� � � 月� � � 日� � � 時�

出 動�

人 員�

水防団員� 消防団員� その他� 合� 計�

人� 人 人 人

水防作業�

の 概 況�

及び工法�

�

箇� � 所� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ｍ�

�

工� � 法�

�

水防の

結果�

�

効果�

被害�

堤防�

ｍ�

ｍ�

田�

㎡�

㎡�

畑�

㎡

㎡

家�

戸

戸

鉄道

ｍ

ｍ

道路

ｍ

ｍ

人口

人

人

その他�

使 用�

資器材�

かます、俵� � 居 住 者 の�

出 動 状 況�

�

万年、土俵� �

な� � わ� � 水防関係者の�

死 傷�

�

丸� � 太� �

その他� � 雨量水位の�

状 況�

�

� �

水防活動に関する�

自� 己� 批� 判�

備� � 考�

（注）水防を行った箇所ごとに作成すること。�

�

�
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水防活動報告書様式（例）
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東北地方における災害等の相互応援に関する協定 

 

国土交通省東北地方整備局（以下「東北地方整備局」という。）、青森県、岩手県、宮

城県、秋田県、山形県、福島県、仙台市及び東日本高速道路株式会社東北支社(以下

「構成機関」という。)は、災害等が発生し、又はそのおそれがある場合の相互応援を

より円滑に行うために、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、構成機関が所管する区域内において災害等が発生し、又は発生す

るおそれがある場合の相互応援の内容を定め、もって災害等の拡大の防止と被災施設

の早期の応急復旧に資することを目的とする。 

 

（応援内容） 

第２条 応援の内容は、次の各号に掲げる内容とする。 

一 情報の収集・提供（現地情報連絡員（リエゾン）の派遣を含む。） 

二 構成機関への職員の派遣 

三 災害に係る専門家の派遣 

四 構成機関が保有する車両、建設機械、応急組立橋等応急復旧資機材の貸し付け 

五 構成機関が保有する通信機器等の貸し付け及び操作員の派遣 

六 通行規制等の措置 

七 構成機関が関係団体等に対し要請が必要な場合の協力 

八 必要最小限の災害等緊急対応 

九 その他必要と認められる事項 

 

（災害等状況調査並びに連絡） 

第３条 災害等が発生し、被災した構成機関が、本協定により他の構成機関からの応援

を要請する場合は、その内容を東北地方整備局に連絡するものとする。 

２ 東北地方整備局は、被災した構成機関から上記の連絡があった場合、その内容を他

の構成機関に連絡するものとする。 

 

（応援要請の手続き） 

第４条 応援を要する構成機関は、第２条に定める応援内容を明らかにし、口頭もしく

は電話により応援を要請し、後日、応援した構成機関に対し、速やかに文書で応援要

請手続きを行うものとする。 
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（応援要請によらない応援） 

第５条 災害等が発生し、被災による連絡不能又は災害等に伴う進行性のある災害等の

発生により、被災した構成機関から応援の要請はないが、特に緊急を要し応援の要請

を待ついとまがないと認められる場合においては、前条の規定にかかわらず、構成機

関は第２条の規定に関し独自の判断により応援できるものとする。 

 

（応援の実施） 

第６条 第４条の規定により応援要請を受けた場合もしくは前条の規定により応援の判

断をした場合、構成機関は可能な限り相互に協議のうえ、応援を行うものとする。 

 

（応援の終了） 

第７条 前条の応援の終了については、現地の状況等を踏まえ、構成機関が相互に協議

のうえ終了するものとする。 

 

（費用負担） 

第８条 第４条及び第５条に基づく第２条第 2号から第 9号までの応援に要する費用

は、応援を受けた構成機関の負担とする。ただし、別に定める場合及び応援を受けた

構成機関と応援を行った構成機関で協議した結果、合意が得られた場合についてはこ

の限りではない。 

 

（他の協定等との関係） 

第９条 この協定は、構成機関が既に締結している他の相互応援協定等による応援及び

新たな相互応援協定等を妨げるものではない。 

 

（その他） 

第 10条 この協定に定めのない事項は、構成機関が協議して定めるものとする。 

２ この協定の実施に関し必要な事項は、別途、定めるものとする。 
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付則 

１ 平成 21年 3月 26日に締結された「東北地方における国土交通省所管公共施設の災

害時の相互応援に関する申合せ」は、これを廃止する。 

 

平成３１年 ３月２５日 

 

国土交通省 

東北地方整備局長 髙田 昌行 

 

 

 

 

 

青森県知事 三村 申吾 

 

 

 

 

 

岩手県知事 達増 拓也 

 

 

 

 

 

宮城県知事 村井 嘉浩 

 

 

 

 

 

秋田県知事 佐竹 敬久 
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山形県知事 吉村 美栄子 

 

 

 

 

 

福島県知事 内堀 雅雄 

 

 

 

 

 

仙台市長 郡 和子 

 

 

 

 

 

東日本高速道路株式会社 

東北支社長 松﨑 薫 
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「東北地方における災害等の相互応援に関する協定」における協定実施細目 

 

（趣旨） 

第 1 条 この協定実施細目は、東北地方における災害等の相互応援に関する協定（以下

「協定」という。）第 10条第 2項の規定に基づき、協定の実施に必要な事項を定め

るものである。なお、「災害等」とは、構成機関相互の応援が必要と認められる事

案をいう。例えば、地震、大雨等の自然災害、林野火災、原子力災害、及び鳥イン

フルエンザの発生等をいう。 

 

（東北地方整備局の応援内容の想定） 

第 2条 国土交通省東北地方整備局（以下、「東北地方整備局」とする。）が実施する協定

の第 2条で定める応援内容は、次のとおり想定している。 

１．「情報の収集・提供（現地情報連絡員(リエゾン)の派遣を含む）」とは以下の項目を

いう。 

（１）画像提供 

河川、砂防、道路 CCTV、ヘリコプター画像、衛星通信車、Ku-SAT画像の提供、

TV 会議の開催、海保、自衛隊等から提供された画像の転送、他の地方整備局から

提供された画像の転送等。 

（２）情報収集 

被災自治体に派遣された現地情報連絡員（リエゾン）による情報収集等。 

２．「構成機関への職員の派遣」とは、東北地方整備局、他の地方整備局、北海道開発

局及び国土技術政策総合研究所の職員による緊急災害対策派遣隊（TEC－FORCE）を

想定している。 

 ３．「災害に係る専門家の派遣」とは、国土交通省以外の機関である独立行政法人土木

研究所、建築研究所、港湾空港技術研究所等の専門家の派遣を想定している。 

 ４．「構成機関が保有する車両、建設機械、応急組立橋等応急復旧機材の貸し付け」と

は、以下の項目をいう。 

（１）貸与機械 

東北地方整備局は、構成機関に貸与する機械設備として、災害対策用機械・通信

設備一覧表及び道路維持用機械・除雪機械一覧表を、年度当初に構成機関へ報告す

るものとする。 

（２）運用報告 

貸与を受けた構成機関は、貸与期間中の機械設備の稼働時間等、その運用結果 

について、様式－３を用いて東北地方整備局に報告するものとする。 

（３）貸与期間 

他の災害等への対応に備え、貸与期間は、設置が終了した日から要請者側が応急

対策資機材の現場配備を整えるまでの必要最小限度の期間とする。なお、東北地方

整備局は貸与機械設備の引き揚げに当たっては、貸与した構成機関に対して、事前

に代替え措置について提案助言するとともに、引き揚げの時期について協議するも

のとする。 
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 ５．「構成機関が保有する通信機器の貸し付け及び操作員の派遣」とは、以下の項目を

いう。 

（１）貸与通信設備 

東北地方整備局は、構成機関に貸与する通信設備として、災害対策用機械・通信

設備一覧表を、年度当初に構成機関へ報告するものとする。 

（２）操作員の派遣 

    貸与する通信設備の操作員を、通信設備と共に派遣できるものとする。 

（３）運用報告 

貸与を受けた構成機関は、貸与期間中の通信設備の稼働時間等、その運用結果に

ついて、様式－３を用いて東北地方整備局に報告するものとする。 

（４）貸与期間 

他の災害等への対応に備え、貸与期間は、設置が終了した日から要請者側が応急

対策資機材の現場配備を整えるまでの必要最小限度の期間とする。なお、東北地方

整備局は貸与通信設備の引き揚げに当たっては、貸与した構成機関に対して、事前

に代替え措置について提案助言するとともに、引き揚げの時期について協議するも

のとする。 

 ６．「通行規制等の措置」とは、直轄国道の如何に係わらず、道路啓開、応急復旧及び

通行規制の支援をするものとする。 

 ７．「構成機関の関係団体等に対する要請」とは、「災害時における応急対策業務に関す

る協定」第 3条 3項に基づき、自治体の災害等に関し、東北地方整備局が（一社）日

本建設業連合会等に出動を要請するものである。 

 ８．「必要最小限の災害等緊急対応」とは、以下の項目をいう。 

（１）災害等緊急対応事業 

災害等発生直後の緊急調査等で発見された被災箇所で、最終的に応急復旧等を実

施する者が不明あるいは未調整で、実施主体や分担が決定されるまでの間、放置す

れば被害拡大及び二次災害のおそれがあるため、民生の安定上、国が主体となって、

緊急的に対応を実施する必要がある場合に実施 

（２）要請に基づく緊急対応 

災害等により被災があった構成機関から要請を受けた場合に実施 

 

（連絡担当部局） 

第 3 条 協定第 3 条で定める連絡のため、構成機関は、相互応援のための連絡担当局部    

課名、連絡責任者及び同補助者の役職、氏名、電話番号その他連絡に必要な事項を

あらかじめ相互に連絡するものとする。 

 

（応援要請の方法） 

第 4 条 協定第 4 条で定める応援要請は、口頭もしくは電話で連絡責任者に連絡するも

のとし、後に、様式－１を用いて文書を速やかに提出するものとする。 

 

（応援内容） 

第 5 条 協定第６条で定める応援内容を決定した場合は、別添様式－２を用いて応援先

構成機関あて報告するものとする。 
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（費用負担） 

第 6 条 東北地方整備局が行う以下の応援内容については、協定第８条の定めによらず

以下のとおり費用を負担するものとする。 

１．協定第２条第２号の「構成機関への職員の派遣」の費用負担 

東北地方整備局等の職員による応援については、東北地方整備局の負担とする。 

２．協定第 2条第３号の「災害に係る専門家の派遣」の費用負担 

    災害に係る専門家の派遣については、東北地方整備局又は各独立行政法人の負 

担とする。 

３．協定第２条第 4号「構成機関が保有する車両、建設機械、応急組立橋等応急復旧機

材の貸し付け」及び第 5号「構成機関が保有する通信機器の貸し付け及び操作員の派

遣」の費用負担 

（１）費用負担 

①貸与機械・通信設備の使用料は無償とする。 

②貸与期間中の燃料、操作員の賃金等は、貸与を受けた構成機関が支払うものと

する。ただし、協議した結果、合意が得られた場合はこの限りでない。 

（２）負担区分（応急組立橋） 

応急組立橋の貸与に係る費用は、搬出から運搬、設置、撤去、返納まで、全て 貸

与を受けた構成機関が負担するものとする。 

（３）負担区分（応急組立橋以外） 

貸与機械・通信設備（応急組立橋以外）の配備に関する負担区分は次によるもの

とする。 

① 当初設置までに要する費用は東北地方整備局が負担する。 

② 貸与期間中の再移動、再設置に要する費用は貸与を受けた構成機関の負担と

する。 

③ 東北地方整備局は、当初設置終了後、貸与を受ける構成機関へ機械・通信設

備の管理を移管するものとする。貸与期間中の機械・通信設備の損傷につい

ては、貸与を受けた構成機関が弁償するものとする。 

④引き揚げに要する費用のうち、機械・通信設備の運搬（回送）費は東北地方整

備局が負担する。 

（４）用語の定義 

①（３）の当初設置とは、災害対策用機械・通信設備を設置し機器本来の運用が可

能な状態をいう。 

②（３）の再設置とは、災害対策用機械・通信設備の移設または機能の増強の為の

機器の増設等を行う場合をいう。 

 

４．協定第 2条第８号の「必要最小限の災害等緊急対応」の費用負担 

（１）災害等緊急対応事業の費用負担 

「災害等緊急対応事業」として実施した場合の費用については、東北地方整備局 

が負担する。 

（２）要請に基づく緊急対応の費用負担 

   「要請に基づく緊急対応」として実施した場合の費用については、要請を行った構

成機関の負担とする。ただし、協議した結果、合意が得られた場合についてはこの
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限りではない。 

 

（付則） 

この協定実施細目は、平成３１年 ３月２５日から効力を生ずる。 
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様式－１ 

○ ○ － ○ ○ ○ ○ 

平成  年  月  日 

 

（応援を要請される構成機関の長） 殿 

 

応援を要請する構成機関の長 

                               （公印省略） 

応援要請書 

 

「東北地方における災害等の相互応援に関する協定」第４条の規定に基づき、次のとおり

応援要請します。 

 

  １．場所（位置図等を添付） 

 

 

 

 

  ２．応援要請内容 

   （参考：記載内容の項目及び詳細） 

・被災情報の収集及び連絡 

・被災状況の調査 

・重機、資機材等の調達 

・応急対策工事の実施 

・その他特に必要な業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者  所属 

  職氏名  

                  連絡先（TEL/FAX） 
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様式－２ 

○ ○ － ○ ○ ○ ○ 

平成  年  月  日 

 

（応援を要請した構成機関の長） 殿 

 

                      応援を要請された構成機関の長 

        （公印省略） 

 

協定第 6条に基づく応援の実施について 

 

 「東北地方における災害等の相互応援に関する協定」第６条の規定に基づき、 

平成  年  月  日付け○○－○○○○で要請のあったことについては次のとおり

行います。 

 

  １．応援内容 

   （参考：記載内容の項目及び詳細） 

・被災情報の収集及び連絡 

・被災状況の調査 

・重機、資機材等の調達 

・応急対策工事の実施 

・その他特に必要な業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者  所属 

  職氏名  

                  連絡先（TEL/FAX） 
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様式－３ 

○ ○ － ○ ○ ○ ○ 

平成  年  月  日 

 

（応援を要請された構成機関の長） 殿 

 

応援を要請した構成機関の長 

                               （公印省略） 

運用報告 

 

「東北地方における災害等の相互応援に関する協定」における協定実施細目第２条の規

定に基づき、次のとおり運用報告します。 

 

機械および機器 

名称 

出動場所 稼動状況 

(運転日数 

及び運転時間) 

その他 

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者  所属 

  職氏名  

                  連絡先（TEL/FAX） 
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水
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参
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・
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求
 

1
2.
5
 
自
衛
隊

の
派
遣
要
請
 

1
2.
6
 
国
（
河

川
事
務
所
、
地

方
気
象
台
等
）
と

の
連
携
 

1
2.
7
 
企
業
（

地
元
建
設
業
等

）
と
の
連
携
 

1
2.
8
 
住
民
、

自
主
防
災
組
織

等
と
の
連
携
 

第
1
3
章
 
費

用
負
担
と
公
用
負
担
 

1
3.
1
 
費
用
負

担
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1
3.
2
 
公
用
負
担
 

第
1
4
章
 水

防
報
告
等
 

1
4.
1
 
水
防
記
録
 

1
4.
2
 
水
防
報
告
 

第
1
5
章
 水

防
訓
練
 

第
1
6
章
 浸

水
想

定
区
域

等
に

お
け
る

円
滑

か
つ

迅
速
な

避
難

の
確

保
及

び
浸

水
の

防
止
の

た
め

の
措
置
 

1
6.
1
 
洪
水
、
内
水

、
高
潮
対

応
 

1
6.
1.
1
 

洪
水

浸
水
想

定
区

域
の
指

定
状
況
 

1
6.
1.
2
 

内
水

浸
水
想

定
区

域
の
指

定
状
況
 

1
6.
1.
3
 

高
潮

浸
水
想

定
区

域
の
指

定
状
況
 

1
6.
1.
4
 

浸
水

想
定

区
域

に
お
け

る
円
滑

か
つ

迅
速
な

避
難

を
確
保

及
び

浸
水

の
防

止
の
た

め
の
措
置
 

1
6.
1.
5
 

洪
水

・
内
水

・
高

潮
ハ
ザ

ー
ド
マ

ッ
プ

 

1
6.
1.
6
 

予
想

さ
れ
る

水
災

の
危
険

の
周
知

等
 

1
6.
1.
7
 

地
下

街
等

の
利

用
者
の

避
難
の

確
保

及
び
浸

水
の

防
止
の

た
め

の
措

置
に

関
す
る

計
画
の
作
成
等
 

1
6.
1.
8
 

要
配

慮
者

利
用

施
設
の

利
用
者

の
避

難
の
確

保
の

た
め
の

措
置

に
関

す
る

計
画
の

作
成
等
 

1
6.
1.
9
 

大
規

模
工

場
等

に
お
け

る
浸
水

の
防

止
の
た

め
の

措
置
に

関
す

る
計

画
の

作
成
等
 

1
6.
1.
1
0
 
浸
水

被
害
軽
減
地

区
 

1
6.
2
 
津
波
対
応
 

1
6.
2.
1
 

津
波

災
害
警

戒
区

域
の
指

定
 

1
6.
2.
2
 

市
町

村
地
域

防
災

計
画
の

拡
充
 

1
6.
2.
3
 

津
波

ハ
ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
の

作
成
・

周
知

 

1
6.
2.
4
 

避
難

促
進
施

設
に

係
る
避

難
確
保

計
画

 

第
1
7
章
 水

防
協
力
団
体

 

1
7.
1
 
水
防
協
力
団

体
の
指
定

 

1
7.
2
 
水
防
協
力
団

体
の
業
務

 

1
7.
3
 
水
防
協
力
団

体
と
水
防

団
等
の
連
携
 

1
7.
4
 
水
防
協
力
団

体
の
申
請

・
指
定
及
び
運
用
 

■
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 ＜
水
防
計

画
例

＞
 

○
○
市

町
村
水

防
計
画
 

第
１

章
 

総
則
 

1
.
1 

目
的
 

こ
の
計
画
は
、
水
防
法
（
昭

和
24

年
法
律
第

19
3
号
、
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
４
条
の

規
定

に
基
づ

き
、
○
○
県

知
事
か
ら
指
定
さ
れ
た

指
定
水
防
管
理

団
体
た
る
○
○

市
が
、
同
法
第

3
3
条

第
１
項

の
規
定
に
基

づ
き

、
○
○

市
内
に
お

け
る
水
防
事
務
の
調
整
及
び
そ
の

円
滑
な
実
施
の
た
め

に
必
要

な
事
項
を
規

定
し
、
○
○

市
の
地
域

に
か
か
る
河
川
、
湖
沼
又
は

海
岸
の
洪
水
、
内
水
（
法

第
２
条

第
１
項
に
定
め
る
雨
水
出
水
の
こ

と
。

以
下
同

じ
。
）
、
津
波
又
は
高

潮
の
水
災
を
警
戒
し
、

防
御
し

、
及

び
こ
れ
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し

、
も
っ
て
公
共

の
安
全
を
保
持
す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
 

 ＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
目

的
は
計

画
の

前
提

と
な

る
も

の
で

あ
り

、
法

第
１

条
の

目
的

を
達

す
る

た
め
、
法

第
3
3
条

第
1
項
に

よ
り
指

定
水
防

管
理

団
体
の

水
防

計
画

を
策

定
す

る
と
い

っ
た

内
容
を

記
述

す
る

こ
と

が
望

ま
し
い

。
な

お
、

水
害

予
防

組
合
等

、
活

動
範

囲
を

明
記

す
る

必
要

の
あ

る
水
防

管
理

団
体

に
つ

い
て

は
、
水

防
管
理

団
体

の
活

動
範

囲
に

つ
い

て
記
載

す
る

こ
と
が

望
ま

し
い

。
 

 

1
.
2 

用
語
の
定
義
 

主
な
水
防
用
語

の
定
義

は
、

次
の
と

お
り
で
あ
る

。
 

（
１
）

水
防
管
理
団

体
 

水
防

の
責

任
を
有

す
る

市
町

村
又

は
水

防
に
関

す
る

事
務

を
共

同
に
処

理
す

る
水

防
事

務
組

合
若
し
く
は
水

害
予
防

組
合

を
い
う

（
法
第
２
条

第
２

項
）
。
 

（
２
）

指
定
水
防
管

理
団
体
 

水
防

上
公

共
の
安

全
に

重
大

な
関

係
の

あ
る
水

防
管

理
団

体
と

し
て
知

事
が

指
定

し
た

も
の

を
い
う
（
法
第

４
条
）
。
 

（
３
）

水
防
管
理
者
 

水
防

管
理

団
体
で

あ
る

市
町

村
の

長
又

は
水
防

事
務

組
合

の
管

理
者
若

し
く

は
長

若
し

く
は

水
害
予
防
組
合

の
管
理

者
を

い
う
（

法
第
２
条
第

３
項

）
。
 

（
４
）

消
防
機
関
 

消
防

組
織
法
（
昭
和

22
年
法

律
第

2
2
6
号
）
第
９
条

に
規
定

す
る
消
防
の
機
関
（
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消

防
団
）

を
い

う
（
法

第
２
条
第
４

項
）
。

 

（
５
）

消
防
機
関
の

長
 

消
防

本
部
を
置
く
市
町
村
に

あ
っ
て
は
消
防
長
を
、
消

防
本

部
を
置
か
な

い
市
町

村
に
あ
っ
て

は
消
防
団
の
長

を
い
う

（
法

第
２
条

第
５
項
）
。
 

（
６
）

水
防
団
 

法
第

６
条
に
規
定
す
る
水
防

団
を
い
う
。
 

（
７
）

量
水
標
管
理

者
 

量
水

標
、
験
潮
儀
そ
の
他
の
水
位
観
測
施
設
の
管
理
者
を
い
う
（
法

第
２
条
第
７
項
、
法
第

1
0

■
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条
第
３
項
）。

 

都
道
府
県
の
水
防
計

画
で
定
め
る

量
水
標
管
理
者
は

、
都
道

府
県
の

水
防

計
画
で

定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
水

位
を
通

報
及

び
公
表

し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
（
法
第

1
2
条
）
。
 

（
８
）

水
防

協
力
団

体
 

水
防

に
関

す
る
業

務
を
適
正

か
つ

確
実

に
行
う

こ
と

が
で

き
る

と
認
め

ら
れ

る
法
人

そ
の

他

法
人
で
な
い
団

体
で
あ

っ
て

、
事
務
所
の

所
在
地

、
構

成
員
の

資
格
、
代
表

者
の
選
任
方
法
、
総

会
の
運
営
、
会

計
に

関
す
る
事
項
そ
の
他
当

該
団

体
の
組
織
及

び
運
営

に
関
す
る
事
項
を
内

容
と

す
る

規
約

そ
の

他
こ

れ
に
準

ず
る

も
の

を
有
し
て

い
る

も
の
と

し
て

水
防
管

理
者

が
指

定
し
た

団
体
を
い
う
（

法
第

3
6
条
第

１
項

）
。
 

（
９
）

洪
水

予
報
河

川
 

国
土
交
通
大
臣
又
は

都
道
府
県
知

事
が

、
流
域

面
積
が

大
き

い
河
川

で
、
洪
水
に

よ
り
国
民
経

済
上
重
大
又
は

相
当
な

損
害

が
生
じ

る
お
そ
れ
が

あ
る

も
の
と
し
て
指

定
し

た
河
川

。
国
土

交
通

大
臣
又
は
都
道

府
県
知

事
は

、
洪
水
予
報
河
川
に

つ
い
て
、
気

象
庁
長

官
と

共
同
し
て
、
洪

水
の

お
そ
れ
の
状
況

を
基
準

地
点

の
水
位

又
は
流
量
を

示
し

て
洪
水
の
予
報

等
を

行
う
（
法
第

1
0
条

第
２
項
、
法
第

1
1
条
第
１
項
、
気
象
業
務

法
（
昭
和

2
7
年
法

律
第

1
65

号
）
第

14
条
の

２
第

２
項
及
び
第
３

項
）
。
 

（
10
）

水
防

警
報
 

国
土
交
通
大
臣
又
は

都
道
府
県
知

事
が

、
洪
水

、
津
波

又
は

高
潮
に

よ
り

国
民
経

済
上
重
大
又

は
相
当
な
損
害

が
生
じ

る
お

そ
れ
が

あ
る
と
認
め

て
指

定
し
た
河
川
、
湖
沼
又
は
海

岸
（
水

防
警

報
河
川
等
）
に

つ
い

て
、
国
土
交
通

大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

が
、
洪

水
、
津
波
又
は
高
潮

に
よ

っ
て
災
害
が
起

こ
る
お

そ
れ

が
あ
る

と
き
、
水
防
を
行

う
必
要

が
あ
る

旨
を
警
告
し
て
行
う

発
表

を
い
う
（
法
第

２
条
第

８
項

、
法
第

1
6
条
）
。
 

（
11
）

水
位

周
知
河

川
 

国
土
交
通
大
臣
又
は

都
道
府
県
知

事
が

、
洪
水

予
報
河

川
以

外
の
河

川
で

洪
水
に

よ
り
国
民
経

済
上
重
大
又
は

相
当
な

損
害

が
生
じ

る
お
そ
れ
が

あ
る

も
の
と
し
て
指

定
し

た
河
川

。
国
土

交
通

大
臣
又
は
都
道

府
県
知

事
は

、
水
位

周
知
河
川
に
つ
い

て
、
当

該
河
川

の
水
位
が
あ
ら
か
じ

め
定

め
た
氾
濫
危
険

水
位
（

洪
水

特
別
警

戒
水
位
）
に

達
し
た
と
き
、
水
位

又
は
流
量
を
示
し
て

通
知

及
び
周
知
を
行

う
（
法

第
1
3
条
）
。
 

（
12
）

水
位

周
知
下

水
道
 

都
道
府
県
知
事
又
は

市
町
村
長
が

、
内
水
に
よ

り
相
当

な
損

害
が
生

じ
る

お
そ
れ

が
あ
る
も
の

と
し
て
指
定
し

た
公
共

下
水

道
等
の

排
水
施
設
等

。
都

道
府
県

知
事
又

は
市
町
村
長
は

、
水

位
周

知
下
水
道
に
つ

い
て
、
当
該
下
水
道

の
水
位
が
あ
ら
か
じ
め
定

め
た
内

水
氾
濫
危
険
水

位
（

雨
水

出
水
特
別
警
戒

水
位
）

に
達

し
た
と

き
、
水
位
を

示
し

て
通
知
及
び
周

知
を

行
う
（
法
第

1
3
条

の
２
）。

 

（
13
）

水
位

周
知
海

岸
 

都
道
府
県
知
事
が
、
高
潮
に
よ
り

相
当
な
損
害

が
生
じ
る
お

そ
れ
が

あ
る

も
の
と

し
て
指
定
し

た
海
岸
。
都
道
府
県

知
事
は

、
水
位
周
知
海

岸
に

つ
い
て
、
当

該
海
岸

の
水
位
が
あ
ら
か
じ

め
定

め
た
高
潮
特
別

警
戒

水
位
に

達
し
た

と
き

、
水
位
を
示

し
て
通
知
及
び
周
知
を
行
う

（
法

第
1
3

条
の
３
）
。
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（
14
）

水
位
到
達
情

報
 

水
位

到
達
情
報
と
は
、
水
位
周

知
河
川
、
水
位
周
知
下
水
道
ま

た
は
水
位
周
知
海
岸
に
お
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
定

め
た
氾

濫
危

険
水
位
（
洪
水
特

別
警
戒
水
位
、
雨
水
出

水
特

別
警

戒
水
位
ま

た
は

高
潮
特
別
警
戒

水
位
）
へ
の
到
達
に

関
す

る
情
報
の
ほ
か
、
水

位
周
知

河
川

に
お

い
て
は
氾

濫
注

意
水
位
（
警
戒

水
位
）
、
避
難

判
断

水
位
へ
の
到

達
情
報

、
水
位
周
知
河
川
ま
た

は
水

位
周

知
海

岸
に
お
い
て
は

氾
濫
発

生
情

報
の
こ

と
を
い
う
。

 

（
15
）

水
防
団
待
機

水
位
（
通
報
水
位
）
 

量
水

標
の
設
置
さ
れ
て
い
る

地
点
ご
と
に
都
道
府
県

知
事
が

定
め
る
水
位
で
、
各
水
防
機
関
が

水
防
体
制
に
入

る
水
位

（
法

第
1
2
条
第
１

項
に
規
定
さ

れ
る

通
報
水
位
）
を
い

う
。
 

水
防

管
理
者
又
は
量
水
標
管

理
者
は
、
洪
水
若
し
く
は

高
潮

の
お
そ
れ
が

あ
る
場

合
に
お
い
て
、

量
水
標
等
の
示

す
水
位

が
水

防
団
待

機
水
位
（
通

報
水
位
）
を

超
え
る

と
き

は
、
そ
の
水
位

の
状

況
を
関
係
者
に

通
報
し

な
け

れ
ば
な

ら
な
い
。
 

（
16
）

氾
濫
注
意
水

位
（
警
戒
水
位
）
 

水
防

団
待
機
水
位
（

通
報

水
位
）
を
超
え
る
水
位
で
あ
っ
て

、
洪
水
又
は

高
潮
に
よ
る
災
害
の

発
生
を
警
戒
す

べ
き
も

の
と

し
て
都

道
府
県
知
事

が
定

め
る
水
位
（
法
第

1
2
条
第

２
項
に

規
定

さ
れ
る
警
戒
水

位
）
を

い
う

。
水
防

団
の
出
動
の

目
安

と
な
る
水
位
で
あ
る

。
 

量
水

標
管
理
者
は
、
量
水

標
等
の
示
す
水
位
が
氾
濫
注
意
水

位
（
警
戒
水

位
）
を

超
え
る
と
き

は
、
そ
の
水
位

の
状
況

を
公

表
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い

。
 

（
17
）

避
難
判
断
水

位
 

市
町

村
長
の
高
齢
者
等
避
難

発
令
の
目
安
と
な
る
水

位
で
あ

り
、
住
民
の

氾
濫
に
関
す
る
情
報

へ
の
注
意
喚
起

と
な
る

水
位

。
 

（
18
）

氾
濫
危
険
水

位
 

洪
水

に
よ

り
相
当

の
家

屋
浸

水
等

の
被

害
を
生

じ
る

氾
濫

の
起

こ
る
お

そ
れ

が
あ

る
水

位
を

い
う
。
市

町
村

長
の
避

難
指
示
の
発

令
判

断
の
目
安
と
な
る
水

位
で
あ

る
。
水
位

周
知
河
川

に
お

い
て
は
、
法
第

1
3
条
第
１
項

及
び

第
２
項

に
規

定
さ
れ

る
洪

水
特
別
警
戒
水
位

に
相
当
す

る
。
 

（
19
）

内
水
氾
濫
危

険
水
位
 

法
第

1
3
条
の
２
第
１
項
及

び
第

２
項
に
規
定
さ
れ
る
雨
水

出
水
特
別
警

戒
水
位

の
こ
と
。
内

水
に
よ
り
相
当

の
家
屋
浸
水

等
の
被

害
を

生
じ

る
氾
濫
の

起
こ

る
お
そ
れ
が
あ
る
水

位
を

い
う
。
 

（
20
）

洪
水
特
別
警

戒
水
位
 

法
第

1
3
条
第
１
項
及
び
第

２
項

に
定
め
る
洪
水
に
よ
る
災

害
の
発
生
を

特
に
警

戒
す
べ
き
水

位
。
氾
濫

危
険

水
位
に
相
当

す
る
。
国
土
交

通
大

臣
ま
た
は
都
道
府
県

知
事

は
、
指
定
し
た

水
位

周
知
河
川
に
お

い
て
こ

の
水

位
に
到

達
し
た
と
き

は
、
水
位
到

達
情
報

を
発
表
し

な
け
れ
ば

な
ら

な
い
。
 

（
21
）

雨
水
出
水
特

別
警
戒
水
位
 

法
第

1
3
条
の
２
第
１
項
及

び
第

２
項
に
定
め
る
内
水
に
よ

る
災
害
の
発

生
を
特

に
警
戒
す
べ

き
水
位
。
内
水

氾
濫
危
険
水

位
に
相

当
す
る
。
都

道
府
県
知
事
ま
た
は

市
町

村
長
は

、
指
定

し
た

水
位
周
知
下
水

道
に
お

い
て

こ
の
水

位
に
到
達
し

た
と

き
は
、
水
位
到
達
情
報
を
発

表
し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

（
22
）

高
潮
特
別
警

戒
水
位
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法
第

13
条
の
３
に
定
め
る
高
潮

に
よ
る
災
害

の
発
生
を
特

に
警
戒

す
べ

き
水
位

。
都
道
府
県

知
事
は
、
指
定

し
た
水
位
周
知
海
岸

に
お
い
て
こ
の
水
位
に
到

達
し
た

と
き
は
、
水
位
到
達

情
報

を
発
表
し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

（
23
）

重
要

水
防
箇

所
 

堤
防
の
決
壊
、
漏
水

、
川
の
水
が

あ
ふ
れ
る
等

の
危
険
が
予

想
さ
れ

る
箇

所
で
あ

り
、
洪
水
等

に
際
し
て
水
防

上
特
に

注
意

を
要
す

る
箇
所
を
い

う
。

 

（
24
）

洪
水

浸
水
想

定
区
域
 

洪
水
時
の
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難

を
確
保
し
、
又
は
浸

水
を

防
止
す

る
こ

と
に
よ

り
、
水
災
に

よ
る
被
害
の
軽

減
を
図

る
た

め
、
想

定
し
得

る
最
大
規

模
の
降

雨
に
よ

り
当
該
河
川
に
お
い

て
氾

濫
が

発
生

し
た

場
合

に
浸
水

が
想

定
さ

れ
る
区
域

と
し

て
国
土

交
通

大
臣
又

は
都

道
府

県
知
事

が
指
定
し
た
区

域
を
い

う
（

法
第

1
4
条
）
。
 

（
25
）

内
水

浸
水
想

定
区
域
 

内
水
時
の
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難

を
確
保
し
、
又
は
浸

水
を

防
止
す

る
こ

と
に
よ

り
、
水
災
に

よ
る
被
害
の
軽

減
を
図

る
た

め
、
想

定
し
得

る
最
大
規

模
の
降

雨
に
よ

り
当
該
下
水
道
に
お

い
て

氾
濫

が
発

生
し

た
場

合
に
浸

水
が

想
定

さ
れ
る
区

域
と

し
て
都

道
府

県
知
事

又
は

市
町

村
長
が

指
定
し
た
区
域

を
い
う

（
法

第
14

条
の
２
に
規
定
さ
れ

る
雨
水
出
水
浸
水
想

定
区

域
）
。
 

（
26
）

高
潮

浸
水
想

定
区
域
 

高
潮
時
の
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難

を
確
保
し
、
又
は
浸

水
を

防
止
す

る
こ

と
に
よ

り
、
水
災
に

よ
る
被
害
の
軽

減
を
図

る
た

め
、
想

定
し
得

る
最
大
規

模
の
高

潮
に
よ

り
当
該
海
岸
に
お
い

て
氾

濫
が

発
生

し
た

場
合

に
浸
水

が
想

定
さ

れ
る
区
域

と
し

て
都
道

府
県

知
事
が

指
定

し
た

区
域
を

い
う
（
法
第

1
4
条
の
３
）。

 

（
27
）

浸
水

被
害
軽

減
地
区
 

洪
水
浸
水
想
定
区
域

内
で
輪
中
堤

防
そ
の
他
の
帯
状

の
盛
土

構
造
物
が
存
す
る
土
地
（
そ
の
状

況
が
こ
れ
に
類

す
る

も
の
と

し
て
国

土
交

通
省
令
で
定

め
る
土
地
を
含
む
。
）
の
区

域
で
あ

っ
て

浸
水

の
拡

大
を

抑
制

す
る
効

用
が

あ
る

と
認
め
ら

れ
る

区
域
と

し
て

水
防
管

理
者

が
指

定
し
た

区
域
を
い
う
（

第
1
5
条
の
６

）
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
任
意

】
水

防
計

画
内

で
使

用
す
る

用
語

に
つ

い
て

、
法

の
条

文
等

を
引

用
す

る
な
ど

し
て

、
そ
の

定
義

を
記
述

す
る

。
 

【
必
須

】
水

位
到

達
情

報
及

び
洪
水

予
報

並
び

に
洪

水
等

に
関

す
る

防
災

用
語

の
防

災
情

報
体

系
に

つ

い
て
は

、「
洪

水
等

に
関
す

る
防

災
情

報
体

系
の

見
直
し

に
つ

い
て

」（
平

成
1
8
年

1
0
月

１
日
、

国
河

情
第
３

号
）

及
び

「
洪

水
時

に
お
け

る
情

報
提
供

の
充

実
に
つ

い
て

」
（

平
成

26
年

4
月

8
日
、

国
水

環
第
２

号
）

に
基

づ
き

記
述

す
る
こ

と
。

 

【
必
須

】
法

第
２

条
第

８
項

及
び

法
第

1
6
条

に
基

づ
き

、
国

土
交
通

大
臣

又
は
都

道
府

県
知

事
に

よ
る

水
防
警

報
は

「
発

令
」

で
は

な
く
、
「

発
表

」
と

記
述

す
る

こ
と

。
 

【
必
須

】「
は

ん
濫

」
は
、「

常
用

漢
字

表
」（

平
成

2
2
年
内

閣
告

示
第
２

号
）
に

よ
り

、
各

行
政
機

関
が

作
成
す

る
公

用
文

に
お

い
て
「

氾
濫

」
と
表

記
す

る
も

の
と

さ
れ

て
い
る

。
既

存
の

各
種

シ
ス

テ
ム

等
が

「
洪
水

等
に

関
す

る
防

災
情

報
体
系

の
あ

り
方

に
つ

い
て

（
洪

水
等

に
関

す
る

防
災

用
語

改
善

検
討

会

■

252 
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平
成

1
8
年
６

月
2
2
日

提
言

）」
で

定
義
さ

れ
た

用
語

を
「

は
ん

濫
」
の

ま
ま

用
い

て
い

る
場

合
に

は
整

合
性
に

留
意
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

【
必
須

】
法
第

1
3
条

第
１
項

及
び

第
２

項
に

規
定

さ
れ

る
洪

水
特

別
警

戒
水

位
、

法
第

1
3
条
の

２
第

１
項
及

び
第
２

項
に

規
定

さ
れ

る
雨

水
出

水
特
別

警
戒

水
位
、
ま

た
は

法
第

1
3
条

の
３

に
規

定
さ

れ
る

高
潮
特

別
警
戒

水
位

に
相

当
す

る
水

位
に

つ
い
て

記
述

す
る
こ

と
。
な

お
、
河

川
に

つ
い

て
は
「
洪

水
時

に
お
け

る
情
報

提
供

の
充

実
に

つ
い

て
」
の

通
知

に
基

づ
き
、
原

則
と

し
て

平
成

2
7
年

4
月

か
ら

洪
水

特
別
警

戒
水
位

は
氾

濫
危

険
水

位
に

相
当

す
る
も

の
と

変
更
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

【
任
意

】
上

記
「

洪
水

時
に
お

け
る

情
報

提
供

の
充

実
に

つ
い

て
」
の
通

知
に

基
づ
き

、
氾

濫
危
険

水
位

は
市
町

村
長

の
避

難
指

示
の

発
令
判

断
の

目
安

、
避

難
判

断
水

位
は

高
齢

者
等
避

難
の

発
令

判
断

の
目

安
で
あ

る
旨
記

載
し

て
も

良
い

。
 

 

1
.
3 

水
防
の
責
任
等
 

水
防
に
関
係
す

る
各
主

体
に

つ
い
て

、
水
防

法
等

に
規
定
さ
れ

て
い
る

責
任
及
び

義
務
は
次

の
と

お
り
で

あ
る
。
 

（
１
）

都
道
府
県
の

責
任
 

都
道

府
県

内
に
お

け
る

水
防

管
理

団
体

が
行
う

水
防

が
十

分
行

わ
れ
る

よ
う

に
確

保
す

べ
き

責
任
を
有
す
る

（
法
第

３
条

の
６
）
。
具
体

的
に
は
、
主

に
次

の
よ
う
な
事
務
を

行
う
。
 

①
指

定
水
防
管
理
団
体
の
指

定
（
法
第
４
条
）
 

②
水

防
計
画
の
策
定
及
び
要

旨
の
公
表
（
法
第
７
条

第
１
項

及
び
第
７
項
）
 

③
水

防
管
理
団
体
が
行
う
水

防
へ
の
協
力

（
河

川
法

第
22
条

の
２

、
下
水

道
法
第

23
条

の
２
）
 

④
都

道
府
県
水
防
協
議
会
の

設
置
（
法
第
８
条
第
１

項
）
 

⑤
気

象
予
報
及
び
警
報
、
洪

水
予
報
の
通
知
（
法
第

1
0
条

第
３
項
）
 

⑥
洪

水
予
報
の
発
表
及
び
通

知
（
法
第

11
条

第
１
項

、
気

象
業
務
法
第

14
条
の
２
第
３
項
）
 

⑦
量

水
標
管
理
者
か
ら
の
水

位
の
通
報
及
び
公
表
（

法
第

1
2
条
）
 

⑧
水

位
周
知
河
川
、
水
位
周

知
下

水
道
及
び
水
位
周
知
海
岸

の
水
位
到
達

情
報
の

通
知
及
び
周

知
（
法
第

1
3
条

第
２
項

及
び

第
３
項

、
第

1
3
条
の
２
第

１
項

並
び
に

第
1
3
条
の
３

）
 

⑨
洪

水
予
報
又
は
水
位
到
達

情
報
の
通
知
の
関
係
市

町
村
長

へ
の
通
知
（
法
第

1
3
条
の

２
）
 

⑩
洪

水
浸
水
想
定
区
域
、
内
水
浸
水
想

定
区
域
及
び
高
潮
浸
水

想
定
区
域
の
指
定

、
公
表
及
び

通
知
（
法
第

1
4
条
、
第

14
条

の
２

及
び
第

1
4
条

の
３

）
 

⑪
都

道
府
県
大
規
模
氾
濫
減

災
協
議
会
の
設
置
（
法

第
15

条
の

1
0）

 

⑫
水

防
警
報
の
発
表
及
び
通

知
並
び
に
水

防
警

報
河

川
等
指

定
し

た
と
き

の
公
示
（
法

第
1
6

条
第
１
項
、
第
３
項
及
び
第
４

項
）
 

⑬
水

防
信
号
の
指
定
（
法
第

2
0
条
）
 

⑭
避

難
の
た
め
の
立
退
き
の

指
示
（
法
第

2
9
条
）
 

⑮
緊

急
時
の
水
防
管
理
者
、

水
防
団
長
又
は
消
防
機

関
の
長

へ
の
指
示
（
法
第

3
0
条
）

 

⑯
水

防
団
員
の
定
員
の
基
準

の
設
定
（
法
第

3
5
条
）
 

⑰
水

防
協
力
団
体
に
対
す
る

情
報
の
提
供
又
は
指
導

若
し
く

は
助
言
（
法
第

4
0
条
）
 

⑱
水

防
管
理
団
体
に
対
す
る

水
防
に
関
す
る
勧
告
又

は
助
言

（
法
第

4
8
条
）
 

（
２
）

水
防
管
理
団

体
の
責
任
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管
轄
区
域
内
の
水
防
を
十
分
に
果

た
す
べ

き
責

任
を

有
す
る

（
法

第
３
条

）
。
具
体
的
に
は
、

主
に
次
の
よ
う

な
事
務

を
行

う
。
 

①
水
防
団
の
設
置
（

法
第
５
条
）

 

②
水
防
団
員
等
の
公

務
災
害
補
償

（
法
第
６
条
の
２

）
 

③
平
常
時
に
お
け
る

河
川
等
の
巡

視
（
法
第
９
条
）

 

④
水
位
の
通
報
（
法

第
1
2
条
第

１
項
）
 

⑤
水
位
周
知
下
水
道

の
水
位
到
達

情
報
の
通
知
及
び

周
知
（

第
1
3
条
の
２
第
２
項
）
 

⑥
内
水
浸
水
想
定
区

域
の
指
定
、

公
表
及
び
通
知
（

第
14

条
の
２
）
 

⑦
浸

水
想

定
区
域

に
お
け
る

円
滑

か
つ

迅
速
な

避
難

の
確

保
及

び
浸
水

の
防

止
の
た

め
の

措

置
（

法
第

15
条

）
 

⑧
避

難
確

保
計
画

又
は
浸
水

防
止

計
画

を
作
成

し
て

い
な

い
地

下
街
等

の
所

有
者
又

は
管

理

者
へ

の
必
要
な

指
示
、

指
示
に

従
わ

な
か
っ

た
旨

の
公
表
（
法
第

15
条

の
２

）
 

⑨
避

難
確

保
計
画

を
作
成
し

て
い

な
い

要
配
慮

者
利

用
施

設
の

所
有
者

又
は

管
理
者

へ
の

必

要
な

指
示
、
指
示

に
従

わ
な
か

っ
た

旨
の
公

表
。
要

配
慮
者
利
用

施
設

の
所
有

者
又
は
管
理

者
よ

り
報

告
を

受
け
た

避
難

確
保
計

画
及
び

避
難

訓
練

の
結

果
に

つ
い

て
の

助
言

・
勧
告

（
法

第
1
5
条
の

３
）
 

⑩
浸
水
被
害
軽
減
地

区
の
指
定
・
公
示

及
び
通
知
、
標
識
の

設
置
、
土
地

の
形
状
変
更
の
届
出

を
受

理
し
た
際

の
通
知
・
届
出

者
へ

の
助
言

又
は

勧
告
（
法
第

1
5
条
の

６
、
法
第

1
5
条
の

７
、

法
第

15
条

の
８
）
 

⑪
予
想
さ
れ
る
水
災

の
危
険
の
周

知
（
法
第

1
5
条
の

1
1）

 

⑫
水
防
団
及
び
消
防

機
関
の
出
動

準
備
又
は
出
動
（

法
第

1
7
条
）

 

⑬
緊
急
通
行
に
よ
り

損
失
を
受
け

た
者
へ
の
損
失
の

補
償
（

法
第

1
9
条
第
２
項
）
 

⑭
警
戒
区
域
の
設
定

（
法
第

2
1
条
）
 

⑮
警
察
官
の
援
助
の

要
求
（
法
第

2
2
条
）
 

⑯
他
の
水
防
管
理
者

又
は
市
町
村

長
若
し
く
は
消
防

長
へ
の

応
援
要
請
（
法
第

2
3
条
）

 

⑰
堤
防
決
壊
等
の
通

報
、
決
壊
後

の
措
置
（
法
第

2
5
条
、

法
第

2
6
条
）
 

⑱
公
用
負
担
に
よ
り

損
失
を
受
け

た
者
へ
の
損
失
の

補
償
（

法
第

2
8
条
第
３
項
）
 

⑲
避
難
の
た
め
の
立

退
き
の
指
示

（
法
第

2
9
条
）
 

⑳
水
防
訓
練
の
実
施

（
法
第

3
2
条
の
２
）
 

㉑
（
指
定
水
防
管
理

団
体
）
水
防

計
画
の
策
定
及
び

要
旨
の

公
表
（
法
第

33
条
第
１
項
及
び

第
３

項
）
 

㉒
（
指
定
水
防
管
理

団
体
）
水
防

協
議
会
の
設
置
（

法
第

3
4
条
）

 

㉓
水
防
協
力
団
体
の

指
定
・
公
示

（
法
第

3
6
条
）
 

㉔
水
防
協
力
団
体
に

対
す
る
監
督

等
（
法
第

3
9
条
）
 

㉕
水
防
協
力
団
体
に

対
す
る
情
報

の
提
供
又
は
指
導

若
し
く

は
助
言
（
法
第

4
0
条
）
 

㉖
水
防
従
事
者
に
対

す
る
災
害
補

償
（
法
第

4
5
条
）
 

㉗
消
防
事
務
と
の
調

整
（
法
第

5
0
条
）
 

（
３
）

国
土

交
通
省

の
責
任
 

①
洪
水
予
報
の
発
表

及
び
通
知
（

法
第

1
0
条

第
２
項

、
気

象
業
務

法
第

1
4
条
の

２
第
２
項
）
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1
0
 

 

②
量

水
標
管
理
者
か
ら
の
水

位
の
通
報
及
び
公
表
（

法
第

1
2
条
）
 

③
水

位
周
知
河
川
の
水
位
到

達
情
報
の
通
知
及
び
周

知
（
法

第
13

条
第
１
項
）
 

④
洪

水
予
報
又
は
水
位
到
達

情
報
の
通
知
の
関
係
市

町
村
長

へ
の
通
知
（
法
第

1
3
条
の

４
）
 

⑤
洪

水
浸
水
想
定
区
域
の
指

定
、
公
表
及
び
通
知
（

法
第

1
4
条
）
 

⑥
大

規
模
氾
濫
減
災
協
議
会

の
設
置
（
法
第

1
5
条
の
９
）

 

⑦
水

防
警
報
の
発
表
及
び
通

知
（
法
第

16
条

第
１
項
及
び

第
２
項
）
 

⑧
重

要
河
川
に
お
け
る
都
道

府
県
知
事
等
に
対
す
る

指
示
（

法
第

3
1
条
）
 

⑨
特

定
緊
急
水
防
活
動
（
法

第
3
2
条
）
 

⑩
水

防
協
力
団
体
に
対
す
る

情
報
の
提
供
又
は
指
導

若
し
く

は
助
言
（
法
第

4
0
条
）
 

⑪
都

道
府
県
等
に
対
す
る
水

防
に
関
す
る
勧
告
及
び

助
言
（

法
第

4
8
条
）
 

（
４
）

河
川
管
理
者

の
責
任
 

①
水

防
管
理
団
体
が
行
う
水

防
へ
の
協
力
（
河
川
法

第
22

条
の
２
）
 

②
水

防
管

理
者
に

対
す

る
浸

水
被

害
軽

減
地
区

の
指

定
及

び
市

町
村
長

に
対

す
る

水
害

リ
ス

ク
情
報
の
把
握
に
関
す
る
情
報

提
供

及
び
助

言
（

法
第

1
5
条
の

1
2）

 

（
５
）

気
象
庁
の
責

任
 

①
気

象
、
津

波
、
高
潮
及
び
洪

水
の
予
報
及
び
警
報
の
発
表
及

び
通
知
（
法
第

1
0
条
第
１
項
、

気
象
業
務
法
第

1
4
条
の

２
第

１
項
）

 

②
洪

水
予
報
の
発
表
及
び
通

知
（
法
第

1
0
条
第
２
項

、
法
第

1
1
条
第
１

項
並
び

に
気
象
業
務

法
第

1
4
条
の
２

第
２
項

及
び

第
３
項

）
 

（
６
）

居
住
者
等
の

義
務
 

①
水

防
へ
の
従
事
（
法
第

2
4
条
）
 

②
水

防
通
信
へ
の
協
力
（
法

第
2
7
条
）
 

（
７
）

水
防
協
力
団

体
の
義
務
 

①
決

壊
の
通
報
（
法
第

2
5
条

）
 

②
決

壊
後
の
処
置
（
法
第

2
6
条
）
 

③
水

防
訓
練
の
実
施
（
法
第

3
2
条
の
２
）
 

④
津

波
避
難
訓
練
へ
の
参
加

（
法
第

3
2
条
の

３
）
 

⑤
業

務
の
実
施
等
（
法
第

3
6
条
、
第

3
7
条
、
第

3
8
条
）
 

 

＜
解
説

＞
 

【
任
意

】
法

に
規

定
さ

れ
て

い
る

水
防

に
関

係
す

る
各

主
体

の
責

任
、
義

務
、
ま
た

そ
れ

に
関

連
す

る
主

な
事
務

内
容
に

つ
い

て
記

述
す

る
。

 

 

1
.
4 

水
防
計
画
の
作
成
及
び
変

更
 

（
１
）

水
防
計
画
の

作
成
及
び
変
更
 

市
町

村
は
、
毎
年
、
都
道
府
県
の

水
防
計
画
に
応
じ
て
、
出

水
期
前
ま
で

に
水
防

計
画
に
検
討

を
加
え
、
必
要

が
あ
る
と
認

め
る
と

き
は
変
更
を

行
う
。
水
防
計
画
を

変
更

す
る
と
き
は

、
あ
ら

か
じ
め
、
水
防

協
議
会

に
諮

る
と
と

も
に
、
○
○

県
知

事
に
届
け
出
る
も
の

と
す

る
。
 

ま
た

、
市
町
村
は
、
水
防
計

画
を
変
更
し

た
と

き
は

、
そ
の

要
旨

を
公
表

す
る
も
の
と

す
る
。
 

■
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（
２
）

水
防

協
議
会

の
設
置
 

市
町
村
は
、
水
防
計
画
そ

の
他
水

防
に

関
し
重
要
な
事
項
を

調
査
審

議
さ

せ
る
た

め
に

、
水
防

協
議
会
を
置
く

も
の
と

す
る

。
 

水
防
協
議
会
に
関
し

必
要
な
事
項

は
、
法
第

3
4
条
に

定
め

る
も
の

の
ほ

か
、
条

例
で
定
め
る

も
の
と
す
る
。
 

（
３
）

大
規

模
氾
濫

減
災
協
議
会
 

国
土

交
通

大
臣
が

組
織
す
る

大
規

模
氾

濫
減
災

協
議

会
及

び
知

事
が
組

織
す

る
都
道

府
県

大

規
模
氾
濫
減
災

協
議
会

に
お

い
て
取

り
ま
と
め
ら

れ
た
「
地
域
の
取
組

方
針

」
つ
い
て
は

、
水
防

計
画
へ
反
映
す

る
な
ど

し
て

、
取
組

を
推
進
す
る

も
の

と
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
水

防
管

理
団

体
の

水
防
計

画
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

と
の

協
議

時
期

等
を

記
述

し
て

お
く

こ

と
が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
水

防
計
画

そ
の

他
水

防
に

関
し

重
要

な
事

項
を

調
査

審
議

す
る

た
め

の
水

防

協
議
会

を
設

置
し

て
い

る
場

合
は
、
そ

の
設

置
に

関
し

て
も

記
述

し
て

お
く

こ
と

が
望
ま

し
い

。（
な

お
、

水
防
協

議
会

を
設

置
し

て
い

な
い
水

防
管

理
団
体

に
つ

い
て
は

、
法

第
33

条
の

規
定

に
よ

り
、
水

防
協

議
会
を

設
置

せ
ず

、
か

つ
、
災

害
対

策
基

本
法

第
1
6
条

第
１

項
に
規

定
す

る
市
町

村
防

災
会

議
を

設
置

す
る
市

町
村

で
あ

る
指

定
水

防
管
理

団
体

に
あ
っ

て
は

当
該
市

町
村

防
災

会
議

に
諮
る

こ
と

と
な

る
。
）
 

大
規
模

氾
濫

減
災

協
議

会
及

び
都
道

府
県

大
規

模
氾

濫
減

災
協

議
会

に
つ

い
て

は
、

協
議

が
調

っ
た

事

項
は
法

第
1
5
条

の
９

第
３

項
（

同
項
を

第
1
5
条

の
1
0
第

３
項

に
お

い
て

準
用

す
る

場
合

を
含
む

）
に

よ
り
水

防
計

画
作

成
者

の
責

任
に
お

い
て

こ
れ

を
実

施
す

る
責

務
を

負
う

た
め

、
記

述
し

て
お

く
こ

と

が
望
ま

し
い

。
 

 

1
.
5 

津
波
に

お
け
る
留
意
事
項

 

津
波
は
、
発
生
地
点
か
ら
当

該
沿
岸

ま
で
の
距
離
に
応

じ
て
‘

遠
地
津

波
’
と
‘
近
地

津
波
’
に

分
類
し

て
考

え
ら
れ

る
。
遠
地
津
波
の
場
合
は

、
原
因
と
な

る
地
震
発
生
か
ら
あ

る
程
度
時
間

が
経

過
し
た

後
、
津

波
が

襲
来

す
る
。
近
地
津
波
の

場
合
は
、
原
因
と
な
る
地
震
発
生

か
ら
短
時
間

の
う

ち
に
津

波
が

襲
来
す

る
。
従
っ
て
、
水
防
活
動

及
び
水
防
団

員
自
身
の
避
難
に
利

用
可
能
な
時

間
は

異
な
る

。
 

遠
地
津
波
で
襲

来
ま
で

時
間

が
あ
る

場
合
は
、
正

確
な
情
報
収
集
、
水

防
活

動
、
避
難
誘
導

等
が

可
能
な

こ
と

が
あ
る

。
し

か
し
、
近
地
津
波
で

、
か
つ
安
全
な
避
難
場
所
ま
で
の

所
要
時
間
が

か
か

る
場
合

は
、

水
防
団

員
自
身
の
避
難
以
外
の
行
動
が
取
れ
な

い
こ
と
が
多
い
。
 

従
っ
て
、
あ
く

ま
で
も
水
防
団
員
自

身
の
避
難
時
間
を
確
保
し

た
う
え

で
、
避
難
誘
導
や
水

防
活

動
を
実

施
し

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

 

1
.
6 

安
全
配

慮
 

洪
水
、
内

水
、
津
波

又
は
高
潮
の
い
ず
れ
に

お
い

て
も
、
水
防

団
自
身

の
安
全
確
保
に
留
意

し
て

水
防
活

動
を

実
施
す

る
も
の
と
す
る
。
 

避
難
誘
導
や
水

防
作
業

の
際

も
、
水

防
団
員
自
身

の
安

全
は
確
保
し
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

例
）
水
防
団
員

自
身
の

安
全

確
保
の

た
め
に
配
慮

す
べ

き
事
項
の
作
成

例
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1
2
 

 

・
水
防
活
動
時

に
は
ラ

イ
フ

ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用

す
る

。
 

・
水
防
活

動
時

の
安
否
確
認

を
可
能

に
す
る
た
め

、
通
常
の
も

の
が
不

通
の
場
合

で
も
利
用

可
能

な
通

信
機
器
を
携
行
す
る
。

 

・
水
防
活

動
は

、
ラ
ジ
オ
を
携

行
す
る
等
、
最
新

の
気
象
情
報
を

入
手
可
能
な

状
態

で
実
施
す
る
。
 

・
指
揮
者

は
、
水
防
活

動
が
長
時
間
に
わ

た
る
と

き
は
、
疲
労
に
起
因

す
る
事
故
を
防
止
す

る
た

め
団

員
を
随
時
交
代
さ
せ
る

。
 

・
水
防
活
動
は

原
則
と

し
て

複
数
人

で
行
う
。
 

・
水
防
活
動
を

行
う
範

囲
に

応
じ
て

監
視
員
を
適

宜
配

置
す
る
。
 

・
指
揮
者
又
は

監
視
員
は
、

現
場
状

況
の

把
握

に
努
め
、

水
防

団
員
の
安
全
を
確
保

す
る

た
め
、

必
要

に
応
じ
、
速
や
か
に
退

避
を
含
む
具
体
的
な
指

示
や
注

意
を
行
う
。
 

・
指
揮
者

は
水

防
団
員
等
の

安
全
確

保
の
た
め
、
予
め
活
動
可

能
な
時

間
等
を
水

防
団
員
等

へ
周

知
し

、
共
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 

・
指
揮

者
は
、
活
動
中
の
不

測
の
事

態
に
備
え
、
退
避
方
法
、
退
避
場

所
、
退
避

を
指
示
す

る
合

図
等

を
事
前
に
徹
底
す
る
。

 

・
津
波
浸

水
想

定
の
区
域
内

に
あ
る

水
防
団
は
、
気
象
庁
が
発

表
す
る

津
波
警
報

等
の
情
報

を
入

手
し

、
活
動
可
能
時
間
が

確
保
で
き
る

こ
と
を
確
認
す
る
ま
で

は
、
原
則

と
し
て

退
避
を
優
先

す
る

。
 

・
出
水
期

前
に

、
洪
水

時
の
堤
防
決
壊
の

事
例
等

の
資
料

を
水
防
団
員

全
員
に
配
付

し
、
安

全
確

保
の

た
め
の
研
修
を
実
施
す

る
。
 

 ＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
７
条

第
２

項
に

お
い

て
、「

水
防

計
画
は

、
津

波
の
発

生
時

に
お
け

る
水

防
活

動
そ

の
他

危
険

を
伴

う
水

防
活

動
に

従
事

す
る

者
の

安
全

の
確

保
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
配

慮
さ

れ
た

も
の

で
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

」
と

さ
れ
て

お
り

、
水
防

活
動

時
に

通
信

機
器

を
携
行

す
る

、
ラ

イ
フ

ジ
ャ

ケ
ッ

ト

を
着

用
す

る
等

の
装

備
に

つ
い

て
明

確
化

し
て

記
述

す
る

こ
と

等
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
安

全
確

保
の

た
め

、
地

域
の

具
体

的
な

避
難

行
動

を
踏

ま
え

て
、

一
つ

の
水

防
団

あ
る

い
は

水
防

団
員

が
受

け
持

つ
水

門
や

樋
門

の
数

を
見

直
す

と
い

っ
た

地
域

の
実

情
、

遠
隔

操
作

等
が

可
能

な
水

門
・

樋
門

の
整

備
状

況
な
ど

に
応

じ
た

検
討

を
行

い
、
水

防
計

画
に
反

映
す

る
も

の
と

す
る

。
 

【
推
奨

】
出

水
期
前

に
は

、
水

防
団

員
を

対
象
と

し
た

安
全
確

保
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

。
特

に
、

堤
防

決
壊

前
の

退
避

の
判

断
に

資
す

る
た

め
、

決
壊

直
前

の
堤

体
の

挙
動

や
漏

水
の

事
例

等
は

、
水

防
団

員
全

員
に
資

料
配

布
す

る
こ

と
が

望
ま
し

い
。
 

■
1
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 第
２

章
 

水
防
組

織
 

市
町

村
の
水

防
組
織
 

水
防

に
関

係
の

あ
る

警
報
・

注
意

報
等
の

発
表

又
は
地

震
等
の

発
生

等
に

よ
り
、

洪
水

、
内

水
、

津
波

又
は
高
潮

（
以

下
「

水
害
等

」
と

い
う
。
）

の
お

そ
れ

が
あ

る
と
認

め
ら

れ
る
と

き
か

ら
水
害

等
の

お
そ
れ

が
な
く

な
っ
た

と
認

め
ら
れ

る
と
き

ま
で

、
市

は
市
役
所

に
水

防
本

部
を

設
置

し
、
次

の
組

織
で
事

務
を
処

理
す
る

。
 

た
だ

し
、
災
害

対
策
本

部
が

設
置
さ

れ
た

と
き
は

、
同
本

部
の
一

部
と

し
て

編
入
さ

れ
、
そ

の
事

務
を

処
理
す

る
。
 

（
例

）
 

 

 

水
防

本
部
長
 

市
長

 

副
本

部
長
 

副
市
長
 

指
揮

監
 

土
木
部
長

 

副
指

揮
監
 

土
木
部
次

長
 

指
揮

監
付
 

監
理
課
長

、
道
路
建
設

課
長
、
道

路
維
持
課

長
、
 

砂
防

課
長

、
港
湾
空

港
課
長
、

都
市
計
画

課
長

、
建

築
課
長

 

指
揮

班
長
 

河
川
課
長

 

注
）
上
図
は

洪
水
・
内

水
を
想
定

し
た

も
の

で
あ

る
が

、
津
波

、
高

潮
時

に
お

い
て
は
指
揮

班
長
を
「
河

川
課

長
」
と
「

海
岸

担
当

の
課

長
」
と
す
る
。

 

 

班
名
 

班
長
 

班
員
 

業
務

 

指
揮

班
 

河
川
課

長
 

土
木
部

各
課
長

補
佐
、
 

技
術
補

佐
 

水
防
業

務
全
般

に
わ

た
る
指
揮
及
び

緊
急
対

策
 

管
理

班
 

河
川
課

管
理
係

長
 

河
川
課

管
理
係

員
 

水
防
業

務
全
般
に

わ
た

る
企
画

、
水

防
資

器
材
及

び
気
象

情
報

の
整
備

（
雨
量
、

水
位

、
風
速

、
流

量
、
潮
位
、
気
象
情

報
の
調

査
、
記
録
及

び
通
報
） 

調
査

班
 

河
川
課

災
害
係

長
 

河
川
課

災
害
係

員
 

土
木
災

害
関
係
の

速
報

、
土
木

災
害

状
況

の
記
録

報
告
、

災
害
応

急
復

旧
の
調
査
費
配

分
 

災
害
 

調
査

班
 

河
川

課
防
災
海

岸
係

長
 

河
川
課

防
災
海

岸
係
員
 

河
川
、

海
岸
災

害
の
調

査
 

道
路

維
持
課
維

持
補

修
係
長

 
道

路
維

持
課

維
持

補
修

係
員
 

道
路
の

災
害
調

査
 

港
湾

空
港
課
防

災
係

長
 

港
湾
空

港
課
防

災
係
員
 

港
湾
の

災
害
調

査
 

砂
防

課
砂
防
係

長
 

砂
防
課

砂
防
係

員
 

砂
防
の

災
害
調

査
 

建
築

課
監
察
指

導
係

長
 

建
築
課

監
察
指

導
係
員
 

宅
造
地

の
災
害

調
査
 

建
築

課
住
宅

政
策
室

住
宅

企

画
係

長
 

建
築

課
住

宅
政

策
室

住

宅
企
画

係
員
 

住
宅
の

災
害
調

査
 

警
防

班
 

河
川
課

治
水
係

長
 

河
川
課

治
水
係

員
 

水
防
工

法
の
指
導

 

 
〃

 
開
発
係

長
 

 
〃
 

開
発
係

員
 

連
絡
 

調
整

班
 

監
理

課
企
画
調

整
係

長
 

監
理
課

企
画
調

整
係
員
 

部
内
の

連
絡
調

整
 

水 防 本 部 長 

副 本 部 長 

指 揮 監 

副 指 揮 監 

指 揮 班 

管
理

班
 

調
査

班
 

現
地

指
導

班
 

連
絡

調
整

班
 

指
揮

監
付

 

警
防

班
 

災
害

調
査

班
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本
表

に
含
ま

れ
な
い

者
は
指
揮

監
の

指
示
に

よ
り
臨

時
に
所

要
の
業

務
を
分

担
す

る
。
 

注
）
上
表

は
洪

水
・

内
水
を
想

定
し
た
も

の
で
あ
る
が

、
津
波

、
高
潮
時
に

お
い
て

は
「

河
川
担

当
の

役
職

者
」

の
部

分
に

「
海

岸
担

当
の
役
職
者
」

を
加
え
る

。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
水

防
管

理
団

体
の

水
防
組

織
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

の
水

防
組

織
に
準

じ
て

水
防

本
部

及
び

本
部
各

班
（

現
地

指
導

班
を

含
む

）
の

事
務

分
担

等
に

つ
い

て
、
各
水

防
管

理
団
体

の
実

情
に

合
わ

せ
て

記
述
す

る
。
災

害
対

策
本

部
が

設
置

さ
れ

た
場
合

の
水

防
本
部

の
扱

い
も

適
宜

補
足

す
る

こ
と

。
 

【
推
奨

】
平

成
2
7
年

の
水

防
法

改
正

に
伴

い
、
水

防
法

の
目

的
に
内

水
が

明
示

さ
れ

た
が

、
従
前

よ
り

内
水
に

対
す

る
水

防
活

動
は

、
洪
水

に
対

す
る

水
防

活
動

の
一

環
と

し
て

含
ま
れ

て
き

た
も

の
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
体

制
変

更
の

必
要

は
な

い
が

、
実
情

に
応

じ
適
宜

見
直

す
も

の
と

す
る

。
 

 
 

■
1
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 第
３

章
 
重
要

水
防

箇
所
 

重
要
水
防
箇
所

は
、
堤
防
の

決
壊
、
漏
水
、
川
の

水
が
あ
ふ
れ

る
等
の

危
険
が
予
想
さ
れ
る

箇
所

で
あ
り

、
洪

水
等
に

際
し
て
水
防
上
特
に
注
意
を
要
す
る
箇

所
で
あ
る
。
 

国
管
理
河
川
に

お
け
る

重
要

水
防
箇

所
の
設
定
基

準
は

、
資
料

３
－
１

の
と
お
り
で
あ

り
、
市
町

村
内
の

設
定

箇
所
及

び
氾
濫
し
た
場
合
に
氾
濫
水
が
市
町
村

内
に
到
達
す
る
設
定

箇
所
は
、
資

料
３

－
２
の

と
お

り
で
あ

る
。
 

ま
た
、
都
道
府

県
内
の

設
定

箇
所
は

、
資
料
３
－

３
の

と
お
り
で
あ
る

。
 

 ＜
解
説

＞
 

【
必
須

】「
水

防
体

制
の
強

化
に

つ
い

て
」
（

昭
和

5
7
年
１

月
2
5
日
建

設
省
河
治

発
第

６
号

）
に

お
い

て
、
重

要
水

防
箇

所
は

水
防

計
画
の

内
容

と
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
お

り
、

国
及

び
都

道
府

県
管

理
の

重

要
水
防

箇
所

の
設

定
基

準
、

管
轄
地

域
内

に
お

け
る

設
定

箇
所

及
び

氾
濫

し
た

場
合

に
市

町
村

内
に

氾

濫
水
が

到
達

す
る

設
定

箇
所

に
つ
い

て
記

述
す
る

。
設

定
箇
所

に
つ

い
て

は
、
河

川
名
、
地

先
名
、
左

右

岸
、
延

長
、
位

置
、
重

要
度

、
注

意
を

要
す
る

理
由

、
水

防
対

策
工

法
等

を
一

覧
表

に
ま
と

め
て

お
く

。

ま
た
、

水
防

管
理

団
体

が
独

自
に
水

防
上

注
意

の
必

要
な

箇
所

を
設

定
し

て
い

る
場

合
、

そ
の

場
所

も

合
わ
せ

て
整

理
し

て
お

く
。

管
轄
地

域
外

で
あ

っ
て

も
、

当
該

箇
所

が
氾

濫
し

た
場

合
に

市
町

村
内

に

氾
濫
水

が
到

達
す

る
場

合
に

は
、
当

該
箇

所
を

管
轄

す
る

水
防

管
理

者
又

は
量

水
標

管
理

者
か

ら
水

位

の
通
報

、
水

防
管

理
者

等
（

水
防
管

理
者

、
水

防
団

長
、

消
防

機
関

の
長

又
は

水
防

協
力

団
体

の
代

表

者
）
か

ら
決

壊
・

漏
水

等
の

通
報
を

受
け

る
こ
と

と
な

る
。

 

【
必
須

】
重

要
水

防
箇

所
は

、
河

川
管

理
者

等
と

合
同
で

点
検
を

行
う
な

ど
、
平
常

時
か

ら
巡

視
及

び
警

戒
を
行

う
と

と
も

に
、
洪

水
時

は
、
河

川
の

監
視

及
び

警
戒

を
さ

ら
に
厳

重
に

し
、
重

要
水

防
箇
所

を
中

心
と
し

て
巡

視
を

行
う

（
第

1
0
章

参
照
）
。

 

【
推
奨

】
河

川
管

理
者

等
と

の
合
同

点
検

に
水

防
団

も
参

加
す

る
な

ど
、

水
防

団
と

の
重

要
水

防
箇

所

に
係
る

情
報

共
有

を
図

る
こ

と
が
望

ま
し

い
。
 

【
推
奨

】
設

定
箇

所
に

つ
い

て
は
、

担
当

す
る

水
防

団
や

住
民

の
避

難
場

所
等

も
記

載
し

て
お

く
こ

と

が
望
ま

し
い

。
ま

た
、

位
置

が
把
握

し
や

す
い
よ

う
に

、
地
図

上
に

示
し

て
お

く
こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

【
推
奨

】
水

防
管

理
団

体
は

、
決

壊
・
漏
水

等
が

発
生
し

た
と

き
は

、
直

ち
に
関
係

者
に

通
報

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

た
め

、
氾

濫
し

た
場
合

に
氾

濫
水

が
到

達
す

る
関

係
市

町
村

を
重

要
水

防
箇

所
ご

と
に

整

理
し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
（
第

1
0
章

参
照

）
。

 

【
推
奨

】
重

要
水
防

箇
所

評
定

基
準
（

案
）
は
、
平
成

3
1
年

２
月
に

見
直

さ
れ
て

い
る

の
で

、
こ

れ
を

踏
ま
え

た
重

要
水

防
箇

所
の

見
直
し

を
図

る
。
 

 
 

■
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 第
４

章
 

予
報
及

び
警
報

 

4
.
1 

気
象
庁
が
行
う
予
報
及
び

警
報
 

（
１
）

気
象
台
が
発

表
又
は
伝
達
す
る
注
意

報
及
び
警
報
 

○
○

気
象
台
長
は
、
気
象

等
の
状
況
に

よ
り
洪
水
、
津
波
又

は
高
潮
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
は

、
そ
の

状
況
を
○
○

地
方

整
備
局
長
及
び
知
事

に
通
知

す
る
と
と
も
に
、
必

要
に

応
じ
報
道
機
関

の
協
力

を
求

め
て
、

こ
れ
を
一
般

に
周

知
さ
せ
る
も
の
と
す

る
。
 

水
防

活
動
の
利
用
に
適
合
す

る
（

水
防

活
動
用
）
注
意
報
及
び

警
報
は
、
指
定
河
川
洪
水
予
報

を
除
き
、
一
般

の
利
用
に
適

合
す
る

注
意

報
、

警
報
及
び

特
別

警
報
を
も
っ
て
代
え

る
。

な
お
、

水
防
活
動
の
利

用
に
適

合
す

る
特
別

警
報
は
設
け

ら
れ

て
い
な
い
。
 

水
防

活
動
の
利
用
に
適
合
す

る
注
意
報

、
警
報
の
種
類

と
対

応
す
る
一
般

の
利
用

に
適
合
す
る

注
意
報
、
警
報

、
特
別

警
報

の
種
類

及
び
そ
れ
ら

の
発

表
基
準
は
、
次
の
と

お
り

で
あ
る
。
 

 

水
防

活
動
の

利

用
に

適
合
す

る

注
意

報
・
警

報
 

一
般
の
利

用
に

適

合
す
る
注

意
報

・

警
報
・
特

別
警

報
 

発
表
基

準
 

水
防

活
動

用
 

気
象

注
意

報
 

大
雨
注

意
報

 
大

雨
に

よ
る

災
害
が

発
生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

予
想

し
た

と

き
 

水
防

活
動

用
 

気
象
警

報
 

大
雨
警

報
 

大
雨

に
よ

る
重

大
な

災
害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
予

想

し
た

と
き

 

大
雨
特
別

警
報

 
大

雨
に

よ
る

重
大
な

災
害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

著
し

く
大

き

い
と

予
想

し
た

と
き

 

水
防

活
動

用
 

洪
水

注
意

報
 

洪
水
注

意
報

 
大

雨
、

長
雨

、
融
雪

な
ど
に

よ
り

河
川

が
増

水
し

、
災

害
が

発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

予
想
し

た
と

き
 

水
防

活
動

用
 

洪
水
警

報
 

洪
水
警

報
 

大
雨

、
長

雨
、

融
雪

な
ど
に

よ
り

河
川

が
増

水
し

、
重

大
な

災

害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る
と

予
想

し
た

と
き

 

水
防

活
動

用
 

高
潮

注
意

報
 

高
潮
注

意
報

 
台

風
や

低
気

圧
等
に

よ
る
異

常
な

海
面

の
上

昇
に

よ
り

災
害

が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
予
想

し
た

と
き

 

水
防

活
動

用
 

高
潮
警

報
 

高
潮
警

報
 

台
風

や
低

気
圧

等
に

よ
る
異

常
な

海
面

の
上

昇
に

よ
り

重
大

な

災
害

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ
る

と
予

想
し

た
と

き
 

高
潮
特
別

警
報

 
台

風
や

低
気

圧
等
に

よ
る
異

常
な

海
面

の
上

昇
に

よ
り

重
大

な

災
害

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
著
し

く
大

き
い

と
予

想
し

た
と
き

 

水
防

活
動

用
 

津
波

注
意

報
 

津
波
注

意
報

 
津

波
に

よ
り

災
害
が

発
生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
と

予
想

し
た

と

き
 

水
防

活
動

用
 

津
波
警

報
 

津
波
警

報
 

津
波

に
よ

り
重

大
な

災
害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

と
予

想

し
た

と
き

 

津
波
特
別

警
報

 

津
波

に
よ

り
重

大
な

災
害
が

発
生

す
る

お
そ

れ
が

著
し

く
大

き

い
と

予
想

し
た

と
き
（

な
お

、「
大

津
波

警
報

」
の

名
称

で
発

表

す
る

）
 

※
一

般
の

利
用

に
適
合

す
る

洪
水
の

特
別

警
報

は
設

け
ら

れ
て

い
な

い
。
 

■
1
7 

 

（
大
雨
注
意
報

発
表
基

準
）（

例
）

 

一
次
細

分
区

域
 

市
町
村

等
を

 

ま
と
め

た
地

域
 

市
町

村
等

 
表

面
雨

量
指
数

基

準
 

土
壌

雨
量

指
数

基
準

 

北
部

 
○

○
 

○
○

市
 

○
○

 
○

○
 

【
備

考
】

 

※
基

準
値

に
お

け
る
「

･
･
･以

上
」

の
「

以
上

」
は

省
略

し
た

。
 

※
土

壌
雨

量
指

数
基
準

は
１
k
m
四

方
毎
に

設
定

し
て

い
る

が
、

欄
内
の

土
壌

雨
量
指

数
基

準
は

市
町

村

内
に

お
け

る
基
準

値
の

最
低
値

を
示

し
て

い
る

。
 

 

（
大
雨

警
報

発
表
基

準
）
（
例
）

 

一
次
細
分

区
域

 
市

町
村

等
を

 

ま
と
め

た
地
域

 
市

町
村

等
 

表
面

雨
量
指
数

基

準
 

土
壌

雨
量

指
数

基
準

 

北
部

 
○

○
 

○
○

市
 

○
○

 
○

○
 

【
備

考
】

 

※
基

準
値

に
お

け
る
「

･
･
･以

上
」

の
「

以
上

」
は

省
略

し
た

。
 

※
土

壌
雨

量
指

数
基
準

は
１
k
m
四

方
毎
に

設
定

し
て

い
る

が
、

欄
内
の

土
壌

雨
量
指

数
基

準
は

市
町

村

内
に

お
け

る
基
準

値
の

最
低
値

を
示

し
て

い
る

。
 

 

（
洪
水

注
意

報
発
表

基
準

）（
例

）
 

一
次
細

分

区
域

 

市
町

村
等

を
 

ま
と
め

た
地

域
 

市
町

村
等

 

流
域

雨
量

指
数

基
準

 

複
合

基
準

（
表
面

雨
量

指
数

、
流
域

雨
量

指
数
）

 

指
定

河
川

洪
水

予
報

に
よ

る
発

表
 

北
部

 
○

○
 

○
○

市
 

○
○

川
流

域
＝

○
○
 

○
○

川
流

域
＝

△

△
、

○
○

 

○
○

川
［
△

△
］

 

【
備

考
】

 

※
基

準
値

に
お

け
る
「

･
･
･以

上
」

の
「

以
上

」
は
省

略
し

た
。

 

※
基

準
値

は
、

各
流

域
の
す

べ
て

の
地

点
に

設
定

し
て

い
る

が
、

欄
内

に
は
主

な
河

川
に

お
け

る
代

表

地
点

の
基

準
値
を

記
載

し
て
い
る

。
主

な
河

川
の

な
い

市
町

村
等

の
基
準

値
は

空
欄
と

し
て

い
る

。
 

※
欄

中
、「

○
○

川
流
域

＝
○

○
」

は
、「

○
○

川
流

域
の

流
域

雨
量

指
数
○
○

以
上

」
を

意
味

す
る

。
 

※
欄

中
、「

○
○

川
流
域

＝
△

△
、
○

○
」
は
、「

○
○

川
流

域
の
表

面
雨

量
指
数

△
△

以
上

か
つ

流
域

雨

量
指

数
○

○
以
上

」
を

意
味
す
る

。
 

※
基

準
が

設
定

さ
れ
て

い
な

い
市
町

村
等

に
つ

い
て

は
、

そ
の

欄
を

“
－

”
で

示
し

て
い

る
。

 

※
「

指
定

河
川
洪

水
予

報
に
よ

る
発

表
」
の
「

○
○

川
［

△
△

］」
は

、「
○
○

川
に

発
表

さ
れ

た
指

定
河

川
洪

水
予

報
に
お

い
て

、
△

△
基

準
観

測
点
で

氾
濫

注
意

情
報

の
発

表
基
準

を
満

た
し

て
い

る
場
合

に
洪

水
注

意
報
を

発
表

す
る
」
こ

と
を

意
味

す
る

。
 

    

■
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1
8
 

 

（
洪
水
警
報
発

表
基
準

）
（
例

）
 

一
次
細

分
区
域

 

市
町
村

等
を
 

ま
と

め
た

地
域

 

市
町

村
等

 

流
域

雨
量
指

数

基
準

 

複
合

基
準
（

表
面

雨
量

指
数
、

流
域

雨
量

指
数

）
 

指
定

河
川
洪

水
予

報

に
よ

る
発

表
 

北
部

 
○

○
 

○
○

市
 

○
○

川
流

域
＝

○
○

 

○
○

川
流

域
＝

△

△
、

○
○

 

○
○

川
［
△

△
］

 

【
備

考
】

 

※
基

準
値

に
お

け
る
「

･
･
･以

上
」

の
「
以

上
」

は
省

略
し

た
。

 

※
基

準
値

は
、

各
流

域
の

す
べ

て
の
地

点
に

設
定

し
て

い
る

が
、

欄
内

に
は

主
な

河
川

に
お

け
る

代
表

地
点

の
基

準
値
を

記
載

し
て
い

る
。

主
な

河
川

の
な

い
市
町

村
等

の
基
準

値
は

空
欄

と
し

て
い

る
。

 

※
欄

中
、
「

○
○
川

流
域

＝
○

○
」

は
、「

○
○

川
流

域
の

流
域
雨

量
指

数
○
○

以
上
」

を
意

味
す

る
。

 

※
欄

中
、「

○
○

川
流

域
＝

△
△

、
○
○

」
は

、「
○
○

川
流

域
の

表
面

雨
量

指
数

△
△

以
上

か
つ
流

域
雨

量
指

数
○

○
以
上

」
を

意
味
す

る
。

 

※
基

準
が

設
定

さ
れ
て

い
な
い

市
町

村
等

に
つ

い
て

は
、

そ
の

欄
を

“
－

”
で

示
し
て

い
る
。

 

※
「
指

定
河

川
洪
水

予
報

に
よ

る
発

表
」
の
「

○
○

川
［
△

△
］
」
は

、「
○

○
川

に
発

表
さ

れ
た

指
定
河

川
洪

水
予

報
に

お
い

て
、
△

△
基

準
観

測
点
で

氾
濫

警
戒

情
報

又
は

氾
濫
危

険
情

報
の

発
表

基
準

を

満
た

し
て

い
る
場

合
に

洪
水
警

報
を

発
表

す
る

」
こ

と
を
意

味
す

る
。

 

 

（
大
雨

警
報
・
洪
水

警
報
等
を
補
足
す
る
情

報
）
 

気
象

庁
は
、
注
意
報
、
警
報

、
特
別
警
報

を
補

足
す

る
情
報

と
し

て
、
大

雨
警
報
（
浸

水
害
）

の
危
険
度
分
布

、
洪
水

警
報
の
危
険

度
分

布
お
よ
び
流
域
雨
量

指
数
の

予
測
値
を
発
表
す

る
。
こ

れ
ら
の
概
要
は

次
の
と

お
り

で
あ
る

。
 

種
 

 
類

 
内

 
 

容
 

大
雨

警
報
（

浸
水
害

）
の

危

険
度

分
布

 

短
時
間

強
雨
に

よ
る

浸
水

害
発

生
の

危
険

度
の

高
ま

り
の
予

測
を

、
地

図

上
で

1
k
m
四

方
の

領
域

ご
と
に

5
段

階
に

色
分

け
し

て
示
す

情
報
（
常

時

1
0
分

毎
に

更
新

）。
 

洪
水

警
報

の
危

険
度
分

布
 

指
定
河

川
洪
水

予
報

の
発

表
対

象
で
は

な
い

中
小

河
川
（

水
位

周
知
河

川

及
び
そ

の
他
河

川
）
の

洪
水
害

発
生

の
危

険
度

の
高

ま
り

の
予

測
を

、
地

図
上
で

概
ね

1
k
m
ご

と
に

5
段

階
に

色
分

け
し
て

示
す

情
報

（
常

時
1
0

分
毎
に

更
新
）
。
 

流
域

雨
量

指
数

の
予
測

値
 

水
位
周

知
河
川

及
び

そ
の

他
河

川
の
各

河
川

を
対

象
と
し

て
、
上
流
域

で

の
降
雨

に
よ
っ

て
、
下

流
の

対
象

地
点
の

洪
水

危
険

度
が

ど
れ

だ
け
高

ま

る
か
を

示
し
た

情
報

。
6
時

間
先

ま
で
の

雨
量

分
布

の
予

測
（

降
水
短

時

間
予
報

等
）
を

取
り

込
ん

で
、
流

域
に
降

っ
た

雨
が

河
川

に
集

ま
り
流

れ

下
る
量

を
計
算

し
て

指
数

化
し

た
「

流
域

雨
量

指
数
」
に

つ
い

て
、
洪

水

警
報

等
の

基
準

へ
の

到
達

状
況

に
応

じ
て

危
険

度
を

色
分

け
し

時
系

列

で
表
示

し
た
情

報
（

常
時

1
0
分

毎
に

更
新

）
。

 

  

■
1
9 

 

（
高
潮

注
意

報
発
表

基
準

）（
例

）
 

一
次

細
分

区
域

 
市

町
村

等
を
ま

と
め

た
地
域

 
市

町
村

等
 

潮
位

基
準

 

北
部

 
○

○
 

○
○

市
 

○
○

ｍ
 

【
備

考
】

 

※
基

準
値

に
お

け
る
「

･
･
･以

上
」

の
「

以
上

」
は

省
略

し
た

。
 

※
潮

位
の

基
準

面
は
、

東
京
湾

平
均

海
面

（
TP

）
で

あ
る

。
 

※
基

準
が

設
定

さ
れ
て

い
な
い

市
町

村
等

に
つ
い

て
は

、
そ

の
欄

を
“

－
”

で
示

し
て

い
る
。

 

 

（
高
潮

警
報

発
表
基

準
）
（
例
）

 

一
次

細
分

区
域

 
市

町
村

等
を
ま

と
め

た
地
域

 
市

町
村

等
 

潮
位

基
準

 

北
部

 
○

○
 

○
○

市
 

○
○

ｍ
 

【
備

考
】

 

※
基

準
値

に
お

け
る
「

･
･
･以

上
」

の
「

以
上

」
は

省
略

し
た

。
 

※
潮

位
の

基
準

面
は
、

東
京
湾

平
均

海
面

（
TP

）
で

あ
る

。
 

※
基

準
が

設
定

さ
れ
て

い
な
い

市
町

村
等

に
つ
い

て
は

、
そ

の
欄

を
“

－
”

で
示

し
て

い
る
。

 

 

（
大
雨

・
高

潮
特
別

警
報
発
表
基
準
）
 

現
象
の
種
類
 

基
準

 

大
雨
 

台
風

や
集

中
豪

雨
に

よ
り

数
十

年
に

一
度

の
降

雨
量
と

な
る

大
雨

が
予

想

さ
れ

、
若
し
く
は
、
数
十

年
に
一
度
の
強
度
の
台
風
や
同
程

度
の
温
帯
低
気

圧
に

よ
り
大
雨
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
 

高
潮
 

数
十

年
に

一
度

の
強

度
の

台
風

や
同

程
度

の
温

帯
低
気

圧
に

よ
り

高
潮

に

な
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
 

 

（
津
波

警
報

・
注
意

報
の
種
類
）
 

津
波
に
よ
る
災

害
の
発

生
が

予
想
さ

れ
る
場
合
に

は
、
気
象
庁
が
、
大

津
波

警
報
、
津
波
警

報
又

は
津
波

注
意

報
を
発

表
す
る
。
 

（
ア
）
種
類
 

大
津
波
警
報
：
津
波
に
よ
り
重
大

な
災
害
が
発

生
す
る
お
そ

れ
が
著

し
く

大
き
い

と
予
想
さ
れ

る
と

き
発
表
（
予
想
さ
れ
る

津
波

の
最
大
波
の
高
さ
が
高
い

と
こ
ろ
で
３

ｍ
を

超
え

る
場
合
）
 

津
波

警
報
：
津
波

に
よ

る
重
大
な
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
想
さ
れ

る
と
き
発
表
（
予

想

さ
れ
る
津
波
の

最
大
波
の
高

さ
が
高

い
と
こ
ろ
で

１
ｍ

を
超

え
、
３
ｍ

以
下
の

場
合
）
 

津
波
注
意
報
：
津
波
に
よ

る
災
害

の
お

そ
れ
が
あ
る
と
予
想

さ
れ
る

と
き

発
表
（

予
想
さ
れ
る

津
波

の
最
大
波
の
高
さ
が
高
い
と
こ
ろ
で
０
．
２
ｍ
以

上
、
１

ｍ
以

下
の
場
合
） 

津
波

予
報

：
津
波
に
よ

る
災
害

の
お
そ
れ
が

な
い

と
予
想
さ
れ

る
と
き

発
表
 

  

■
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2
0
 

  

（
イ
）
発
表
さ

れ
る
津

波
の

高
さ
等
 

種
類
 

予
想

さ
れ
る

津
波

の
高

さ
 

高
さ
の

区
分

 

（
発
表

基
準
）

 
数

値
で

の
表
現

 
巨

大
地

震
の
場

合
の

表
現

 

大
津
波
警

報
 

１
０
ｍ

～
 

１
０
ｍ

超
 

巨
大

 
５
ｍ
～

１
０
ｍ

 
１

０
ｍ

 

３
ｍ
～

５
ｍ

 
５

ｍ
 

津
波
警

報
 

１
ｍ

～
３

ｍ
 

３
ｍ

 
高

い
 

津
波
注
意

報
 

２
０

ｃ
ｍ

～
１

ｍ
 

１
ｍ

 
（

表
記

し
な

い
）
 

（
注

）
１

 
津

波
に

よ
る

災
害

の
お

そ
れ

が
な

く
な
っ

た
と

認
め

ら
れ
る

場
合
、

大
津

波
警

報
、

津

波
警

報
又

は
津

波
注

意
報

の
解

除
を

行
う
。

こ
の

う
ち
、

津
波

注
意

報
は

、
津

波
の

観
測

状
況

等
に

よ
り

、
津

波
が

さ
ら

に
高

く
な
る

可
能

性
は
小

さ
い

と
判

断
し

た
場

合
に

は
、

津
波

の
高

さ
が

発
表

基
準

よ
り

小
さ

く
な
る

前
に

、
海
面

変
動

が
継

続
す

る
こ

と
や

留
意

事
項
を

付
し
て
解

除
を

行
う
場

合
が

あ
る

。
 

 
 

 
２

 
「

津
波

の
高

さ
」

と
は

、
津

波
に

よ
っ
て

潮
位

が
高

く
な
っ

た
時
点

に
お

け
る

そ
の

潮

位
と

そ
の

時
点

に
津

波
が

な
か

っ
た

と
し
た

場
合

の
潮
位

と
の

差
で

あ
っ

て
、

津
波

に
よ

っ
て
潮

位
が
上
昇

し
た

高
さ
を

い
う

。
 

 

（
津
波

注
意
報
発
表

基
準

）（
例

）
 

津
波
予

報
区

 
区

域
 

発
表

基
準

 

○
○
湾

 
○

○
県

（
△

△
岬

以
東

に
限
る

）
 

○
○

湾
で

予
想

さ
れ

る
津

波
の

最
大

波
の

高
さ

が
高
い
と

こ
ろ

で
、
0
.
2
メ

ー
ト

ル
以

上
１

メ
ー
ト

ル
以

下
で
あ

る
場

合
で
あ

っ
て

津
波

に
よ
る
災

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

 

【
備
考

】
 

 

（
津
波

警
報
発
表
基

準
）
（
例
）

 

津
波
予

報
区

 
区

域
 

発
表

基
準

 

○
○
湾

 
○

○
県

（
△

△
岬

以
東

に
限
る

）
 

（
大

津
波
警
報

）
 

○
○

湾
で

予
想

さ
れ

る
津

波
の

最
大

波
の

高
さ

が
高

い
と

こ
ろ

で
３

メ
ー

ト
ル

を
超

え
る

場
合
 

(
津

波
警

報
)
 

○
○

湾
で

予
想

さ
れ

る
津

波
の

最
大

波
の

高
さ

が
高

い
と

こ
ろ

で
１

メ
ー

ト
ル

を
超

え
、

３
メ
ー
ト

ル
以

下
で

あ
る

場
合

 

【
備
考

】
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（
ウ
）
津
波
情

報
 

大
津

波
警
報
、

津
波
警

報
、
津
波
注

意
報

を
発
表
し
た
後

、
「
予

測
さ

れ
る
津

波
の

高
さ
」
、

「
津
波
の
到
達
予
想

時
刻
」
等
の

情
報
を
発
表
す
る

。
 

 

（
津
波
情
報
の
種
類

）
 

 
種

類
 

内
容
 

津
波
情
報

 

津
波
到

達
予

想
時

刻
・
予
想

さ
れ

る

津
波
の

高
さ

に
関

す
る
情

報
 

各
津

波
予

報
区

の
津

波
の

到
達

予
想

時
刻

※
や

予
想

さ
れ

る
津

波
の

高
さ

を
発
表

し
ま

す
。

 

※
各

津
波

予
報

区
で

も
っ

と
も

早
く

津
波
が

到
達

す
る

時
刻

 

各
地
の

満
潮

時
刻
・
津

波
到

達
予

想

時
刻
に

関
す

る
情

報
 

主
な
地

点
の

満
潮

時
刻
・
津

波
の

到
達

予
想
時

刻
を

発
表

し
ま

す
。

 

津
波
観

測
に

関
す

る
情
報

 
沿

岸
で

観
測

し
た

津
波

の
時

刻
や

高

さ
を
発

表
し

ま
す

。
 

沖
合
の

津
波

観
測

に
関
す

る
情
報

 

沖
合

で
観

測
し

た
津

波
の

時
刻

や
高

さ
、
及

び
沖

合
の
観

測
値

か
ら

推
定

さ

れ
る

沿
岸

で
の

津
波

の
到

達
時

刻
や

高
さ

を
津

波
予

報
区

単
位

で
発

表
し

ま
す
。

 

（
注

）
３

 
津

波
警

報
等

の
発

表
後

、
沖

合
や

沿
岸
の

観
測
点

で
観

測
し

た
津

波
の

高
さ

や
到

達
時

刻
を

発
表

す
る

。
な

お
、

大
津

波
警

報
を

発
表

し
て

い
る

沿
岸

で
、
観

測
さ

れ
た
津

波
の

高
さ

が
１

ｍ
以

下
の

と
き

、
又

は
津

波
警

報
を

発
表

し
て

い
る

沿
岸
で

、
観

測
さ
れ

た
津

波
の

高
さ

が
２

０
ｃ

ｍ
未

満
の

と
き

は
、

津
波

の
高

さ
を

「
観

測
中
」

と
発

表
す
る

。
ま

た
、
沖
合

の
津

波
観

測
に

関
す
る

情
報

で
は

、
沿

岸
か

ら
の

距
離

が
1
00

k
m
以

内
の

観
測

点
に

つ
い

て
沖

合
の

観
測

値
か

ら
推

定
さ

れ
る

沿
岸

で
の

津
波

の
高
さ

が
、

大
津
波

警
報

を
発

表
し

て
い

る
沿

岸
で

３
ｍ

以
下

、
津

波
警

報
を

発
表

し
て

い
る
沿

岸
で

１
ｍ
以

下
の

と
き
は

、
沖

合
で

観
測

さ
れ

た
津

波
の

高
さ

を
「
観

測
中

」、
推

定
さ
れ

る
沿

岸
で
の

津
波

の
高
さ
を

「
推

定
中

」
と

発
表
す

る
。

沿
岸

か
ら

の
距

離
が

10
0
k
m
を

超
え

る
観
測

点
に

つ
い

て
、

津
波

予
報

区
と

の
対

応
付

け
が

難
し

い
た

め
、

沿
岸

で
の
推

定
値

は
発
表

し
な

い
。
ま
た

、
最

大
波

の
観

測
値
に

つ
い

て
は

数
値

で
は

な
く

「
観

測
中

」
と

す
る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
４

 
気

象
庁

防
災

情
報

Ｘ
Ｍ

Ｌ
フ

ォ
ー
マ

ッ
ト

電
文

及
び

気
象

庁
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

は
、
「
津

波
到
達

予
想

時
刻
・

予
想
さ
れ

る
津

波
の

高
さ
に

関
す
る
情

報
」

は
「

津
波

警
報
・

注
意

報
・
予

報
」

に
ま

と
め

た
形
で

発
表

す
る

。
 

 

（
エ
）

津
波

予
報
 

地
震

発
生
後
、
津

波
に

よ
る
災

害
が

起
こ
る

お
そ
れ
が
な
い
場
合

に
は

、
以
下
の
内
容
を
津

波
予
報
で
発
表
す
る

。
 

 
発
表

基
準

 
内

容
 

津
波

予
報

 

津
波
が

予
想

さ
れ

な
い

と
き
（

地
震
情

報
に
含

め
て

発
表

）
 

津
波

の
心

配
な

し
の

旨
を

地
震

情
報

に

含
め

て
発
表
す

る
。

 

２
０

ｃ
ｍ

未
満

の
海

面
変

動
が

予
想

さ
れ
た

と
き
（

津
波

に
関
す

る
そ

の
他

高
い

と
こ

ろ
で

も
２

０
ｃ

ｍ
未

満
の

海

面
変

動
の
た
め

被
害
の
心

配
は

な
く
、
特

■
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2
2
 

 

の
情

報
に

含
め
て

発
表

）
 

段
の

防
災

対
応

の
必

要
が

な
い

旨
を

発

表
す

る
。
 

津
波

注
意

報
解

除
後

も
海

面
変

動
が

継
続

す
る

と
き
（

津
波

に
関

す
る

そ
の

他
の

情
報

に
含
め

て
発

表
）

 

津
波

に
伴

う
海

面
変

動
が

観
測

さ
れ

て

お
り

、
今
後

も
継

続
す

る
可

能
性

が
高
い

た
め

、
海
に

入
っ

て
の

作
業

や
釣

り
、
海

水
浴

な
ど

に
際

し
て

は
十

分
な

留
意

が

必
要

で
あ
る
旨

を
発

表
す

る
。
 

 

（
気
象

庁
が

発
表
す

る
特

別
警

報
）
（

参
考

）
 

気
象
庁

は
、
予

想
さ
れ

る
現
象

が
特

に
異
常

で
あ

る
た
め

重
大

な
災
害

の
起
こ

る
お

そ
れ
が

著
し

く
大
き

い
場

合
と
し

て
降

雨
量

そ
の

他
に

関
し
気
象

庁
が
定

め
る
基

準
に
該

当
す
る
場
合

に
は

、
大

雨
、
津

波
、

高
潮

等
に

つ
い

て
の

一
般

の
利

用
に
適

合
す
る

警
報

（
特

別
警
報

）
を
す

る
。

な
お
、

津
波
に

つ
い

て
は
、

大
津

波
警

報
が

特
別

警
報
に
位

置
付
け

ら
れ
る

。
 

ま
た
、

水
防
活

動
用
の

特
別

警
報
は

設
け

ら
れ
て

い
な

い
。

 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
気

象
台

が
発

表
又

は
伝
達

す
る

注
意

報
及

び
警

報
に

つ
い

て
は

、
必
要

な
対

応
を
円

滑
に

遂

行
で
き

る
よ

う
、

予
め

こ
れ

ら
の
情

報
を

入
手

し
た

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
計
画

に
記

載
し
て

お
く

こ

と
が
望

ま
し
い

。
 

 

（
２
）

警
報

等
の
伝

達
経

路
及

び
手
段
 

①
洪

水
等
の

場
合
 
 

（
例
）

 

○
○

県
警

察
本
部
 

総
務
省
消
防

庁
 

○
○

県
危

機
管
理

防
災

課
 

国
土
交
通
省
○
○
河
川
事

務
所
 

○
○

海
上

保
安
本

部
 

東
日

本
（

西
日
本
）

電
信
電
話
（

株
）

 

指
定
公
共
機
関
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

等
）
 

関
係
市

町
村
 

関
係

警
察
署
 

関
係
市

町
村
 

関
係
市

町
村
 

県
出
先

機
関
 

船
舶
 

関
係
市

町
村
 

消
防
本
部
等

 

消
防
本
部
等

 

消
防
本
部
等

 

消
防
本
部
等

 

■
2
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＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い
て

、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通
信

、
連

絡
に
つ
い

て
規

定
す

る
こ

と

と
さ
れ

て
お
り

、
法

第
1
0
条

第
１

項
及
び

気
象

業
務

法
第

1
4
条

の
２

第
１

項
の
規

定
に

よ
り

気
象

庁

が
単
独

で
行
う

水
防

活
動

の
利
用
に

適
合

す
る
注

意
報

及
び
警

報
に

つ
い

て
、
そ

の
種
類

や
発

表
基

準
、

伝
達
経

路
、
伝

達
手

段
を

記
述

す
る

。
伝
達

経
路

に
つ

い
て

は
、
法
令

で
定

め
ら

れ
た

経
路

の
ほ
か

、
協

定
等
で

決
め
ら

れ
た

経
路

に
つ
い
て

も
記

述
す
る

。
ま

た
、
伝

達
手
段

に
つ

い
て

は
、
各

機
関

の
機

器
の

更
新
状

況
等

を
確
認

し
、
最

新
の
伝

達
手

段
を

記
載

す
る

よ
う

に
す

る
。

機
器
障

害
等

に
よ
り

通
常

の

伝
達
経

路
が
途

絶
し

た
場

合
の
代
替

の
伝

達
経
路

、
伝

達
手
段

に
つ

い
て

も
明

確
に
し

て
お

く
こ

と
。
 

 

②
津

波
の
場

合
 

（
例

）
 

 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い
て

、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通
信

、
連

絡
に
つ
い

て
規

定
す

る
こ

と

と
さ
れ

て
お

り
、
気

象
庁
が

行
う
津

波
に

関
す

る
注

意
報

及
び

警
報

に
つ

い
て
、

そ
の

種
類
や

発
表

基

準
、
伝

達
経

路
、
伝

達
手
段

を
記
述

す
る

。
伝

達
経

路
に

つ
い

て
は

、
法

令
で
定

め
ら

れ
た
経

路
の

ほ

か
、
協

定
等

で
決

め
ら

れ
た

経
路

に
つ

い
て

も
記

述
す

る
。
ま

た
、
伝

達
手

段
に

つ
い

て
は

、
各

機
関

の

機
器
の

更
新

状
況
等

を
確
認

し
、
最

新
の

伝
達

手
段

を
記

載
す

る
よ

う
に

す
る
。

機
器

障
害
等

に
よ

り

通
常
の

伝
達

経
路
が

途
絶
し

た
場
合

の
代

替
の

伝
達

経
路

、
伝

達
手

段
に

つ
い
て

も
明

確
に
し

て
お

く

こ
と
。
 

 

■
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4
.
2 

洪
水
予
報
河
川
に
お
け
る

洪
水
予
報
 

（
１
）

種
類
及
び
発

表
基
準
 

知
事

は
、
国
土
交
通
大
臣

が
指
定
し
た

河
川
に
つ
い
て
洪
水
予

報
の
通
知
を
受
け

た
と

き
、
又

は
知
事
が
指
定

し
た
河

川
に

つ
い
て

洪
水
予
報
を

し
た

と
き
は
、
水
防
管
理
者
及
び

量
水
標

管
理

者
に
通
知
す
る

と
と
も

に
、
必
要
に

応
じ

報
道
機
関
の
協
力
を

求
め
て

、
こ

れ
を

一
般
に
周

知
す

る
。
 

ま
た

、
避
難
情
報
発
令
の

判
断
に
資
す

る
た
め
、
大
臣
が
指

定
し
た
河
川

に
つ
い
て
は
大
臣
か

ら
、
知
事

が
指

定
し
た

河
川
に
つ
い

て
は

知
事
か
ら
、
関
係
市
町
村
長

に
そ

の
通
知
に
係
る

事
項

を
通
知
す
る
。

 

発
表

す
る
情
報
の
種
類
、
基

本
的
な
発
表
基
準
は
、

次
の
と

お
り
で
あ
る
。
 

種
 

類
 

発
表
基

準
 

氾
濫

注
意

情
報

 

（
洪

水
注

意
報

）
 

基
準

地
点

の
水

位
が

氾
濫

注
意

水
位
（

警
戒

水
位
）
に

到
達

し
、
更
に

水
位
上

昇
が

見
込

ま
れ

る
と

き
 

氾
濫

警
戒

情
報

 

（
洪

水
警

報
）

 

基
準

地
点

の
水

位
が

一
定

時
間

後
に

氾
濫
危

険
水

位
に

到
達

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

と
き

、
又
は

、
避

難
判

断
水
位

に
到
達

し
、
更

に
水

位
上
昇

が
見
込

ま
れ

る
と

き
 

氾
濫

危
険

情
報

 

（
洪

水
警

報
）

 

基
準

地
点

の
水

位
が

氾
濫

危
険

水
位
に

到
達

し
た
と

き
、
又

は
、
急
激

な
水

位

上
昇

に
よ

り
ま

も
な

く
氾

濫
危

険
水
位

を
超

え
、
さ

ら
に

水
位

の
上
昇

が
見
込

ま
れ

る
と

き
 

氾
濫

発
生

情
報

 

（
洪

水
警

報
）

 
氾

濫
が
発

生
し

た
と

き
 

氾
濫

注
意

情
報

 

（
警

戒
情
報

解
除

）
 

氾
濫

危
険

情
報

又
は

氾
濫

警
戒

情
報
を

発
表

中
に
、
基

準
水

位
観

測
所

の
水
位

が
避

難
判

断
水

位
を

下
回

っ
た

と
き
（
氾

濫
注
意

水
位

を
下

回
っ

た
場

合
を
除

く
）
、

又
は

、
氾

濫
警

戒
情

報
発

表
中

に
、

基
準

水
位

観
測

所
の

水
位

の
上
昇

が
見

込
ま

れ
な

く
な

っ
た

と
き

（
氾
濫

危
険

水
位
に

達
し

た
場

合
を

除
く

）
 

氾
濫

注
意
情

報
解

除
 

氾
濫

発
生

情
報

、
氾
濫

危
険

情
報
、
氾
濫

警
戒
情

報
又

は
氾

濫
注

意
情

報
を
発

表
中

に
、
基

準
水

位
観

測
所

の
水
位

が
氾

濫
注

意
水

位
を

下
回

り
、
氾

濫
の

お

そ
れ

が
な

く
な

っ
た

と
き

 

 

（
２
）

国
が
行
う
洪

水
予
報
 

①
洪

水
予
報
を
行
う
河
川
名

、
区
域
 

（
例

）
 

予
報

 

区
域
名

 

河
川
名

 
区

 
域

 

○
○
川

上
流

 

○
○
川

 
左
岸
 

○
○

県
○

○
市

○
○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か
ら

○
○

橋
ま
で

 

右
岸
 

○
○

県
○

○
市

○
○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か
ら

○
○

橋
ま
で

 

○
○
川

 
左
岸
 

○
○

県
○

○
市

○
○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か
ら

○
○

橋
ま
で

 

右
岸
 

○
○

県
○

○
市

○
○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か
ら

○
○

橋
ま
で

 

②
洪

水
予
報
の
対
象
と
な
る

基
準
水
位
観
測
所
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（
例
）
 

予
報

 

区
域

名
 

河
川
名

 
観

測

所
名

 

地
先

名
 

水
防

団
 

待
機

 

水
位

 

 

氾
濫

 

注
意

水
位

 

（
警
戒

水

位
）
 

避
難

判
断

水
位

 

氾
濫

 

危
険
水

位
 

 

○
○

川

上
流

 

○
○
川

 
○

○
 

○
○

県

○
○

市

○
○

 

○
.○

○
m
 

○
.
○

○
m 

○
.
○

○
m
 

○
.
○

○
m
 

③
洪
水
予
報
の
担
当

官
署
 

（
例
）
 

予
報
区

域
名

 
担

当
官
署

 

○
○

川
上

流
 

○
○
河
川

事
務

所
 

○
○
地
方

気
象

台
 

④
洪
水
予
報
の
発
表

形
式
 

発
表

形
式
は
、

資
料
４

－
１
の

と
お

り
。
 

⑤
洪
水
浸
水
想
定
区

域
 

（
例
）
 

予
報
区

域
名

 
洪

水
浸

水
想
定

区
域

 

○
○

川
上

流
 

○
○
市

、
○

○
町

、
○

○
村
 

⑥
洪
水
予
報
の
伝
達

経
路
及
び
手

段
 

水
防

法
に
基
づ

く
洪
水

予
報
の

伝
達

経
路
及

び
手

段
は
、
資
料
４
－
２

の
と
お
り
。
 

 

（
３
）

都
道

府
県
と

気
象
庁
が
共
同
で
行
う
洪
水
予
報
 

①
洪
水
予
報
を
行
う

河
川
名
、
区

域
 

（
例
）
 

予
報
 

区
域
名

 

河
川
名

 
区
 
域

 

○
○
川

上
流
 

○
○
川

 
左

岸
 

○
○
県

○
○

市
○

○
町

○
○

番
地

先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

右
岸
 

○
○
県

○
○

市
○

○
町

○
○

番
地

先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

○
○
川

 
左

岸
 

○
○
県

○
○

市
○

○
町

○
○

番
地

先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

右
岸
 

○
○
県

○
○

市
○

○
町

○
○

番
地

先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

②
洪
水
予
報
の
対
象

と
な
る
基
準

水
位
観
測
所
 

（
例
）
 

予
報
 

区
域
名

 

河
川
名

 
観
測

所
名

 

地
先

名
 

水
防

団
 

待
機

 

水
位

 

 

氾
濫

 

注
意

水
位

 

（
警
戒
水

位
）
 

避
難

判
断

水
位
 

氾
濫

 

危
険

水
位

 

 

○
○
川

上
流
 

○
○
川

 
○

○
 

○
○

県

○
○

市

○
.○

○
m
 

○
.○

○
m
 

○
.
○

○
m
 

○
.○

○
m
 

■

261 



2
6
 

 

○
○

 

③
洪

水
予
報
の
担
当
官
署
 

（
例

）
 

予
報
区
域

名
 

担
当

官
署
 

○
○

川
上

流
 

○
○
河

川
事
務

所
 

○
○
地

方
気
象

台
 

④
洪

水
予
報
の
発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
１
の

と
お

り
。
 

⑤
洪

水
浸
水
想
定
区
域
 

（
例

）
 

予
報
区
域

名
 

洪
水
浸

水
想

定
区

域
 

○
○

川
上

流
 

○
○
市

、
○

○
町

、
○

○
村

 

⑥
洪

水
予
報
の
伝
達
経
路
及

び
手
段
 

水
防
法
に
基
づ
く
洪
水
予
報
の

伝
達

経
路
及

び
手

段
は
、
資
料
４
－
３

の
と

お
り
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通

信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お
り

、
法

第
1
0
条

第
２

項
、
法

第
11

条
第

１
項
並

び
に

気
象
業

務
法

第
1
4
条

の
２
第

２
項

及
び
第

３
項

の
規

定
に

よ
り

国
土
交

通
省

と
気

象
庁

又
は

都
道

府
県

と
気

象
庁
が

共
同

で
行

う
水

防
活

動
の
利

用
に

適
合

す
る

注
意

報
及
び

警
報

に
つ

い
て

、
情

報
の

種
類

、
発

表
基
準

の
ほ

か
、

予
報

区
域

名
、
対

象
と

な
る

河
川

区
間

や
基

準
水

位
観
測

所
、
情

報
の

伝
達
経

路
、
伝

達
手

段
を

記
述

す
る
。
法
第

1
0
条

第
２

項
に
規

定
さ
れ

た
氾

濫
後
の

予
報

が
実

施
さ

れ
て

い
る
場

合
は

、
氾
濫

後
の

予
報

に
関

し
て

も
同
様

の
内
容

に
つ

い
て

記
述

す
る

。
な

お
、
平

成
2
5
年

の
水

防
法

改
正

に
よ

り
、
避

難
情

報
発

令
の

判
断
に

資
す

る
た

め
、

関
係

市
町
村

長
へ

の
通

知
が

追
加

さ
れ

て
お

り
、

大
臣
が

指
定

し
た

河
川

に
つ

い
て
大

臣
か

ら
、

知
事

が
指

定
し
た

河
川

に
つ

い
て

は
知

事
か

ら
、

洪
水

予
報
が

関
係

市
町

村
長

に
も

通
知
さ

れ
る
。

 

【
必
須

】
伝

達
経

路
に

つ
い

て
は

、
予

報
区

域
別

に
、
資

料
４

－
３
に

示
し

た
水
防

法
に

基
づ

く
経

路
に

加
え
、
そ

の
他

法
令

で
定

め
ら

れ
た
経

路
や

、
協

定
等

で
決

め
ら
れ

た
経

路
に

つ
い
て

も
記

述
す

る
。
ま

た
、
伝

達
手

段
に

つ
い

て
は

、
各

機
関

の
機

器
の

更
新
状

況
等

を
確

認
し

、
最

新
の

伝
達

手
段

を
記

載
す

る
よ
う

に
す

る
。

機
器

障
害

等
に
よ

り
通

常
の

伝
達

経
路

が
途

絶
し

た
場

合
の
代

替
の

伝
達

経
路

、
手

段
に
つ

い
て
も

明
確

に
し

て
お

く
こ

と
。

 

【
必
須

】
氾

濫
危

険
水

位
は

、
箇

所
毎

の
危

険
水

位
を
洪

水
予

報
観

測
所

に
換

算
し
た

水
位

の
う

ち
、
洪

水
予
報

の
受

け
持

つ
予

報
区

域
に
お

い
て

最
も

低
い

水
位

で
あ

る
。

箇
所

毎
の
危

険
水

位
は

、
計

画
高

水
位
も

し
く

は
越

水
又

は
溢

水
が
発

生
す

る
ま

で
の

リ
ー

ド
タ

イ
ム

を
考

慮
し
て

設
定

し
た

水
位

の
ど

ち
ら
か

低
い
方

の
水

位
を

も
っ

て
設

定
す

る
。
 

【
必
須

】
原
則

と
し

て
、
洪

水
予

報
は

越
水
・
溢

水
に

よ
る

氾
濫

を
対

象
と

し
て

い
る

が
、
漏

水
・
侵
食

に
よ
る

氾
濫

に
つ

い
て

も
情

報
を
提

供
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

水
防

法
で
は

、
異

常
な

漏
水

等
が

発
生
し

た
場
合

に
は

、
水

防
管

理
者

等
は

直
ち

に
関

係
者
（

関
係
機

関
・
団

体
）
に

通
報

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

こ
と
と

さ
れ

て
い

る
。
そ

の
た

め
、
第

1
0
章

に
お

い
て

、
重

要
水
防

箇
所

等
の

巡
視

及
び
警

戒
、
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決
壊
・

漏
水

等
の

通
報

に
関

す
る
措

置
を

定
め
る

こ
と

と
す
る

。
 

【
推
奨

】
対

象
河

川
の

浸
水

想
定
区

域
に

含
ま

れ
る

市
町

村
名

も
記

述
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

ま
た
、
関

係
市

町
村

長
は

、
洪

水
予

報
の

通
知

を
、
水
防

管
理

者
と

し
て

知
事

か
ら
、
避

難
情

報
の

発
令

を
判
断

す
る

市
町

村
長

と
し

て
大
臣

又
は

知
事

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

受
け

る
こ

と
と

な
る

が
、

避
難

情
報

の

発
令
基

準
と

な
る

具
体

的
な

水
位
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

地
域

防
災

計
画

に
定

め
て

お
く

こ
と

が
望

ま

し
い
。
 

 

4
.
3 

水
位
周

知
河
川
に
お
け
る

水
位
到
達
情
報
 

（
１
）

種
類

及
び
発

表
基
準
 

知
事
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定

し
た
河
川
に

つ
い
て
水
位

到
達
情

報
の

通
知
を

受
け
た
と
き

、

又
は
知
事
が
指

定
し
た

河
川

に
つ
い

て
、
水
位
が

氾
濫

危
険
水
位
（
法

第
1
3
条
第

１
項
及

び
第

２
項
に
規
定
さ

れ
る
洪

水
特

別
警
戒

水
位
）
に
達
し
た

と
き
は

、
そ
の

旨
を
当
該
河
川
の
水

位
又

は
流
量
を
示
し

て
水
防

管
理

者
及
び

量
水
標
管
理

者
に

通
知
す
る
と
と

も
に

、
必
要

に
応
じ

て
報

道
機
関
の
協
力

を
求
め

て
、

一
般
に

周
知
さ
せ
る

。
 

ま
た
、
避
難

情
報
発
令
の

判
断
に

資
す

る
た
め
、
大
臣
が
指

定
し
た
河
川

に
つ
い
て
は
大
臣
か

ら
、
知
事

が
指

定
し
た
河
川
に
つ
い

て
は
知
事
か
ら
、
関
係
市
町
村
長

に
そ
の
通
知
に
係
る

事
項

を
通
知
す
る
。
 

氾
濫
注
意
水
位
（
警
戒
水
位
）
、

避
難
判

断
水

位
へ
の

到
達

情
報
（

氾
濫
注

意
水

位
を

下
回
っ

た
場
合
の
情
報
（
氾

濫
注
意
情
報
の
解
除

）
を
含
む
。
）
、
氾
濫
発
生
情

報
の

発
表
は
、
可
能

な
範

囲
で
行
う
こ
と

と
す
る

。
 

発
表
す
る
情
報
の
種

類
、
基
本
的

な
発
表
基
準
は
、

次
の
と

お
り
で
あ
る
。
 

種
 

類
 

発
表
基

準
 

氾
濫

注
意

情
報

 
基

準
地

点
の

水
位

が
氾

濫
注

意
水

位
（

警
戒
水

位
）

に
到

達
し

た
と

き
 

氾
濫

警
戒

情
報

 
基

準
地

点
の

水
位

が
避

難
判

断
水

位
に

到
達
し

た
と

き
 

氾
濫

危
険

情
報

 
基

準
地

点
の

水
位

が
氾

濫
危

険
水

位
（

洪
水
特

別
警

戒
水

位
）
に

到
達
し

た
と
き

 

氾
濫

発
生

情
報

 
氾

濫
が

発
生

し
た

と
き

 

氾
濫

注
意

情
報

解
除

 

氾
濫
発

生
情
報

、
氾

濫
危
険

情
報

、
氾
濫

警
戒

情
報
又

は
氾

濫
注

意
情

報
を

発
表

中
に
、
基
準

水
位

観
測

所
の

水
位

が
氾
濫

注
意

水
位

を
下

回
り

、
氾
濫

の
お

そ
れ

が
な
く

な
っ
た

と
き

 

 

（
２
）

国
土

交
通
省

が
行
う
水
位
到
達
情
報
の
通
知
 

①
水
位
到
達
情
報
の

通
知
を
行
う

河
川
名
、
区
域
 

（
例
）
 

河
川
名

 
区

 
域

 

○
○

川
 

左
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の
○

○
橋

か
ら
○

○
橋

ま
で

 

右
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の
○

○
橋

か
ら
○

○
橋

ま
で

 

②
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
対
象

と
な
る
基
準
水
位

観
測
所

 

（
例
）
 

河
川
名

 
観

測
地

先
名

 
水

防
団

氾
濫
 

避
難
判

氾
濫

 
計

画
高

 
関

係

■
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所
名

 
待
機

 

水
位

 

（
通

報
水

位
）

 

注
意

 

水
位

 

（
警

戒
水

位
）

 

断
水

位
 

危
険

 

水
位
 

（
洪

水
特

別

警
戒

水
位

）
 

水
位

 

 

水
防

管
理

団
体

 

○
○

川
 

○
○
 

○
○

県

○
○

市

○
○

 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
.○

○
m
 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
○
市

 

③
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

担
当
官
署
 

（
例

）
 

河
川
名

 
担

当
官

署
 

○
○

川
 

○
○

河
川
事

務
所

 

④
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
４
の

と
お

り
。
 

⑤
洪

水
浸
水
想
定
区
域
 

（
例

）
 河
川
名

 
洪

水
浸
水

想
定

区
域

 

○
○

川
 

○
○

市
、

○
○

町
、

○
○
村

 

 

⑥
水

位
到
達
情
報
の
伝
達
経

路
及
び
手
段
 

水
位
到
達
情
報
の
伝
達
経
路
及

び
手

段
は
、

資
料

４
－
５
の
と
お
り
。

 

 

（
３
）

都
道
府
県
が

行
う
水
位
到
達
情
報
の

通
知
 

①
水

位
到
達
情
報
の
通
知
を

行
う
河
川
名
、
区
域
 

（
例

）
 

河
川
名

 
区

 
域

 

○
○

川
 

左
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

右
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

②
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

対
象
と
な
る
基
準
水
位

観
測
所

 

（
例

）
 

河
川
名

 
観
測

所
名

 

地
先
名

 
水
防
団

待
機

 

水
位

 

（
通

報
水

位
）

 

氾
濫

 

注
意

 

水
位

 

（
警

戒
水

位
）

 

避
難

判

断
水

位
 

氾
濫
 

危
険
 

水
位
 

（
特

別
警

戒

水
位
）
 

計
画

高
 

水
位

 

 

関
係

水
防

管
理

団
体

 

○
○

川
 

○
○
 

○
○

県

○
○

市

○
○

 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
.○

○
m
 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
○
市

 

③
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

担
当
官
署
 

（
例

）
 

■
2
9 

 

河
川
名

 
担
当

官
署

 

○
○

川
 

○
○

河
川

事
務

所
 

④
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
発
表

形
式
 

発
表

形
式
は
、

資
料
４

－
４
の

と
お

り
。
 

⑤
洪
水
浸
水
想
定
区

域
 

（
例
）
 河
川
名

 
洪

水
浸

水
想
定

区
域

 

○
○

川
 

○
○

市
、

○
○

町
、

○
○
村

 

⑥
水
位
到
達
情
報
の

伝
達
経
路
及

び
手
段
 

水
位

到
達
情
報

の
伝
達

経
路
及

び
手

段
は
、

資
料

４
－
６
の
と
お
り
。

 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な

通
信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お

り
、
法

第
1
3
条

の
規

定
に

よ
り

国
土

交
通

省
又

は
都
道

府
県

が
行
う

水
位

到
達

情
報

の
通

知
に
つ

い
て

、
情

報
の

種
類

、
発

表
基

準
の

ほ
か

、
対
象

と
な

る
河

川
区

間
や

基
準
水

位
観

測
所
、
情

報

の
伝
達

経
路

、
伝
達

手
段

を
記

述
す

る
。
な

お
、
平

成
2
5
年

の
水
防

法
改

正
に

よ
り

、
避

難
情
報

発
令

の
判
断

に
資

す
る

た
め

、
関

係
市
町

村
長

へ
の

通
知

が
追

加
さ

れ
て

お
り

、
大

臣
が

指
定

し
た

河
川

に

つ
い
て

大
臣

か
ら

、
知

事
が

指
定
し

た
河

川
に

つ
い

て
は

知
事

か
ら

、
水

位
到

達
情

報
が

関
係

市
町

村

長
に
も

通
知

さ
れ

る
。

 

【
必
須

】
水

位
周

知
河

川
に

お
け

る
水

位
到

達
情

報
の

発
表
は

、
法

第
13

条
第
１

項
の

規
定

に
基

づ
き

行
う
氾

濫
危

険
水

位
（

洪
水

特
別

警
戒

水
位

）
へ

の
到

達
情
報

の
発

表
の

ほ
か

、「
洪

水
等

に
関
す

る
防

災
情
報

体
系

の
見

直
し

に
つ

い
て
」（

平
成

1
8
年

1
0
月

１
日

河
川
局

長
通

知
）
に
基

づ
き

、
氾
濫

注
意

水
位
（

警
戒

水
位
）
、
及

び
避

難
判

断
水
位

へ
の

到
達
情

報
、
氾

濫
発

生
情

報
の
発

表
並

び
に

氾
濫

注
意

水
位
を

下
回

っ
た

場
合

の
情

報
（
氾

濫
注

意
情

報
解

除
）
の

発
表

を
行
う

こ
と

が
で
き

る
よ

う
、
情

報
の

種
類
や

発
表

基
準

に
適

宜
補

足
を
行

う
こ

と
。
な

お
、「

洪
水
時

に
お

け
る

情
報

提
供

の
充
実

に
つ

い
て

」

（
平
成

2
6
年

4
月

8
日

、
国

水
環

第
2
号

）
に

基
づ

き
、

原
則

と
し

て
平

成
2
7
年

4
月

か
ら
洪

水
特

別
警
戒

水
位

は
氾

濫
危

険
水

位
に
相

当
す

る
も
の

と
変

更
す
る

こ
と

と
し

た
。

 

【
必
須

】
伝

達
経

路
に

つ
い

て
は

、
対

象
河

川
区

間
別

に
、
資

料
４

－
５

、
４
－
６

に
示

し
た

水
防

法
に

基
づ
く

経
路

に
加

え
、

そ
の

他
法
令

で
定

め
ら

れ
た

経
路

や
、

協
定

等
で

決
め

ら
れ

た
経

路
に

つ
い

て

も
記
述

す
る

。
ま

た
、
伝

達
手

段
に

つ
い

て
は

、
各

機
関

の
機

器
の

更
新

状
況

等
を
確

認
し

、
最
新

の
伝

達
手
段

を
記

載
す

る
よ

う
に

す
る
。

機
器

障
害

等
に

よ
り

通
常

の
伝

達
経

路
が

途
絶

し
た

場
合

の
代

替

の
伝
達

経
路

、
伝

達
手

段
に

つ
い
て

も
明

確
に
し

て
お

く
こ
と

。
 

【
必
須

】
氾

濫
危

険
水

位
は

、
箇

所
毎

の
危

険
水

位
を
水

位
周
知

観
測
所

に
換

算
し
た

水
位

の
う

ち
、
そ

の
観
測

所
の

受
け

持
つ

水
位

周
知
区

間
に

お
い

て
最

も
低

い
水

位
で

あ
る

。
箇

所
毎

の
危

険
水

位
は

、

計
画
高

水
位

も
し

く
は

越
水

又
は
溢

水
が

発
生

す
る

ま
で

の
リ

ー
ド

タ
イ

ム
を

考
慮

し
て

設
定

し
た

水

位
の
ど

ち
ら

か
低

い
方

の
水

位
を
も

っ
て

設
定
す

る
。

 

【
必
須

】
原

則
と
し

て
、
水

位
周

知
は

越
水
・
溢

水
に

よ
る

氾
濫
を

対
象

と
し

て
い
る

が
、
漏

水
・
侵

食

に
よ
る

氾
濫

に
つ

い
て

も
情

報
を
提

供
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

断
面

不
足

等
に

起
因

す
る

漏
水

等

に
関
す

る
危

険
情

報
が

水
位

到
達
情

報
に

反
映
さ

れ
な

い
こ
と

と
な

る
。
一

方
、
水

防
法

で
は

、
異

常
な

■
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3
0
 

 

漏
水
等

が
発
生

し
た

場
合

に
は

、
水

防
管

理
者

等
は

直
ち

に
関

係
者
（

関
係

機
関
・
団

体
）
に

通
報

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。
そ

の
た

め
、
第

1
0
章

に
お

い
て

、
重
要

水
防

箇
所

等
の

巡
視

及
び
警

戒
、
決

壊
・

漏
水

等
の

通
報

に
関

す
る
措

置
を

定
め
る

こ
と

と
す

る
。

 

【
推
奨

】
対

象
河

川
の

浸
水

想
定
区

域
に

含
ま

れ
る

市
町

村
名

も
記

述
し

て
お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た
、
関

係
市

町
村

長
は

、
水

位
到

達
情

報
の

通
知

を
、
水

防
管

理
者
と

し
て

知
事
か

ら
、
避

難
情

報
の

発
令
を

判
断

す
る

市
町

村
長

と
し
て

大
臣

又
は

知
事

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

受
け

る
こ
と

と
な

る
が

、
避

難
情

報
の
発

令
基

準
と

な
る

具
体

的
な
水

位
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

地
域

防
災

計
画
に

定
め

て
お

く
こ

と
が

望
ま
し

い
。
 

 

4
.
4 

水
位
周
知
下
水
道
に
お
け

る
水
位
到

達
情
報
 

（
１
）

種
類
及
び
発

表
基
準
 

知
事

は
、
知
事
が
指

定
し

た
水
位
周
知
下
水
道
に
つ
い
て
、
水

位
が
内
水

氾
濫
危
険
水
位
（
雨

水
出
水
特
別
警

戒
水
位

）
に
達
し
た

と
き

は
、
そ

の
旨
を
当
該
水
位
周

知
下

水
道
の
水
位
を

示
し

て
水
防
管
理
者

及
び
量

水
標

管
理
者

に
通
知
す
る

と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
報
道

機
関
の

協
力

を
求
め
て
、
一

般
に
周

知
さ

せ
る
も

の
と
す
る
。

 

ま
た

、
知
事
が
指
定
し
た

水
位
周
知
下

水
道
に
つ
い
て
通
知
を

し
た
知
事
は
、
避

難
情
報
発
令

の
判
断
に
資
す

る
た
め
、
関

係
市
町

村
長

に
そ

の
通
知
に

係
る

事
項
を
通
知
す
る
も

の
と

す
る
。
 

市
町

村
長
は
、
当
該
市
町

村
長
が
指
定

し
た
水
位
周
知
下
水
道

に
つ
い
て
、
水
位

が
内
水
氾
濫

危
険
水
位
（
雨

水
出
水
出
水

特
別
警

戒
水
位
）
に

達
し
た
と
き
は
、
そ

の
旨

を
当
該
水
位
周

知
下

水
道
の
水
位
を

示
し
て

水
防

管
理
者

、
量
水
標

管
理
者
及
び
都

道
府
県

知
事
に
通
知
し
、
必

要
に

応
じ
て
報
道
機

関
の
協

力
を

求
め
て

、
一
般
に
周

知
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。

 

内
水

氾
濫
危
険
水
位
を
下
回

り
、
氾
濫
の

お
そ
れ
が
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
の
情

報
（
内

水
氾
濫
危
険
情

報
の
解

除
）

を
、
可

能
な
限
り
速

や
か

に
発
表
す
る
こ
と
と

す
る

。
 

発
表

す
る
情
報
の
種
類
、
基

本
的
な
発
表
基
準
は
、

次
の
と

お
り
で
あ
る
。
 

種
 
類

 
発
表

基
準

 

内
水

氾
濫
危

険
情

報
 

基
準
地

点
の

水
位

が
内
水

氾
濫

危
険

水
位
（

雨
水

出
水

特
別

警
戒
水

位
）
に

到
達

し

た
と
き

 

内
水

氾
濫
危

険
情

報

解
除
 

基
準
地

点
の

水
位

が
内
水

氾
濫

危
険

水
位
（

雨
水
出

水
特

別
警

戒
水
位

）
を
下

回
り

、

氾
濫
の

お
そ

れ
が

な
く
な

っ
た

と
き

 

 

（
２
）

都
道
府
県
が

行
う
水
位
到
達
情
報
の

通
知
 

①
水

位
到
達
情
報
の
通
知
を

行
う
排
水
施
設
等
名
、

区
域
 

（
例

）
 排
水
施

設
等

 
区

 
域

 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○
市

 
○

○
町
○
○

番
地

～
○
○

番
地

、
○

○
町

○
○

番
地
～

○
○
番

地
 

○
○
市

 
○

○
町
、
○

○
町

、
○
○

町
○

○
番

地
～

○
○

番
地
 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
市

 
○

○
町
○
○

番
地

～
○
○

番
地

、
○

○
町

○
○

番
地
～

○
○
番

地
 

○
○
市

 
○

○
町
、
○

○
町

、
○
○

町
○

○
番

地
～

○
○

番
地
 

②
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

対
象
と
な
る
基
準
水
位

観
測
所

 

■
3
1 

 

（
例
）
 排

水
施

設
等

 
観

測
所

名
 

地
先

名
 

氾
濫

危
険
水

位
 

（
雨
水
出
水
内

水
特
別

警
戒
水
位
）
 

関
係

水
防

 

管
理

団
体

 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○

 
○

○
県

○
○

市
○

○
 

○
.
○

○
m
 

○
○
市

、
○
○

水

防
事
務

組
合

 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
 

○
○

県
○

○
市

○
○

 
○

.
○

○
m
 

○
○
市

、
○
○

水

防
事
務

組
合

 

③
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
担
当

官
署
 

（
例
）
 排

水
施

設
等

 
担

当
官

署
 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○

事
務

所
 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
事
務

所
 

④
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
発
表

形
式
 

発
表

形
式
は
、

資
料
４

－
７
の

と
お

り
。
 

⑤
内
水
浸
水
想
定
区

域
 

（
例
）
 排

水
施

設
等

 
内

水
浸

水
想

定
区

域
 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○
市

 
○

○
町

、
○

○
町
、

○
○

町
 

○
○
市

 
○

○
町

、
○

○
町
 

○
○

貯
留

施
設

 
○
○
市

 
○

○
町

、
○

○
町
、

○
○

町
 

○
○
市

 
○

○
町

、
○

○
町
 

⑥
水
位
到
達
情
報
の

伝
達
経
路
及

び
手
段
 

水
防

法
に
基
づ

く
水
位

到
達
情

報
の

伝
達
経

路
及

び
手
段
は
、
資
料
４

－
８
の
と
お
り
。
 

 

（
３
）

市
が

行
う
水

位
到
達
情
報
の
通
知
 

①
水
位
到
達
情
報
の

通
知
を
行
う

排
水
施
設
等
名
、

区
域
 

（
例
）
 排
水
施

設
等

 
区

 
域

 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○

市
 

○
○

町
○

○
番
地

～
○

○
番
地
、

○
○

町
○
○

番
地
～

○
○

番
地

 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
市

 
○
○

町
○

○
番
地

～
○

○
番
地
、

○
○

町
○
○

番
地
～

○
○

番
地

 

②
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
対
象

と
な
る
基
準
水
位

観
測
所

 

（
例
）
 排

水
施

設
等

 
観

測
所

名
 

地
先

名
 

氾
濫

危
険
水
位

 

（
雨

水
出

水
特

別
警

戒
水

位
）
 

関
係

水
防

 

管
理

団
体

 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○

 
○
○

県
○

○
市
○

○
 

○
.
○
○

m
 

○
○

市
、
○

○
水

防
事

務
組
合

 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
 

○
○

県
○

○
市
○

○
 

○
.
○
○

m
 

○
○

市
、
○

○
水

防
事

務
組
合

 

③
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
担
当

官
署
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3
2
 

 

（
例

）
 排

水
施
設

等
 

担
当

官
署

 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○

事
務

所
 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
事
務

所
 

④
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
７
の

と
お

り
。
 

⑤
内

水
浸
水
想
定
区
域
 

（
例

）
 排

水
施
設

等
 

内
水

浸
水

想
定

区
域
 

○
○

ポ
ン

プ
施

設
 

○
○

市
 

○
○
町

、
○

○
町
、

○
○

町
 

○
○

貯
留

施
設

 
○

○
市

 
○

○
町

、
○

○
町
、

○
○

町
 

⑥
水

位
到
達
情
報
の
伝
達
経

路
及
び
手
段
 

水
防
法
に
基
づ
く
水
位
到
達
情

報
の

伝
達
経

路
及

び
手
段
は
、
資
料
４

－
９

の
と
お
り
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通

信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お
り

、
法

第
1
3
条

の
２

の
規

定
に

よ
り

都
道

府
県

又
は
市

町
村

が
行
う

水
位

到
達

情
報

の
通

知
に
つ

い
て
、
情

報
の

種
類

、
発
表

基
準

の
ほ

か
、
対
象

と
な

る
下

水
道

や
基

準
水
位

観
測

所
、
情

報
の

伝
達
経

路
、
伝

達
手

段
を
記

述
す
る

。
な

お
、
法

第
1
3
条

の
４

に
基

づ
き

、
都
道

府
県

知
事

が
発

表
す

る
水
位

到
達

情
報

に
つ

い
て

は
、
避

難
情

報
発

令
の

判
断

に
資

す
る

た
め

、
関
係

市
町

村
長

へ
通

知
す

る
必
要

が
あ
る

。
 

【
必
須

】
法

第
13

条
の
２

に
定

め
る
雨

水
出
水

特
別
警

戒
水

位
は
、
発

表
す

る
情

報
に

お
い

て
は

内
水

氾
濫
危

険
水

位
と

い
う

名
称

を
用
い

る
と

と
も

に
、

情
報

の
種

類
は

水
位

周
知
河

川
と

同
様

「
内

水
氾

濫
危
険

情
報
」

と
し

て
行

う
よ

う
、

発
表

す
る
情

報
の

種
類
及

び
発

表
基

準
の

表
を

記
載

す
る

こ
と

。
 

【
必
須

】
伝
達

経
路

に
つ

い
て

は
、

対
象

下
水
道

別
に

、
資
料

４
－

７
～

４
－

1
0
に

示
し

た
水
防

法
に

基
づ
く

経
路

に
加

え
、

そ
の

他
法
令

で
定

め
ら

れ
た

経
路

や
、

協
定

等
で

決
め
ら

れ
た

経
路

に
つ

い
て

も
記
述

す
る
。
ま

た
、
伝

達
手

段
に

つ
い

て
は

、
各

機
関

の
機

器
の

更
新

状
況

等
を
確

認
し

、
最
新

の
伝

達
手
段

を
記

載
す

る
よ

う
に

す
る
。

機
器

障
害

等
に

よ
り

通
常

の
伝

達
経

路
が
途

絶
し

た
場

合
の

代
替

の
伝
達

経
路

、
伝

達
手

段
に

つ
い
て

も
明

確
に

し
て

お
く

こ
と

。
内

水
氾

濫
危
険

水
位

到
達

か
ら

氾
濫

す
る
ま

で
の

時
間

は
き

わ
め

て
短
い

こ
と

か
ら

、
伝

達
系

統
に

は
メ

ー
ル

の
活
用

等
、

瞬
時

に
伝

達
で

き
る
手

段
を
記

載
す

る
こ

と
。
な

お
、
市
町

村
が

発
表

す
る

情
報
に

つ
い

て
は

、
都

道
府

県
へ

も
伝

達
す

る
よ
う

、
水
防

計
画

に
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

【
必
須

】
内

水
氾

濫
危

険
水

位
は

、
内

水
に

よ
る

災
害

の
発

生
を
特

に
警

戒
す

べ
き
水

位
で

あ
り

、
主

に

一
般
的

な
ビ

ル
等

の
地

下
空

間
の
利

用
者

を
対

象
に

、
地

上
部

ま
で

の
避

難
に
要

す
る

時
間

と
下

水
道

の
水
位

の
上
昇

速
度

を
考

慮
し

て
設

定
し

た
水
位

で
あ

る
。

 

【
推
奨

】
対

象
水

位
周

知
下

水
道
の

浸
水

想
定

区
域

に
含

ま
れ

る
市

町
村

名
、
地

区
名

も
記

述
し

て
お

く
こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

 

■
3
3 

 

4
.
5 

水
位
周

知
海
岸
に
お
け
る

水
位
到
達
情
報
 

（
１
）

種
類

及
び
発

表
基
準
 

知
事
は
、
知

事
が
指
定
し

た
海
岸

に
つ

い
て
、
基
準
水
位
観

測
所
の
水
位

が
高
潮
特
別
警
戒
水

位
（
法
第

13
条
の

３
に
規
定
さ
れ
る
水
位

）
に

達
し
た
と
き

は
、
高

潮
氾
濫
発
生
情
報
を

発
表

し
、
そ
の

旨
を

当
該
海
岸
の
水
位
を

示
し
て
水
防
管
理
者
及
び

量
水
標

管
理
者
、
必
要
に
応

じ
て

報
道
機
関
の
協

力
を
求

め
て

、
一
般
に
周
知
さ
せ

る
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
知
事
が
指
定
し

た
海

岸
に
つ
い
て
通

知
を
し

た
知

事
は
、
警
戒
レ

ベ
ル
５
緊

急
安
全

確
保
の

発
令
の
判
断
に
資
す

る
た

め
、
関
係
市
町

村
長
に

そ
の

通
知
に

係
る
事
項
を

通
知

す
る
も
の
と
す

る
。

 

高
潮
氾
濫
発
生
情
報

を
発
表
し
た

後
に

、
基
準

水
位
観

測
所

の
水
位

が
高

潮
特
別

警
戒
水
位
を

下
回
り
気
象
状

況
等
か

ら
水

位
上
昇

す
る
お
そ
れ

が
な

い
こ
と
、
氾
濫
又
は
浸
水
が

発
生
・
拡
大

す
る
お
そ
れ
が

な
い
こ

と
を

確
認
し

た
場
合
は
、
高
潮

氾
濫
発

生
情
報

の
解
除
を
発
表

し
、
関
係

機
関
等
へ
通
知

す
る
こ

と
。

 

発
表
す
る
情
報
の
種

類
、
発
表
基

準
は
、
次
の
と
お

り
で
あ

る
。
 

 

種
 

類
 

発
表
基

準
 

高
潮
氾
濫

発
生

情
報

 

・
基

準
水
位

観
測

所
の
水

位
が
高

潮
特
別

警
戒

水
位

に
到

達
し

た
と

き
 

・
高

潮
に

よ
る

氾
濫

若
し

く
は

高
波

に
よ

る
越

波
に

よ
り

浸
水

が
発

生

し
た

場
合
又

は
氾

濫
若
し

く
は
浸

水
し
た

も
の

と
推

測
さ

れ
る

場
合

 

高
潮
氾

濫
発

生
情

報
解

除
 

基
準

水
位

観
測

所
の

水
位

が
高

潮
特

別
警

戒
水

位
を

下
回

り
気

象
状

況

等
か

ら
水
位

上
昇

す
る
お

そ
れ
が

な
い
こ

と
、

氾
濫

又
は

浸
水

が
発

生
・

拡
大

す
る
お

そ
れ

が
な
い

こ
と
を

確
認
し

た
場

合
 

 

（
２
）

水
位

到
達
情

報
の
通
知
 

①
水
位
到
達
情
報
の

通
知
を
行
う

海
岸
名
、
区
域
 

（
例
）
 海
岸
名

 
区
 

域
 

○
○

海
岸

（
○

○
県

）
 

○
○
海

岸
 

○
○

県
○

○
市

○
○
町

○
○

番
地

先
の

○
○

か
ら
○

○
橋

ま
で

 

②
水
位
到
達
情
報
の

通
知
の
対
象

と
な
る
基
準
水
位

観
測
所

 

（
例
）
 

海
岸

名
 

観
測

所
名
 

地
先

名
 

水
防
団

 

待
機

水
位
 

（
通

報
水
位
）

 

氾
濫

注
意

水
位

 
（

警
戒
水
位

）
 

高
潮
特

別

警
戒
水

位
 

 

計
画

高
 

潮
位
 

 

関
係
水

防
管
理

団
体

 

○
○

海
岸

（
○

○
県

）
 

○
○

 

○
○

県
○

○
市

○
○

 

○
.
○
○

m 
○
.
○
○

m 
○

.○
○

m
 

○
.
○

○ m
 

○
○

市
 

△
△

海
岸

（
○

○
県

）
 

△
△

 

○
○

県
△

△
市

△
△

 

―
―
 

―
―
 

△
.△

△
m
 

△
.
△

△ m
 

△
△

市
 

③
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3
4
 

 

（
例

）
 

海
岸
名

 
担

当
官

署
 

○
○

海
岸

（
○

○
県

）
 

○
○

事
務

所
 

④
水

位
到
達
情
報
の
通
知
の

発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
10

の
と
お

り
。
 

⑤
高

潮
浸
水
想
定
区
域
 

（
例

）
 

海
岸
名

 
高

潮
浸

水
想
定
区

域
 

○
○

海
岸

（
○

○
県

）
 

○
○
市

、
○

○
町
、

○
○

村
 

⑥
水

位
到
達
情
報
の
伝
達
経

路
及
び
手
段
 

水
防
法
に
基
づ
く
水
位
到
達
情

報
の

伝
達
経

路
及

び
手
段
は
、
資
料
４

－
1
1
の
と
お
り
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通

信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お

り
、

法
第

1
3

条
の

３
の

規
定

に
よ

り
都
道

府
県

が
行

う
水

位
到
達

情
報

の
通

知
に

つ
い

て
、
情

報
の

種
類

、
発

表
基
準

の
ほ

か
、
対

象
と

な
る
海

岸
等

の
区

間
や

基
準

水
位
観

測
所

、
情
報

の
伝

達
経
路

、
伝

達
手
段

を
記
述

す
る
。
な

お
、
法
第

1
3
条

の
４

に
基
づ

き
、
避

難
情

報
発

令
の

判
断

に
資

す
る
た

め
、
知

事
は

関
係

市
町

村
長

へ
通

知
す
る

必
要

が
あ
る

。
 

【
必
須

】
法
第

13
条

の
３

に
定

め
る

高
潮
特

別
警

戒
水

位
は

、
「
高

潮
氾

濫
発
生

情
報

」
と

し
て

行
う

よ
う
、

発
表
す

る
情

報
の

種
類

及
び

発
表

基
準
の

表
を

記
載
す

る
こ

と
。

 

【
推
奨

】
水

位
周

知
海

岸
に

お
け

る
水
位

到
達
情

報
の

発
表
は

、
法

第
13

条
の
３

の
規

定
に

基
づ

き
行

う
高
潮

特
別

警
戒

水
位

へ
の

到
達
情

報
の

発
表

の
ほ

か
、

基
準

水
位

観
測

所
の
水

位
が

高
潮

特
別

警
戒

水
位
に

達
す

る
前

で
あ

っ
て

も
、
高

潮
に

よ
る

氾
濫

若
し

く
は

高
波

に
よ

る
越
波

に
よ

り
浸

水
が

発
生

し
た
場

合
又

は
氾

濫
若

し
く

は
浸
水

し
た

も
の

と
推

測
さ

れ
る

場
合

に
は

、
高
潮

氾
濫

発
生

情
報

の
発

表
を
行

う
こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
発

表
基

準
の
表

に
記

載
す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

【
必
須

】
伝
達

経
路

に
つ

い
て

は
、

対
象

海
岸
区

間
別

に
、
資

料
４

－
11

に
示
し

た
水

防
法

に
基

づ
く

経
路
に

加
え

、
そ

の
他

法
令

で
定
め

ら
れ

た
経

路
や

、
協

定
等

で
決

め
ら

れ
た
経

路
に

つ
い

て
も

記
述

す
る
。
ま

た
、
伝

達
手

段
に
つ

い
て

は
、
各

機
関

の
機
器

の
更

新
状

況
等

を
確

認
し
、
最

新
の

伝
達

手
段

を
記
載

す
る

よ
う

に
す

る
。

機
器
障

害
等

に
よ

り
通

常
の

伝
達

経
路

が
途

絶
し
た

場
合

の
代

替
の

伝
達

経
路
、

伝
達
手

段
に

つ
い

て
も

明
確

に
し

て
お
く

こ
と

。
 

【
必
須

】
市
町

村
毎

若
し

く
は

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

毎
に

最
も

早
く

決
壊

に
よ

る
氾

濫
が

発
生

す
る

箇
所
（
以

下
、「

決
壊

氾
濫

開
始

箇
所

」
と

い
う
。
）
を

把
握

す
る

。
ま

た
、
堤
防

等
は

決
壊
せ

ず
堤

防
天

端
等

を
越

流
す
る

場
合

の
み

氾
濫

す
る

よ
う
条

件
を

変
更

し
た

高
潮

浸
水

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

最
も

早
く
越

流
に
よ

る
氾

濫
が

開
始

す
る

箇
所
（

以
下

、「
越

流
氾

濫
開
始
箇

所
」
と
い

う
。
）
を

把
握
す

る
。

「
決
壊

氾
濫

開
始

箇
所

に
お

け
る
設

計
高

潮
位

」
と

「
越

流
氾

濫
開

始
箇

所
に
お

け
る

堤
防

天
端

高
等

か
ら
過

去
の

高
潮

災
害

時
の

潮
位
デ

ー
タ

や
高

潮
浸

水
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の
計

算
結

果
に

よ
り

把
握

し
た
情

報
伝

達
等

に
要

す
る

時
間
内

の
水

位
上

昇
量

を
差

し
引

い
た

水
位

」
を
基

準
水

位
観

測
所

の
水

位
に
換

算
し
、

そ
の

い
ず

れ
か

低
い

水
位

を
、
高

潮
特

別
警
戒

水
位

と
し

て
設

定
す

る
。

 

【
推
奨

】
対

象
水

位
周

知
海

岸
の
浸

水
想

定
区

域
に

含
ま

れ
る

市
町

村
名

も
記
述

し
て

お
く

こ
と

が
望

■
3
5 

 

ま
し
い

。
ま

た
、
関

係
市

町
村

長
は

、
水
位

到
達

情
報
の

通
知

を
、
水

防
管

理
者
と

し
て

及
び

警
戒

レ
ベ

ル
５
緊

急
安

全
確

保
の

発
令

を
判
断

す
る

市
町

村
長

と
し

て
知

事
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
受

け
る

こ
と

と
な

る

が
、
警

戒
レ

ベ
ル

５
緊

急
安

全
確
保

の
発

令
の

判
断

材
料

と
な

る
具

体
的

な
水

位
に

つ
い

て
は

、
市

町

村
地
域

防
災

計
画

に
定

め
て

お
く
こ

と
が

望
ま
し

い
。
 

 

4
.
6 

水
防
警

報
 

4
.
6.
1
 
安
全

確
保
の
原
則
 

水
防
警
報
は
、
洪
水

、
津
波
又
は

高
潮
に
よ
っ

て
災
害
が
発

生
す
る

お
そ

れ
が
あ

る
と
き
、
水

防
を
行
う
必
要

が
あ
る

旨
を

警
告
す

る
も
の
で
あ

る
が

、
津
波

の
発
生

時
に
お
け
る
水
防
活

動
そ

の
他
危
険
を
伴

う
水
防

活
動

に
あ
た

っ
て
は
、
従
事
す

る
者
の

安
全
の

確
保
が
図
ら
れ
る
よ

う
に

配
慮
さ
れ
た
も

の
で
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。
 

そ
の
た
め
、
水
防
警
報
の

発
表
に

つ
い

て
は
、
水
防
活
動
に

従
事
す
る
者

の
安
全
確
保
に
配
慮

し
て
通
知
す
る

も
の
と

す
る

。
な
お
、
津
波

到
達

時
間
が
短
す

ぎ
て
、
水
防
活
動
を

行
う
こ

と
が

難
し
い
こ
と
が

想
定

さ
れ
る

場
合
は

、
水

防
警
報
を
発

表
し
な
い
と
い
う
整
理
の
仕

方
も

あ
る
。 

 

4
.
6.
2
 
洪
水

・
高
潮
時
の
河
川

に
関
す
る
水
防

警
報
 

（
１
）

種
類

及
び
発

令
基
準
 

知
事
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定

し
た
河

川
に

つ
い

て
、
水

防
警

報
の
通

知
を
受

け
た

と
き
、

又
は
知
事
が
指

定
し
た

河
川

に
つ
い

て
水
防
警
報

を
し

た
と
き
は
、
関
係
水
防
管
理

者
そ
の

他
水

防
に
関
係
の
あ

る
機
関

に
通

知
す
る

。
 

水
防
警
報
の
種
類
、

内
容
及
び
発

表
基
準
は
、
次
の

と
お
り

で
あ
る
。
 

（
例
）
 

種
 

類
 

内
 

容
 

発
令

基
準

 

待
機

 

出
水

あ
る

い
は

水
位

の
再

上
昇

が
懸

念

さ
れ

る
場

合
に

、
状

況
に

応
じ

て
直

ち
に

水
防

機
関

が
出

動
で

き
る

よ
う

に
待

機

す
る

必
要

が
あ

る
旨

を
警

告
し

、
又

は
、

水
防

機
関

の
出

動
期

間
が

長
引

く
よ

う

な
場

合
に

、
出

動
人

員
を

減
ら

し
て

も
差

支
え

な
い

が
、
水

防
活

動
を

や
め

る
こ

と

は
で

き
な

い
旨

を
警

告
す

る
も

の
。

 

気
象

予
・

警
報

等
及

び
河

川
状

況

等
に

よ
り

、
必

要
と

認
め

る
と

き
。

 

準
備

 

水
防

に
関

す
る

情
報

連
絡

、
水

防
資

器
材

の
整

備
、
水

門
機

能
等

の
点

検
、
通

信
及

び
輸

送
の

確
保

等
に

努
め

る
と

と
も

に
、

水
防

機
関

に
出

動
の

準
備

を
さ

せ
る

必

要
が

あ
る

旨
を

警
告

す
る

も
の

。
 

雨
量

、
水

位
、

流
量

と
そ

の
他

の

河
川

状
況

に
よ

り
必

要
と

認
め

る
と

き
。

 

出
動

 
水

防
機

関
が

出
動

す
る

必
要

が
あ

る
旨

を
警

告
す

る
も

の
。

 

氾
濫

注
意

情
報

等
に

よ
り

、
又

は
、

水
位

、
流

量
そ

の
他

の
河

川

状
況

に
よ

り
、

氾
濫

注
意

水
位

■
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3
6
 

 

（
警

戒
水

位
）

を
超

え
る

お
そ

れ

が
あ

る
と

き
。

 

警
戒

 

出
水

状
況

及
び

そ
の

河
川

状
況

を
示

し
、

警
戒

が
必

要
で

あ
る

旨
を

警
告

す
る

と

と
も

に
、
水

防
活

動
上

必
要

な
越

水
（

水

が
あ

ふ
れ

る
）
・

漏
水

・
法

崩
（

堤
防

斜

面
の

崩
れ

）
・

亀
裂

等
河

川
の

状
況

を
示

し
そ

の
対

応
策

を
指

示
す

る
も

の
。

 

氾
濫

警
戒

情
報

等
に

よ
り

、
又

は
、

既
に

氾
濫

注
意

水
位

（
警

戒

水
位

）
を

超
え

、
災

害
の

お
こ

る

お
そ

れ
が

あ
る

と
き

。
 

解
除

 

水
防

活
動

を
必

要
と

す
る

出
水

状
況

が

解
消

し
た

旨
及

び
当

該
基

準
水

位
観

測

所
名

に
よ

る
一

連
の

水
防

警
報

を
解

除

す
る

旨
を

通
告

す
る

も
の

。
 

氾
濫

注
意

水
位

（
警

戒
水

位
）

以

下
に

下
降

し
た

と
き

、
又

は
水

防

作
業

を
必

要
と

す
る

河
川

状
況

が
解

消
し

た
と

認
め

る
と

き
。

 

※
上

記
の

例
を
参
考

と
し
、
各

地
域
の
実

情
等

に
応

じ
定

め
る

も
の

と
す

る
。
 

※
地

震
に

よ
る
堤
防

の
漏
水
、

沈
下
等
の

場
合

は
、

上
記

に
準

じ
て

水
防

警
報
を
発
表

す
る

。
 

 

（
２
）

国
土
交
通
省

が
行
う
水
防
警
報
 

①
水

防
警
報
を
行
う
河
川
名

、
区
域
 

（
例

）
 

河
川
名

 
区

 
域

 

○
○

川
 

左
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

右
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の

○
○

橋
か

ら
○

○
橋

ま
で

 

②
水

防
警
報
の
対
象
と
な
る

基
準
水
位
観
測
所
 

（
例

）
 

河
川
名

 
観
測

所
名

 

地
先
名

 
水
防
団

待
機

 

水
位

 

（
通

報
水

位
）

 

氾
濫

 

注
意

 

水
位

 

（
警

戒
水

位
）

 

避
難

判

断
水

位
 

氾
濫
 

危
険
 

水
位
 

 

計
画

高
 

水
位

 

 

関
係

水
防

管
理

団
体

 

○
○

川
 

○
○
 

○
○

県

○
○

市

○
○

 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
.○

○
m
 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
○
市

 

③
水

防
警
報
の
担
当
官
署
 

（
例

）
 

河
川
名

 
担

当
官

署
 

○
○

川
 

○
○

河
川
事

務
所

 

④
水

防
警
報
の
発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
12

の
と
お

り
。
 

⑤
水

防
警
報
の
伝
達
経
路
及

び
手
段
 

水
防
警
報
の
伝
達
経
路
及
び
手

段
は

、
資
料

４
－

1
3
の
と

お
り

。
 

■
3
7 

 

 

（
３
）

都
道

府
県
が

行
う
水
防
警
報
 

①
水
防
警
報
を
行
う

河
川
名
、
区

域
 

（
例
）
 

河
川
名

 
区

 
域

 

○
○

川
 

左
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の
○

○
橋

か
ら
○

○
橋

ま
で

 

右
岸

 
○

○
県

○
○

市
○

○
町
○

○
番

地
先
の
○

○
橋

か
ら
○

○
橋

ま
で

 

②
水
防
警
報
の
対
象

と
な
る
基
準

水
位
観
測
所
 

（
例
）
 

河
川
名

 
観

測

所
名
 

地
先
名

 
水

防
団

待
機

 

水
位

 

（
通

報
水

位
）

 

氾
濫

 

注
意

 

水
位

 

（
警

戒
水

位
）

 

避
難

判

断
水

位
 

氾
濫
 

危
険
 

水
位
 

 

計
画

高
 

水
位

 

 

関
係

水
防

管
理

団
体

 

○
○

川
 

○
○

 
○

○
県

○
○

市

○
○

 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○

m
 

○
.
○
○
m
 

○
.
○
○

m 
○

.
○
○
m
 

○
○
市
 

③
水
防
警
報
の
担
当

官
署
 

（
例
）
 

河
川
名

 
担
当

官
署

 

○
○

川
 

○
○

河
川

事
務

所
 

④
水
防
警
報
の
発
表

形
式
 

発
表

形
式
は
、

資
料
４

－
12

の
と
お

り
。
 

⑤
水
防
警
報
の
伝
達

経
路
及
び
手

段
 

水
防

警
報
の
伝

達
経
路

及
び
手

段
は

、
資
料

４
－

1
4
の
と

お
り

。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
1
6
条

の
規

定
に

よ
り

、
国

土
交

通
省

又
は

都
道

府
県

が
行

う
水

防
警

報
に

つ
い
て

、
警

報
の
種

類
、
発

表
基

準
の

ほ
か

、
対

象
と

な
る

河
川

区
間

や
基

準
水

位
観

測
所

、
情
報

の
伝

達
経
路

、
伝

達
手
段

を
記

述
す

る
。
伝

達
経

路
に

つ
い

て
は

、
対

象
河

川
区

間
別

に
、
法

令
で
定

め
ら

れ
た

経
路

の
ほ

か
、
協

定
等

で
決

め
ら

れ
た

経
路

に
つ
い

て
も

記
述

す
る

。
ま

た
、
伝
達

手
段

に
つ
い

て
は

、
各
機

関
の

機
器
の

更
新

状
況

等
を

確
認

し
、
最

新
の

伝
達

手
段

を
記

載
す

る
よ

う
に

す
る

。
機

器
障

害
等

に
よ

り

通
常
の

伝
達

経
路

が
途

絶
し

た
場
合

の
代

替
の

伝
達

経
路

、
伝

達
手

段
に

つ
い

て
も

明
確

に
し

て
お

く

こ
と
。
 

 

4
.
6.
3
 
高
潮

時
の
海
岸
に
関
す

る
水
防
警
報
 

（
１
）

種
類

及
び
発

令
基
準
 

知
事
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定

し
た
海

岸
に

つ
い

て
、
水

防
警

報
の
通

知
を
受

け
た

と
き
、

又
は
知
事
が
指

定
し
た

海
岸

に
つ
い

て
水
防
警
報

を
し

た
と
き
は
、
関
係
水
防
管
理

者
そ
の

他
水

■
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3
8
 

 

防
に
関
係
の
あ

る
機
関

に
通

知
す
る

も
の
と
す
る

。
 

水
防

警
報
の
種
類
、
内
容
及

び
発
令
基
準
は
、
次
の

と
お
り

で
あ
る
。
 

（
例
）
 

種
類
 

内
 
容

 
発

令
基
準

 

待
機
 

・
 

準
備
 

波
浪
の
発

達
に
よ
り

越
波
が
懸

念
さ
れ
る

場
合

・
高

潮
が

懸
念

さ
れ
る
場

合
に
、
状

況
に
応
じ

て
直
ち
に

水
防

機
関

が
出

動
で

き
る
よ
う

に
待
機
及

び
出
動
の

準
備
が
あ

る
旨

を
警

告
し

、
水

防
に
関
す

る
情
報
連

絡
、
水
防

資
器
材
の

整
備

、
水

門
機

能
等

の
点
検
、

通
信
及
び

輸
送
の
確

保
に
努
め

る
。

 

気
象
・
波

浪
・
高
潮
状
況

等
に
よ
り
待

機

及
び

準
備

の
必

要
を
認
め

る
と
き
。

 

出
動
 

水
防
機
関

が
出
動
す

る
必
要
が

あ
る
旨
を

警
告

す
る

も
の

。
 

＜
活
動
内

容
＞
 

・
海
岸
巡

視
 

・
避
難
誘

導
 

・
土
の
う

積
み
 

・
排
水
ポ

ン
プ
作
業

等
 

気
象
・
波

浪
・
高
潮

状
況
・
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

等

に
よ

り
越

波
・

高
潮

が
起

こ
る

お
そ

れ

が
あ

る
と

き
。

 

距
離
 

確
保

準
備
 

激
し
い
越

波
・
高
潮

が
発
生
す

る
危
険
が

迫
っ

て
い

る
こ

と
を

警
告
し
、

越
波
・
高

潮
か
ら
身

の
安
全
が

十
分

に
確

保
で

き
る

よ
う
海
岸

か
ら
の
距

離
を
確
保

し
な
が
ら

、
避

難
誘

導
・

浸
水

対
策
等
の

水
防
活
動

を
行
う
準

備
を
指
示

す
る

も
の

。
 

気
象
・
波

浪
・
高
潮

状
況
・
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

等

に
よ

り
越

波
・

高
潮

の
発

生
が

迫
っ

て

き
た

と
き

。
 

距
離
 

確
保
 

激
し
い
越

波
・
高
潮

の
発
生
を

警
告
す
る

と
と

も
に

、
越

波
・

高
潮
か
ら

身
の
安
全

が
十
分
に

確
保
で
き

る
よ

う
海

岸
か

ら
の

距
離
を
確

保
し
な
が

ら
、
避
難

誘
導
・
浸

水
対

策
等

の
水

防
活

動
を
行
う

旨
を
指
示

す
る
も
の

 

気
象
・
波

浪
・
高
潮

状
況
・
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

等

に
よ

り
越

波
・

高
潮

の
発

生
或

い
は

判

断
さ

れ
る

と
き

。
 

距
離
 

確
保
 

解
除
 

激
し
い
越

波
・
高
潮

の
お
そ
れ

が
な
く
な

っ
た

旨
の

通
知

及
び

水
防
活
動

が
必
要
な

箇
所
及
び

状
況
を
示

し
、

そ
の

対
応

策
を

指
示
す
る

。
 

気
象
・
波

浪
・
高
潮

状
況
・
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

等

に
よ

り
越

波
の

発
生

或
い

は
お

そ
れ

が

な
く

な
り

、
距

離
確

保
の

必
要

が
な

く

な
っ

た
と

き
。

 

解
除
 

激
し
い
越

波
・
高
潮

の
発
生
及

び
お
そ
れ

が
な

く
な

っ
た

と
と

も
に
、
更

に
水
防
活

動
を
必
要

と
す
る
状

況
が

解
消

し
た

旨
及

び
一
連
の

水
防
警
報

を
解
除
す

る
旨
を
通

知
す

る
も

の
。

 

気
象
・
波

浪
・
高
潮

状
況
・
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

等

に
よ

り
越

波
の

発
生

或
い

は
お

そ
れ

が

な
く

な
り

、
災

害
に

対
す

る
水

防
作

業

を
必

要
と

す
る

状
況

が
解

消
し

た
と

認

め
ら

れ
る

と
き

。
 

 （
２
）

国
土
交
通
省

が
行
う
水
防
警
報
 

①
水

防
警
報
を
行
う
海
岸
名

、
区
域
 

（
例

）
 

海
岸
名

 
地

区
名

、
位

置
 

○
○
湾

 
○
○

地
区

海
岸
 

延
長

 
○

○
ｍ
 

②
水

防
警
報
の
担
当
官
署
 

■
3
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（
例
）
 海
岸
名

 
担

当
官
署

 

○
○

海
岸

 
○

○
河

川
事

務
所

 

③
水
防
警
報
の
発
表

形
式
 

発
表

形
式
は
、

資
料
４

－
15

の
と
お

り
。
 

④
水
防
警
報
の
伝
達

経
路
及
び
手

段
 

水
防

警
報
の
伝

達
経
路

及
び
手

段
は

、
資
料

４
－

1
6
の
と

お
り

。
 

 

（
３
）

都
道

府
県
が

行
う
水
防
警
報
 

①
水
防
警
報
を
行
う

海
岸
名
、
区

域
 

（
例
）
 

海
岸
名

 
地

区
名

、
位

置
 

○
○
湾

 
○

○
地

区
海
岸

 
延

長
 

○
○

ｍ
 

②
水
防
警
報
の
担
当

官
署
 

（
例
）
 海
岸
名

 
担

当
官
署

 

○
○

海
岸

 
○
○

海
岸

事
務
所

 

③
水
防
警
報
の
発
表

形
式
 

発
表

形
式
は
、

資
料
４

－
15

の
と
お

り
。
 

④
水
防
警
報
の
伝
達

経
路
及
び
手

段
 

水
防

警
報
の
伝

達
経
路

及
び
手

段
は

、
資
料

４
－

1
7
の
と

お
り

。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
16

条
の
規

定
に

よ
り
国

土
交

通
省

又
は

都
道

府
県
が

行
う

水
防

警
報

に
つ

い
て
、
警

報

の
種
類

、
発

表
基

準
の

ほ
か

、
対

象
と

な
る

海
岸

や
潮

位
観

測
所

、
情
報

の
伝

達
経
路

、
伝

達
手
段

を
記

述
す
る

。
伝

達
経

路
に

つ
い

て
は

、
対

象
別

に
、
法

令
で

定
め

ら
れ

た
経

路
の

ほ
か
、
協

定
等

で
決

め
ら

れ
た
経

路
に

つ
い

て
も

記
述

す
る
。
ま

た
、
伝

達
手

段
に

つ
い
て

は
、
各

機
関
の
機

器
の

更
新

状
況

等
を

確
認
し

、
最

新
の

伝
達

手
段

を
記
載

す
る

よ
う

に
す

る
。

機
器

障
害

等
に

よ
り

通
常

の
伝

達
経

路
が

途

絶
し
た

場
合

の
代

替
の

伝
達

経
路
、

伝
達

手
段
に

つ
い

て
も
明

確
に

し
て

お
く

こ
と
。
 

 

4
.
6.
4
 
津
波

に
関
す
る
水
防
警

報
 

（
１
）

種
類

及
び
発

令
基
準
 

知
事
は
、
国
土
交
通

大
臣

が
指
定

し
た
海
岸
・
河
川
に
つ
い

て
、
水

防
警

報
の
通
知
を
受
け
た

と
き
、
又

は
知
事
が

指
定
し

た
海
岸
・
河
川

に
つ

い
て
水
防
警
報
を
し

た
と

き
は
、
関
係
水

防
管

理
者
そ
の
他
水

防
に
関

係
の

あ
る
機

関
に
通
知
す

る
も

の
と
す
る
。
 

※
 日

本
近
海
に
お

け
る
地

震
発

生
の
場

合
、

地
域

に
と
っ
て

該
当
す
る
地
震
の
震
源
域

に
関

す
る
情
報
を
も

と
に
、

あ
ら

か
じ
め

津
波

到
達

時
間
が
推

定
で
き
て
い
る
こ
と
が
大

前
提

と
な
る
。
 

※
 各

地
域
の
実
状

や
立
地

条
件

を
踏
ま

え
て
、「

活
動
可
能
時
間
」
の
有

無
を
検

討
し

、
状
況

■
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4
0
 

 

に
応
じ

て
水
防

警
報
の

発
表

基
準
を

定
め

る
も
の

と
す

る
。
 

          

※
 安

全
時

間
も
考

慮
し
た

退
避

必
要
時

間
の

確
保
を
最
優
先

し
、
活
動
可
能

時
間
は
他

の
必

要
な
時

間
を
差

し
引
い

た
結

果
得
ら

れ
る

時
間
 

退
避
必

要
時
間

：
退
避

時
間

（
安
全

な
高

台
等
へ
退
避
す

る
た
め
に
要
す

る
時
間
）

＋
安

全
時
間
（
安
全

・
確
実

に
退

避
が
完

了
す

る
よ
う

、
余

裕
を
見
込
ん
だ

時
間
）
 

水
防

警
報
の
種
類
、
内
容
及
び
発

令
基
準
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
た
だ
し
、
次
の
①
～
③

の
よ
う
に
「
活

動
可
能

時
間

」
が
と

れ
る
場
合
に

の
み

発
表
す
る
。
 

①
 

日
本
近
海
に
お
け
る
地

震
発
生
で

、
震
源
域
の
情
報
か

ら
「
津
波
到

達
時
間
」
が
推
定
で

き
、
十
分
で
な
く
と
も
「
活
動

可
能

時
間
」

が
と

れ
る
場
合
 

②
 

日
本
近
海
に
お
け
る
地

震
発
生
に
よ
り
、
津
波
到

来
が

予
想
さ
れ
る

が
地
理

的
状
況
等
か

ら
津
波
到
達
ま
で
「
活
動
可
能

時
間

」
が
確

保
で

き
る
場
合
 

③
 

遠
地
津
波
の
よ
う
に

、
津
波

到
来
が
予
想
さ
れ
る
が
地

理
的
状
況
等

か
ら
当

該
地
ま
で
の

津
波
の
到

達
予

想
時
刻

ま
で
相

当
な

時
間

が
あ
り
、
「
活
動
可
能
時
間
」
が
十

分
に
確

保
で

き
る
場
合
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
津

波
到
達

予
想
時

刻
を

踏
ま

え
、「

退
避

時
間

」
に
「

安
全

時
間

」
を
見

込
ん

だ
活

動
可

能
時

間
（
又

は
時

刻
）
を

設
定

し
、
活

動
す

る
こ

と
を

原
則
と

す
べ

き
で

あ
る
（

例
 
津

波
到

達
予

想
時

刻
が

1
5
時

20
分

と
さ

れ
、
退

避
時

間
を

５
分
間

、
安

全
時

間
を

1
0
分

と
す

れ
ば

、
活

動
可

能
時

刻
は

1
5
時

５
分
ま

で
と
な

る
。
）
。

 

（
「

津
波

災
害

時
の

消
防

団
員

の
安

全
確
保

対
策
に

つ
い

て
（

通
知

）」
（

平
成

24
年

3
月

9
日
付

け
消

防
災
第

1
0
0
号

 
消

防
庁

国
民

保
護
・
防

災
部
防

災
課

長
）
の

別
添

２
「

津
波

災
害

時
の

消
防

団
活

動
・

安
全
管

理
マ
ニ

ュ
ア

ル
等

で
定

め
る

事
項

」
よ
り

抜
粋

）
 

 

（
日

本
近
海
又
は
遠
地
に
お

け
る
地
震
発
生
に
よ
る

津
波
時

の
水
防
警
報
発
令
の
考
え
方
、
水

防
警
報
及
び
発
令
基
準
の
詳
細

に
つ

い
て
は

、
資

料
４
－
1
8
、
４
－
19

を
参

照
）
 

（
例
）
 

（
海
岸
・
河
川

）
 

気
象

庁
の

津
波

警
報

津
波

到
達

予
想

時
刻

水
防

警
報

（
出

動
）

退
避

開
始

津
波

到
達

ま
で

の

時
間

長
い

短
い

現
場

到
着

活
動

可
能

時
間

退
避

必
要

時
間

活
動

可
能

時
間

を
踏

ま
え

た
活

動
内

容
を

精
査

気
象

庁
の

警
報

と
水

防
警

報
の

発
令

タ
イ

ミ
ン

グ
を

整
理

こ
の

場
合

、
現

場
で

活
動

で
き

る
時

間
が

確
保

で
き

な
い

■
4
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種
類

 
内
容

 
発

令
基

準
 

情
報

収
集

 

水
防

活
動

に
備

え
て

津
波

発
生

の
有

無
、

津
波

到
達

予
想

時
刻

等
を

情
報

収
集
す

る
も

の
 

日
本

近
海
に

お
い

て
大

規
模
な

地
震

が
発

生

し
、

津
波
到

来
の

お
そ

れ
が
否

定
で

き
な

い

と
き

 

出
動

 
水

防
機

関
が

出
動

す
る

必
要

が
あ

る

旨
を
警

告
す

る
も

の
 

津
波

警
報
等

が
発

表
さ

れ
水
防

活
動

が
必

要

と
認

め
ら
れ

る
場

合
で

、
か
つ

安
全

に
作

業

が
行

え
る
（

時
間

的
な

猶
予
が

あ
る

）
状

態

の
と

き
 

解
除

 
水

防
活

動
の

必
要

が
解

消
し

た
旨

を

通
告
す

る
も

の
 

１
）

津
波
警

報
等

が
解

除
さ
れ
た

と
き

 

２
）

水
防
活

動
の

必
要

が
あ
る

と
認

め
ら

れ

な
く

な
っ
た

と
き

 

※
 
気

象
庁

か
ら

発
表

さ
れ

る
津

波
警

報
等

が
現

地
で

活
動

中
の

水
防

団
員
に

必
ず

届
く

こ
と

を
確

認

し
て

お
く

こ
と

。
 

※
 
水

防
活
動

が
必

要
と

な
る

の
が

、
気

象
庁

か
ら

ど
の

よ
う

な
警

報
等

が
発

表
さ

れ
た

と
き

と
な

る
の

か
、

あ
ら

か
じ

め
整

理
し

て
お

く
こ
と

。
 

※
 
避

難
訓
練

を
実

施
し

、「
退

避
必

要
時
間

」
内

に
退

避
で

き
る
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

※
 
以

下
の
内

容
に

つ
い

て
、

事
前

に
定
め

て
お

く
こ
と

。
 

ａ
．
安

全
時
間

も
考

慮
し

た
水

防
団
自
身

の
退

避
に

必
要

な
時

間
と
退

避
開

始
時

刻
（

津
波

到
達
予

想
時

刻
の

○
○

分
前

な
ど

）
 

ｂ
．
水

防
団
員

の
安

否
確

認
方
法

（
連

絡
体

制
）

 

ｃ
．
水

防
活
動

内
容

の
精

査
・
重

点
化

 

ｄ
．
水

防
団
員

の
避

難
手

段
や
避

難
経

路
の

確
認

 

 

（
２
）

国
土

交
通
省

が
行
う
水
防
警
報
 

①
水
防
警
報
を
行
う

海
岸
名
、
区

域
 

（
例
）
 

海
岸
名

 
地

区
名

、
位

置
 

○
○
湾

 
○

○
地

区
海
岸

 
延

長
 

○
○

ｍ
 

②
水
防
警
報
を
行
う

河
川
名
、
区

域
 

河
口
名

 
位

置
 

○
○
川

 
○

○
川
の

河
口

か
ら

○
k
m
ま
で

 

○
○
川

 
○

○
川
の

河
口

か
ら

○
○

橋
ま

で
 

③
水
防
警
報
の
担
当

官
署
 

（
例
）
 

海
岸
名

・
河

川
名

 
担

当
官

署
 

○
○

海
岸

 
○

○
河

川
事

務
所

 

○
○
川

 
○

○
河

川
事
務

所
 

■
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④
水

防
警
報
の
発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
20
、

４
－

2
1
の
と

お
り

。
 

⑤
水

防
警
報
の
伝
達
経
路
及

び
手
段
 

水
防
警
報

の
伝

達
経
路

及
び
手

段
は

、
資

料
４
－
1
3
（
再

掲
）
、

４
－

1
6（

再
掲
）
の
と
お

り
。
 

 

（
３
）

都
道
府
県
が

行
う
水
防
警
報
 

①
水

防
警
報
を
行
う
海
岸
名

、
区
域
 

（
例

）
 

海
岸
名

 
地

区
名

、
位

置
 

○
○
湾

 
○
○

地
区

海
岸
 

延
長

 
○

○
ｍ
 

②
水

防
警
報
を
行
う
河
川
名

、
区
域
 

河
口
名

 
位

置
 

○
○
川

 
○
○

川
の

河
口
か

ら
○

k
m
ま

で
 

○
○
川

 
○
○

川
の

河
口
か

ら
○

○
橋
ま

で
 

③
水

防
警
報
の
担
当
官
署
 

（
例

）
 海
岸
名

・
河

川
名

 
担

当
官

署
 

○
○
海

岸
 

○
○

海
岸

事
務

所
 

○
○
川

 
○

○
建
設

事
務

所
 

④
水

防
警
報
の
発
表
形
式
 

発
表
形
式
は
、
資
料
４
－
20
、

４
－

2
1
の
と

お
り

。
 

⑤
水

防
警
報
の
伝
達
経
路
及

び
手
段
 

水
防
警
報

の
伝

達
経
路

及
び
手

段
は

、
資

料
４
－
1
4
（
再

掲
）
、

４
－

1
7（

再
掲
）
の
と
お

り
。
 

■
4
3 

 第
５

章
 
水
位

等
の

観
測
、

通
報

及
び

公
表
 

5
.
1 

水
位
の

観
測
、
通
報
及
び

公
表
 

（
１
）

水
位

観
測
所
 

市
町
村
内
及
び
市
町

村
が
関
係
す

る
水
位
観
測
所
は

、
都
道

府
県
管

理
の

水
位
観

測
所
が
○
○

箇
所
あ
る
ほ
か

、
他
の

量
水

標
管
理

者
が
管
理
す

る
水

位
観
測
所
が
○

○
箇

所
あ
る
。
 

 

（
２
）

潮
位

観
測
所
 

市
町
村
内
及
び
市
町

村
が
関
係
す

る
潮
位
観
測
所
は

、
都
道

府
県
管

理
の

潮
位
観

測
所
が
○
○

箇
所
あ
る
ほ
か

、
他
の

量
水

標
管
理

者
が
管
理
す

る
潮

位
観
測
所
が
○

○
箇

所
あ
る
。
 

 

（
３
）

水
位

の
通
報
 

①
水
防
管
理
者
又
は

量
水
標
管
理

者
は

、
洪
水

若
し
く

は
高

潮
の
お

そ
れ

が
あ
る

こ
と
を
自
ら

知
り

、
又

は
4
.
2
の
洪

水
予
報

の
通

知
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て

、
量

水
標
等
の
示
す
水
位

が
資

料
５
－
１

に
定
め

る
水
防

団
待

機
水
位
（
通

報
水
位
）
を
超

え
る

と
き
は

、
そ
の
水
位

の
状

況
を
関
係

者
に
通

報
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
水
位
通
報
を

受
け

る
関
係

者
は
、
都
道

府
県

水
防
本
部

、
国
土
交
通
省

、
気
象

庁
の

ほ
か
、
下
流
域
又
は

氾
濫

水
が
到

達
す
る
お
そ

れ
の

あ
る
関
係

都
府
県

の
機
関

及
び

関
係
水

防
管

理
者
等
を
量
水
標
ご

と
に
整
理
し

た
5
.
3

（
１

）
水
防
管

理
者
又

は
量
水

標
管

理
者
に

よ
る

水
位
の
通
報
系
統
図

の
と
お
り
。
 

②
各
建
設
事
務
所
長

は
、
管
内
観

測
所
若
し
く

は
水
防
管
理

者
又
は

量
水

標
管
理

者
か
ら
の
水

位
の

通
報
を
受

け
た
と

き
は
、

直
ち

に
都
道

府
県

水
防
本
部
に
通
報
す

る
も
の
と
す
る
。
 

③
水
防
本
部
は
、
水
位
の

通
報
を

受
け

た
と
き
は
、
氾
濫
水

が
到
達
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
△
△

県
水

防
本
部
及

び
○
○

建
設
事

務
所

に
直
ち

に
通

報
す
る
も
の
と
す
る

。
 

 

（
４
）

水
位

の
公
表
 

①
量
水
標
管
理
者
は

、
量

水
標
等

の
示

す
水
位
が
資
料
５
－

１
に
定

め
る

氾
濫
注

意
水

位
（
警

戒
水

位
）
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
水

位
の

状
況
を

、
次
の
方
法

で
公

表
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い

。
 

ア
 
公
表
の
開
始
 

水
位
が
上
昇
し
て
氾

濫
注
意
水

位
（
警
戒
水
位
）
に

達
し
た

と
き

か
ら
開
始
す
る
。
 

イ
 
公
表
の
終
了
 

水
位
が
下
降
し
て
氾

濫
注
意
水
位
（
警
戒

水
位
）
以

下
に
下

が
っ

た
と
き

に
終

了
す
る

。
 

ウ
 
公
表
の
方
法
 

○
○
県
水
防
本
部
を

通
じ
て
、

○
○
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
U
R
L 

h
t
tp
s
:/
/･
･
･）

に
「

河

川
名

・
水
位
観

測
所
名

・
所
在

地
・

水
位
状

況
・

そ
の
他
必
要
事
項
」

を
掲
載
す
る
。
 

②
水
防
本
部
は
、
水
位
観
測
所
の

水
位
が

氾
濫

注
意

水
位
（

警
戒

水
位
）

を
超
え

る
と

き
は
、

次
の

方
法
で
、

直
ち
に

そ
の
水

位
の

状
況
を

公
表

す
る
も
の
と
す
る
。

 

ア
 
公
表
の
開
始
 

水
位
が
上
昇
し
て
氾

濫
注
意
水

位
（
警
戒
水
位
）
に

達
し
た

と
き

か
ら
開
始
す
る
。
 

イ
 
公
表
の
終
了
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4
4
 

 

水
位

が
下
降
し

て
氾
濫
注
意
水
位
（
警
戒

水
位
）
以

下
に
下

が
っ

た
と
き

に
終

了
す

る
。
 

ウ
 

公
表
の
方
法
 

○
○

県
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（

UR
L
 
ht
t
ps

:/
/
･
･
･）

に
「
河
川
名
・
水
位
観

測
所
名

・
所

在

地
・
水
位

状
況
・
そ
の

他
必
要

事
項
」
を
掲
載
す
る
。
水
位
状
況

は
、
毎
正
時

デ
ー
タ
が
○

○
情
報
シ
ス
テ
ム
で
受
電
さ
れ

次
第

、
直
ち

に
更

新
す
る
。
 

 

（
５
）

欠
測
時
の
措

置
 

量
水

標
管
理
者
は
、
自
ら

の
管
理
に
係

る
観
測
所
等
に
お
い
て

欠
測
等
が
生
じ
、
水
位
の
通
報

及
び
公
表
が
で

き
な
い

状
況

で
あ
る

こ
と
が
判
明

し
た

場
合
は
、
速
や
か
に
欠
測
等

の
原
因

を
究

明
し
早

期
の
復

旧
に

努
め
る

と
と

も
に

、
そ
の

状
況

を
関

係
機

関
等

に
速
や

か
に

周
知
す

る
こ

と
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通

信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お

り
、

都
道

府
県

内
の
量

水
標

、
験

潮
儀

そ
の

他
の

水
位

観
測

施
設
に

つ
い

て
、

観
測

施
設

名
、
管
理

者
名

、
河

川
名

、
設

置
位

置
、
各

水
位
(
水

防
団

待
機

水
位
（

通
報
水

位
）
、
氾

濫
注

意
水

位
（
警

戒
水
位

）
、
避

難
判

断
水

位
、
氾

濫
危

険
水

位
)、

水
位

計
等
の

種
別
（

テ
レ

メ
ー

タ
、
自
記

等
）、

観
測

者
（
連

絡
先
を

含
む

）
等

を
一

覧
表

に
ま

と
め
、

記
載

す
る
。

 

【
必
須

】
法

第
12

条
に
お

い
て

、
都
道

府
県

の
水

防
計

画
で

定
め
る

水
防

管
理
者

及
び

量
水

標
管

理
者

に
よ
る

関
係

者
へ

の
水

位
の

通
報
及

び
水

位
の

公
表

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る
。

通
報

水
位

及
び

警
戒

水
位
（

通
報

水
位

を
超

え
る

水
位

で
あ

っ
て
洪

水
又

は
高

潮
に

よ
る

災
害

の
発

生
を

警
戒
す

べ
き

水
位

）

は
、
都

道
府

県
知

事
が

定
め

る
と

さ
れ

て
い
る

。
な

お
、
水

位
通

報
を
受

け
る

関
係
者

は
、
都

道
府

県
水

防
本
部

、
国

土
交

通
省

、
気
象

庁
の

ほ
か

、
下

流
域

又
は

氾
濫

水
が
到

達
す

る
お
そ

れ
の

あ
る

関
係

都
府

県
の
機

関
及

び
関

係
水

防
管

理
者
等

を
量

水
標

ご
と

に
整

理
し

、
水

位
通

報
の
義

務
の

あ
る

水
防

管
理

者
及
び

量
水

標
管

理
者

並
び

に
水
位

通
報

を
受

け
る

関
係

者
に

対
し

て
は

、
都
道

府
県

の
水

防
計

画
の

内
容
を

知
ら
せ

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

【
必
須

】
欠

測
等

に
よ

り
水

位
の
通

報
及

び
公

表
が

出
来

な
い

場
合

、
水

防
活
動

や
住

民
の

避
難

等
に

支
障
を

来
す
恐

れ
が

あ
り

、
欠

測
等

が
生

じ
た
場

合
の

措
置
に

つ
い

て
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

な
お
、
欠

測
等

が
長

期
間

に
及

ぶ
こ
と

が
見

込
ま

れ
る

場
合

に
は

、
水
防

計
画

の
変
更

を
行

い
、
関

係
機

関
等
に

周
知
す

る
こ

と
。

 

【
推
奨

】
水

位
の

通
報

及
び

公
表

を
行

う
量
水

標
等

は
、
都

道
府
県

管
理

、
国

土
交
通

省
管

理
、
気

象
庁

管
理
の

も
の

だ
け

で
な

く
、

水
防
上

の
必

要
に

応
じ

て
他

機
関

の
管

理
の

も
の
も

含
め

て
水

防
計

画
に

定
め
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
ま
た

、
設

置
位

置
が
把

握
し

や
す

い
よ

う
に

、
地

図
上

に
示

し
て

お
く

こ
と
が

望
ま
し

い
。

 

【
推
奨

】
水

位
周

知
下

水
道
の

水
位

観
測
所

に
つ

い
て

は
、
法

第
12

条
に
基

づ
く

水
防
団

待
機

水
位
（
通

報
水
位

）
及

び
氾

濫
注

意
水

位
（

警
戒

水
位

）
を

設
定
す

る
義

務
並
び

に
水

位
の
通

報
及

び
公

表
の

義
務

は
な
い

が
、
内

水
氾

濫
危

険
水

位
（

雨
水

出
水

特
別

警
戒

水
位

）
を

超
え

た
場

合
に
は

、
定

期
的
に

水
位

を
通
報

・
公
表

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

 

■
4
5 

 

5
.
2 

雨
量
の

観
測
及
び
通
報
 

（
１
）

雨
量

観
測
所
 

都
道
府
県
内
の
雨
量
観
測
所
は
、

都
道
府

県
管

理
の

雨
量
観

測
所

が
○
○

箇
所
あ

る
。

ま
た
、

国
土
交
通
省
管

理
の
雨

量
観

測
所
が

○
○
箇
所
、
気
象

庁
管
理

の
雨
量

観
測
所
が
○
○
箇
所

あ
る

。 

詳
細
は
、
資
料
５
－

２
の
と
お
り

で
あ
る
。
 

 

（
２
）

雨
量

の
通
報
 

各
建
設
事
務
所
長
は

、
管

内
観
測

所
か

ら
の
雨
量
の
情
報
を

直
ち
に

水
防

本
部
に

通
報

し
、
水

防
本
部
は
そ
の

情
報
を

関
係

す
る
建

設
事
務
所
に

通
報

す
る
も
の
と
す

る
。

 

○
○
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
水
防
本
部

に
観
測

デ
ー

タ
が

送
信
さ

れ
て

い
る
観

測
所
に

つ
い

て
は
、

通
報
を
省
略
す

る
こ
と

が
で

き
る
。
た
だ
し
、
シ

ス
テ
ム
に
障

害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
通

報
す

る
も
の
と
す
る

。
 

 

（
３

）
通
報
系

統
 

5
.
3（

２
）
雨

量
の
通
報
系
統
図

に
従
っ

て
通

報
し
、

や
む

を
得
な

い
理
由

に
よ

り
、

こ
の
系

統
に
よ
り
が
た

い
場
合

は
、

あ
ら
ゆ

る
手
段
を
尽

し
て

迅
速
確
実
に
通

報
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な

通
信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お

り
、
都

道
府

県
管

理
の

雨
量

観
測

所
に

つ
い

て
、
河

川
名

、
流

域
河

川
名

、
設

置
位
置

、
雨

量
計
の

種
別
（

テ
レ

メ
ー
タ

、
自
記

等
）、

観
測

者
（

連
絡

先
を

含
む

）
等

を
一

覧
表

に
ま
と

め
、
ま

た
、

雨
量
の

通
報

系
統

に
つ

い
て

記
載
す

る
。

観
測

員
等

が
通

報
を

行
う

場
合

は
、

通
報

基
準

や
通

報
方

法

も
明
確

に
し

て
お

く
。

 

【
推
奨

】
雨

量
観

測
所

は
、
都

道
府

県
管
理

の
も

の
だ
け

で
な
く

、
他

機
関

の
管
理

の
も

の
も

含
め

て
一

覧
表
に

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し
い

。
ま

た
、
設

置
位
置

が
把
握

し
や
す

い
よ

う
に
、
地

図
上

に
示

し
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

 

5
.
3 

水
位
等

の
通
報
系
統
図
 

（
１
）

水
位

の
通
報

系
統
図
 

水
防
管
理
者
又
は
量

水
標
管
理
者

に
よ
る
水
位
の
通

報
は
、
以
下
に

示
す

基
本
系
統
に
従
っ
て

行
う
も
の
と
す

る
。
 

（
例
）

○
○

川
○
k
m
～
○

km
区
間
に
お

け
る
水

位
の
通
報
系
統
図
 

■

271 



4
6
 

 

 

 

（
２
）

雨
量
の
通
報
系
統
図
 

雨
量

の
通
報
系
統
は
、
以
下

に
示
す
基
本
系
統
に
従

っ
て
行

う
も
の
と
す
る
。
 

（
例
）
 

 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通

信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お
り

、
水

位
、
雨
量

の
通

報
系

統
に
つ

い
て

記
述
す

る
。
法

令
で

定
め

ら
れ

た
経

路
の

ほ
か

、

協
定
等

で
決
め

ら
れ

た
経

路
に

つ
い

て
も

記
述
す

る
。
 

 
 国

土
交

通
省

○
○

河
川

事
務

所
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

○
○

県
水

防
本

部
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

○
○

地
方

気
象

台
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

関
係

水
防

管
理

団
体

（
別

表
－

３
）

水
防

管
理

者
（
別

表
－

１
）

量
水

標
管

理
者

（
別

表
－

２
）

△
△

県
水

防
本

部
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

公
表

水
防

管
理

者
電

話
番

号
F
A
X

番
号

○
○

市
0
0
0
-0

00
-
00

0
0

0
0
0
-
0
00

-
0
00

0

△
△

市
0
0
0
-0

00
-
00

0
0

0
0
0
-
0
00

-
0
00

0

□
□

水
防

事
務

組
合

0
0
0
-
0
00

-
00

00
0
0
0
-
0
00

-
00

0
0

量
水

標
等

量
水

標
管

理
者

電
話

番
号

F
A

X
番

号

○
○

水
位

観
測

所
国

土
交

通
省

○
○

河
川

事
務

所
0
0
0
-
0
00

-
00

0
0

0
0
0
-
0
00

-
00

00

△
△

水
位

観
測

所
△

△
電

力
（
株

）
0
0
0
-
0
00

-
00

00
0
0

0-
0
00

-
00

00

□
□

水
位

観
測

所
□

□
土

地
改

良
区

0
0
0
-
0
00

-
00

00
0
0

0-
0
00

-
00

00

×
×

検
潮

所
気

象
庁

0
0
0
-
0
00

-
00

0
0

00
0
-
0
00

-
00

0
0

別
表

－
１

関
係

水
防

管
理

者
連

絡
先

別
表

－
２

量
水

標
管

理
者

連
絡

先

別
表

－
３

関
係

水
防

管
理

団
体

連
絡

先

水
防

管
理

者
電

話
番

号
F
A
X

番
号

○
○

市
0
0
0
-0

00
-
00

0
0

0
0
0
-
0
00

-
0
00

0

△
△

市
0
0
0
-0

00
-
00

0
0

0
0
0
-
0
00

-
0
00

0

□
□

水
防

事
務

組
合

0
0
0
-
0
00

-
00

00
0
0
0
-
0
00

-
00

0
0

△
△

県
×

×
市

0
0
0
-
0
0
0-

00
0
0

0
0
0-

0
00

-
00

0
0

国
土

交
通

省
観

測
所

国
土

交
通

省
○

○
河

川
事

務
所

河
川

情
報

セ
ン

タ
ー

○
○

地
方

気
象

台

○
○

県
危

機
管

理
防

災
課

○
○

県
水

防
本

部

現
地

指
導

班
（

建
設

事
務

所
）

関
係

水
防

管
理

団
体

（
市

町
村

）
ダ

ム
、

水
門

等
管

理
者

○
○

県
雨

量
・
水

位
観

測
所

地
方

事
務

所

観
測

所

NT
Tフ

ァ
ク

シ
ミ

リ
等

に
よ

る
伝

達
フ

ァ
ク

シ
ミ

リ
に

よ
る

伝
達

○
○

県
水

防
情

報
シ

ス
テ

ム
HP

「
川

の
防

災
情

報
」
（
統

一
河

川
情

報
シ

ス
テ

ム
）
に

よ
る

補
助

的
伝

達
系

統
○

○
県

H
P

「
○

○
県

河
川

水
位

情
報

」
に

よ
る

補
助

的
伝

達
系

統

凡
例

■
4
7 

 第
６

章
 
気
象

予
報

等
の
情

報
収

集
 

気
象
予

報
、
雨
量
、
河
川
の
水
位

、
潮
位

、
波
高

等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
で

P
C
や

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン
、

携
帯
電
話
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

（
１
）

気
象

情
報
 

気
象
庁
 

・
あ
な
た
の
街

の
防
災

情
報

 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/ 

・
気
象
警
報
・

注
意
報
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
ma

p.
h
t
m
l
#c
o
n
te
n
ts
=
w
ar
n
i
n
g 

・
ア
メ
ダ
ス
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
ma

p.
h
t
m
l
#c
o
n
te
n
ts
=
a
me
d
a
s 

・
雨
雲
の
動
き

（
高
解

像
度

降
水
ナ

ウ
キ
ャ
ス
ト

）
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
no

wc
/ 

・
洪
水
キ
キ
ク

ル
（
洪

水
警

報
の
危

険
度
分
布
）

 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
ri

sk
/
#
e
l
em
e
n
ts
:
fl
o
o
d 

・
浸
水
キ
キ
ク

ル
（
大

雨
警

報
（
浸

水
害
）
の
危

険
度

分
布
）
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
ri

sk
/
#
e
l
em
e
n
ts
:
in
u
n
d 

 

（
２
）

雨
量

・
河
川

水
位
 

国
土
交
通
省
 

・
川
の
防
災
情

報
 

【
PC

版
】
h
tt
p
s
:
/
/w
w
w
.r
iv
e
r
.
g
o
.j
p
/ 

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

版
】

ht
tp
s
:/
/
ri

ve
r
.
g
o
.j
p
/
s/
 

【
携
帯
版
】
h
t
t
p
s
:
//
i
.
ri
ve
r
.g
o
.j

p/
 

 

（
３
）

潮
位

・
波
高
 

国
土
交
通
省
 

・
海
の
防
災
情

報
（
全

国
港

湾
海
洋

波
浪
情
報
網

）
 

【
PC

版
】
h
tt
p
s
:
/
/w
w
w
.m
li
t
.
g
o
.
jp
/
ko
w
a
n/
n
o
w
ph
as
/
 

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
携
帯
版
】

h
t
tp

s:
/
/
 
n
ow
p
h
as
.
ml
i
t
.g
o
.
j
p 

国
土
交
通
省
防

災
情
報

提
供

セ
ン
タ

ー
 

・
潮
位
情
報
リ

ン
ク
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
ma

p.
h
t
m
l
#c
o
n
te
n
ts
=
t
id
e
l
e
ve
l
 

気
象
庁
 

・
潮
位
観
測
情

報
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
j
m
a
.
go
.
j
p/
bo
s
ai
/
ma

p.
h
t
m
l
#c
o
n
te
n
ts
=
t
id
e
l
e
ve
l
 

・
海
洋
の
健
康

診
断
表
 

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
d
a
t
a
.j
m
a
.g
o.
j
p/
k
ai

yo
u
/
s
h
in
d
a
n/
i
nd
e
x
.h
t
m
l 

 

■
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4
8
 

 

・
波
浪
に
関
す

る
デ
ー

タ
 

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.
d
a
t
a.
j
ma

.g
o
.
j
p
/
k
a
i
yo
u
/
s
h
in
d
a
n/
i
nd
e
x
_
w
av

e.
h
t
m
l 

 （
４
）

○
○
都
道
府

県
 

・
○
○
都
道
府

県
防
災

情
報

シ
ス
テ

ム
 

h
tt
p
s:
//
・
・
・
 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
平

常
時

か
ら

の
気

象
予

報
や

雨
量

、
水

位
等

の
観

測
成
果

の
情

報
収

集
先
に

つ
い

て
、
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

の
ア
ド

レ
ス

等
を

具
体

的
に

記
述

し
て
お

く
こ

と
が
望

ま
し

い
。
 

 
 

■
4
9 

 第
７

章
 
ダ
ム

・
水

門
等
の

操
作

 

7
.
1 

ダ
ム
・

水
門
等
 

（
１
）

河
川

区
間
の

ダ
ム
・
水
門
（
洪
水
）
 

水
防
上
重
要
な
ダ
ム

及
び
水
門
等

は
、
資
料
７
の
と

お
り
で

あ
る
。
 

ダ
ム
及
び
水
門
等
の

管
理
者
は
、
常
に
当
該
施

設
が
十

分
そ

の
機
能

を
発

揮
で
き

る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
特
に
、
水
防
活
動
時

に
お
い
て
は
、
適
正
な
操

作
を
行

い
、
水
害
の
軽
減

、
防
止

に
努
め
る
も
の

と
す
る

。
 

ダ
ム
及
び
水
門
等
の

管
理
者
は
、
気
象

警
報
・
注
意
報
等
及

び
洪
水

予
報
・
水
防
警
報
が
発
表

さ
れ
た
と
き
、
又
は

雨
量
、
水
位
、
流
量
等

の
気

象
状
況
を
考
慮
し
、
洪
水
時
又
は
洪
水
の

お
そ

れ
が
あ
る
と
認

め
た
と

き
は

、
各
施
設
の
操
作
規

則
等
に
基
づ
き
、
的

確
な

操
作
（
治
水
協

定
に

基
づ
く
事
前
放

流
を
含

む
）

を
行
う

も
の
と
す
る

。
 

各
施
設
の
操
作
規
則

の
概
要
に
つ

い
て
は
別
添
の
と

お
り
で

あ
る
。
 

 

（
２
）

河
口

部
・
海

岸
部
の
水
門
・
閘
門
（
津
波
、
高
潮
）

 

河
口
部
・
海
岸
部
の
水
門
・
閘
門

の
管
理
者
は

常
に
当
該

施
設
が
十
分

そ
の
機
能
を
発
揮
で

き
る
よ
う
努
め

る
と
と

も
に

、
特
に
、
水
防
活
動
時
に

お
い
て

は
、
適

正
な

操
作
を
行
い
、
水
害

の
軽
減
、
防
止

に
努
め

る
も

の
と
す

る
。
 

河
口
部
・
海
岸
部
の
水
門
・
閘
門

の
管

理
者
は
、
大
津
波
警

報
、
津

波
警

報
が
発

表
さ
れ
た
場

合
に
は
安
全
確

保
の
た

め
直

接
操
作

を
さ
せ
な
い

な
ど

、
操
作

員
の
安

全
確
認
を
最
優
先
に

し
た

う
え
で
、
各
施

設
の
操

作
規

則
等
に

基
づ
き
、
的

確
な

操
作
を
行
う
も

の
と

す
る
。
 

各
施
設
の
操
作
規
則

の
概
要
に
つ

い
て
は
別
添
の
と

お
り
で

あ
る
。
 

 7
.
2 

操
作
の

連
絡
 

ダ
ム
及
び
水
門
等
の

管
理
者
は
、
各
施

設
の
操

作
規
則

等
に

基
づ
き

、
放

流
等
の

情
報
を
直
ち

に
河
川
管
理
者

、
所

管
建
設

事
務
所

、
下
流

地
域

等
の
水
防
管
理
団
体

、
鉄
道
関
係
機
関
等

に
迅

速
に
連
絡
す
る

も
の
と

す
る

。
 

「
異
常
洪
水
時
防
災

操
作

」
は
ダ

ム
操
作
の
状

態
に
関
す
る

表
現
と

し
て

引
き
続

き
使
用
す
る

が
、
緊
急

時
に

呼
び
か
け
る
際
に
は

、
ワ
ン

フ
レ

ー
ズ
で
そ
の
意
味
が

受
け
手
に
理
解
さ
れ

る
よ

う
、
関
係

機
関
へ
の
通
知
等

に
お
い

て
「
緊
急
放
流
」
を
使
用

す
る
。
緊
急
時
と
は
、
異
常

洪
水

時
防
災
操
作
に

移
行
す

る
可

能
性
が

あ
る
と
き
（

実
施
す
る
と
き
を
含

む
）
で
あ
り
、
関
係

機
関

へ
の
通
知
・
情

報
提

供
を
は
じ
め
、
関
係
自
治
体
へ
の
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
、
報
道
発
表
・
記
者

会
見

な
ど
の
場
面
を

想
定
。
 

 

7
.
3 

連
絡
系

統
 

連
絡
系
統
図
に
従
っ

て
連
絡
し
、
や
む

を
得
な

い
理
由

に
よ

り
、
こ

の
系

統
に
よ

り
が
た
い
場

合
は
あ
ら
ゆ
る

手
段
を

尽
く

し
て
迅

速
確
実
に
連

絡
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計

画
に

は
水

防
上

必
要

な
通

信
、
連

絡
、
ダ

ム
又

は
水

門
若

し
く

■
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5
0
 

 

は
閘
門

の
操

作
に

つ
い

て
規

定
す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
水

防
上

重
要

な
ダ
ム

及
び

水
門

等
の

位
置

や
諸
元

等
を
一

覧
表

に
し

て
示

す
と

と
も

に
、
洪

水
時

又
は
洪

水
の

お
そ

れ
が

あ
る

と
認
め

た
と

き
の

、

そ
の
操

作
及
び

連
絡

体
制

に
つ

い
て

記
述

す
る
。

 

【
推
奨

】
水

防
上

影
響

を
与

え
る

ダ
ム
、
水
門

等
の

施
設

に
つ

い
て

記
述

し
て

お
く

こ
と
が

望
ま

し
い

。
 

な
お
、

関
連
す

る
事

項
と

し
て

、
河

川
法

に
は
以

下
の

規
定
が

あ
る

。
 

第
5
2
条
（
洪

水
調

節
の

た
め

の
指

示
）
河

川
管

理
者
は

、
洪

水
に
よ

る
災

害
が

発
生

し
、
又

は
発

生
す

る
お
そ

れ
が

大
き

い
と

認
め

ら
れ
る

場
合

に
お

い
て

、
災

害
の

発
生

を
防

止
し
、

又
は

災
害

を
軽

減
す

る
た
め

緊
急

の
必

要
が

あ
る

と
認
め

ら
れ

る
と

き
は

、
ダ

ム
を

設
置

す
る

者
に
対

し
、

当
該

ダ
ム

の
操

作
に
つ

い
て
、
そ

の
水

系
に

係
る

河
川

の
状

況
を

総
合

的
に

考
慮

し
て

、
災

害
の

発
生

を
防

止
し

、
又

は

災
害
を

軽
減

す
る

た
め

に
必

要
な
措

置
を

と
る

べ
き

こ
と

を
指

示
す

る
こ

と
が
で

き
る

の
で

、
記

述
し

て
お
く

こ
と
が

望
ま

し
い

。
 

■
5
1 

 第
８

章
 

通
信
連

絡
 

8
.1
 

通
信
連

絡
系

統
 

水
防

時
に
必
要

な
連
絡

用
の

電
話
、

無
線

電
話
の

通
信

系
統

は
、

以
下

の
と

お
り

と
す
る

。
 

 

（
例

）
洪
水
・

内
水
に

関
わ

る
連
絡

系
統
 

 
 

（
例

）
津
波
、

高
潮
に

か
か

わ
る
連

絡
系

統
 

 

国
土

交
通

本
省

国
土

交
通

省
○

○
地

方
整

備
局

○
○

県
水

防
本

部
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

○
○

市
水

防
本

部
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

自
衛

隊

○
○

県
危

機
対

策
課

TE
L

00
0-

00
0-

00
00

FA
X

00
0-

00
0-

00
00

○
○

地
方

気
象

台
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

ダ
ム

管
理

事
務

所

国
土

交
通

省
○

○
河

川
事

務
所

○
○

県
水

防
区

（土
木

事
務

所
）

○
○

県
警

察
本

部
TE

L
00

0-
00

0-
00

00
FA

X
00

0-
00

0-
00

00

住
民

危
機

管
理

局報
道

機
関

交
番

駐
在

所

警
察

署

河
川

情
報

セ
ン

タ
ー

重
大

な
災

害
が

発
生

し
た

場
合

水
防

団

 

○
○

地
方
気

象
台

 

T
E
L
:
0
0
0
-0

00
-
00

00
 

F
A
X
:
0
0
0
-0

00
-
00

00
 

国
土

交
通
省

 

○
○

事
務
所

 

○
○

課
 

T
E
L
:
0
0
0
-0

00
-
00

00
 

F
A
X
:
0
0
0
-0

00
-
00

00
  

○
○
県

○
○

部
○

○
課

 

T
E
L
:0

00
-0

00
-
00

00
 

F
A
X
:0

00
-0

00
-
00

00
 

○
○

県
○
○
部

○
○
課

 

T
E
L
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

F
A
X
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

○
○

県
○
○
部

○
○
課

 

T
E
L
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

F
A
X
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

○
○

消
防
本
部

 

T
E
L
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

F
A
X
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

○
○

市
○
○
町

 

T
E
L
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

F
A
X
:0
0
0
-
0
00

-
0
0
00

 

住
民

 

水
防
団

 

予
報

・
警

報
の
発

表
 

水
防

警
報

発
表
及

び
そ

の
連
絡
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5
2
 

 

8
.
2 

災
害
時
優
先
通
信
の
取
扱

い
 

災
害
等

に
よ
り

電
話

が
混
み

合
っ

た
場

合
に
は

、
発

信
規

制
や

接
続

規
制
と

い
っ

た
通
信

規
制

（
大
規

模
災
害
時
は
約

9
0
％
以
上
の
制

限
が

行
わ
れ
る

こ
と

が
あ

る
）
が

行
わ
れ
る
た

め
、

通
常

の
電
話

は
被
災
地
か

ら
の
発
信
や
被
災
地
へ

の
接
続
が
困
難

と
な
る

。
こ

れ
を
回
避
す
る
た
め
、
水

防
上
緊

急
を
要
す
る

場
合
、
水
防
関
係
機
関

は
法
第

2
7
条
第

2
項
及
び
電
気

通
信
事
業
法
（
昭
和

5
9
年

法
律

第
8
6
号

）第
8
条
第

1
項
に
基
づ

き
、災

害
時
優
先
通
信
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
電
気
通
信
事

業
者

へ
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要

と
な
る
た
め

、
必
要

な
電

話
回
線

を
あ
ら
か
じ

め
登
録
し
て
お
く
と
と

も
に
、
ど

の
電
話
機
が
災
害
時
優

先
通
信
を
利
用
で
き

る
の
か

を
わ
か
る
よ

う
に
し
て
お
く
。
 

 

8
.
3 

そ
の
他
の
通
信
施
設
の
使

用
 

そ
の
他
一
般
加

入
電
話

に
よ

る
通
信

不
能
又
は
特

に
緊

急
を
要
す
る
場
合
は

、
次
に

掲
げ
る

機
関

の
専
用

電
話
、
無
線

等
の
通
信
施
設
を
使
用

す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

(
1)
 
○
○
県
警

察
本
部

通
信

施
設
 

(
2)
 
○
○
気
象

台
通
信

施
設

 

(
3)
 
○
○
地
方

整
備
局

通
信

施
設
 

(
4)
 
○
○
旅
客

鉄
道
株

式
会

社
通
信

施
設
 

(
5)
 
○
○
電
力

株
式
会

社
通

信
施
設
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

上
必

要
な
通

信
、
連

絡
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お
り

、
水

防
時

に
必

要
な
連

絡
用

の
通

信
系

統
を

示
す

。
通
常

時
の

み
で
な

く
、
機

器
障

害
時

等
に
お

け
る

代
替

の
通

信
系

統
を
示

す
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
そ

の
他
の

通
話

施
設

の
使

用
に

つ
い
て

は
、
関

係
機

関
と

事
前

に
調

整
を

行
い

、（
携
帯

電
話

も
不
通

の
場

合
を

想
定

し
て

）
使
用

可
能

な
通
信

施
設
を

明
確

に
し

て
お

く
。

 

【
推
奨

】
災

害
時

優
先

通
信

は
、
あ

く
ま
で

電
話

を
優

先
扱

い
す
る

も
の

で
あ

っ
て
、
必

ず
接

続
す

る
こ

と
を
保

証
す

る
も

の
で

は
な

い
た
め

、
衛

星
電

話
や

自
営

無
線

等
複

数
の

通
信
手

段
を

用
意

し
て

お
く

こ
と
が

望
ま
し

い
。

 

【
推
奨

】
災

害
時

優
先

通
信

に
指
定

し
た

電
話

回
線

は
着

信
も

で
き

て
し

ま
う
た

め
、

非
常

時
に

利
用

で
き
る

よ
う
発

信
専

用
に

し
て

お
く

（
電

話
番
号

を
部

外
公
表

し
な

い
）

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

         

■
5
3 

 第
９

章
 
水
防

施
設

及
び
輸

送
 

9
.
1 

水
防
倉

庫
及
び
水
防
資
器

材
 

①
市
町
村
内
の
水
防

倉
庫
及
び
備

蓄
資
器
材
は
、
資

料
９
の

と
お
り
で
あ
る
。
 

②
水
防
管
理
者
は
、
資
材

の
確
保

の
た
め
重
要
水
防
区
域
近

在
の

竹
、
立

木
、
木

材
等
を
調
査

す
る

と
と
も
に

、
資
材

確
保
の

た
め

別
途
定

め
る
業
者
と
あ
ら
か

じ
め

協
議
し

て
お
き
、
緊

急
時

調
達
し
う

る
数
量

を
確
認

し
て

、
そ
の

補
給
に
備
え
な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
ま
た
備
蓄

器
材

が
使
用
又

は
損
傷

に
よ
り

不
足

を
生
じ

た
場

合
は
、
直
ち
に

補
充

し
て
お

く
も
の
と
す

る
。
 

③
水
防
管
理
者
は
、
水
防
管
理
団

体
及
び
水
防

協
力
団
体
の

備
蓄
資

器
材

で
は
不

足
す
る
よ
う

な
緊

急
事
態
に

際
し
て

、
国
の
応
急
復

旧
用

資
器
材

又
は
都
道
府

県
の

備
蓄
資

器
材
を
使
用

す
る

場
合
に
は

、
国
土
交
通
省
○
○
河

川
事

務
所
長

又
は
都
道
府

県
○

○
建
設

事
務
所
長
に

電
話

に
て
承
認

を
受
け

る
も
の

と
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

に
必

要
な

器
具
、
資

材
及
び

設
備

の
整

備
及

び
運

用
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お

り
、

水
防

管
理

団
体

が
整

備
又

は
水

防
協

力
団

体
と

連
携

し

て
備
蓄

す
る

水
防

倉
庫

及
び

資
器
材

の
数

量
に
つ

い
て

、
一

覧
表

で
整

理
す

る
。
ま
た

、
国

の
保
有

す
る

応
急
復

旧
用

資
器

材
や

都
道

府
県
の

保
有

す
る

備
蓄

資
器

材
の

使
用

に
関

す
る

必
要

な
手

続
き

等
を

示

す
。
 

【
推
奨

】
備

蓄
資

器
材

に
つ

い
て

は
、
国

、
都

道
府

県
、
水

防
管

理
団

体
及

び
水
防

協
力

団
体

が
保

有
す

る
も
の

を
全

て
一

覧
表

に
整

理
す
る

の
が

望
ま
し

い
。

 

 

9
.
2 

輸
送
の

確
保
 

非
常
の
際
、
資
器
材

、
作
業
員
そ
の
他
の
輸

送
を

確
保
す
る
た

め
、
市
町
村
内
の
重

要
水
防

区
域

に
お

い
て

あ
ら

ゆ
る

状
況

を
推

定
し

て
輸
送

経
路
図

を
作

成
し

て
都

道
府
県

○
○
建

設
事

務
所

長

に
提
出

し
て

お
く
も

の
と
す
る
。
 

・
付
近
略
図
に
道
路

幅
員
そ
の
他

通
路
の
わ
か
る
輸

送
網
図

 

・
万
一
に
備
え
た
多

角
的
輸
送
路

の
選
定
図
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計

画
に

は
水

防
に

必
要

な
輸

送
に

つ
い

て
規

定
す

る
こ

と
と

さ

れ
て
お

り
、

非
常

時
に

お
け

る
資
器

材
等

の
輸

送
経

路
図

の
作

成
及

び
関

係
機

関
へ

の
周

知
に

つ
い

て

記
述
す

る
と

と
も

に
、

輸
送

経
路
図

を
添

付
す
る

。
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5
4
 

 第
1
0
章

 
水

防
活
動

 

1
0
.1
 

水
防
配
備
 

（
１
）

市
町
村
の
非

常
配
備
 

市
町

村
は
、
水
防
活
動
の
利

用
に
適
合
す

る
予

報
及

び
警
報

等
の

発
表
が

あ
り
洪
水
、

内
水
、

津
波
又
は
高
潮

の
お
そ

れ
が

あ
る
と

認
め
ら
れ
る

と
き

か
ら
、
そ
の
危
険
が
解
消
さ

れ
る
ま

で
の

間
は
非
常
配
備

に
よ
り

水
防

事
務
を

処
理
す
る
も

の
と

す
る
。
た
だ
し
、
配
備
職
員

の
安
全

確
保

を
図
ら
な
く
て

は
な
ら

な
い

。
 

（
例
）
 

配
備
区
分

 
配

備
の

時
期

 
体
制
 

配
備

人
員

 

第
１

配
備

 
水
防
に

関
す
る
警

報
・
注
意
報

等
が
発

せ
ら

れ
た

が
、
具
体
的
な

水
防
活
動

を

必
要

と
す

る
に

至
る

ま
で

に
は

ま
だ

か
な

り
時

間
的

余
裕

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
 

情
報

の
収

集
及

び
連

絡
に

当
た
り
、
事
態

の
推
移
に

よ

っ
て
は
、
直
ち

に
第
２
配

備

の
招

集
そ

の
他

の
活

動
が

で
き
る
体
制
 

数
名

の
職
員
が
対

応
 

第
２

配
備

 
1
.
水

防
活

動
を

必
要

と
す

る
事

態
の

発
生
が

予
想
さ
れ

、
数
時
間
後

に
は

水
防

活
動

の
開

始
が

考
え

ら
れ

る

と
き
 

2.
水

防
本

部
長

又
は

現
地

指
導

班
長

が
必
要

と
認
め
て

指
令

し
た

と
き

 

水
防

活
動

の
必

要
な

事
態

が
発
生
す
れ
ば
、
そ
の
ま

ま

水
防
活
動
（
災

害
の
応
急

対

策
)が

遅
滞

な
く
遂
行
で

き
 

る
体
制
 

各
班

の
所

属
職

員
の

約

半
数

を
動
員
 

第
３

配
備

 
1
.
激

甚
な

災
害

が
予

想
さ

れ
る

と
き

又
は

危
険

性
が

大
で

第
２

配
備

で

処
理

で
き

が
た

い
と

認
め

ら
れ

る

と
き
 

2.
水

防
本

部
長

又
は

現
地

指
導

班
長

が
必
要

と
認
め
て

指
令

し
た

と
き

 

完
全
な
水
防
体
制

 
所

属
職

員
の

全
員

及
び

応
援

を
求

め
ら

れ
た

部

局
の

職
員
を
動
員

 

 

（
２
）

水
防
団
及
び

消
防
団
の
非
常
配
備
 

①
水

防
団
及
び
消
防
団
の
管

轄
地
域
等
 

各
水
防
団
及
び
消
防
団
の
管
轄

地
域

、
連
絡

先
は

、
資
料

1
0－

１
の
と

お
り

で
あ
る

。
 

②
水

防
団
及
び
消
防
団
の
非

常
配
備
 

水
防
管
理

者
は

、
水
防

警
報
が

発
せ

ら
れ

た
と
き
、
水
位

が
氾
濫
注
意
水
位

（
警
戒
水

位
）

に
達
し
た
と
き
、
そ
の
他
水
防

上
必

要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は

、
水
防

団
及
び
消
防

機
関
を
出
動
さ
せ
、
又
は
出
動

の
準

備
を
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。
そ
の

基
準
は

お
お
む
ね
次

の
と
お
り
と
す
る
。
 

■
5
5 

 

（
例
）
 

配
備
区
分

 
配
備
基
準

 
配
備
体
制
 

待
 

機
 

水
防
に

関
係

の
あ

る
気

象
の

予
報

、
注

意
報

及
び

警
報

が
発
表
さ
れ

た
と

き
 

水
防

団
及

び
消

防
団

の
連

絡
員

を
本

部
に

詰
め

さ
せ

、
団
長
は

、
そ

の
後

の
情

勢
を
把

握
す
る
こ

と
に

努
め

、
ま

た
、
一
般

団
員

は
、
直

ち
に
次
の

段
階

に
入

り
得

る
よ
う
な
状

態
に
お
く

 

準
 

備
 

1
.
河
川

の
水

位
が

氾
濫

注
意

水
位

（
警

戒
水

位
）

に
達

し
て

な
お
上

昇
の
お
そ

れ
が
あ
り
、
か
つ

出
動

の
必

要
が
予

測
さ
れ
る

と
き
 

2
.
気

象
状

況
等

に
よ

り
高

潮
及

び
津

波
の

危
険

が
予

想
さ

れ
る
と

き
 

水
防

団
及

び
消

防
団
の
団
長

は
、
所
定

の
詰
所
に

集
合

し
、
資
器

材
及

び
器

具
の

整
備

点
検

、
作
業

員
の

配
備

計
画

に
当
た
り
、
ダ

ム
、
水
閘

門
、
樋

門
及

び
た

め
池

等
の

水
防

上
重

要
な

工
作

物
の

あ
る

箇
所

へ
の

団
員
の
派
遣

、
堤
防
巡

視
等
の
た

め
、

一
部

団
員

を
出
動
さ
せ

る
 

出
 

動
 

1
.
河
川

の
水

位
が

な
お

上
昇

し
、
出
動

の
必

要
を

認
め

る
と

き
 

2
.
潮

位
が
満
潮
位

に
達

し
、
な
お
上

昇
の
お
そ
れ

が
あ

る
と

き
 

水
防

団
及

び
消

防
団

の
全

員
が

所
定

の
詰

所
に

集
合

し
警

戒
配

備
に
つ
く
 

解
 

除
 

水
防
管

理
者

が
解

除
の

指
令

を
し

た
と

き
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

の
た

め
の

水
防
団

、
消

防
機

関
の

活
動

を
規

定
す

る
こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
水

防
団

等
の

非
常

配
備

に
つ

い
て
、
配

備
基

準
や

配
備

体
制

等
を

記
述

す
る

。

配
備
基

準
に

つ
い

て
は

、
水

防
団
員

等
の

安
全

確
保

を
十
分

配
慮

し
た

う
え

で
、
予
警

報
の

発
表
等

、
可

能
な
限

り
具

体
的

に
記

述
す

る
。
 

 

1
0
.2
 

巡
視

及
び
警

戒
 

（
１
）

平
常

時
 

水
防
管
理
者
、
水
防
団
長
又
は
消

防
機
関

の
長

（
以

下
こ
の

章
に

お
い
て

「
水
防

管
理

者
等
」

と
い
う
。
）
は
、
随
時

区
域
内

の
河

川
、
海
岸
、
堤
防

・
津
波
防
護
施
設
等
を
巡
視
し

、
水

防
上

危
険
で
あ
る
と

認
め
ら

れ
る

箇
所
が

あ
る
と
き
は

、
直
ち
に
当

該
河
川

、
海
岸
、
堤
防
・
津

波
防

護
施
設
等
の
管

理
者

（
以
下

「
河
川

等
の

管
理
者
」
と

い
う
。
）
に
連

絡
し
て
必
要

な
措
置

を
求

め
る
も
の
と
す

る
。
 

上
記
に
係
る
連
絡
を

受
け
た
河
川

等
の
管
理
者
は
、
必

要
な

措
置
を

行
う

と
と
も

に
、
措
置
状

況
を
水
防
管
理

者
に
報

告
す

る
も
の

と
す
る
。
 

河
川

等
の

管
理
者

が
自
ら
行

う
巡

視
等

に
お
い

て
水

防
上

危
険

で
あ
る

と
認

め
ら
れ

る
箇

所

を
発
見
し
た
場

合
は
、
必
要
な
措
置

を
行
う
と
と
も
に
、
措
置
状
況
を

水
防
管
理
者
に
報
告

す
る

も
の
と
す
る
。
 

水
防
管
理
者
等
が
、
出
水

期
前
や

洪
水
経
過
後

、
高
潮
や
津

波
終
息
後
な

ど
に
、
重
要
水
防
箇

所
又
は
洪
水
箇

所
、
そ

の
他

必
要
と

認
め
る
箇
所

の
巡

視
を
行
う
場
合

に
は

、
第

1
2
章
に

定
め

る
河
川
管
理
者

の
協
力

の
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て

、
河
川
、
海

岸
等
の
管
理
者
に
立

会
又
は

共
同

■
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で
行
う
こ
と
を

求
め
る

こ
と

が
で
き

る
も
の
と
す

る
。
こ
の
際

、
水
防

団
員

等
が

立
会
又
は

共
同

で
行
う
こ
と
が

望
ま
し

い
。

 

 

（
２
）

出
水
時
 

（
ア
）
洪
水
 

水
防
管
理
者
等
は
、
都
道
府
県

か
ら

非
常
配

備
体
制
が
指
令
さ
れ

た
と

き
は
、
河
川
等
の
監

視
及

び
警
戒
を
さ
ら
に
厳
重

に
し
、
資
料
３
－
２
及
び

資
料

３
－
４
に
定

め
る
重

要
水
防
箇
所

（
第

３
章
参
照
）
を
中
心
と

し
て
巡
視
す
る
も
の
と

す
る
。

 

ま
た
、
次

の
状
態

に
注
意
し
、
異
常
を
発
見

し
た
と

き
は
直
ち
に

水
防

作
業
を

実
施
す
る
と

と
も

に
、
所
轄
建
設
事
務

所
長
及
び
河

川
等
の
管
理
者
に
連
絡

し
、
所
轄

建
設
事

務
所
長
は
水

防
本

部
長
に
報
告
す
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
堤
防
、
ダ

ム
そ
の
他
の

施
設
が

決
壊
し
た
と

き
、
又
は
越
水
・
溢

水
若
し
く

は
異
常
な

漏
水
を
発
見
し
た

と
き
は
、
1
0
.
7
に
定
め
る
決
壊
等

の
通

報
及
び
そ
の
後
の
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

①
堤
防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る
お

そ
れ

の
あ
る

箇
所

の
水
位
の
上
昇
 

②
堤
防
の
上
端
の
亀
裂
又
は
沈

下
 

③
川
側
堤
防
斜
面
で
水
当
り
の

強
い

場
所
の

亀
裂

又
は
欠
け
崩
れ
 

④
居
住
地
側
堤
防
斜
面
の
漏
水

又
は

飽
水
の

よ
る

亀
裂
及
び
欠
け
崩
れ

 

⑤
排
・
取
水
門
の
両
軸
又
は
底

部
よ

り
の
漏

水
と

扉
の
締
ま
り
具
合
 

⑥
橋
梁
そ
の
他
の
構
造
物
と
堤

防
と

の
取
り

付
け

部
分
の
異
状
 

（
イ
）
高
潮
 

水
防
管
理
者
等
は
、
都
道
府
県

か
ら

非
常
配

備
体
制
が
指
令
さ
れ

た
と

き
は
、
高
潮
襲
来
ま

で
の

時
間
的
余
裕
を
十
分
考

慮
し
て
海
岸
等
の
監
視

及
び
警

戒
を
さ
ら
に
厳
重
に
し
、
特
に
既

往
の

被
害
箇
所
そ
の
他
重
要

な
箇
所
を
中
心
と
し
て

巡
視
す

る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
次
の
状

態
に

注
意
し
、
異
常
を
発
見

し
た

と
き
は
自
身
の
安
全
及
び

避
難
を
優
先

し
て
水

防
作
業
を
実

施
す

る
と
と
も
に
、
所
轄

建
設
事
務
所

長
及
び
海
岸
等
の
管
理

者
に
連
絡
し
、
所

轄
建
設
事
務

所
長

は
水
防
本
部
長
に
報
告

す
る
も
の
と
す
る
。
 

①
堤

防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る

お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の

潮
位
の

上
昇
 

②
堤

防
の
上
端
の
亀
裂
又
は

沈
下
 

③
海

側
又
川
側
堤
防
斜
面
で

水
当
り
の
強
い
場
所
の

亀
裂
又

は
欠
け
崩
れ
 

④
居

住
地
側
堤
防
斜
面
の
漏

水
又
は
飽
水
の
よ
る
亀

裂
及
び

欠
け
崩
れ
 

⑤
排

水
門
・
取
水
門
・
閘
門

の
両
軸
又
は
底
部
よ
り

の
漏
水

と
扉
の
締
ま
り
具
合
 

⑥
橋

梁
そ
の
他
の
構
造
物
と

堤
防
と
の
取
り
付
け
部

分
の
異

状
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

に
必

要
な
監

視
、
警

戒
に
つ

い
て

規
定

す
る

こ
と

と
さ
れ

て
お
り

、
法

第
９

条
に

規
定
さ

れ
る

平
常

時
及

び
出

水
時

の
巡

視
・
警

戒
に
つ

い
て

、
水
防

管
理

者
や
河

川
管
理

者
等

が
行

う
べ

き
こ

と
を

記
述
す

る
。

 

【
推
奨

】
出

水
時

に
関

し
て

は
、
監

視
を

行
う

う
え

で
の

具
体

的
な

注
意

点
に
つ

い
て

も
記

述
す

る
こ

と
が
望

ま
し
い

。
 

■
5
7 

 

【
任
意

】
巡

視
に

支
障

の
な

い
範
囲

で
、

情
報
収

集
・

伝
達
等

に
資

す
る

デ
ジ

タ
ル
技

術
や

I
CT

機
器

の
活
用

が
で

き
る

旨
記

載
し

て
も
よ

い
。

 

【
必
須

】「
洪

水
時

に
お
け

る
情

報
提

供
の

充
実

に
つ
い

て
」（

平
成

2
6
年

4
月

8
日

、
国

水
環

第
２

号
）
等

に
基

づ
き

、
氾

濫
危
険

水
位

は
堤

防
の

高
さ

に
基

づ
き

設
定
（
越

水
に

よ
る
氾

濫
を

対
象
）
す

る

こ
と
と

し
、

堤
防

の
質

的
要

因
に
つ

い
て

は
浸

透
・

侵
食

に
関

す
る

監
視

の
強

化
を

通
じ

て
そ

の
危

険

性
を
把

握
す

る
も

の
と

し
た

。
こ

の
こ
と

か
ら

、
浸

透
・
侵

食
に

係
る
関

係
市

町
村
長

、
水

防
管
理

団
体

等
へ
の

情
報

提
供

体
制

及
び

水
防
団

等
に

よ
る

監
視

の
重

点
箇

所
等

に
つ

い
て

記
述

す
る

と
と

も
に

、

毎
年
そ

の
内

容
に

問
題

が
な

い
か
確

認
す

る
。
 

 

1
0
.3
 

水
防

作
業
 

水
防
作
業
を
必

要
と
す

る
異

常
事
態

が
発
生
し
た

と
き

は
、
被

害
を
未
然
に
防
止
し

、
又
は

被
害

の
拡
大

を
防

ぐ
た
め

、
堤
防
の
構

造
、
流

速
、
護
岸
、
浸
水
域
及
び
近
接
地
域
の

状
態
等
を
考

慮
し

て
最
も

適
切

な
工
法

を
選
択
し
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
水
防
作
業
を
必
要
と
す

る
異
常
状
態

を
大

別
し
て

そ
れ

に
適
す

る
工
法
の
説
明
は
、
資
料

1
0
－

２
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

そ
の
際
、
水
防

団
員
は
自
身
の
安
全

を
確
保
で
き
る
場
所
ま
で

の
避
難

完
了
に
要
す
る

時
間
、
津

波
到
達

時
刻

等
を
考

慮
し
て
、
水

防
団
員
が
自

身
の
安

全
確
保
が
で
き
な
い
と
判

断
し
た
と
き

に
は
、

自
身
の

避
難

を
優
先

す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

の
た

め
の

水
防
団

、
消

防
機

関
の

活
動

を
規

定
す

る
こ
と

と
さ

れ
て

お
り

、
水

防
団
員

の
水

防
活

動
時

に
お

け
る

安
全

確
保

な
ど

、
水

防
作

業
を

実
施

す

る
に
あ

た
っ

て
の

留
意

事
項

等
を
記

述
す

る
。
 

【
任
意

】
必

要
に

応
じ

て
、

水
防
工

法
の

説
明
を

記
述

す
る
。
 

 

1
0
.4
 

緊
急

通
行
 

（
１
）

緊
急

通
行
 

水
防
の
た
め
緊
急
の

必
要
が
あ
る

場
所
に
赴
く
と
き

は
、
水

防
団
長

、
水

防
団
員

及
び
消
防
機

関
に

属
す

る
者

並
び

に
水
防

管
理

者
か

ら
委
任
を

受
け

た
者
は

一
般

交
通
の

用
に

供
し

な
い
通

路
又
は
公
共
の

用
に
供

し
な

い
空

地
及
び

水
面
を

通
行
す
る
こ
と
が
で

き
る

。
 

（
２
）

損
失

補
償
 

本
市
は
、
緊

急
通
行
の
権

限
を
行

使
す

る
こ
と
に
よ
り
損
失

を
受
け

た
者

に
対
し

、
時
価
に
よ

り
そ
の
損
失
を

補
償
す

る
も

の
と
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
19

条
に
規

定
さ

れ
た
緊

急
通

行
及

び
損

失
補

償
の
考

え
方

を
記
述

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し
い

。
 

 

1
0
.5
 

警
戒

区
域
の

指
定
 

水
防
上
緊
急
の

必
要
が

あ
る

場
所
に

お
い
て
は
、
水
防

団
長
、
水
防
団

員
又
は
消
防
機
関
に

属
す

■
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る
者
は

、
警
戒
区
域

を
設

定
し
、
水
防
関
係

者
以
外
の
者
に

対
し
て

、
そ
の
区

域
へ
の
立
ち
入
り
を

禁
止
し

、
若
し
く
は
制
限
し

、
又
は

そ
の
区
域

か
ら
の

退
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

ま
た
、
水

防
団

長
、
水
防
団
員
又
は
消
防
機

関
に

属
す
る
者
が

い
な
い

と
き

、
又
は

こ
れ
ら

の
者

の
要
求

が
あ
っ
た
と

き
は

、
警
察
官
は
、
水

防
団
長
、
水
防
団
員
又
は
消
防
機

関
に
属
す
る
者
の
職

権
を
行

う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
21

条
に
規

定
さ

れ
た
警

戒
区
域

の
指
定

に
つ

い
て
、
水

防
団

長
等

の
職

権
を

記
述

し
て

お
く
こ

と
が
望

ま
し

い
。
 

 

1
0
.6
 

避
難
の
た
め

の
立
退
き
 

①
洪

水
、
津
波
又
は
高
潮

に
よ
り
著
し

い
危
険
が
切
迫
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る

と
き

は
、
水

防
管
理
者
は
、
必
要
と
認
め
る

区
域

の
居
住

者
、
滞

在
者
そ
の
他

の
者

に
対
し

、
避
難
の
た

め
立
ち
退
く
べ
き
こ
と
を
指
示

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
こ
の
場
合

、
○

○
警
察

署
長
に
そ
の

旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

 

②
水

防
管
理
者
は
、
避
難

の
た
め
の
立

ち
退
き
を
指
示
し
た
場

合
は
、
そ

の
状
況

を
都
道
府
県

○
○
建
設
事
務
所
長
に
速
や
か

に
報

告
す
る

も
の

と
す
る
。
 

③
水

防
管
理
者
は
、
○
○

警
察
署
長
と

協
議
の
上
、
あ
ら
か

じ
め
危
険
が

予
想
さ
れ
る
区
域
に

つ
い
て
、
避
難
計

画
を

作
成
し
、
避

難
場
所

、
避
難

経
路
そ
の
他

必
要

な
事
項

を
定
め
、
一

般
に
周
知
し
て
お
く
も
の
と
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法
第

2
9
条
に
規

定
さ

れ
た

避
難

の
た

め
の

立
退

き
に

つ
い

て
、
水

防
管

理
者

の
職

権
の

ほ
か

、

水
防
管

理
者
が

あ
ら

か
じ

め
行

っ
て

お
く

べ
き
事

項
を

記
述
し

て
お

く
。

 

【
推
奨

】
な

お
、
各

自
治

体
の

避
難

に
関

し
て

は
、
各
地

方
公

共
団

体
で

作
成

さ
れ
て

い
る
「

避
難

情
報

の
判
断

・
伝
達

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
適

宜
活

用
い
た

だ
き

た
い
。
 

 

1
0
.7
 

決
壊
・
漏
水

等
の
通
報
及
び
そ
の
後

の
措
置
 

（
１
）

決
壊
・
漏
水

等
の
通
報
 

水
防

に
際
し
、
堤
防
、
ダ

ム
そ
の
他
の

施
設
が
決
壊
し
た
と
き

、
又
は
越
水
・
溢

水
若
し
く
は

異
常
な
漏
水
が

発
生
し

た
と

き
は
、
水
防
管
理
者

、
水
防
団
長

、
消
防
機
関
の
長
又

は
水
防

協
力

団
体
の
代
表
者

は
、
直

ち
に

関
係
者

（
関
係
機
関

・
団

体
）
に
通
報
す
る
も

の
と

す
る
。
 

通
報

を
受
け
た
河
川
管
理
者

は
水
防
上
危
険
で
あ
る

か
ど
う

か
確
認
を
行
い
、
危
険
が
認
め
ら

れ
る
場

合
に
は

市
町

村
長
に

避
難

情
報

の
発
令

に
資

す
る

事
象

と
し

て
情
報

提
供

す
る
も

の
と

す
る
。
 

特
に

、
暫
定
堤
防
区
間
に

お
け
る
危
険

水
位
が
現
況
堤
防
高
か

ら
余
裕
高
を
引
い

た
（
ス
ラ
イ

ド
ダ
ウ
ン
を
行

わ
な
い

）
高
さ
を
原

則
と

し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と

か
ら

、
断

面
不
足
等

に
起

因
す
る
漏
水
等

に
関
す

る
危

険
情
報

が
洪
水
予
報

や
水

位
到
達
情
報
に
反
映

さ
れ

て
い
な
い
（
第

４
章
参
照
）。

 

■
5
9 

 

そ
の
た
め
、
河
川
管
理
者

は
、
自

ら
が
管
理
す

る
堤
防
の
漏

水
に
関
す
る

危
険
情
報
が
関
係
者

に
直
ち
に
通
報

さ
れ
る

よ
う

、
出
水
期
前
に
、
洪

水
時
に
お
け

る
堤
防

等
の
監
視
、
警
戒
及

び
連

絡
の
体
制
・
方

法
を
関

係
者

と
確
認

し
て
お
く
も

の
と

す
る
。
 

 

（
２
）

決
壊

・
漏
水

等
の
通
報
系
統
 

決
壊
・
漏
水

等
の
通
報
系
統
は
、
資
料

1
0－

３
の
と
お
り
。
通
報
先

の
関

係
市
町

村
に
つ
い
て

は
、
河
川

等
の
管
理
者
が
氾

濫
（
決

壊
又
は
溢
流
）
想
定
地
点
（
例
え

ば
、
浸
水
想
定
区
域

を
指

定
し
た
河
川
に

つ
い
て

は
、
浸
水
解

析
で
設
定
し
た
氾
濫
想
定

地
点
）
ご
と
に
氾
濫
水
の
到

達
が

想
定
さ
れ
る
市

町
村
を

整
理

し
た
も

の
や
、
漏
水
発
生

状
況
等

の
確
認

を
開
始
す
る
水
位
及

び
重

点
的
に
確
認
を

行
う
区

間
を

、
事
前

に
関
係
水
防

管
理

団
体
に
提
示
す

る
こ

と
と
す
る
。
 

 

（
３
）

決
壊

等
後
の

措
置
 

堤
防
そ
の
他
の
施
設

が
決
壊
し
た

と
き

、
又
は

越
水
・
溢
水

若
し
く

は
異

常
な
漏

水
が
発
生
し

た
と
き
に
お
い

て
も
、
水
防

管
理
者

、
水
防

団
長

、
消
防
機
関

の
長
及

び
水
防
協
力
団
体
の

代
表

者
は
、
で
き
る

限
り
氾

濫
に

よ
る
被

害
が
拡
大
し

な
い

よ
う
努
め
る
も

の
と

す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
2
5
条

に
規
定

さ
れ

た
決

壊
の

通
報

、
法
第

2
6
条
に
規

定
さ
れ
た

決
壊

後
の

措
置

に
つ

い
て
、
水

防
管

理
者

等
（

水
防
管

理
者

、
水
防

団
長

、
消

防
機

関
の

長
及

び
水

防
協

力
団
体

の
代

表
者

）

が
行
う

べ
き

事
項

を
記

述
し

て
お
く

こ
と

が
望
ま

し
い

。
こ
こ

で
、

法
第

25
条

及
び
法

第
2
6
条

は
、

水
防
管

理
者

等
の

義
務

を
定

め
た
も

の
で

あ
り

、
河

川
等

の
管

理
者

が
行

う
も

の
で

は
な

い
こ

と
に

留

意
す
る

必
要

が
あ

る
。

 

【
推
奨

】
決

壊
・
漏

水
等
の

周
知

に
つ

い
て

は
、
法

第
25

条
に

規
定
さ

れ
た
水

防
管

理
者

等
に
よ

る
決

壊
の
通

報
に

加
え

、
法

第
７

条
第
３

項
に

基
づ

き
、
河

川
管

理
者

の
協
力

が
必

要
な
事

項
と

し
て
、
河

川

管
理
者

が
管

理
す

る
堤

防
、

ダ
ム
そ

の
他

の
施

設
が

決
壊

し
た

と
き

又
は

越
水

・
溢

水
若

し
く

は
異

常

な
漏
水

が
発

生
し

た
と

き
（

氾
濫

発
生

情
報

を
発

表
す

る
場
合

を
除

く
）、

関
係
者

及
び

一
般

に
周

知
す

る
こ
と

を
記

載
し

て
お

く
こ

と
が
望

ま
し

い
（
第

1
2
章

参
照

）。
 

 1
0
.8
 

水
防

配
備
の

解
除
 

（
１
）

水
防

管
理
団

体
の
非
常
配
備
の
解
除
 

水
防
管
理
者
は
、
水

位
が

氾
濫
注

意
水
位
以
下
に
減
じ
、
か

つ
危
険
が
な

く
な
っ
た
と
き
、
津

波
又
は
高
潮
の

お
そ
れ

が
な

く
な
っ

た
と
き
、
か
つ
水

防
警
報

が
解
除

さ
れ
た
と
き
等

、
自

ら
の

区
域
内
の
水
防

活
動
の

必
要

が
な
く

な
っ
た
と
認

め
た

と
き
は
、
水
防
の
非
常
配
備

体
制
を

解
除

し
、
こ
れ
を
一

般
に
周

知
す

る
と
と

も
に
関
係
機

関
に

通
知
す
る
も
の

と
す

る
。
 

な
お
、
配
備

を
解
除
し
た

と
き
は

、
所
轄
建
設

事
務
所
を
通

じ
水
防
本
部

に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。
 

 

（
２
）

水
防

団
及
び

消
防
団
の
非
常
配
備
の
解
除
 

水
防
団
及
び
消
防
団

の
非
常
配
備

の
解
除
は
、
水
位
が

下
降

し
て
水

防
活

動
の
必

要
が
な
く
な

■
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6
0
 

 

り
、
水
防

管
理

者
が
配
備
解

除
の
指

令
を
し
た
と

き
と
す
る
。
そ
れ
ま

で
は

、
水

防
団
員
及

び
消

防
団
員
は
自
ら

の
判
断

等
に

よ
り
勝

手
に
部
署
を

離
れ

て
は
な
ら
な
い
。
 

解
除

後
は
、
人
員
、
資
器

材
及
び
作
業

箇
所
を
点
検
し
、
そ

の
概
要
を
直
ち
に
報
告
す
る

。
ま

た
、
使
用
し
た

資
器
材

は
、

手
入
れ

し
て
所
定
の

位
置

に
設
備
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
に

お
い

て
、
水

防
計
画

に
は

水
防

の
た

め
の
水

防
団

、
消

防
機

関
の

活
動

を
規

定
す

る
こ
と

と
さ
れ

て
お

り
、

水
防

団
等

の
非

常
配
備

解
除

に
つ
い

て
、

解
除

の
基

準
等

を
記

述
す

る
。

 

■
6
1 

 第
1
1
章

 
水
防

信
号
、

水
防

標
識
等

 

1
1
.1
 

水
防

信
号
 

法
第

20
条
に
規

定
さ
れ
た
水

防
信

号
は
、

次
の
と
お
り

で
あ
る
。
 

第
１
信
号
 
氾
濫
注

意
水
位
（
警

戒
水
位
）
に
達
し

た
こ
と

を
知
ら
せ
る
も
の
 

第
２

信
号

 
水
防

団
員
及
び

消
防

機
関

に
属
す

る
者

の
全

員
が

出
動
す

べ
き

こ
と
を

知
ら

せ

る
も
の
 

第
３

信
号

 
当
該

水
防
管
理

団
体

の
区

域
内
に

居
住

す
る

者
が

出
動
す

べ
き

こ
と
を

知
ら

せ

る
も
の
 

第
４

信
号

 
必
要

と
認
め
る

区
域

内
の

居
住
者

に
避

難
の

た
め

立
ち
退

く
べ

き
こ
と

を
知

ら

せ
る
も
の
 

 

※
地
震
に
よ
る

堤
防
の

漏
水

、
沈
下

等
の
場
合
及
び
津

波
の
場

合
は
、
上
記
に
準
じ
て
取
り

扱
う
。
 

 

（
例
）
 

 
警

鐘
信

号
 

サ
イ

レ
ン

信
号
（

余
い
ん

防
止
符

）
 

第
１

 

信
号

 

○
休
止

 
○

休
止

 ○
休

止
 

約
 

5
秒

 
15

秒
 5

秒
 1

5
秒

5
秒

 1
5
秒

5
秒
 
15

秒
 

○
－
休

止
－

○
－

休
止

－
○
－

休
止

－
○

－
休
止

 

第
２

 

信
号

 

○
－
○

－
○

 
○

－
○

－
○

 
約
 

5
秒

 
6
秒
 
 5

秒
 6

秒
  
5
秒

 6
秒

  
5
秒

 6
秒

 

○
－
休

止
－

○
－

休
止

－
○
－

休
止

－
○

－
休
止

 

第
３

 

信
号

 

○
－
○

－
○

－
○
 
○

－
○

－
○

－
○

 
約

 

1
0
秒

 5
秒

 1
0
秒

 
5
秒

1
0
秒

 
5
秒

1
0
秒

 5
秒

 

○
－
休

止
－

○
－

休
止

－
○
－

休
止

－
○

－
休
止

 

第
４

 

信
号

 

乱
打

 
約
 

1
分

 
5
秒
 
1
分
 

○
－
休

止
－

○
－

 

備
考
 
１
 
信

号
は
適

宜
の

時
間
継

続
す
る
こ
と

｡
 

 
 

 
２

 
必

要
が

あ
れ
ば

警
鐘

信
号

及
び
サ
イ

レ
ン

信
号
を

併
用

す
る
こ

と
を

妨
げ

な
い
こ

と
。
 

 
 
 
３
 
危

険
が
去

っ
た

と
き
は

、
口
頭
伝
達

に
よ

り
周
知
さ
せ
る

も
の

と
す
る
。
 

       

■
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6
2
 

 1
1
.
2
 
水

防
標

識
 

（
１
）
法

第
18

条
に

規
定
さ

れ
た

水
防
の
た

め
に
出

動
す
る

車
両

の
標
識

は
、
次

の
と

お
り

で
あ
る

。 

 

（
例

）
 

 
 

（
２
）
水

防
管
理

者
か
ら

委
任
を

受
け
た
者

が
着
用

す
る
水

防
活

動
者

腕
章
及

び
建
設

機
械

に
掲
示

す
る
横

断
幕

は
、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。
 

 

（
例

）
 

水
防

活
動
者

腕
章

 

 

     

■
6
3 

 

（
例
）
 

横
断
幕
（
サ
イ
ズ
は

任
意
）
 

 

 

1
1
.3
 

身
分

証
票
 

水
防
団
長
、
水

防
団
員
又
は
消
防
機

関
に
属
す
る
者
が
、
水
防
計
画
を

作
成
す
る
た
め
必
要

な
土

地
に
立

ち
入

る
場
合

に
携
帯
す
る
身
分
証
票
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。
 

（
表
）（

例
）
 

第
 

 
 

号
 

身
分

証
票
 

住
 

所
 

氏
 

名
 

職
 

名
 

  
 

上
記

の
者

は
、

水
防

法
第

4
9
条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

他
人
の

土
地

に
立
ち

入
る

こ
と

が
 

で
き
る

者
で
あ

る
こ

と
を

証
す

る
。

 

  
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

○
○

市
長

 

氏
 
 
 

 
名

 
 
 

 

 

■
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6
4
 

 

（
裏
）（

例
）
 

（
１

）
本
証

は
水

防
法

第
4
9
条

第
２
項

に
よ

る
立
入

証
で

あ
る

。
 

（
２

）
本
証

の
身

分
に

変
更

が
あ

っ
た

と
き
は

速
や

か
に

訂
正

を
受

け
る

こ
と

。
 

（
３

）
記
名

以
外

の
者

の
使

用
を

禁
ず

る
。

 

（
４

）
本
証

の
身

分
を

失
っ

た
と

き
は

速
や
か

に
返

還
す

る
こ

と
。

 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
2
0
条

に
規

定
さ

れ
た

水
防

信
号

、
法

第
1
8
条

に
規

定
さ
れ

た
水

防
標

識
、
法

第
4
9
条

第
２
項

に
規

定
さ

れ
た

身
分

証
票
に

つ
い

て
記

述
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い
。

ま
た

、
水

防
管

理
者

の
委
任

を
受

け
て

水
防

活
動

を
実
施

す
る

民
間

事
業

者
等

は
緊

急
通

行
や

公
用
負

担
を

行
う

公
権

力
が

付
与
さ

れ
る
た

め
、

腕
章

の
着

用
、

横
断

幕
の
掲

示
な

ど
に
よ

り
明

示
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

                            

■
6
5 

 第
1
2
章

 
協
力

及
び
応

援
 

1
2
.1
 

河
川

管
理
者

の
協
力
及
び
援
助
 

河
川
管
理
者
○

○
地
方

整
備

局
長
〔
○
○

県
知
事

、
○

○
市
長

〕
は
、
自
ら
の
業
務
等
に
照

ら
し

可
能
な

範
囲

で
、
水
防
管
理
団
体

が
行
う
水
防

の
た
め
の
活
動
へ
の
協
力
及
び
水

防
管
理
者
が

行
う

浸
水
被

害
軽

減
地
区

の
指
定
等
に
係
る
援
助
を
行
う
。
 

＜
河
川

管
理

者
の
協

力
が
必
要
な
事
項
＞
（
例
）
 

（
１
）
水
防
管

理
団
体
に
対
し
て

、
河
川

に
関

す
る
情
報
（
○
○
川
の
水
位
、
河

川
管
理
施
設

の
操

作
状

況
に
関
す

る
情
報

、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
映
像

、
ヘ
リ
巡
視

の
画
像

）
の

提
供
（
伝
達

方
法
に

つ
い

て
は
資
料

○
の
と

お
り
）

 

（
２
）
水
防
管

理
団
体
に
対
し
て

、
氾
濫
（
決

壊
又
は
溢
流

）
想
定
地
点
ご
と
の

氾
濫
水
到
達

市
町

村
の

事
前
提
示

、
及
び
水
防
管
理
者
等

か
ら

異
常
な

漏
水
等
に
つ

い
て

の
通
報

を
受
け
た
場

合
に

は
通
報
す

べ
き
関

係
者
（

関
係

機
関
・

団
体

）
の
提
示
 

（
３
）
堤
防

又
は
ダ
ム
が
決
壊
し
た
と
き
又
は

越
水
・
溢
水

若
し
く
は
異
常
な
漏

水
が
発
生
し

た
と

き
（

氾
濫
発
生

情
報
を

発
表
す
る
場

合
を

除
く
）
、

河
川
管
理
者

に
よ
る

関
係

者
及
び

一
般

へ
の

周
知
（
伝

達
方
法

に
つ
い

て
は

資
料
△

の
と

お
り
）
 

（
４
）

重
要

水
防
箇

所
の
合
同
点
検
の
実
施
 

（
５
）

水
防

管
理
団

体
が
行
う
水
防
訓
練
及
び
水
防
技
術
講

習
会
へ
の
参
加
 

（
６
）
水
防
管

理
団
体
及
び
水
防

協
力
団
体
の

備
蓄
資
器
材
で
不
足
す
る
よ
う
な

緊
急
事
態
に

際
し

て
、

河
川
管
理

者
の
応

急
復
旧

資
器

材
又
は

備
蓄

資
器
材
の
提
供
 

（
７
）
水
防

管
理
団
体
及
び
水
防
協
力
団
体
の

人
材
で
不
足

す
る
よ
う
な

緊
急
事

態
に
際
し
て
、
水

防
に

関
す
る
情

報
又
は

資
料
を

収
集

し
、
及

び
提

供
す
る
た
め
の
職
員

の
派
遣
 

＜
河
川

管
理

者
の
援

助
が
必
要
な
事
項
＞
（
例
）
 

（
１
）

 水
防

管
理
者

に
対

し
て
、

過
去

の
浸
水

情
報
や

周
辺

の
地
形

情
報

等
に
鑑

み
浸

水
被
害

の

軽
減
に

有
用
な

盛
土

構
造
物
等
の
情
報
を
提
供
 

（
２
）

 水
防
管

理
者
に

対
し

て
、
指
定
し
よ
う
と
す
る
浸
水
被
害
軽

減
地
区
の
有

用
性
に

つ
い
て
、

過
去
の

浸
水
情

報
や

河
道
の
特
性
等
に
鑑
み
た
助
言
 

（
３
）

 市
町
村

長
に
対

し
て

、
過
去
の
浸
水
情
報
の
提
供
や
、
市
町
村

長
が
把
握
し
た
浸

水
実
績

等

を
水
害

リ
ス
ク

情
報

と
し
て
周
知
す
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ

い
て
助
言
 

（
４
）

 水
防

管
理
者

が
行

う
浸
水

被
害

軽
減
地

区
の
指

定
に

必
要
な

援
助

を
行
う

際
に

、
河
川

協

力
団
体

に
必
要

な
協

力
を
要
請
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
河

川
法
第

2
2
条

の
２

に
よ

り
、
河

川
管

理
者

は
、
水

防
計
画

に
基
づ

き
水

防
管

理
団
体

が
行

う
水
防

に
協

力
す

る
も

の
と

す
る
。

知
事

は
、

水
防

計
画

に
河

川
管

理
者

に
よ

る
河

川
に

関
す

る
情

報

の
提
供

、
水

防
訓

練
へ

の
河

川
管
理

者
の

参
加

そ
の

他
の

水
防

管
理

団
体

が
行

う
水

防
の

た
め

の
活

動

に
河
川

管
理

者
の

協
力

が
必

要
な
事

項
を

記
載

し
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

当
該

事
項

に
つ

い
て

、
あ

ら

か
じ
め

、
河

川
管

理
者

に
協

議
し
、

そ
の

同
意
を

得
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

【
推
奨

】
河

川
管

理
者

等
と

の
合
同

点
検

に
水

防
団

も
参

加
す

る
な

ど
、

水
防

団
と

の
重

要
水

防
箇

所

に
係
る

情
報

共
有

を
図

る
こ

と
が
望

ま
し

い
。
ま

た
、

法
第

1
5
条

の
12

に
基
づ

く
河

川
管

理
者

の
援

■
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6
6
 

 

助
に
つ

い
て

は
、

過
去

の
浸

水
情
報

や
、

堤
防

の
整

備
状

況
と

い
っ

た
河

川
管
理

施
設

の
現

況
等

に
つ

い
て

随
時

把
握

し
て

い
る

河
川

管
理

者
が

援
助

す
る

内
容

に
つ

い
て

記
述

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

 

1
2
.2
 

下
水
道
管
理

者
の
協
力
 

下
水
道
管
理
者

○
○
県

知
事
〔
○
○
市
長

〕
は

、
自
ら
の
業
務
等
に
照

ら
し

可
能

な
範
囲
で
、
水

防
管
理

団
体
が
行
う

水
防
の
た
め
の
活
動
に

次
の
協
力
を
行

う
。
 

＜
下
水

道
管
理
者
の

協
力
が
必
要
な
事
項
＞

（
例
）
 

（
１
）
水
防
管
理
団
体
に
対
し
て

、
下
水

道
に
関
す
る
情
報
（
○
○
ポ
ン
プ
場

の
水
位
、
下
水

道
管

理
施
設
の
操
作
状
況
に
関
す
る

情
報

、
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ

の
映
像
）
の
提

供
（

伝
達
方

法
に
つ
い
て

は
資
料
○
の
と
お
り
）
 

（
２
）

水
防
管
理
団

体
に
対
し
て
、
氾
濫
想

定
地
点
ご
と
の

氾
濫
水
到
達
区

域
の
事
前
提
示
 

（
３
）

水
防
管
理
団

体
が
行
う
水
防
訓
練
及

び
水
防
技
術
講

習
会
へ
の
参
加

 

（
４
）

水
防
管
理
団

体
及
び
水
防
協
力
団
体

の
備
蓄
資
器
材

で
不
足
す
る
よ

う
な
緊
急
事
態
に

際

し
て
、
下
水
道
管
理
者
の
応
急

復
旧

資
器
材

又
は

備
蓄
資
器
材
の
提
供

 

（
５
）

水
防
管
理
団

体
及
び
水
防
協
力
団
体

の
人
材
で
不
足

す
る
よ
う
な
緊

急
事
態
に
際
し
て

、

水
防
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料

を
収

集
し
、

及
び

提
供
す
る
た
め
の
職

員
の

派
遣
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
下

水
道
法

第
2
3
条

の
２

に
よ
り

、
下
水

道
管

理
者

は
、
水

防
計

画
に
基

づ
き

水
防

管
理

団
体

が
行
う

水
防

に
協

力
す

る
も

の
と
す

る
。

知
事

は
、

水
防

計
画

に
下

水
道

管
理
者

に
よ

る
下

水
道

に
関

す
る
情

報
の

提
供

、
水

防
訓

練
へ
の

下
水

道
管

理
者

の
参

加
そ

の
他

の
水

防
管
理

団
体

が
行

う
水

防
の

た
め
の

活
動

に
下

水
道

管
理

者
の
協

力
が

必
要

な
事

項
を

記
載

し
よ

う
と

す
る
と

き
は

、
当

該
事

項
に

つ
い
て

、
あ
ら

か
じ

め
、

下
水

道
管

理
者

に
協
議

し
、

そ
の
同

意
を

得
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 

1
2
.3
 

水
防
管
理
団

体
相
互
の
応
援
及
び
相

互
協
定
 

水
防
の
た
め
緊

急
の
必

要
が

あ
る
と

き
は
、
水

防
管
理
者
は
、
協
定
に

基
づ

き
○

○
市
町
村

長
又

は
○
○

消
防
長
に
対

し
て
応
援
を
求
め
る
も

の
と
す
る
。
 

ま
た
、
○

○
市

町
村
長

又
は
○
○
消

防
長

か
ら
応
援
を
求
め
ら

れ
た
場

合
は

、
自

ら
の
水
防

に
支

障
が
な

い
限
り
そ
の

求
め
に
応
じ
る
も
の
と

す
る
。
 

応
援
の
た
め
派

遣
さ
れ

た
者

は
、
水

防
に
つ

い
て

応
援
を
求
め

た
水
防

管
理
者
の

所
轄
の
下

に
行

動
す
る

も
の
と
す
る

。
 

 

1
2
.4
 

警
察
官
の
援

助
要
求
 

水
防
管
理
者
は

、
水
防
の
た

め
必
要

が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
○
○

警
察

署
長
に
対
し

て
、
警

察
官
の

出
動
を
求
め

る
も
の
と
す
る
。
 

そ
の
方
法
等
に

つ
い
て

は
、

あ
ら
か

じ
め
○
○
警

察
署

長
と
協
議
し
て
お
く

も
の

と
す
る
。
 

 

■
6
7 

 

1
2
.5
 

自
衛

隊
の
派

遣
要
請
 

水
防
管
理
者
は

、
災
害
に
際
し
、
自
ら
の
能

力
で

処
理
す
る
こ
と
が
困

難
な
事
態
が
予
想
さ

れ
る

と
き
は

、
災

害
対
策

基
本
法
第

6
8
条
の
２
に

基
づ
き

、
知
事
に
自
衛
隊
の
災
害

派
遣
の
要
請

を
要

求
す
る

も
の

と
す
る

。
派
遣
要
請

の
要
求
に
当

た
っ
て
は
次
の
事
項
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
と

す
る
。 

①
災
害
の
状
況

及
び
派

遣
要

請
を
要

求
す
る
事
由

 

②
派
遣
を
希
望

す
る
期

間
 

③
派
遣
を
希
望

す
る
区

域
及

び
活
動

内
容
 

④
派
遣
部
隊
が

展
開
で

き
る

場
所
 

⑤
派
遣
部
隊
と

の
連
絡

方
法

、
そ
の

他
参
考
と
な

る
べ

き
事
項
 

な
お
、
知

事
に

自
衛
隊
の
災
害
派
遣

の
要
請
を
要
求
す
る
こ
と

が
で
き

な
い
場
合
に
は

、
水

防
管

理
者
が

直
接

、
自
衛
隊
等
に
派
遣
を
要
請
す
る

旨
の
通
知
等

を
行
う
こ
と

に
な
る

た
め
、
事
前

に
通

知
先
と

な
る

自
衛
隊

の
関
係
部
局
と
調
整
を
行
う
も
の
と
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
法

第
２

条
第

５
項

に
お
い

て
、

水
防

計
画

に
は

一
の

水
防

管
理

団
体

と
他

の
水

防
管

理
団

体

と
の
間

に
お

け
る

協
力

及
び

応
援
に

つ
い

て
規
定

す
る

こ
と
と

さ
れ

て
お

り
、
法

第
2
3
条

に
基
づ

く
水

防
管
理

団
体

相
互

の
応

援
に

つ
い
て

、
水

防
管

理
者

が
あ

ら
か

じ
め

行
っ

て
お

く
べ

き
こ

と
を

記
述

す

る
。
 

【
推
奨

】
法

第
2
2
条

に
基

づ
く

警
察

官
の

応
援

要
求
の

ほ
か

、
自
衛

隊
の

派
遣

要
請

に
つ

い
て
、
水

防

管
理
者

が
あ

ら
か

じ
め

行
っ

て
お
く

べ
き

こ
と

を
記

述
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
な

お
、

協
定

に

つ
い
て

は
、

参
考

資
料

と
し

て
添
付

し
て

お
く
こ

と
が

望
ま
し

い
。

 

 

1
2
.6
 

国
（

河
川
事

務
所
、
地
方
気
象
台
等
）
と
の
連
携
 

（
１
）

水
防

連
絡
会
 

市
町
村
は
、
都
道
府
県
や

国
土
交

通
省

河
川
事
務
所
が
開
催

す
る
水

防
連

絡
会
に

参
加

し
、
重

要
水
防
箇
所
、
河
川
改
修
状

況
、
水

防
警
報
、
洪
水
、
津

波
又

は
高
潮
予
警
報
の
連
絡

系
統
、
既

往
洪
水
に
お
け

る
出
水

状
況

、
既
往
津
波

、
高
潮
に
よ

る
越
水

状
況
、
水
防

資
材
整
備
状
況
、
そ

の
他
水
防
に
必

要
な
河

川
・

海
岸
情

報
に
つ
い
て

情
報

収
集
を
行
う
。

 

 

（
２
）

ホ
ッ

ト
ラ
イ

ン
 

市
町
村
は
、
河
川
の
水
位

状
況
や

気
象

状
況
に
つ
い
て

、
国

土
交
通
省
河

川
事
務
所
や
気
象
台

と
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
に

よ
り

、
迅
速

か
つ
十
分
な

情
報

共
有
に
努
め
る

も
の

と
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
国

の
関

係
機

関
と

の
連

携
（

水
防

連
絡

会
や

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

等
）
に

つ
い
て

、
具

体
的
に

取
り

決
め
を

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
内

容
を

記
述

し
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。（
例

．
河

川
事
務

所
と

の
河
川

の
水

位
状

況
に

つ
い

て
の
情

報
共

有
、

地
方

気
象

台
と

気
象

状
況

に
つ

い
て

の
情

報
共

有
）

ま

た
、
協

定
に

つ
い

て
は

、
参

考
資
料

と
し

て
添
付

し
て

お
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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6
8
 

 

1
2
.7
 

企
業
（
地
元

建
設
業
等
）
と
の
連
携
 

市
町
村
は
、
出

水
時
の
水
防

活
動
に

際
し
、
水
防

活
動
等
の
委
任
、
資

器
材

の
提
供
等
に
関

し
て

○
○
と

協
定
を
締
結

し
て
い
る
。
協
定
書
は

資
料
編
に
添
付

の
と
お
り
で
あ

る
。
 

ま
た
、
水

防
管

理
者
よ
り
水
防
活
動
の
委
任

を
受

け
た
民
間
事

業
者
等

は
以
下
の

水
防
活
動

委
任

証
を
携

行
し
、
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ

を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

。
 

（
例
）
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
企

業
（

地
元

建
設
業

等
）
と

の
連

携
（
水

防
活
動

等
の
委

任
、
資

器
材

の
提

供
等
）
に

つ
い

て
、

具
体
的

に
取
り

決
め

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、
そ

の
内

容
を
記

述
し
て

お
く
こ

と
が

望
ま
し

い
。
ま

た
、

協
定
に

つ
い
て

は
、
参

考
資

料
と

し
て

添
付

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。
加

え
て

、
水

防
管

理
者

よ
り

水
防
活

動
の

委
任

を
受

け
た

者
に
は

緊
急

通
行

や
公

用
負

担
を

行
う

公
権

力
が
付

与
さ

れ
る

た
め

、
当

該
委
任

を
受

け
た

こ
と

を
明

ら
か
に

す
る

委
任

証
に

つ
い

て
、

様
式

等
の

必
要
事

項
を

定
め

て
お

く
こ

と
が
望

ま
し

い
。

ま
た

民
間

事
業
者

等
が

水
防

活
動

に
際

し
使

用
す

る
車

両
に
は

、
必

要
に

応
じ

て
水

防
標
識

の
付
与

、
災

害
対

策
基

本
法

施
行

令
第

3
3
条
第

1
項

に
お
け

る
緊

急
通
行

車
両

等
の

事
前

届
出

を
適
宜

処
置
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

 

1
2
.8
 

住
民
、
自
主

防
災
組
織
等
と
の
連
携
 

市
町
村
は
、
水

防
活
動

の
実
施

に
当

た
っ
て
は
、
地

域
住
民
、
自

主
防
災

組
織
等
と
連

携
を
図

り
、

水
防
の

た
め
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
住
民
等

に
水
防
活
動
へ

の
協
力
を
求
め

る
も
の
と
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
住
民

、
自

主
防

災
組
織

等
と

の
連
携
（

避
難

支
援

等
）
に
つ
い

て
、
具
体

的
に

取
り

決
め

を
行

っ
て
い

る
場
合

は
、

そ
の

内
容

を
記

述
し

て
お
く

こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

 

■
6
9 

 第
1
3
章

 
費
用

負
担
と

公
用

負
担
 

1
3
.1
 

費
用

負
担
 

本
市
の
水
防
に

要
す
る

費
用

は
、
法

第
41

条
に
よ
り
本

市
が
負
担
す
る
も
の

と
す

る
。

 

た
だ
し
、
本
市

の
水
防
活
動
に
よ
っ

て
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お

い
て
は

、
水
防
管
理
者
相
互

間
に

お
い
て

そ
の

費
用
の

額
及
び
負
担
の
方
法
を
協
議
し
て
定
め

、
協
議
が
成

立
し
な

い
場
合
は
、
知
事

に
あ
っ

せ
ん

を
申
請

す
る
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）

法
第

2
3
条
の
規
定
に
よ

る
応
援
の
た
め

の
費
用
 

（
２
）

法
第

4
2
条
の
規
定
に
よ

り
、
著
し
く
利

益
を
受
け
る
他
の
市
町
村
の
一

部
負
担

 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
4
1
条

及
び
第

4
2
条
に

規
定

さ
れ

た
費

用
負

担
の
考

え
方

を
記
述

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し
い

。
 

 

1
3
.2
 

公
用

負
担
 

（
１
）

公
用

負
担
 

水
防
の
た
め
緊
急
の

必
要
が
あ
る

と
き
は
、
水

防
管
理

者
、
水
防
団

長
又

は
消
防

機
関
の
長
は

水
防
の
現
場
に

お
い
て

次
の

権
限
を

行
使
す
る
こ

と
が

で
き
る
。
 

①
必
要
な
土
地
の
一

時
使
用
 

②
土
石
、
竹
木
そ
の

他
の
資
材
の

使
用
若
し
く
は
収

用
 

③
車
両
そ
の
他
の
運

搬
用
機
器
の

使
用
 

④
排
水
用
機
器
の
使

用
 

⑤
工
作
物
そ
の
他
の

障
害
物
の
処

分
 

ま
た
、
水
防

管
理
者
か
ら

委
任
を

受
け

た
民
間
事
業
者
等
は

上
記
①

か
ら

④
（
②

に
お
け
る
収

用
を
除
く
。）

の
権
限
を
行
使

す
る

こ
と
が

で
き
る
。
 

（
２
）

公
用

負
担
権

限
委
任
証
 

公
用
負
担
を
命
ず
る

権
限
を
行
使

す
る
者
は
、
水
防
管

理
者

、
水
防

団
長

又
は
消

防
機
関
の
長

に
あ
っ
て
は
、
そ
の

身
分
を

示
す
証

明
書
を
、
水

防
管
理
者
か
ら
委
任

を
受

け
た
者
は
、
以

下
の

公
用
負
担
権
限

委
任
証

を
携

行
し
、
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
こ
れ

を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

な
お
、
水
防

管
理
者
か
ら

委
任
を

受
け
た
民
間
事
業
者
等
に

あ
っ
て
は
、
1
2
.7

に
規
定
す
る
水

防
活
動
委
任
証

を
も
っ

て
公

用
負
担

権
限
委
任
証

に
代

え
る
こ
と
と
す

る
。

 

（
例
）
 

公
用

負
担
権
限

委
任

証
 

○
○
○

水
防
団

 
○

○
部

長
 

氏
 
 
 

 
名

 

 
 

上
記

の
も

の
に

 
 

 
 
 

 
区

域
に
お

け
る

水
防

法
第

2
8
条
第

２
項

の
権

限
を

委
任

 

 
し

た
こ

と
を

証
明

す
る

。
 

 
 

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

水
防

管
理

者
 

氏
 

 
 

 
名

 
 
 

■
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7
0
 

 

（
３
）

公
用
負
担
命

令
書
 

公
用

負
担
を
命
ず
る
権
限
を

行
使
す
る
者
は
、
以
下
の

公
用
負

担
命
令
書
を
２
通

作
成

し
、
そ

の
１
通
を
目
的

物
の
所

有
者

、
管
理

者
又
は
こ
れ

に
準

ず
る
者
に
交
付
す
る

も
の

と
す
る
。
 

（
例
）
 

公
用

負
担
命
令

書
 

 
第

 
 

 
号

 

 
 

 
 

種
 

類
 

 
 

 
 
員

 
数

 

 
 

 
 

使
 

用
 

 
収

 
用
 

 
処

 
分

 

 
 

 
 

年
 

 
月
 

 
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

水
防

管
理

者
 

氏
 

 
 

 
名

 

事
務

取
扱

者
 
氏

 
 

 
 

名
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
殿
 

 

（
４
）

損
失
補
償
 

本
市

は
、
公
用
負
担
の
権

限
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ
り
損
失
を

受
け
た
者
に
対
し

、
時
価
に
よ

り
そ
の
損
失
を

補
償
す

る
も

の
と
す

る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
2
8
条

に
規

定
さ

れ
た

公
用

負
担

に
つ
い

て
、
考

え
方

を
記

述
す

る
と

と
も

に
、
公

用
負

担
権
限

委
任

証
及

び
公

用
負

担
命
令

書
に

つ
い

て
、

様
式

等
の

必
要

事
項

を
定
め

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い
。
 

■
7
1 

 第
1
4
章

 
水
防

報
告
等

 

1
4
.1
 

水
防

記
録
 

水
防
作
業
員
が

出
動
し

た
と

き
は
、
水
防
管
理
者

は
、
次
の
記

録
を
作

成
し

、
保
管

す
る
も

の
と

す
る
。
 

①
天
候
の
状
況
並
び

に
警
戒
中
の

水
位
観
測
表
 

②
水
防
活
動
を
し
た

河
川
名
、
海

岸
名
及
び
そ
の
箇

所
 

③
警
戒
出
動
及
び
解

散
命
令
の
時

刻
 

④
水
防
団
員
及
び
消

防
機
関
に
属

す
る
者
の
出
動
時

刻
及
び

人
員
 

⑤
水
防
作
業
の
状
況
 

⑥
堤
防
、
そ
の
他
の

施
設
の
異
常

の
有
無
及
び
こ
れ

に
対
す

る
処
置
と
そ
の
効
果
 

⑦
使
用
資
材
の
種
類

及
び
数
量
並

び
に
消
耗
量
及
び

員
数
 

⑧
法
第

28
条
の
規
定
に
よ
る
公

用
負
担
下
命
の
器
具
、
資

材
の
種

類
、
数
量
及
び
使
用

場
所
 

⑨
応
援
の
状
況
 

⑩
居
住
者
出
勤
の
状

況
 

⑪
警
察
関
係
の
援
助

の
状
況
 

⑫
現
場
指
導
の
官
公

署
氏
名
 

⑬
立
退
き
の
状
況
及

び
そ
れ
を
指

示
し
た
理
由
 

⑭
水
防
関
係
者
の
死

傷
 

⑮
殊
勲
者
及
び
そ
の

功
績
 

⑯
殊
勲
水
防
団
と
そ

の
功
績
 

⑰
今
後
の
水
防
に
つ

い
て
考
慮
を

要
す
る
点
、
そ
の

他
水
防

管
理
団
体
の
所
見
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
水

防
作

業
を

行
っ

た
際
に

、
水
防

管
理

者
が

作
成

す
る

記
録
に

つ
い

て
、
そ

の
内

容
を
記

述
し

て
お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。
 

 

1
4
.2
 

水
防

報
告
 

水
防
管
理
者
は

、
水
防

活
動
が
終
結

し
た

と
き
は

、
そ
の
状
況
を
資
料

1
4
－
１
、
14
－
２
に

示
す

様
式
に

よ
り

、
水
防
活
動
実
施
後

○
日
以
内
に

土
木
事
務
所
を
経
由
す
る
な
ど
し

て
水
防
本
部

長
に

報
告
す

る
と

と
も
に

、
水
防
本
部
長
は
当
該
水

防
管
理
者
か

ら
の
報
告
に

つ
い
て

国
（
○
○
地

方
整

備
局
）

に
報

告
す
る

も
の
と
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
必
須

】
水

防
報

告
は

、
法

第
4
7
条

第
1
項
、

第
2
項

に
基

づ
き

報
告

を
求

め
る

も
の

で
あ

る
。

 

【
推
奨

】
水

防
管
理

者
は

、
水
防

活
動

が
実
施

さ
れ

た
場

合
は

、
記

者
発

表
、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
掲
載

、
広

報
誌
掲

載
等

に
よ

る
広

報
活

動
を
実

施
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
○

日
以

内
に

つ
い

て
は

３

日
程
度

と
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い
。
 

 
 

■

284 



7
2
 

 第
1
5
章

 
水

防
訓
練

 

市
町
村
は
、
毎

年
出
水
期
前

に
、
水
防
団
、
消
防

機
関
及
び
水

防
協
力

団
体
そ
の

他
の
水
防

訓
練

を
実
施

し
、
水
防
技

術
の
向
上
を
図
る
も
の

と
す
る
。
 

ま
た
、
市

町
村

が
主
催
す
る
水
防
研
修
や
○

○
地

方
整
備
局
が

主
催
す

る
水
防
技

術
講
習
会

へ
水

防
団
員

を
参
加
さ
せ

る
等
、
積
極
的
に
水
防

知
識
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と

と
す
る
。
 

津
波
災
害
警
戒

区
域
に

係
わ

る
水
防

団
、
消
防

機
関
及
び
水
防

協
力
団

体
は

、
津

波
防
災
地

域
づ

く
り
に

関
す
る
法
律

（
平
成

23
年
法
律
第

1
23

号
）
に
規

定
さ
れ
た
津
波
避

難
訓
練
に
参
加
し
な

け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

 ＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
水

防
管

理
団

体
が

実
施
す

る
水

防
訓

練
に

つ
い

て
、

実
施

回
数

や
実
施

時
期

等
を

記
述

す
る

こ
と
が

望
ま
し

い
。
指

定
水
防

管
理

団
体

に
お

い
て

は
、
法
第

3
2
条

の
２

の
規
定

に
よ

り
、
毎

年
水
防

訓
練
を

実
施
す

る
義

務
が

あ
る

の
で

、
そ

の
点

に
留

意
が

必
要

で
あ

る
。
ま
た

、
法

第
1
5
条

の
２

、
第

1
5
条

の
３

及
び

第
1
5
条

の
４

の
規

定
に

よ
り

、
地

下
街
等

、
要

配
慮
者

利
用

施
設
、
大

規
模

工
場

等
に

お
い
て

も
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と
か

ら
、

水
防

管
理

団
体

が
実

施
す

る
水

防
訓
練

に
あ

た
っ

て
は

、
当

該
施
設

の
所

有
者

又
は

管
理

者
と
も

連
携

を
図

る
こ

と
、

及
び

水
防

管
理

者
か
ら

委
任

を
受

け
た

民
間

事
業
者

等
の
参

加
に

つ
い

て
も

記
述

し
て

お
く
こ

と
が

望
ま
し

い
。
ま

た
、
水

防
研

修
に

つ
い

て
も

、
併

せ
て
記

載
す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

【
推
奨

】
法

第
3
2
条

の
３

に
基

づ
き

、
津

波
災
害

警
戒

区
域

に
係
わ

る
水

防
団

、
消

防
機

関
及
び

水
防

協
力
団

体
の
津

波
避

難
訓

練
へ

の
参

加
に

つ
い
て

も
記

述
し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 
 

■
7
3 

 第
1
6
章

 
浸
水

想
定
区
域
等

に
お
け

る
円
滑

か
つ
迅

速
な
避
難

の
確

保
及
び

浸
水

の
防
止

の

た
め

の
措
置
 

1
6
.1
 

洪
水

、
内
水

、
高
潮
対
応
 

1
6
.1
.
1
 
洪

水
浸
水

想
定
区
域
の
指
定
状
況
 

国
土
交
通
大
臣

及
び
都

道
府

県
知
事

は
、
河

川
が
氾
濫

し
た
場

合
に
浸

水
が
想
定
さ
れ
る
区

域
を

浸
水
想

定
区

域
と
し

て
指
定
し
、
指
定
の
区
域

及
び
浸

水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ

る
水
深
を
公

表
す

る
。
 

現
在
、
本
市
に

関
係
す

る
洪

水
浸
水

想
定
区
域
図

は
次

の
と
お
り
で
あ

る
。

 

○
○
川
浸
水
想
定
区

域
図
 

（
○
年
○
月
公
表
：

国
土
交
通
省

○
○
地
方
整
備
局

○
○
事

務
所
）
 

 

1
6
.1
.
2
 
内

水
浸
水

想
定
区
域
の
指
定
状
況
 

都
道
府
県
知
事

ま
た
は

市
町

村
長
は

、
氾
濫

し
た
場
合

に
浸
水

が
想
定

さ
れ
る
区
域
を
内
水

浸
水

想
定
区

域
（

法
第

14
条
の
２
に

規
定
さ
れ
る

雨
水
出
水
浸
水
想
定
区
域
）
と
し

て
指
定
し
、

指
定

の
区
域

及
び

浸
水
し

た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
公
表
す

る
と
と
も
に
、
都
道

府
県
知
事
に

つ
い

て
は
関

係
市

町
村
長

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
 

内
水
浸
水
想
定

区
域
の

指
定

、
公
表

状
況
及
び
関

係
市

町
村
は
、
以
下

の
と

お
り
で
あ
る
。
 

（
例
）
下

水
道
 

排
水

施
設

等
 

浸
水

想
定

区
域

 

公
表

時
点

（
年

月
日
）

 

浸
水

想
定

区
域

 

公
表
Ｈ

Ｐ
ア

ド
レ

ス
 

関
係
市

町
村

 

○
○

ポ
ン
プ
施

設
 

○
.
○
.
○

 
h
t
t
p
s:
/
/
・

・
・

 
○

○
市
、

△
△

市
 

○
○

貯
留
施
設

 
○

.
○
.
○

 
h
t
t
p
s:
/
/
・

・
・

 
□

□
市
、

◇
◇

市
 

 

1
6
.1
.
3
 
高

潮
浸
水

想
定
区
域
の
指
定
状
況
 

都
道
府
県
知
事

は
、
氾

濫
し

た
場
合

に
浸
水
が
想

定
さ

れ
る
区
域
を
法

第
1
4
条
の

３
に
規

定
さ

れ
る
高

潮
浸

水
想
定

区
域
と
し
て
指
定
し
、
指

定
の
区

域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る

水
深

を
公
表

す
る

と
と
も

に
、
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。
 

高
潮
浸
水
想
定

区
域
の

指
定

、
公
表

状
況
及
び
関

係
市

町
村
は
、
以
下

の
と

お
り
で
あ
る
。
 

（
例
）
海

岸
 

海
岸

名
 

浸
水

想
定

区
域
 

公
表
時

点
（

年
月

日
）

 

浸
水

想
定

区
域

 

公
表
Ｈ

Ｐ
ア
ド

レ
ス

 

関
係

市
町

村
 

○
○

海
岸

（
○

○
県
）
 

○
.
○

.○
 

h
t
t
p
s
:
/
/
・
・

・
 

○
○
市

、
△

△
市
 

 

1
6
.1
.
4
 

浸
水

想
定

区
域

に
お
け

る
円

滑
か

つ
迅
速

な
避

難
の

確
保

及
び
浸

水
の
防

止
の
た

め
の

措
置
 

市
町
村
防
災
会

議
は
、
浸
水
想
定
区

域
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き

は
、
市

町
村
地
域
防
災
計
画

に
お

い
て
、
少
な

く
と
も
当
該
浸
水
想
定
区
域
ご
と

に
、
次
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の

と
す

■

285 



7
4
 

 

る
。
 

①
洪
水
予
報
、
水
位
到
達
情

報
、
そ
の
他
人

的
災

害
を
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ

る
洪
水

、
内
水

又
は

高
潮

に
関
す
る
情
報
の
伝
達

方
法
 

②
避
難
場
所
そ

の
他
の

避
難

場
所
及

び
避
難
路
そ

の
他

避
難
経
路
に
関
す
る

事
項
 

③
災
害
対
策
基

本
法
第

4
8
条
第
１
項
の
防

災
訓

練
と
し
て
市

町
村
長

が
行
う
洪

水
、
内
水

又
は

高
潮

に
係
る
避
難
訓
練
の
実

施
に
関
す
る
事
項
 

④
浸
水
想
定
区

域
内
に

次
に

掲
げ
る

施
設
が
あ
る

場
合

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
施

設
の
名

称
及

び
所

在
地
 

イ
 

地
下
街
等
（
地
下
街
そ

の
他

地
下
に
設
け
ら
れ
た
不
特

定
か
つ
多
数

の
者
が

利
用
す
る
施

設
（

地
下

に
建
設

が
予

定
さ
れ

て
い
る
施
設

又
は
地
下
に
建
設
中
の
施
設
で
あ

っ
て

、
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る

と
見

込
ま
れ

る
も

の
を
含
む
。
）
）
で
そ
の
利
用
者
の
洪
水
時

、

内
水
時
又

は
高

潮
時
（

以
下
「

洪
水

時
等

」
と
い
う
。
）
の
円
滑
か
つ
迅
速
な

避
難
の

確
保

及
び
浸
水
の
防
止
を
図
る
必
要

が
あ

る
と
認

め
ら

れ
る
も
の
 

ロ
 

要
配
慮
者
利
用
施
設
（
社
会
福
祉
施
設
、
学
校
、
医
療

施
設
そ
の
他

の
主
と

し
て
防
災
上

の
配
慮
を
要
す
る
者
）
が
利
用

す
る

施
設
）
で
そ
の

利
用
者
の
洪

水
時

等
の
円

滑
か
つ
迅
速

な
避
難
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
と

認
め
ら

れ
る

も
の
 

ハ
 

大
規
模
な
工
場
そ
の
他

の
施
設
（
イ

又
は

ロ
に

掲
げ
る

も
の

を
除
く

。）
で
あ
っ
て
国
土

交
通

省
令

で
定

め
る

基
準

を
参

酌
し

て
市

町
村
の

条
例

で
定

め
る

用
途

及
び

規
模
に

該
当

す
る
も
の
（
大
規

模
工
場
等
）
で
そ
の
洪
水

時
等
の

浸
水
の
防
止

を
図

る
必
要

が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
（
所
有
者
又
は

管
理

者
か
ら

の
申

出
が
あ
っ
た
施
設
に

限
る

。
）
 

⑤
そ
の
他
洪
水

時
等
の

円
滑

か
つ
迅

速
な
避
難
の

確
保

を
図
る
た
め
に
必
要

な
事

項
 

本
市
の
地
域
防

災
計
画

で
定

め
ら
れ

て
い
る
地
下

街
等

、
要
配

慮
者
利

用
施
設
、
大
規
模
工

場
等

は
、
資

料
1
6
－
１
の
と
お
り
で
あ
り
、

洪
水

時
に
は
こ

れ
ら

の
資

料
を
活

用
し
て
住
民

の
円

滑
か

つ
迅
速

な
避
難
の
確

保
を
図
る
。
 

 

1
6
.1
.
5
 
洪
水
・
内

水
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
 

本
市
で
は
、
洪

水
・
内
水
・

高
潮
浸

水
想

定
区

域
の
指
定

に
基

づ
き
、
当
該
浸
水
区

域
ご

と
に
、

洪
水
予

報
等
の
伝
達

方
法

、
避
難
場
所
等
円

滑
か
つ
迅
速
な

避
難
の
確
保

を
図
る
た
め
、
洪
水
・
内

水
・
高

潮
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
印

刷
物
を
各
世
帯

に
配
布
し
て
い

る
。
 

ま
た
、
洪
水
・
内
水
・
高
潮

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
に

記
載
し
た
事
項
を
、
市
町
村
の

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

に
掲
載

し
、
住
民
、

滞
在
者
そ
の
他
の
者
が

提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る

状
態
に
し
て
い
る

。
 

こ
の
洪

水
・
内
水
・
高
潮
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ

を
有
効
活
用
し

て
、
平
常
時
か
ら

の
防
災
意
識
の
向
上

と
自
主

的
な
避
難
の

心
構
え
を
養
い
、
水
災

時
に
は
住

民
の
円
滑
か
つ
迅
速
な

避
難
の
確
保
を
図
る
。
 

 

1
6
.1
.
6
 
予
想
さ
れ

る
水
災
の
危
険
の
周
知

等
 

本
市
で
は
、
洪

水
予
報

河
川
及
び
水

位
周

知
河
川
以
外
の
河
川

の
う
ち

、
洪

水
時

の
円
滑
か

つ
迅

速
な
避

難
を
確
保
す

る
こ
と
が
特
に
必
要
と

認
め
る
河
川
に

つ
い
て

、
過
去
の
降
雨
に
よ
り
当
該
河

川
が
氾

濫
し
た
際
に

浸
水
し
た
地
点
、
そ
の

水
深
そ
の

他
の
状
況
を
水
害
リ
ス

ク
情
報
と
し
て
把
握

し
て
い

る
。
 

■
7
5 

 

把
握
し
た
水
害

リ
ス
ク

情
報

は
、
浸

水
実
績
等
を
地
図

上
に
示

し
た
図

面
の
配
布
、
浸
水
実

績
等

を
付
加

し
た

洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
、
町
中
の

看
板
・
電
柱
等
へ
の
掲
示
等

に
よ

り
公
表
し
、

住
民
等

に
周

知
し
て

い
る
。
 

 

1
6
.1
.
7
 

地
下

街
等

の
利

用
者
の

避
難

の
確

保
及
び

浸
水

の
防

止
の

た
め
の

措
置
に

関
す
る

計
画

の
作

成
等
 

法
第

1
5
条
第

1
項

の
規
定
に
よ
り
本
市
地

域
防

災
計
画
に
名

称
及
び

所
在
地
を
定
め
ら
れ

た
地

下
街
等

の
所

有
者
又

は
管
理
者
は
、
単
独
で
又

は
共
同

し
て

、
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
と
こ

ろ
に

よ
り
、
当
該
地

下
街
等
の
利
用
者

の
洪
水
時
等

の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保

及
び
洪
水
時

等
の

浸
水
の

防
止

を
図
る

た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
措
置
に

関
す
る
計
画
を
作
成

し
、
こ
れ
を

市
町

村
長
に

報
告

す
る
と

と
も
に
、
公

表
す
る
も
の

と
す
る
。
ま

た
、
地
下
街
等

の
利

用
者
の
洪
水

時
等

の
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

の
確

保
及

び
洪
水

時
等
の

浸
水

の
防

止
の

た
め
の

訓
練
を

行
う

も
の

と

す
る
。
さ
ら
に

、
自
衛
水
防
組
織

を
置
き
、
当

該
自
衛

水
防
組
織
の
構
成
員
そ
の

他
の
国
土
交

通
省

令
で
定

め
る

事
項
を

市
町
村
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

 

市
町

村
か

ら
地

下
街

等
の
所

有
者

又
は

管
理
者
及

び
自

衛
水
防

組
織

の
構
成

員
へ

の
洪

水
予
報

等
の
伝

達
方

法
は
資

料
○
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

な
お
、
現

在
、
避
難

確
保
及
び
浸
水
防
止
計

画
が

作
成
さ
れ
て

い
る
地

下
街
等
は
資
料
○
の

と
お

り
で
あ

り
、
市
町
村
の
窓

口
（
○
○
課
）
又
は

ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
（
h
t
tp
s
:
/
/w
w
w・

・
・
）
で
閲

覧
が

可
能
で

あ
る

。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
1
5
条

の
２

に
よ

り
、
市
町

村
長

は
、
地

下
街

等
の
所
有

者
又
は

管
理

者
が

避
難
確

保
及

び
浸
水

防
止

計
画

を
作

成
し

て
い
な

い
場

合
に

お
い

て
、

当
該

地
下

街
等

の
利

用
者

の
洪

水
時

等
の

円

滑
か
つ

迅
速

な
避

難
の

確
保

及
び
洪

水
時

等
の

浸
水

の
防

止
を

図
る

た
め

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き

は
、
当

該
地

下
街
等

の
所
有

者
又

は
管

理
者

に
対

し
、
必

要
な

指
示

を
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

、

正
当
な

理
由

が
な

く
、

そ
の

指
示
に

従
わ

な
か

っ
た

と
き

は
、

そ
の

旨
を

公
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

の

で
、
記

述
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま
し

い
。

 

 

 1
6
.1
.
8
 

要
配

慮
者

利
用

施
設
の

利
用

者
の

避
難
の

確
保

の
た

め
の

措
置
に

関
す
る

計
画
の

作
成

等
 

法
第

1
5
条
第

１
項

の
規
定
に
よ
り
本
市
地

域
防

災
計
画
に
名

称
及
び

所
在
地
を
定
め
ら
れ

た
要

配
慮
者

利
用

施
設
の

所
有
者
又
は
管
理
者
は
、
国
土
交

通
省

令
で
定
め
る

と
こ
ろ

に
よ
り
、
当

該
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

利
用

者
の

洪
水

時
等
の

円
滑
か

つ
迅

速
な

避
難

の
確
保

を
図
る

た
め

に
必

要

な
訓
練

そ
の

他
の
措

置
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ

れ
を

市
町
村
長
に

報
告
す

る
と
と
も
に
、
当

該
要

配
慮

者
利

用
施

設
の

利
用

者
の

洪
水
時

等
の
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難
の

確
保
の

た
め

の
訓

練

を
行
い

、
こ

の
結
果

を
市
町
村
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る

。
 

さ
ら
に
、
自
衛

水
防
組

織
を

置
く
よ

う
努
め
る
も

の
と

す
る
。
 

市
町

村
か

ら
要

配
慮

者
利
用

施
設

の
所

有
者
又
は

管
理

者
及
び

自
衛

水
防
組

織
の

構
成

員
へ
の

■

286 



7
6
 

 

洪
水
予

報
等
の
伝
達

方
法
は
資
料
○
の
と
お

り
で
あ
る
。
 

 ＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

第
1
5
条

の
３

に
よ

り
、
市

町
村

長
は

、
要

配
慮

者
利
用

施
設

の
所
有

者
又

は
管

理
者

が
避

難
確
保

計
画

を
作

成
し

て
い

な
い
場

合
に

お
い

て
、

当
該

要
配

慮
者

利
用

施
設
の

利
用

者
の

洪
水

時
等

の
円
滑

か
つ

迅
速

な
避

難
の

確
保
を

図
る

た
め

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は
、

当
該

要
配

慮
者

利
用

施
設
の

所
有
者

又
は

管
理

者
に

対
し

、
必

要
な

指
示

を
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

、
正

当
な
理

由
が

な
く
、
そ

の
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

と
き

は
、
そ

の
旨

を
公

表
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、
要
配

慮
者

利
用
施

設
の

所
有

者
又

は
管

理
者
よ

り
報

告
を

受
け

た
避

難
確

保
計

画
及

び
避
難

訓
練

の
結

果
に

つ
い

て
、
助

言
又
は

勧
告

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
の
で

、
記

述
し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 

1
6
.1
.
9
 
大
規
模
工

場
等
に
お
け
る
浸
水
の

防
止
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る

計
画
の
作
成
等
 

法
第

1
5
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
本
市
地

域
防

災
計
画
に
名

称
及
び

所
在
地
を

定
め
ら
れ

た
大

規
模
工

場
等
の
所
有

者
又
は
管
理
者
は

、
国

土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ

り
、
当
該
大
規
模

工
場

等
の

洪
水

時
等

の
浸

水
の

防
止

を
図

る
た

め
に

必
要

な
訓

練
そ

の
他
の

措
置

に
関
す

る
計

画

を
作
成

す
る
と
と
も

に
、
当
該
大

規
模
工
場

等
の
洪
水
時
等
の
浸
水
の
防
止
の

た
め
の
訓
練
を
実
施

す
る
ほ

か
、
自
衛
水

防
組
織
を
置
く
よ
う
努

め
る
も
の
と
す

る
。
 

市
町
村

か
ら
大

規
模

工
場
等

の
所

有
者

又
は
管

理
者

及
び

自
衛

水
防

組
織
の

構
成

員
へ
の

洪
水

予
報
等

の
伝
達
方
法

は
資
料
○
の
と
お
り
で

あ
る
。
 

 

1
6
.1
.
1
0
 
浸
水
被
害
軽
減
地
区

 

浸
水
被
害
軽
減

地
区
は

、
水
防
管
理
者
が
浸

水
の

拡
大
を
抑
制

す
る
効

用
が
あ
る

と
認
め
ら

れ
る

も
の
を

指
定
し
た
地

区
で
あ
る
。
 

水
防
管
理
者
が

指
定
し

た
浸

水
被
害

軽
減
地
区
は

、
資

料
16
－

２
の
と
お
り

で
あ

る
。
 

 ＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
法

１
５

条
の

８
に

お
い

て
、
浸
水

被
害

軽
減

地
区

内
で
の

土
地

の
形

状
変
更

行
為

は
、
水

防
管

理
者
に

対
し
て

事
前

届
出

が
必

要
と

さ
れ

て
お
り

、
水

防
管

理
者

は
、
届

出
が

あ
っ
た

際
、
浸

水
の

拡
大

を
抑
制

す
る

効
用

を
保

全
す

る
必
要

が
あ

る
場

合
、

当
該

届
出

者
に

対
し

て
、
必

要
な

助
言

又
は

勧
告

を
行
う

こ
と
が

で
き

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。
こ

の
た

め
、
浸

水
被

害
軽

減
地

区
の
指

定
状

況
、
管

理
者

及
び
そ

の
連

絡
先

（
私

人
の

場
合
に

あ
っ

て
は

市
町

村
の

水
防

担
当

部
局

等
）
を

記
述

し
て

お
く

こ
と

が
望
ま

し
い
。

 

 

1
6
.2
 

津
波
対
応
 

1
6
.2
.
1
 
津
波
災
害

警
戒
区
域
の
指
定
 

「
津
波
防
災
地

域
づ
く

り
に

関
す
る

法
律
」
に
則

り
、
都
道
府

県
は
、
津
波
防
災
地

域
づ
く

り
の

推
進
に

関
す
る
基
本

的
な
指
針
に
基
づ
き
、
か
つ
、
津
波
浸

水
想
定
を
踏
ま
え

、
津
波
が
発
生
し
た

場
合
に

は
住
民
、
勤
務
す
る
者
、
観
光
旅
客

そ
の
他
の
者
の

生
命
又
は
身
体
に

危
害
が
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ

る
と
認
め
ら

れ
る
土
地
の
区
域
で
、
当

該
区
域

に
お
け
る
津
波
に
よ
る

人
的
災
害
を
防
止
す

■
7
7 

 

る
た
め

に
警

戒
避
難

体
制
を
特
に
整
備
す
べ
き
土
地
の
区
域

を
、
津
波
災
害

警
戒

区
域
と
し
て

指
定

し
、
そ

の
旨
並

び
に

当
該

指
定
の
区
域
及

び
基
準
水
位
を
、
都
道
府
県
の
公
報
へ

の
掲
載
、
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
の

利
用
そ

の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
す
る

と
と
も
に
、
関
係
市

町
村
長
に
、
公
示

さ
れ
た

事
項

を
記
載

し
た
図
書
を
送
付
す
る
こ
と
と
す
る
。

 

 1
6
.2
.
2
 
市

町
村
地

域
防
災
計
画
の
拡
充
 

市
町
村
防
災
会

議
は
、
津
波
災
害
警

戒
区
域
の
指
定
が
あ
っ
た

と
き
は

、
市
町
村
地
域
防
災

計
画

に
お
い

て
、
当

該
津
波
災
害
警
戒

区
域
ご
と
に

、
次
に

掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
定
め

る
も

の
と
す
る
。 

①
人

的
災

害
を
生

ず
る
お
そ

れ
が

あ
る

津
波
に

関
す

る
情

報
の

収
集
及

び
伝

達
並
び

に
予

報

又
は

警
報
の
発

令
及
び

伝
達
に

関
す

る
事
項
 

②
避
難
施
設
そ
の
他

の
避
難
場
所

及
び
避
難
路
そ
の

他
の
避

難
経
路
に
関
す
る
事
項
 

③
市
町
村
が
行
う
津

波
に
係
る
避

難
訓
練
の
実
施
に

関
す
る

事
項
 

④
津
波
災
害
警
戒
区

域
内
に
、
地

下
街

等
又
は
社
会
福
祉
施

設
、
学

校
、
医
療
施

設
そ
の
他
の

主
と

し
て
防
災

上
の
配

慮
を
要

す
る

者
が
利

用
す

る
施
設
で
あ
っ
て
、
当

該
施
設
の

利
用
者

の
津

波
の

発
生

時
に
お

け
る

円
滑
か

つ
迅
速

な
避

難
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
と

認
め
ら

れ
る

も
の
が
あ

る
場
合

に
あ
っ

て
は

、
こ
れ

ら
の

施
設
の
名
称
及
び
所

在
地
 

⑤
そ
の
ほ
か
、
津
波
災
害
警
戒
区

域
に
お
け
る

津
波
に
よ
る

人
的
被

害
を

防
止
す

る
た
め
に
必

要
な

警
戒
避
難

体
制
に

関
す
る

事
項
 

 

1
6
.2
.
3
 
津

波
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知
 

市
町
村
長
は
、
本
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
津
波
災
害
警
戒
区
域

及
び
当
該
区
域
に
お

け
る

基
準

水
位

を
表

示
し

た
図

面
に

人
的

災
害
を

生
ず
る

お
そ

れ
が

あ
る

津
波
に

関
す
る

情
報

の
伝

達

方
法
、
避
難
施

設
そ
の
他
の
避
難

場
所
及
び
避

難
路
そ
の
他
の
避
難
経
路
に
関
す

る
事
項
そ
の

他
津

波
災
害

警
戒

区
域
に

お
け
る
円
滑
な
警
戒
避
難
を
確
保
す
る

上
で
必
要
な
事
項
を

住
民
、
勤
務

す
る

者
、
観

光
旅
客

そ
の

他
の

者
に
周
知
さ
せ

る
た
め
、
こ
れ
ら

の
事
項
を
記
載
し
た

も
の
を
、
印

刷
物

の
配
布

そ
の

他
の
適

切
な
方
法
に
よ
り

、
各
世

帯
に
提

供
す

る
と
と
も
に

、
図
面

に
表
示
し
た

事
項

及
び
記

載
し
た

事
項
に
係
る
情
報
を
、
イ

ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
の

利
用
そ

の
他

の
適
切

な
方

法
に
よ
り
、

住
民
等

が
そ

の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く

こ
と
と
す
る
。
な
お

、
高
潮
に
つ

い
て

も
必
要

な
措

置
を
講

じ
る
こ
と
と
す
る
。
 

 1
6
.2
.
4
 
避

難
促
進

施
設
に
係
る
避
難
確
保
計
画
 

津
波
防
災
地
域

づ
く
り

に
関

す
る
法

律
第

5
4
条
第
１

項
の
規

定
に
よ

り
本
市
地
域
防
災
計

画
に

名
称
及

び
所

在
地
を

定
め
ら
れ
た
地
下
街
等
又
は
社
会
福
祉

施
設
、
学
校

、
医
療

施
設
そ
の
他

の
主

と
し
て

防
災

上
の
配

慮
を
要
す
る
者
が
利
用
す
る
施
設
の
う

ち
、
そ
の
利
用

者
の

津
波
の
発
生

時
に

お
け

る
円

滑
か

つ
迅

速
な

避
難

を
確

保
す
る

た
め
の

体
制

を
計

画
的

に
整
備

す
る
必

要
が

あ
る

も

の
（
以

下
「
避

難
促
進
施
設
」
と
い
う
。
）
の

所
有
者

又
は
管

理
者

は
、
単

独
で

又
は

共
同
し

て
、

避
難

訓
練

そ
の

他
当

該
避

難
促

進
施

設
の
利

用
者
の

津
波

の
発

生
時

に
お
け

る
円
滑

か
つ

迅
速

な

避
難
の

確
保

を
図
る

た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す
る
避
難
確

保
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
を
市
町

村
長

に
報
告

す
る

と
と
も

に
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。
 

■
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7
8
 

 

津
波
の
発
生
時

に
お
け

る
避

難
確
保

計
画
に
は
、

次
の

事
項
を
記
載
す
る
も

の
と

す
る
。
 

①
津

波
の
発
生
時
に
お
け
る

避
難
促
進
施
設
の
防
災

体
制
に

関
す
る
事
項
 

②
津

波
の
発
生
時
に
お
け
る

避
難
促
進
施
設
の
利
用

者
の
避

難
の
誘
導
に
関
す
る
事
項
 

③
津

波
の

発
生
時

を
想

定
し

た
避

難
促

進
施
設

に
お

け
る

避
難

訓
練
及

び
防

災
教

育
の

実
施

に
関
す
る
事
項
 

④
そ

の
ほ
か
、
避
難
促
進
施

設
利

用
者
の
津
波
発
生
時
の
円

滑
か
つ
迅
速

な
避
難

の
確
保
を
図

る
た
め
に
必
要
な
措
置
に
関
す

る
事

項
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
津

波
防
災

地
域

づ
く

り
に

関
す

る
法

律
第

7
1
条

に
よ

り
、
市

町
村

長
は

、
避

難
促

進
施

設
の

所
有
者

又
は

管
理

者
に

対
し

、
当
該

避
難

促
進

施
設

の
利

用
者

の
津

波
の

発
生
時

に
お

け
る

円
滑

か
つ

迅
速
な

避
難

の
確

保
を

図
る

た
め
に

必
要

な
助

言
又

は
勧

告
を

す
る

こ
と

が
で
き

る
の

で
記

述
し

て
お

く
こ
と

が
望
ま

し
い

。
 

                         

■
7
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 第
1
7
章

 
水
防

協
力
団

体
 

1
7
.1
 

水
防

協
力
団

体
の
指
定
 

水
防
管
理
団
体

は
、
下
記
に
規
定
す
る
業
務

を
適

正
か
つ
確
実

に
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
認

め
ら

れ
る
法

人
そ

の
他
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
団
体
を

、
そ
の
申
請

に
よ

り
、
水

防
協

力
団
体

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

1
7
.2
 

水
防

協
力
団

体
の
業
務
 

（
1）

水
防
上

必
要
な
監
視
、
警

戒
そ
の
他
の
水

防
活
動
の
協
力
 

（
2）

水
防
に

必
要
な
器
具
、
資

材
又
は
設
備
の

保
管
、
提
供
 

（
3）

水
防
に

関
す
る
情
報
又
は

資
料
の
収
集
、

提
供
 

（
4）

水
防
に

関
す
る
調
査
研
究

 

（
5）

水
防
に

関
す
る
知
識
の
普

及
、
啓
発
 

（
6）

前
各
号

に
附
帯
す
る
業
務

 

 

1
7
.3
 

水
防

協
力
団

体
と
水
防
団
等
の
連
携
 

水
防
協
力
団
体

は
、
水
防
団
と
の
密
接
な
連

携
の

下
に
前
項
の

業
務
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。

ま
た
、
水
防

協
力
団
体
は
、
毎
年

水
防
団
及
び

消
防
機
関
が
行
う
水
防
訓
練
に
参

加
す
る
も
の

と
す

る
。
 

津
波
災
害
警
戒

区
域
に

係
わ

る
水
防

協
力
団
体
は

、
津

波
防
災

地
域
づ

く
り
に
関
す
る
法
律

に
規

定
さ
れ

た
津

波
避
難

訓
練
に
参
加
す
る

。（
法
第

3
2
条
の
３

）
 

 

1
7
.4
 

水
防

協
力
団

体
の
申
請
・
指
定
及
び
運
用
 

市
町
村
は
、
水

防
協

力
団
体

の
申
請

が
あ

っ
た
場
合
は

、
資
料

17
－
１
を
基
に
指
定
す
る

こ
と

と
す
る

。
ま
た

指
定

の
際

は
、
合

わ
せ
て
水
防

協
力
団
体
の

名
称
、
住
所
及
び
事

務
所
の
所
在

地
を

公
示
す

る
も

の
と
す

る
。
 

水
防
協
力
団
体

の
業
務

の
運

用
に
あ

た
っ
て
は
、
業
務

が
適
正

か
つ
確

実
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
資

料
1
7
－
５
に

よ
る
も
の
と
す
る
。
 

 

＜
解
説

＞
 

【
推
奨

】
水

防
協

力
団

体
の

位
置
づ

け
と

と
も

に
、
水

防
管

理
団

体
に
お

け
る

申
請
・
指

定
手

続
き

及
び

運
用
が

行
い

や
す

い
よ

う
指

定
要
領

等
を

示
す
こ

と
が

望
ま
し

い
。
 

 
 

■
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資料３－１ 重要水防箇所評定基準（案） （国管理） 

種別 
重要度等 

要注意区間 
Ａ 水防上最も重要な区間 Ｂ 水防上重要な区間 

越水 

（溢水） 

計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっ

ては計画高潮位）が現況の堤防高を超える箇所。 

計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては計

画高潮位）と現況の堤防高との差が堤防の計画余裕高に満たな

い箇所。 

 

堤体漏水 

堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の履歴（被災状況

が確認できるもの）があり、類似の変状が繰り返し生じ

ている箇所。 

堤体の土質、法勾配等からみて堤防の機能に支障が生じ

る堤体の変状の生じるおそれがあり、かつ堤防の機能に

支障が生じる堤体の変状の履歴（被災状況が確認できる

もの）がある箇所。 

水防団等と意見交換を行い、堤体漏水が生じる可能性が

特に高いと考えられる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の履歴（被災状況が確認

できるもの）があり、安全が確認されていない箇所、又は堤防

の機能に支障は生じていないが、進行性がある堤体の変状が集

中している箇所。 

堤防の機能に支障が生じる堤体の変状の履歴（被災状況が確認

できるもの）はないが、堤体の土質、法勾配等からみて堤防の

機能に支障が生じる堤体の変状の生じるおそれがあると考え

られる箇所。 

水防団等と意見交換を行い、堤体漏水が生じる可能性が高いと

考えられる箇所。 

 

基礎地盤漏水 

堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する変

状の履歴（被災状況が確認できるもの）があり、類似の

変状が繰り返し生じている箇所。 

基礎地盤の土質等からみて堤防の機能に支障が生じる

変状の生じるおそれがあり、かつ堤防の機能に支障が生

じる基礎地盤漏水に関係する変状の履歴（被災状況が確

認できるもの）がある箇所。 

水防団等と意見交換を行い、基礎地盤漏水が生じる可能

性が特に高いと考えられる箇所。 

堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるもの）があり、安全が確認されてい

ない箇所、又は堤防の機能に支障は生じていないが、進行性が

ある基盤漏水に関係する変状が集中している箇所。 

堤防の機能に支障が生じる基礎地盤漏水に関係する変状の履

歴（被災状況が確認できるもの）はないが、基礎地盤漏水の土

質等からみて堤防の機能に支障が生じる変状の生じるおそれ

があると考えられる箇所。 

水防団等と意見交換を行い、基礎地盤漏水が生じる可能性が高

いと考えられる箇所。 

 

水衝・洗掘 

水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れしているが、そ

の対策が未施工の箇所。 

橋台取り付け部やその他の工作物の突出箇所で、堤防護

岸の根固め等が洗われ一部破損しているが、その対策が

未施工の箇所。 

波浪による河岸の決壊等の危険に瀕した実績があるが、

その対策が未施工の箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れにならない程度に洗

掘されているが、その対策が未施工の箇所。 
 

工作物 

河川管理施設等応急対策基準に基づく改善措置が必要

な堰、橋梁、樋管その他の工作物の設置されている箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁下高等が計画高水流

量規模の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては計画高

潮位）以下となる箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁下高等と計画高水流量規模

の洪水の水位（高潮区間の堤防にあっては計画高潮位）との差

が堤防の計画余裕高に満たない箇所。 

 

 

■
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工事施工   

出水期間中に堤防を開削する工事

箇所又は仮締切等により本堤に影

響を及ぼす箇所。 

新堤防 

・破堤跡 

・旧川跡 

  
新堤防で築造後３年以内の箇所。 

破堤跡又は旧川跡の箇所。 

陸閘   陸閘が設置されている箇所。 

 

 

資料３－２  重要水防箇所 （国管理河川） 

河川名 地先名 左右岸 延長（m） 位置 重要度 注意を要する理由 水防工法 備考 

○○川 ○○市○○町○○ 右岸 ○○ ○○～○○ A 流下能力不足 積み土のう工 重点区間 

KP○.○ 危険箇所 

○○川 ○○市○○町○○ 右岸 ○○ ○○～○○ A 流下能力不足 積み土のう工  

 

 

資料３－３  重要水防箇所 （○○都道府県管理河川） 

河川名 地先名 左右岸 延長（m） 位置 重要度 注意を要する理由 水防工法 備考 

○○川 ○○市○○町○○ 右岸 ○○ ○○～○○ A 流下能力不足 積み土のう工 重点区間 

KP○.○ 危険箇所 

○○川 ○○市○○町○○ 右岸 ○○ ○○～○○ A 流下能力不足 積み土のう工  
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資料４－２ 水防法に基づく洪水予報（国発表） 伝達経路等（例） 

水防法に定められた洪水予報の通知・周知は必須であるが、気象業務法や地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

国土交通省
○○河川事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○地方気象台
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○建設事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係市町村（別表－１）

関係水防管理者（別表－１）

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

○○市（水防・避難） 000-000-0000 000-000-0000

△△市（水防）
△△市（避難）

000-000-0000
000-000-0000

000-000-0000
000-000-0000

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

□□町（避難） 000-000-0000 000-000-0000

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

量水標等 量水標管理者 電話番号 FAX番号

○○水位観測所
国土交通省

○○河川事務所
000-000-0000 000-000-0000

△△水位観測所 △△電力（株） 000-000-0000 000-000-0000

□□水位観測所 □□土地改良区 000-000-0000 000-000-0000

××検潮所 気象庁 000-000-0000 000-000-0000

一般住民

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先 別表－２ 量水標管理者連絡先 別表－３ 報道機関連絡先

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

■
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資料４－３ 水防法に基づく洪水予報（都道府県・気象庁共同発表） 伝達経路等（例） 

水防法に定められた洪水予報の通知・周知は必須であるが、気象業務法や地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

○○建設事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○地方気象台
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係市町村（別表－１）

関係水防管理者（別表－１）

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

○○市（水防・避難） 000-000-0000 000-000-0000

△△市（水防）
△△市（避難）

000-000-0000
000-000-0000

000-000-0000
000-000-0000

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

□□町（避難） 000-000-0000 000-000-0000

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

量水標等 量水標管理者 電話番号 FAX番号

○○水位観測所
国土交通省

○○河川事務所
000-000-0000 000-000-0000

△△水位観測所 △△電力（株） 000-000-0000 000-000-0000

□□水位観測所 □□土地改良区 000-000-0000 000-000-0000

××検潮所 気象庁 000-000-0000 000-000-0000

一般住民

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先 別表－２ 量水標管理者連絡先 別表－３ 報道機関連絡先

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

■
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資料４－５ 水防法に基づく水位到達情報（国土交通省発表）の伝達経路等（例） 

水防法に定められた水位到達情報の通知・周知は必須であるが、地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

国土交通省
○○河川事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○建設事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係市町村（別表－１）

関係水防管理者（別表－１）

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

○○市（水防・避難） 000-000-0000 000-000-0000

△△市（水防）
△△市（避難）

000-000-0000
000-000-0000

000-000-0000
000-000-0000

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

□□町（避難） 000-000-0000 000-000-0000

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

量水標等 量水標管理者 電話番号 FAX番号

○○水位観測所
国土交通省

○○河川事務所
000-000-0000 000-000-0000

△△水位観測所 △△電力（株） 000-000-0000 000-000-0000

□□水位観測所 □□土地改良区 000-000-0000 000-000-0000

××検潮所 気象庁 000-000-0000 000-000-0000

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先 別表－２ 量水標管理者連絡先 別表－３ 報道機関連絡先

一般住民

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

■
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資料４－６ 水位到達情報（都道府県発表）の伝達経路等（例） 

水防法に定められた水位到達情報の通知・周知は必須であるが、地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

○○市（水防・避難） 000-000-0000 000-000-0000

△△市（水防）
△△市（避難）

000-000-0000
000-000-0000

000-000-0000
000-000-0000

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

□□町（避難） 000-000-0000 000-000-0000

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

量水標等 量水標管理者 電話番号 FAX番号

○○水位観測所
国土交通省

○○河川事務所
000-000-0000 000-000-0000

△△水位観測所 △△電力（株） 000-000-0000 000-000-0000

□□水位観測所 □□土地改良区 000-000-0000 000-000-0000

××検潮所 気象庁 000-000-0000 000-000-0000

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先 別表－２ 量水標管理者連絡先 別表－３ 報道機関連絡先

○○建設事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係市町村（別表－１）

関係水防管理者（別表－１）

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

一般住民

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

■
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資料４－８ 水防法に基づく水位周知下水道の水位到達情報（都道府県発表）の伝達経路等（例） 

水防法に定められた水位到達情報の通知・周知は必須であるが、地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

  

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

○○市 000-000-0000 000-000-0000

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

量水標等 量水標管理者 電話番号 FAX番号

○○水位観測所
国土交通省

○○河川事務所
000-000-0000 000-000-0000

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先 別表－２ 量水標管理者連絡先 別表－３ 報道機関連絡先

○○県下水道部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係市町村（別表－１）

関係水防管理者（別表－１）

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

一般住民

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

■
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資料４－９ 水防法に基づく水位周知下水道の水位到達情報（市町村発表）の伝達経路等（例） 

水防法に定められた水位到達情報の通知・周知は必須であるが、地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

 

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先 別表－２ 量水標管理者連絡先 別表－３ 報道機関連絡先

○○市下水道部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係水防管理者（別表－１）

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

一般住民

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

量水標等 量水標管理者 電話番号 FAX番号

○○水位観測所
国土交通省

○○河川事務所
000-000-0000 000-000-0000

△△水位観測所 △△県 000-000-0000 000-000-0000
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●
.●

m
 

○
○
検

潮
所
（

B
・
C
地

区
）

 
●

.●
m
 

○
○
検

潮
所
（

D
地

区
）

 
●

.●
m
 

※
高

潮
特
別
警

戒
水
位
：
水

防
法

第
13

条
の

3
で

規
定

さ
れ

る
水

位
。
警

戒
レ

ベ
ル

５
緊

急
安

全
確
保

の
発

令
の

判
断
材

料
。

 

 

問
い
合

わ
せ

先
 

●
●
県

土
木

部
●

●
課

 
電

話
：
0
00

-
00

0
-
00
0
0 

（
内

線
）

○
○

○
 

 

■
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資料４－11 水防法に基づく水位周知海岸の水位到達情報の伝達経路等（例） 

水防法に定められた水位到達情報の通知・周知は必須であるが、地域防災計画等に基づく手続き等にも留意して伝達経路等を定める。 

 

 

別表－１ 関係水防管理者・関係市町村連絡先

水防管理者／市町村 電話番号 FAX番号

○○市 000-000-0000 000-000-0000

□□水防事務組合 000-000-0000 000-000-0000

別表－２ 量水標管理者 別表－３ 報道機関連絡先

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

都道府県（水防本部）
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

報道機関（別表－３）

量水標管理者（別表－２）

関係水防管理者（別表－１）

関係市町村（別表－１）

一般住民

地下街等

要配慮者利用施設

大規模工場等

避難勧告等

量水標管理者 電話番号 FAX番号

国（○○気象台） 000-000-0000 000-000-0000

国（○○港湾事
務所）

000-000-0000 000-000-0000

県（○○土木事
務所）

000-000-0000 000-000-0000

■

9
5 

 資
料
４
－

1
2 

水
防
警

報
（

国
土
交

通
省
又
は
都

道
府
県
発
表
）

の
発

表
形

式
（
例
：
洪
水
）
 

 

■
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資料４－13 水防警報（国土交通省発表）の伝達経路等（例.河川） 

 

 

 

 

○○県警察本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○土木事務所

TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

陸上自衛隊○○駐屯地
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係水防管理団体（別表－１）

報道機関等（別表－２）

指定公共機関（別表－３）

水位・雨量観測所

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

ファクシミリによる伝達

HP「川の防災情報」による補助的伝達

電子メールによる伝達

凡 例

□□土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

△△土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

国土交通省
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○河川事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

国土交通省
○○地方整備局
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○地方気象台

TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

河川情報センター
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000 ○○ダム管理所

TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○電力

TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

ダム・水門等管理者

別表－１ 関係水防管理団体連絡先

水防管理団体 電話番号 FAX番号

○○市 000-000-0000 000-000-0000

△△市 000-000-0000 000-000-0000

□□市 000-000-0000 000-000-0000

××町 000-000-0000 000-000-0000

別表－２ 報道機関等連絡先

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

別表－３ 指定公共機関連絡先

公共機関名 電話番号 FAX番号

○○鉄道（株） 000-000-0000 000-000-0000

△△鉄道（株） 000-000-0000 000-000-0000
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資料４－14 水防警報（都道府県発表）の伝達経路等（例.河川） 

 

 

 

 

 

○○県警察本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

陸上自衛隊○○駐屯地
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係水防管理団体（別表－１）

報道機関等（別表－２）

水位・雨量観測所

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

ファクシミリによる伝達

凡 例

国土交通省
○○河川事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○地方気象台
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

河川情報センター
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

ダム・水門等管理者

△△土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

□□土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

別表－１ 関係水防管理団体連絡先

水防管理団体 電話番号 FAX番号

○○市 000-000-0000 000-000-0000

△△市 000-000-0000 000-000-0000

□□市 000-000-0000 000-000-0000

××町 000-000-0000 000-000-0000

別表－２ 報道機関等連絡先

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

 
 

■
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料
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－

1
5 

水
防
警

報
（
海
岸
）（

国
土
交
通
省

又
は
都
道
府

県
発
表

）
の

発
表
形
式
（
例
：
高

潮
）
 

 

 

　
　

国
土

交
通
省

　
○

○
川

河
川

事
務

所
発
表

（
自

由
に

記
入

）

（
参
考
）

「
雨

量
」

「
水
位

」
等

の
情
報

は
、
下

記
の

サ
イ
ト

か
ら

も
ご

覧
い
た

だ
け

ま
す
。

×
×
×

×
×

□
□
□

□
□

○
○
○

○
○

○

△
△
△

△
△

(第
△

△
号

)　
　

問
い

合
わ

せ
先

国
土

交
通

省
　
○

○
河
川

事
務
所

　
○

○
○

○
課

　
電
話

：
00
0
-
00
0
-
00
0
0（

内
線

）
○

○
○

水
防

警
報

(
海
岸

)
発
表

状
況

海
岸

名
待

機
準

備
出

動
解

除

水
 
防

 
警

 
報
 
（

 
出

 
動

 
）

平
成

○
○

年
○

○
月

○
○

日
○

○
時

○
○

分

 
 
○

　
○

　
海

　
岸

川
の
防
災

情
報

パ
ソ

コ
ン

か
ら

携
帯
電

話
か

ら
h
t
tp
:
//
w
w
w
.r
iv
er

.g
o
.
jp
/

h
tt

p:
/
/
i.r

iv
er

.g
o
.jp

/

正
規
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資料４－16 水防警報（国土交通省発表）の伝達経路等（例.海岸） 

 

別表－１ 関係水防管理団体連絡先

水防管理団体 電話番号 FAX番号

○○市 000-000-0000 000-000-0000

△△市 000-000-0000 000-000-0000

□□市 000-000-0000 000-000-0000

××町 000-000-0000 000-000-0000

別表－２ 報道機関等連絡先

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

別表－３ 指定公共機関連絡先

公共機関名 電話番号 FAX番号

○○鉄道（株） 000-000-0000 000-000-0000

△△鉄道（株） 000-000-0000 000-000-0000

 

 

 
  

 

■
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資料４－17 水防警報（都道府県発表）の伝達経路等（例.海岸） 

 

 

 

 

 

○○県警察本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○県水防本部
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

陸上自衛隊○○駐屯地
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

関係水防管理団体（別表－１）

報道機関等（別表－２）

水位・雨量観測所

○○県危機管理防災課
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

ファクシミリによる伝達

凡 例

国土交通省
○○河川事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

○○地方気象台
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

河川情報センター
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

ダム・水門等管理者

△△土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

□□土木事務所
TEL 000-000-0000
FAX 000-000-0000

別表－１ 関係水防管理団体連絡先

水防管理団体 電話番号 FAX番号

○○市 000-000-0000 000-000-0000

△△市 000-000-0000 000-000-0000

□□市 000-000-0000 000-000-0000

××町 000-000-0000 000-000-0000

別表－２ 報道機関等連絡先

報道機関名 電話番号 FAX番号

テレビ○○ 000-000-0000 000-000-0000

○○放送 000-000-0000 000-000-0000

○○新聞 000-000-0000 000-000-0000

  

■
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地
点
の

違
い

に
よ
る

津
波
到

達
の

イ
メ
ー

ジ
 

資
料

４
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18
 

津
波

に
関
す

る
水
防

警
報
に

係
る

基
本
的

な
考

え
方
 

（
１

）
 
基
本
的

な
考

え
方
 

津
波
は

、
地
震

の
発

生
地
点
か

ら
沿
岸
ま

で
の
距

離
に

よ
っ

て
‘

近
地
津

波
’
と
‘

遠
地
津

波
’

に
大

別
で
き
、
そ

れ
ぞ

れ
沿
岸

ま
で

の
津

波
到
達

時
間
が

異
な

る
。
こ

の
た
め
水

防
警
報
の

発
令

に
関

し
て
は
、
当

該
地

で
の
津

波
到

達
時

間
を
念

頭
に

、
水

防
従

事
者

の
安
全

に
配

慮
し
た

水
防

の
内

容
や
発
令

基
準
を

定
め

る
も
の

と
す

る
。
 

 

１
）

近
地
津

波
と
遠

地
津
波

へ
の

対
応
 

【
近

地
津
波

】
 

‘
近

地
津

波
’

は
震

源
か

ら
海

岸
ま

で
の
距

離
の

違
い

に
よ

り
、
到
達

時
間
が

異
な

る
。
 

こ
の

点
に

留
意

し
、

気
象

庁
の

津
波

警
報
等

の
種

類
や

津
波

到
達

予
想

時
刻

に
対

応
し

た
、

適
切

な
津

波
の
水

防

警
報

を
発
令
す

る
こ
と

が
望

ま
し
い

。
 

‘
近

地
津

波
’

の
場

合
は

、
短

時
間

で
津
波

が
襲

来
す

る
場

合
が
多
い

。
そ
の

間
で
水

防
活
動
を
行

う
た

め
に
は

、

気
象

庁
が

発
表

し
た

津
波

警
報

等
に

即
応

し
水

防
団
が

出

動
す

る
な

ど
、

活
動

時
間

を
少

し
で

も
確

保
す

る
こ
と

が

重
要

と
な
る
。

 

ま
た

、
津

波
到

達
時

間
が

短
く

水
防

活
動
を

行
う

時
間

を
確

保
で

き
な

い
地

域
で

は
、

水
防

警
報

の
発

令
を
行

わ

な
い

等
、

水
防

従
事

者
の

安
全

に
配

慮
し

た
水

防
警
報

の

発
令

基
準
等
を

定
め
て

お
く

。
 

 

【
遠

地
津
波

】
 

チ
リ
沿

岸
の

地
震
で

発
生
す

る
よ

う
な

‘
遠

地
津

波
’

の
場

合
は
、

津
波

の
 

到
達

ま
で
時
間

が
長
く

、
水

防
活
動

の
た

め
の
時

間
が

確
保

で
き

る
。

 

          

 

出
典

「
主

な
海

溝
型
地

震
の
評

価
結

果
」
地

震
調
査
研
究

推
進
本

部
 

近
地
津

波
の
要

因
と

な
り
う
る

主
な
海
溝
型
地

震
 

西
日

本
か
ら

み
た
地

震
（

津
波
）

と
水
防

警
報
の
関

係
イ

メ
ー
ジ

 ■
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【
日
本

近
海

の
地
震

で
あ

っ
て

も
当

該
地

ま
で
の
距

離
が
長

い
場
合

】
 

東
北

地
方
太

平
洋
沖

型
で
あ

っ
て
も

西
日
本
地
域

に
と

っ
て

は
、
少

し
遠

い
地
震

で
あ
り

津
波

到
達
ま

で
の
時

間
が
あ

り
水

防
活
動

の
た

め
の
時

間
が

あ
る

程
度

確
保

で
き

る
。
 

水
防

活
動
に

あ
た
っ

て
は
、

以
下
の

項
目
等
に
留

意
す

る
。

 

1.
 

水
防

活
動
（

巡
視

、
連
絡

、
応

急
措

置
等
）

 

⇒
 
対
象

の
重
点

化
 

2.
 

水
防

団
の
活

動
（

依
頼
さ

れ
た

水
門
・
陸

閘
等

の
操
作

）
 

⇒
 
対
象

の
重
点

化
 

3.
 

活
動

時
間
 

⇒
 
「
活

動
可
能

時
間
」

の
有

無
 

4.
 

情
報

伝
達
 

⇒
 
津
波

等
情
報

の
伝

達
、
連

絡
体

制
の
確

保
 

5.
 

避
難

体
制
 

⇒
 
安
全

な
場
所

ま
で
の

避
難

経
路
、

 

退
避

必
要
時

間
等

の
確

認
 

 

２
）「

活
動
可

能
時

間
」

の
考

え
方
に

つ
い

て
 

「
活

動
可
能

時
間

」
と
は

、
例

え
ば
「

現
場

到
着
時
刻

か
ら

気
象

庁
が
発

表
す
る

津
波
到

達
予

想
時
刻

ま
で
の

時
間
」
か
ら

安
全
時

間
を

考
慮
し

た
「
退

避
必
要

時
間

」
を
差

し
引

い
た
実

働
可

能
時
間

と
す
る

。
な
お

、
地

震
後
の

安
否

確
認
や

各
自

の
準

備
時

間
等

に
も

配
慮

す
る
。

 

「
活

動
可
能

時
間

」
内
で

、
計

画
的
か
つ

効
率

的
な

水
防
活

動
を

行
う

た
め
に
は

、
防
災

訓
練

（
避
難

経
路
、

退
避
必

要
時

間
及

び
情
報

の
入

手
等

の
実

地
訓
練

）
、

危
険
箇

所
等

の
巡
視

、
水

防
資
機

材
の
備

蓄
確
認

な
ど

の
平
常

時
か

ら
の
備

え
が

必
要

で
あ

る
。

 

 

遠
地
津

波
の

要
因
と
な

る
主

な
地

震
 

出
典
：
内

閣
府
中
央
防

災
会
議

災
害

時
の
避

難
に

関
す
る

専
門
調

査
会

津
波
防

災
に

関
す
る

ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー

プ
資

料
 

気
象

庁
の

津
波

警
報

津
波

到
達

予
想

時
刻

水
防

警
報

（
出

動
）

退
避

開
始

津
波

到
達

ま
で

の

時
間

長
い

短
い

現
場

到
着

活
動

可
能

時
間

退
避

必
要

時
間

活
動

可
能

時
間

を
踏

ま
え

た
活

動
内

容
を

精
査

気
象

庁
の

警
報

と
水

防
警

報
の

発
令

タ
イ

ミ
ン

グ
を

整
理

こ
の

場
合

、
現

場
で

活
動

で
き

る
時

間
が

確
保

で
き

な
い

■
1
03
 

 ３
）
水
防

警
報

の
検
討

フ
ロ

ー
 

         

活
動

可
能

時
間

が
あ

る
地

域

地
震

発
生

震
源

地
の

公
表 情

報
収

集

（水
防

警
報

な
し

）

出
動

解
除

①
近

地
津

波
②

離
れ

た
日

本
近

海
の

津
波

③
遠

地
津

波

大
規

模
な

地
震

か

解
除

被
害

の
お

そ
れ

が
な

い
情

報

解
除

体
制

と
ら

な
い

津
波

警
報

等
の

発
表

が
あ

る
か

活
動

可
能

時
間

が
あ

る
地

域
避

難

津
波

警
報

等
の

発
表

が
あ

る
か

体
制

と
ら

な
い

出
動

解
除

■
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資料４－19 津波時の水防警報の発令基準について（水防管理団体版） 

 

 

 

「活動可能時間」なし 

津
波
区
分 

①  震源地から「近い」 ② 震源地から「少し遠い」 ③ 震源地から「遠い」 

パターンＡ．「活動可能時間」が確保不可能 パターンＢ．「活動可能時間」が確保可能 
パターンＣ．地理的特性等から「活動可能時間」が確保可

能 
パターンＤ．「活動可能時間」が十分確保可能 

日本近海における地震発生で震源域の情

報から、津波到達時間が推定できるが、そ

の時間が短すぎるため水防活動ができない

場合 

日本近海における地震発生で、震源域の情

報から津波到達時間が推定でき、十分でなく

とも活動可能時間がとれる場合 

日本近海における地震発生により、津波到達時間が予想

されるが地理的状況等から津波到達まで「活動可能時間」

が確保できる場合 

チリ津波のように、津波到来が予想されるが地理的

状況等から当該地までの津波の到達時間まで相当

の時間があり、「活動可能時間」の確保が十分できる

場合。 

水
防
警
報 

安全確保のため自らも避難 
（水防警報は発令しない） 

気象庁の警報等に伴い 

水防警報「出動」の発令 
（「情報収集」なし） 

大規模な地震発生等に伴い 

水防警報「情報収集」の発令 

気象庁の情報等に基づき 

水防警報「情報収集」の発令 

  

考
厪
方 

津波到達時間が短く、水防従事者が水防活

動を行う時間を確保できないため安全を優

先。 

気象庁の注意報または警報が発表された場

合、即座に自動的に水防「出動」を発令し、

活動可能時間を少しでも増やす。 

地理的な条件等から津波到達まで時間があり、「活動可能

時間」の確保が可能な場合は、水防警報を発令。 

・気象庁から津波注意報又は警報が発表された場合に発

令 

・発令のタイミングについては、活動に要する時間と退避

必要時間を踏まえ発令 

チリ津波のような遠地津波の場合は、津波到達まで

比較的時間が長く、「活動可能時間」が確保できるこ

とから水防警報を発令。 

・気象庁から津波注意報又は警報が発表された場

合に発令 

・発令のタイミングについては、活動に要する時間

と退避必要時間を踏まえ発令 

短い 「活動可能時間」  「現場到達時刻から気象庁が発表する津波到達予想時刻までの時間」から「退避必要時間」を差し引いたもの 長い 

地震の発生場所によって津波の到達時間があらかじめ分かる地域では、退避に要する時間を考慮し「活動可能時間」を検討し、水防警報の発令内容を定める。

※対象の地震につ

いて、あらかじめ

水防警報の発令

基準を決めておく 

対象の地震を決めておく 

情報収集発令しない 

避難 出動 

解除 

 

「活動可能時間」なし

「活動可能時間」あり

1)気象庁から津波注意報や

警報が解除されたとき 

2)水防活動の必要があると

認められなくなったとき 

出動 

解除 

情報収集 

解除 

津波注意報又は警報が発

表され、「活動可能時間」が

あり、かつ水防活動が必要 

津波注意報や警報が発表されない 

1)気象庁から津波注意報や警報が解除されたとき 

2)水防活動の必要があると認められなくなったとき 

※「情報収集」とは、水防本部等

が気象庁等の情報を得る状態

を保つこと 

■
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留
意
事
項 

※各地区でこのパターンに該当する地震に

ついて、あるかないかも含めあらかじめ整理

しておく。 

※各地区でこのパターンに該当する地震について、あるかないかも含めあらかじめ整理しておく。 

※気象庁から発表される津波警報等が現地で活動中の水防団員に必ず届くことを確認しておくこと。 

※水防活動が必要となるのが、気象庁からどのような警報等が発表されたときとなるのか、あらかじめ整理しておくこと。 

※避難訓練を実施し、「退避必要時間」内に退避できることを確認しておくことが望ましい。 

※以下の内容について、事前に定めておくこと。 

ａ．水防団員自身の退避に必要な時間と退避開始時刻（津波到達予想時刻の○○分前など） 

ｂ．水防団員の安否確認方法（連絡体制） 

ｃ．水防活動内容の精査・重点化 

ｄ．水防団員の避難手段や避難経路の確認 

＜「水防計画作成の手引き（案）」への記載例＞    

情
報
収
集 

【海岸・河川】 
 

 

 

 

 

 

○○地区（○○川）では南海トラフ地震発生

による津波到来を想定した場合、津波到達

時間が短く、水防従事者が水防活動を行う

時間を確保できないため、水防警報は発令

しない。 

（記載なし） 

（内容） 

・水防活動に備えて津波発生の有無、津波到達予想時刻

等を情報収集するもの 

（発令基準） 

・日本近海において大規模な地震が発生し、津波到来のお

それが否定できないとき 

（内容） 

・水防活動に備えて津波発生の有無、津波到達予想

時刻等を情報収集するもの 

（発令基準） 

・遠地において大規模な地震が発生し、津波到来の

おそれが否定できないとき 

出
動 

（内容） 

・水防機関が出動する必要がある旨を警告

するもの 

（発令基準） 

【海岸】 

・気象庁から○○地域を震源とする地震によ

る津波警報等が発表されたとき 

【河川】 

・気象庁から津波警報等が発表された際に

河川への津波遡上により、氾濫危険水位を

超えるおそれがあるとき 

（内容） 

・水防機関が出動する必要がある旨を警告するもの 

 

（発令基準） 

【海岸】 

・気象庁から津波警報が発表される等、水防活動が必要と認めるとき 

 

【河川】 

・気象庁から津波警報等が発表された際に河川への津波遡上により、氾濫危険水位を超えるおそれがあるとき 

解
除 

（内容） 

・水防活動の必要が解消した旨を通知するもの 

（発令基準） 

１）気象庁から津波注意報や警報が解除されたとき 

２）水防活動の必要があると認められなくなったとき 

■
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【参考】津波時の水防警報の発表基準について（都道府県版） 

 

 

 

「活動可能時間」なし 

津
波
区
分 

① 震源地から「近い」 ② 震源地から「少し遠い」 ③ 震源地から「遠い」 

パターンＡ．「活動可能時間」が確保不可能 パターンＢ．「活動可能時間」が確保可能 
パターンＣ．地理的特性等から「活動可能時間」が確保可

能 
パターンＤ．「活動可能時間」が十分確保可能 

日本近海における地震発生で震源域の情報

から、津波到達時間が推定できるが、その

時間が短すぎるため水防活動ができない場

合 

日本近海における地震発生で、震源域の情

報から津波到達時間が推定でき、十分でなく

とも活動可能時間がとれる場合 

日本近海における地震発生により、津波到達時間が予想さ

れるが地理的状況等から津波到達まで「活動可能時間」が

確保できる場合 

チリ津波のように、津波到来が予想されるが地理的

状況等から当該地までの津波の到達時間まで相当

の時間があり、「活動可能時間」の確保が十分できる

場合。 

水
防
警
報 

安全確保のため自らも避難 
「水防警報」は発表しない 

気象庁の警報等に伴い 

水防警報「出動」の発表 
（「情報収集」なし） 

気象庁の情報等に基づき 

水防警報「出動」の発表 
（水防管理団体はすでに水防警報「情報収集」を発令している場合が多い。） 

 

考
厪
方 

津波到達時間が短く、水防従事者が水防活

動を行う時間を確保できないため安全を優

先。 

気象庁の注意報または警報が発表された場

合、即座に自動的に水防「出動」を発令し、

活動可能時間を少しでも増やす。 

地理的な条件等から津波到達まで時間があり、「活動可能

時間」の確保が可能な場合は、水防警報を発表。 

・気象庁から津波注意報又は警報が発表された場合に発

表 

・発令のタイミングについては、活動に要する時間と退避

必要時間を踏まえ発表 

チリ津波のような遠地津波の場合は、津波到達まで

比較的時間が長く、「活動可能時間」が確保できるこ

とから水防警報を発表。 

・気象庁から津波注意報又は警報が発表された場

合に発表 

・発令のタイミングについては、活動に要する時間

と退避必要時間を踏まえ発表 

短い 「活動可能時間」  「現場到達時刻から気象庁が発表する津波到達予想時刻までの時間」から「退避必要時間」を差し引いたもの 長い 

地震の発生場所によって津波の到達時間があらかじめ分かる地域では、退避に要する時間を考慮し「活動可能時間」を検討し、水防警報の発令内容を定める。

※対象の地震について、あらかじめ

水防警報の基準を決めておく 対象の地震を決めておく 

避難 出動 

解除 

 

「活動可能時間」なし

「活動可能時間」あり 

1)気象庁から津波注意報や警報が解除されたとき 

2)水防活動の必要があると認められなくなったとき 

■
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留
意
事
項 

※各地区でこのパターンに該当する地震に

ついて、あるかないかも含めあらかじめ整理

しておく。 

※各地区でこのパターンに該当する地震について、あるかないかも含めあらかじめ整理しておく。 

※気象庁から発表される津波警報等が現地で活動中の水防団員に必ず届くことを確認しておくこと。 

※水防活動が必要となるのが、気象庁からどのような警報等が発表されたときとなるのか、あらかじめ整理しておくこと。 

※避難訓練を実施し、「退避必要時間」内に退避できることを確認しておくことが望ましい。 

※以下の内容について、事前に定めておくこと。 

ａ．水防団員自身の退避に必要な時間と退避開始時刻（津波到達予想時刻の○○分前など） 

ｂ．水防団員の安否確認方法（連絡体制） 

ｃ．水防活動内容の精査・重点化 

ｄ．水防団員の避難手段や避難経路の確認 

＜「水防計画作成の手引き（案）」への記載例＞    

情
報
収
集 

【海岸・河川】 
 

 

 

 

○○地区（○○川）では南海トラフ地震発生

による津波到来を想定した場合、津波到達

時間が短く、水防従事者が水防活動を行う

時間を確保できないため、水防警報は発表

しない。 

（記載なし） 

出
動 

（内容） 

・水防機関が出動する必要がある旨を警告するもの 

 

（発表基準） 

【海岸】 

・気象庁から○○地域を震源とする地震による津波警報等が発表されたとき 

 

【河川】 

・気象庁から津波警報等が発表された際に河川への津波遡上により、氾濫危険水位を超えるおそれがあるとき 

解
除 

（内容） 

・水防活動の必要が解消した旨を通知するもの 

 

（発表基準） 

１）気象庁から津波注意報や警報が解除されたとき 

２）水防活動の必要があると認められなくなったとき 

■

302 



1
08
 

 資
料
４
－

2
0 

水
防
警

報
（
河
川
）（

国
土
交
通
省

又
は
都
道
府

県
発
表

）
の

発
表
形
式
（
例
：
津

波
）
 

 

水
 

防
 
警
 

報
（

河
 
川

）
 

 

種
 
 
類
 

出
 
動
 
・
 

解
 
除
 

発
表
河
川
 

 
基

準
水

位
観

測

所
 

 
第
 
 

 
 

号
 

日
時
 

国
土
交
通
省
 
○
○

地
方
整

備
局
 

 
 
 

年
 
 

 
月
 
 
 
日
 
 

 
時
 
 
 

分
 

○
○
河
川
事
務
所
発

表
 

番
号
 

発
 

 
表
 
 
内
 
 
容
 

１
 

 
○
○
年
○
月

○
日
○
時
○
分
に
〔

大
津

波
警
報
・
津
波
警
報
〕
が

発
表
さ
れ
、
○
○
湾
で

は
○
m
の
津
波
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

 
津

波
到

達
時
刻
は
○
○
湾
△
△
で
○
日
○

○
：
○

○
頃
と
予
想

さ
れ

て
い
ま

す
。
 

 
 

津
波
の
河
川

遡
上
に
よ
り
○
○
観

測
所
で
は
、
氾
濫
危

険
水
位
を
超
え
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
水
防
機

関
は
、
出
動
し
水
防

活
動
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

 
水

防
活

動
の
実
施
後
は
、
速
や
か
に
退
避

し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
引

き
続

き
、
今
後
の
津
波
に
関
す
る
予
警

報
に
十

分
注
意
し
て

く
だ

さ
い
。

 

２
 

 
水

防
活
動
の
必
要
が

あ
る
と

認
め
ら
れ
な

く
な
っ

た
た
め
、
水
防
警

報
を
解

除
し
ま
す
。
 

 
 

 
 

 

※
緊
急
を

要
す

る
時
は

、
発

表
内
容

を
適
宜
簡
略

化
で
き
る
も

の
と
す

る
。

 

 

■
1
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 資
料
４
－

2
1 

水
防
警

報
（
海
岸
）（

国
土
交
通
省

又
は
都
道
府
県
発
表

）
の

発
表
形
式
（
例
：
津

波
）
 

 

水
 

防
 
警
 
報

（
海

 
岸

）
 

種
 
 
類
 

出
 
動
 
・
 

解
 

除
 

発
表
海

岸
 

 
基
準

港
湾
 

 
第

 
 
 
 
号
 

日
時
 

国
土
交
通
省
 
○
○
地
方
整
備
局
 

 
 
 

年
 
 
 
月
 
 
 
日
 
 

 
時

 
 
 

分
 

○
○
事
務
所

発
表
 

番
号
 

発
 
 
表
 
 
内
 
 
容
 

１
 

○
○
年

○
月
○
日
○
時
○
分
に
〔
大

津
波

警
報
・
津
波
警
報
〕
が
発
表
さ
れ

、
○
○
湾
で
は

○
m
の

津
波
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

 
津
波

到
達
時
刻
は
○
○

湾
△
△

で
○
日
○
○

：
○
○

頃
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す

。
 

 
水

防
機

関
は
、

出
動

し
水
防
活
動
を

行
っ

て
く
だ

さ
い
。
 

 
水

防
活

動
の
実

施
後

は
、
速
や
か
に

退
避

し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
引

き
続

き
、
今

後
の

津
波
に
関
す
る

予
警

報
に
十

分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

２
 

水
防

活
動
の
必
要
が
あ

る
と
認

め
ら
れ
な
く

な
っ
た

た
め
、
水
防
警
報

を
解
除

し
ま
す
。
 

 
 

 
 

 ※
緊
急
を

要
す

る
時
は

、
発

表
内
容

を
適
宜
簡
略

化
で
き
る
も
の

と
す

る
。
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資料５－１ 量水標管理者及び水防管理者一覧（例） 

○○水位観測所 国土交通省

○○河川事

務所 

○○川 右岸 24.0k 

（○○市○○

町○○地先） 

+**.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m テレメータ  

○○市 

△△水位観測所 △ △ 電 力

（株） 

○○川 左岸 20.0k 

（○○市△△

町△△地先） 

+**.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m 自記 ○○市が通

報・公表 

○○市 

□□水位観測所 □□土地改

良区 

△△川 右岸 20.0k 

（△△市□□

町□□地先） 

+**.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m 自記 △△市が通

報・公表 

△△市 

××水位観測所 ○○建設事

務所 

△△川 左岸 10.0k 

（△△市□□

町××地先） 

+**.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m テレメータ  

△△市 

××検潮所 ○○気象台 △△川

△△港 

左岸 0.0k 

（□□市××

町××地先） 

+**.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m **.*m テレメータ  

□□水防事

務組合 

■
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資料５－２ 雨量観測所一覧（例） 

○○雨量観測所 ○○川 ○○川 ○○市○○町○○地先 テレメータ ○○建設事務所 000-0000-0000  

△△雨量観測所 △△川 △△川 △△市△△町△△地先 自記 △△建設事務所 000-0000-0000  

 

資料７ ダム・水門等一覧（例） 

○○ダム ○○川 ○○市○○町○○ 
治水、 

上水 
○○県 ○○県○○事務所長 0000-00-0000  

△△水門 △△川 △△市△△町△△ 治水 △△県 △△市長 0000-00-0000  

 

資料９ 水防倉庫及び備蓄資器材一覧（例） 

○○ ○○ ○○ … ○○ ○○ ○○ … 

○○川 ○○倉庫 ○○市 
○○町 

○○川右岸 
10    100     

○○川 ○○倉庫 ○○市 
○○町 

○○川右岸 
10    100     
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 資
料

1
0－

１
 

水
防
団
及
び

消
防
団

の
管

轄
地
域

等
 

 （
１
）
○

○
水

防
団
（

団
長

：
 
 

 
 
 
、
連

絡
先
：
 
 

 
 
 

 
 

 
）
 

分
団

名
 

分
団
長

 
要

水
防

河
川

 

管
轄

区
域
 

集
合

場
所

 

○
○

分
団

 
○

○
○
○

 

（
00
0
0-
0
0
-0
00

0
）
 

○
○
川

 
○

○
地

区
、
△

△

地
区

 

○
○

詰
所

（
○

○
市
○

○
町
○

○
）

 

（
0
00
0
-
00
-
0
00
0
）

 

□
□

分
団

 
□

□
□
□

 

（
00
0
0-
0
0
-0
00

0
）
 

□
□
川

 
□

□
地

区
、
◇

◇

地
区

 

□
□

詰
所

（
□

□
市
□

□
町
□

□
）

 

（
0
00
0
-
00
-
0
00
0
）

 

 （
２
）
○

○
消

防
団
（

団
長

：
 
 

 
 
 
、
連

絡
先
：
 
 

 
 
 

 
 

 
）
 

分
団

名
 

分
団
長

 
要

水
防

河
川

 

管
轄

区
域
 

集
合

場
所

 

○
○

分
団

 
○

○
○
○

 

（
00
0
0-
0
0
-0
00

0
）
 

○
○
川

 
○

○
地

区
、
△

△

地
区

 

○
○

詰
所

（
○

○
市
○

○
町
○

○
）

 

（
0
00
0
-
00
-
0
00
0
）

 

□
□

分
団

 
□

□
□
□

 

（
00
0
0-
0
0
-0
00

0
）
 

□
□
川

 
□

□
地

区
、
◇

◇

地
区

 

□
□

詰
所

（
□

□
市
□

□
町
□

□
）

 

（
0
00
0
-
00
-
0
00
0
）
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 資
料

1
0
－
２
 

水
防
工
法
一

覧
表
 

原
 

因
 

工
 
法
 

工
 

法
 

の
 
概
 

要
 

利
用
箇

所
、
河
川

 
お

も
に
使

用
す
る
資

材
 

現
 

 
 
在
 

水 が あ ふ れ る 䥹 越 水 䥺  

積
み

土
の
う
工
 

堤
防
の

上
端
（
天

端
）
に
土
の

う
を
数

段
積
み

上
げ
る
 

一
般

河
川

 
土

の
う

、
防

水
シ

ー

ト
、
鉄
筋
棒

 

せ
き

板
工
 

 

堤
防
の

上
端
（
天

端
）
に
く
い

を
打
ち

せ
き
板

を
た
て
る

 

都
市

周
辺

河
川
 

（
土

の
う

の
入
手

困
難
）
 

鋼
製
支
柱
、
軽
量
鋼
板

 

蛇
か

ご
積
み
工
 

堤
防
の

上
端
（
天

端
）
に
土
の

う
の
代

わ
り
に

蛇
か
ご
を

置
く

 

急
流

河
川

 
鉄

線
蛇
か
ご

、
玉
石
、

防
水
シ
ー
ト

 

水
マ

ッ
ト
工
 

（
連

結
水
 

 
 

 
の
う
工
）

 

堤
防
の

上
端
（
天

端
）
に
ビ
ニ

ロ
ン
帆

布
製
水

マ
ッ
ト
を

置
く

 

都
市

周
辺

河
川
 

（
土

の
う

、
板

な
ど

入
手

困
難
）

 

既
製

水
の

う
、

ポ
ン

プ
、
鉄
パ
イ

プ
 

裏
む

し
ろ
 

 
 

 
張
り
工
 

堤
防

の
居

住
側

堤
防

斜
面

（
裏

の
り

面
）
を

む
し
ろ
で

被
覆

す
る

 

あ
ま

り
高

く
な

い
堤

体

の
固

い
箇

所
 

む
し
ろ
、
半

割
竹
、
土

俵
 

裏
シ

ー
ト
 

 
 

 
張
り
工
 

堤
防

の
居

住
側

堤
防

斜
面

（
裏

の
り

面
）
を

防
水
シ
ー

ト
で

被
覆

す
る

 

都
市

周
辺

河
川
 

（
む

し
ろ

、
竹

の
入

手
困

難
）
 

防
水
シ
ー
ト

、
鉄
筋
ピ

ン
、
軽
量
鉄

パ
イ

プ
、

土
の
う
 

漏    水  

居 住 側 䥹 川 裏 䥺 対 策  

釜
段

工
 

（
釜

築
き
、
 

 
 

 
釜
止
め
）

 

裏
小
段

、
居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の
り

）
先
平

地
に
円
形

に
積
み
、
土

俵
に
す

る
 

一
般

河
川

 

 

土
の

う
、

防
水

シ
ー

ト
、
鉄
筋
棒

、
ビ
ニ
ー

ル
パ
イ
プ
 

水
マ

ッ
ト
式
 

 
 

 
釜
段
工
 

裏
小
段

、
居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の
り

）
先

平
地

に
ビ

ニ
ロ

ン
帆

布
製

中
空

円
形
水

マ
ッ
ト
を

積
み

上
げ

る
 

都
市

周
辺

河
川
 

（
土

砂
、
土
の

う
の

入
手

困
難
）

 

既
製
水
の
う

ポ
ン

プ
、

鉄
パ
イ
プ
 

鉄
板

式
釜
段
工
 

（
簡

易
釜
段
工
）

 

裏
小
段

、
居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の
り

）
先

平
地

に
鉄

板
を

円
筒

形
に

組
み

立
て
る

 

都
市

周
辺

河
川
 

（
土

砂
、
土
の

う
の

入
手

困
難
）

 

鉄
板
、
土
の

う
、
パ
イ

プ
、
鉄
パ
イ

プ
ぐ

い
 

月
の

輪
工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（
裏
の
り
）
部
に
よ

り
か
か

り
半
円
形

に
積

み
土

俵
す

る
 

一
般

河
川

 
土

の
う

、
防

水
シ

ー

ト
、
パ
イ
プ

、
鉄
筋
棒

 

水
マ

ッ
ト
 

 
 

月
の
輪
工
 

裏
小
段

、
居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の
り

）
先

に
か

か
る

よ
う

に
ビ

ニ
ロ

ン
帆

布
製
水

の
う
を
組

み
立

て
る

 

都
市

周
辺

河
川
 

（
土

砂
、
土
の

う
の

入
手

困
難
）

 

既
製
水
の
う

、
く

い
、

土
の
う
、
ビ

ニ
ロ
ン
パ

イ
プ
 

た
る

伏
せ

工
 

裏
小
段

、
居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の
り

）
先

平
地

に
底

抜
き

た
る

又
は

お
け

を
置
く

 

一
般

河
川

 
た

る
、
防
水

シ
ー
ト
、

土
の
う
 

導
水

む
し
ろ
 

張
り

工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（
裏
の
り

）、
犬
走

り
に
む

し
ろ
な
ど

を
敷

き
な

ら
べ

る
 

一
般

河
川

 

（
漏

水
量

の
少

な
い

箇

所
）
 

防
水
シ
ー
ト

、
丸

太
、

竹
 

漏    水  

川  側 䥹 川 表 䥺 対  策  

詰
め

土
の
う
工
 

川
側
堤

防
斜
面
（
川

表
の

り
面

）
の

漏

水
口
に

土
の
う
な

ど
を

詰
め

る
 

一
般

河
川

 

（
構

造
物

の
あ

る
と

こ

ろ
、
水

深
の
浅
い

部
分

）
 

土
の
う
、
木

ぐ
い
、
竹

ぐ
い
 

む
し

ろ
張
り
工
 

川
側
（
川

表
）
の
漏

水
面

に
む

し
ろ

を

張
る
 

一
般

河
川

 

（
水

深
の

浅
い
所

）
 

む
し
ろ
、
竹

、
土
の

う
、

竹
ピ
ン
 

継
ぎ

む
し
ろ
 

張
り

工
 

川
側
（
川

表
）
の
漏

水
面

に
継

ぎ
む

し

ろ
を
張

る
 

一
般

河
川

 

（
漏

水
面

の
広
い

所
）
 

む
し
ろ
、
な

わ
、
く

い
、

ロ
ー
プ
、
竹

、
土
の
う
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1
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原
 

因
 

工
 
法
 

工
 

法
 

の
 

概
 
要
 

利
用

箇
所
、
河

川
 

お
も
に

使
用

す
る
資

材
 

現
 

 
 
在
 

漏  水  

川 側 䥹 川 表 䥺 対 策  

シ
ー

ト
張
り
工
 

川
側
（
川

表
）
の
漏

水
面

に
防

水
シ

ー

ト
を
張

る
 

都
市

周
辺

河
川

 

（
む

し
ろ

が
入

手
困
難
）
 

防
水
シ
ー

ト
、
鉄
パ
イ

プ
、
く
い

、
ロ
ー

プ
、

土
の
う
 

た
た

み
張
り
工
 

川
側
（
川

表
）
の
漏

水
面

に
た

た
み

を

張
る
 

一
般

河
川

 

（
水

深
の

浅
い

と
こ
ろ
）
 

土
俵

の
代

わ
り

に
土

の
う
 

深 掘 れ 䥹 洗  掘 䥺  

む
し

ろ
張
り
工
、
継

ぎ
む

し
ろ
張
り
工

、

シ
ー

ト
 

張
り

工
、
た
た
 

み
張

り
工
 

漏
水
防

止
と
同
じ

 

 

芝
付

き
堤

防
で

比
較

的

緩
流

河
川

 

漏
水
防
止

と
同
じ

 

木
流

し
工
 

（
竹

流
し
工
）
 

樹
木
（
竹

）
に

重
り

土
の

う
を

つ
け

て

流
し
、

局
部
を
被

覆
す

る
 

急
流

河
川

 
立
木
、
土

の
う

、
ロ

ー

プ
、
鉄
線

、
く
い

 

立
て

か
ご

工
 

川
側
堤

防
斜
面
（
表

の
り

面
）
に
蛇

か

ご
を
立

て
て
被
覆

す
る

 

急
流

河
川

 

砂
利

堤
防

 

鉄
線

蛇
か

ご
、

詰
め

石
、
く
い

、
鉄
線

 

捨
て

土
の
う
工
 

捨
て

石
工
 

川
側
堤

防
斜
面
（
表

の
り

面
）
決
壊

箇

所
に

土
の

う
又

は
大

き
な

石
を
投

入

す
る
 

急
流

河
川

 
土
の
う
、
石
異

形
コ

ン

ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ

ク
 

竹
網

流
し

工
 

竹
を

格
子

形
に

結
束

し
土

の
う
を

つ

け
て
、
堤

防
斜

面
（

の
り

面
）
を
被

覆

す
る
 

緩
流

河
川

 
竹
、
く
い

、
ロ
ー
プ

、

土
の
う
 

決    壊  

わ
く

入
れ

工
 

深
掘
れ

箇
所
に
川

倉
、
牛

わ
く

、
鳥

脚

な
ど
の

合
掌
木
を

投
入

す
る

 

急
流

河
川

 
わ
く
組
み

、
石

俵
、
鉄

線
、
蛇
か

ご
 

築
き

ま
わ
し
工
 

 

堤
防
の

川
側
（

表
）
が
決

壊
し

た
と

き

、
断
面

の
不
足
を

居
住
側
堤

防
斜
面
（

裏
の

り
）

で
補

う
た

め
杭

を
打
ち

中

詰
の
土

の
う
を
入

れ
る

 

凸
側

堤
防

 

他
の

工
法

と
併

用
 

く
い
、
割

竹
、
板
、
土

の
う
、
く

ぎ
 

び
ょ

う
ぶ
 

 
 

 
返
し
工
 

竹
を
骨

格
と
し
、
か

や
、
よ
し

で
び

ょ

う
ぶ
を

作
り
堤
防

斜
面
（

の
り

面
）
を

覆
う
 

比
較

的
緩

流
河

川
 

竹
、
な
わ

、
ロ
ー
プ

、

わ
ら
、
か

や
、
土
の
う

 

き    裂  

上 端 䥹 天 端 䥺  

折
り

返
し

工
 

 

上
端
（
天

端
）
の
き

裂
を

は
さ

ん
で

両

肩
付

近
に

竹
を

さ
し

折
り

曲
げ
て

連

結
す
る

 

粘
土

質
堤

防
 

 

竹
、
土
の

う
、
ロ
ー
プ

 

く
い

打
ち
 

 
 

 
継
ぎ
工
 

折
り

返
し

工
の

竹
の

代
わ

り
に
く

い

を
用
い

て
鉄
線
で

つ
な

ぐ
 

砂
質

堤
防

 
く
い
、
鉄

線
 

上 端 䥹 天 端 䥺 䦅 居 住 側 堤 防 斜 面 䥹 裏 の り 䥺  

控
え

取
り

工
 

 

き
裂
が

上
端
（

天
端

）
か

ら
居

住
側

堤

防
斜
面
（

裏
の

り
）
に
か

け
て

生
じ

る

も
の
で

折
り
返
し

工
と

同
じ

 

  

粘
土

質
堤

防
 

 

竹
、
土
の

う
、
な

わ
、

ロ
ー
プ
、

鉄
線
 

継
ぎ

縫
い

工
 

 

き
裂
が

上
端
（

天
端

）
か

ら
居

住
側

堤

防
斜
面
（

裏
の

り
）
に
か

け
て

生
じ

る

も
の
で

控
え
取
り

工
と

同
じ

 

  

砂
質

堤
防

 

 

く
い
、
竹

、
鉄
線
、
土

の
う
 

ネ
ッ

ト
張
り
 

 
 き

裂
防

止
工

 

継
ぎ

逢
い

工
の

う
ち

竹
の

代
わ
り

に

鉄
線
を

用
い
る
 

   

石
質

堤
防

 
く
い
、
金

鋼
、
鉄
線

、

土
の
う
 

 
 

■
1
15
 

 

原
 

因
 

工
 
法
 

工
 

法
 

の
 
概
 

要
 

利
用
箇

所
、

河
川

 
お
も

に
使

用
す
る

資
材

 

現
 
 
 
在
 

居 住 側 堤 防 斜 面 䥹 裏 の り 䥺 崩   壊  

き    裂  

五
徳

縫
い

工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
の

き

裂
を
竹

で
縫
い
崩

壊
を

防
ぐ

 

粘
土

質
堤

防
 

竹
、
な
わ

、
ロ
ー

プ
、
鉄
線
、

土
の

う
 

五
徳

縫
い

工
 

（
く

い
打
ち
）
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
の

き

裂
を

は
さ

ん
で

く
い

を
打

ち
ロ
ー

プ

で
引
き

寄
せ
る
 

粘
土

質
堤

防
 

く
い
、
ロ
ー

プ
、
土
の
う
、

丸
太

 

竹
さ

し
工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
の

き

裂
が
浅

い
と
き
、
堤

防
斜

面
（

の
り

面

）
が
す

べ
ら
な
い

よ
う

に
竹

を
さ

す
 

粘
土

質
堤

防
 

竹
、
土

の
う

 

力
ぐ

い
打
ち
工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
）
先
付

近

に
く
い

を
打
ち
こ

む
 

粘
土

質
堤

防
 

く
い
、

土
の

う
 

か
ご

止
め

工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
に

ひ

し
形

状
に

く
い

を
打

ち
、

竹
又
は

鉄

線
で
縫

う
 

砂
質

堤
防

 
く

い
、
竹
、
鉄

線
、
土
の

う
 

崩    壊  

立
て

か
ご

工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
に

蛇

か
ご
を

立
て
被
覆

す
る

 

急
流

河
川

 
鉄

線
蛇

か
ご

、
詰

め
石
、
く

い
、

そ
だ

 

く
い

打
ち

積
み
 

 

土
の

う
工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
に

く

い
を

打
ち

込
み

、
中

詰
め

に
土
の

う

を
入
れ

る
 

砂
質

堤
防

 
く

い
、
布
木
、
鉄
線

、
土

の

う
 

土
の

う
羽
口
工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
に

土

の
う
を

小
口
に
積

み
上

げ
る

 

一
般

堤
防

 
竹

ぐ
い

、
土

砂
、

土
の
う

 

つ
な

ぎ
く
い
 

 
 

 
 打

ち
工

 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
に

く

い
を

数
列

打
ち

こ
れ

を
連

結
し
て

中

詰
め
に

土
の
う
を

入
れ

る
 

一
般
堤

防
 

 

く
い

、
土

の
う

、
布

木
、
鉄

線
、

土
砂

 

さ
く

か
き

詰
め
 

 

土
の

う
工
 

つ
な

ぎ
く

い
打

ち
と

ほ
ぼ

同
じ
で

さ

く
を
作

る
 

一
般
堤

防
 

く
い

、
竹

、
そ

だ
、

鉄
線

、

土
の

う
 

築
き

ま
わ

し
工
 

居
住
側

堤
防
斜
面
（

裏
の

り
面

）
に

く

い
打

ち
さ

く
を

作
り

中
詰

め
土
の

う

を
入
れ

る
 

一
般
堤

防
 

く
い

、
さ

く
材

、
布

木
、
土

の
う

 

そ の 他  

流
下

物
除
去
 

 
 

 
 
 
作
業

 

橋
の

ピ
ア

な
ど

に
堆

積
し

た
流
木

の

除
去
 

一
般
河

川
 

長
尺

竹
、

と
び

口
 

水
防

対
策
車
 

現
地
対

策
本
部
の

設
置

 
一

般
河

川
 

指
揮

車
、

無
線

車
 

 

■
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 資
料

1
0－

３
 

決
壊
・
漏
水

等
の
通

報
系

統
 

（
例
）
河

川
区

間
（
国

土
交

通
省
管

理
）
に
お
け

る
決
壊
・
漏

水
等
の

通
報

系
統
 

 

 

 
 

○
○

県
水

防
本

部
○

○
建

設
事

務
所

○
○

県
警

察
本

部

国
土

交
通

省
○

○
川

上
流

河
川

事
務

所

水
防

管
理

者
（
○

○
市

）
水

防
団

長
消

防
機

関
の

長
水

防
協

力
団

体
の

代
表

者

国
土

交
通

省
○

○
川

下
流

河
川

事
務

所

住
民

（
○

○
市

）

住
民

（
□

□
市

）

住
民

（
△

△
町

）

△
△

町
（
水

防
）

△
△

町
（
避

難
）

水
防

管
理

者
（□

□
市

）

□
□

市
（
避

難
）

○
○

市
（
避

難
）

□
□

県
水

防
本

部
□

□
土

木
事

務
所

住
民

（
×

×
市

）

水
防

管
理

者
（
×

×
水

防
事

務
組

合
）

×
×

市
（
避

難
）

○
○

県
○

○
警

察
署

□
□

県
警

察
本

部
□

□
県

□
□

警
察

署

国
土

交
通

省
○

○
地

方
整

備
局

関
係

者
（
道

路
管

理
者

等
）

関
係

者
（
道

路
管

理
者

等
）

■
1
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 資
料

1
4
－
１
 

水
防
活
動
実

施
報
告

書
様

式
（
例

）
 

 

水
防
活

動
実
施

報
告
書

 

 

 
 

 
年
 
 
 
月

 
 
 
日
 

作
成
責
任
者
 

出
水

の
 

概
 

況
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

川
 
 
警
戒

水
位

 
 
 

 
 
ｍ
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
雨
 

 
量

 
 
 

 
 
m
m 

水
防
 

実
施
箇

所
 

 
 
 
 
 
 

 
 
川

 
 
左
岸
 

 
 

 
 
地

先
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
ｍ
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
右
岸
 

日
時
 

自
 
 
 
月
 

 
 
日

 
 

 
時
 

 
 
 
 
至

 
 

 
月

 
 
 
日
 
 

 
時
 

出
動
 

人
員
 

水
防

団
員
 

消
防
団
員
 

そ
の
他
 

合
 

計
 

人
 

人
 

人
 

人
 

水
防
作

業
 

の
概

況
 

及
び
工

法
 

 

箇
 

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
ｍ
 

 工
 

法
 

 

水
防

の

結
果
 

 効
果
 

被
害
 

堤
防
 

ｍ
 

ｍ
 

田
 ㎡
 

㎡
 

畑
 ㎡
 

㎡
 

家
 戸
 

戸
 

鉄
道
 

ｍ
 

ｍ
 

道
路
 

ｍ
 

ｍ
 

人
口
 

人
 

人
 

そ
の
他
 

使
用
 

資
器
材

 

か
ま
す
、
俵
 
 

居
住

者
の
 

出
動

状
況
 

 

万
年
、
土
俵
 
 

な
 
 
わ

 
 

水
防

関
係

者
の
 

死
傷
 

 

丸
 
 
太

 
 

そ
の
他
 

 
雨

量
水

位

の
 

状
況
 

 

 
 

水
防
活

動
に
関

す
る
 

自
 
己

 
評
 

価
 

備
 
 
考
 

（
注
）
水

防
を

行
っ
た

箇
所

ご
と
に

作
成
す
る
こ

と
。
 

■
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資料 14－２ 水防活動状況報告書様式（例） 

 

■
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資料 16－１ 洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保する必要がある地下街等、要配慮者利用施設及び大規模工場等 

 

（１）地下街等 

地下街等の名称 所在地 所有者又は管理者 連絡先 

（電話・FAX） 

関連河川 

○○地下街 ○○市○○町○○ ○○管理組合 0000-00-0000 

0000-00-0000 

○○川 

△△地下街 △△市△△町△△ △△管理組合 0000-00-0000 

0000-00-0000 

○○川 

（２）要配慮者利用施設 

施設の名称 所在地 連絡先 

（電話・FAX） 

避難場所 関連河川 

○○○○ ○○市○○町○○ 0000-00-0000 

0000-00-0000 

○○小学校 ○○川 

△△△△ △△市△△町△△ 0000-00-0000 

0000-00-0000 

○○小学校 ○○川 

（３）大規模工場等 
大規模工場等の名称 所在地 連絡先 

（電話・FAX） 

避難場所 関連河川 

○○○○ ○○市○○町○○ 0000-00-0000 

0000-00-0000 

○○小学校 ○○川 

△△△△ △△市△△町△△ 0000-00-0000 

0000-00-0000 

○○小学校 ○○川 

 

資料 16－２  浸水被害軽減地区 

名称 指定番号 位置 種別 高さ 地区の管理者 連絡先 備考 

○○地区 ○○第○号 ○○市○○町○○ 輪中堤防 ○ｍ ○○○○○○ ○○○○－○○○－○○○○  

○○地区 ○○第○号 ○○市○○町○○ 自然堤防 ○ｍ － ○○○○－○○○－○○○○ 連絡先 ○○市○○課 

 

■
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 資
料

1
7－

１
 

水
防
協
力
団

体
指
定

要
領

（
例
）
 

○
○
市
（
区
、

町
、
村

、
水

防
事
務
組
合
、
水
害

予
防

組
合
）
水
防
協
力
団

体
指

定
要
領

 
 １

．
通
則

 

○
○

市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事
務

組
合

、
水
害

予
防

組
合

）
に

お
け

る
水
防

協
力

団
体
の

指
定

は
、
水

防
法
（

以
下
「

法
」
と

い
う

。
）
及

び
国

土
交

通
省

令
（

以
下
「

省
令

」
と
い

う
。
）
そ

の
他

の
法
令

並
び

に

関
連

通
知

の
ほ

か
、

こ
の

要
領

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

行
う

。
 

 

２
．

水
防

協
力

団
体

の
要

件
（

法
 
3
6 

条
第

１
項

関
係
）

 

水
防

協
力

団
体

の
指

定
に

当
た

っ
て

は
、
法

第
 
3
6
 
条

に
基

づ
き
、
次

項
に
規

定
す

る
業
務

を
適

正
か

つ

確
実

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
と

認
め

ら
れ

る
法

人
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

も
の

と
し

て
省

令
で

定
め

る
団

体
（

以
下

「
法

人
等

」
と

い
う

。
）
で

あ
り

、
か
つ

、
反

社
会

的
勢

力
で
な

い
こ

と
を

そ
の
要

件
と

す
る
。

 

 

３
．

水
防

協
力

団
体

の
業

務
（

法
 
3
7 

条
関

係
）

 

水
防

協
力

団
体

は
、
次

に
掲

げ
る
業

務
の

範
囲
内

で
行

う
も

の
と

し
、
業

務
を

行
う

に
当
た

っ
て

は
、
水

防
管

理
者

の
所

轄
下

に
あ

る
水

防
団

又
は

消
防

機
関

が
行

う
水

防
活
動
と

調
和

を
図
る

も
の

と
す
る

。
 

（
１

）
河

川
巡

視
、
土

の
う

の
袋
詰

め
及

び
運

搬
、
避

難
支

援
な

ど
の

水
防
団

又
は

消
防

機
関
が

行
う

水

防
上
必

要
な

監
視

、
警
戒

そ
の

他
の
水

防
活

動
に

協
力

す
る

こ
と
と

し
、
構

成
員

の
安

全
を
確

保

し
た
上

で
行

う
こ

と
が
可

能
な
活

動
 

（
２

）
水

防
に

必
要

な
器

具
、

資
材
又

は
設

備
の

保
管

及
び

そ
の
提

供
 

（
３

）
水
防

協
力

団
体

の
業

務
や
活

動
を

含
む

水
防

に
関

す
る
広

報
活

動
、
水

防
に

関
す

る
情

報
の

収
集

及
び
そ

の
提

供
 

（
４

）
水

防
に

関
す

る
意

識
調

査
、

実
態

調
査

等
の

水
防

に
関

す
る

調
査

研
究

 

（
５

）
講

習
会

や
研

修
会

等
の

実
施

等
の

水
防

に
関

す
る

知
識

の
普

及
及

び
啓

発
 

（
６

）
水
防

意
識

の
高

揚
を

図
る
た

め
の

自
主

的
な

パ
ン

フ
レ
ッ

ト
の

作
成

、
各

種
行

事
等
の

開
催

等
の

前
各
号

に
掲

げ
る

業
務
に

附
帯
す

る
業
務

 

 

４
．

水
防

協
力

団
体

の
申

請
方

法
（

法
 
3
6
 
条
第

１
項
・

第
３

項
関
係
）

 

（
１

）
水

防
協

力
団
体

の
要

件
を

満
た

す
者

で
、
○

○
市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事
務

組
合
、
水

害
予

防

組
合
）
水

防
協

力
団

体
の

指
定

を
受
け

よ
う

と
す

る
者

は
、
水
防

管
理

者
あ
て

に
「

○
○
市
（

区
、

町
、
村

、
水

防
事

務
組
合

、
水
害

予
防
組

合
）

水
防
協

力
団

体
指
定

申
請

書
」（

資
料

 1
7
－

２
）

に
「

水
防
協

力
団

体
活
動

業
務

計
画

書
」（

資
料

 
17
－
３

）
及

び
「

水
防

協
力
団

体
組
織

体
制

一

覧
表
（

連
絡

先
）」

（
任
意

様
式
）

を
添
え

て
申

請
す
る

も
の

と
す
る

。
 

（
２

）
水

防
協

力
団
体

の
名

称
、
住
所

、
事

務
所
の
所

在
地

、
業

務
内

容
、
組

織
体

制
の

変
更

を
す

る
場

合
も
同

様
と

す
る

。（
任

意
様

式
）

 

 ５
．

水
防

協
力

団
体

の
指

定
（

法
第

 
3
6 

条
第
２

項
・
第

４
項

関
係
）

 

（
１

）
水

防
管

理
者
は

、
前

項
の
申

請
の

審
査

を
行

い
、
業

務
を

適
正

か
つ
確

実
に

行
う

こ
と
が

で
き

る

法
人
等

で
あ

る
と

認
め
ら

れ
る
場

合
は
、
水

防
協

力
団

体
と

し
て
指

定
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
ま

た
、
指
定

を
し

た
と

き
は
、
当

該
水
防

協
力

団
体

に
対
し

、「
○

○
市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事

務

組
合
、

水
害

予
防

組
合
）

水
防
協

力
団
体

認
定

書
」（

資
料
 
1
7
－
４

）
を

交
付

す
る
と

と
も

に
、

当
該
水

防
協

力
団

体
の
名

称
、
住

所
及
び

事
務

所
の
所

在
地

を
公
示

す
る

。
 

（
２

）
水

防
協

力
団
体

の
名

称
、
住

所
又

は
事

務
所

の
所

在
地
の

変
更

の
届
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、
当

該

届
出
に

係
る

事
項

を
公
示

す
る
。

 

 ６
．

そ
の

他
 

（
１

）
こ

の
要

領
を
変

更
す

る
必

要
が

生
じ

た
と
き

は
、
関

係
機

関
と

調
整
の

上
、
改

訂
す
る
も

の
と

す

る
。

 

（
２

）
そ

の
他

こ
の

要
領

の
実

施
に

必
要

な
事

項
に

つ
い

て
は

、
別

途
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 附
 
則
 

こ
の

要
領

は
、

○
○

年
○

○
月

○
○

日
か

ら
施

行
す

る
。
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 資
料

1
7
－
２
 

水
防
協
力
団

体
指
定

申
請

書
様
式

（
例

）
 

○
○
市
（
区
、

町
、
村

、
水

防
事
務

組
合
、
水
害

予
防

組
合
）
水
防
協

力
団

体
指
定
申
請
書
 

 

年
 
 
月

 
 
日

 

○
○

市
（
区

、
町

、
村

、
水

防
事

務
 

組
合

、
水
害

予
防

組
合

）
水

防
管

理
 

者
○

○
市
（

区
、

町
、

村
）

長
 
様

 

住
 

 
 
所

 

（
事

務
所
所
在

地
）

 

団
体

の
名

称
 

代
表

者
氏

名
 

 水
防

法
第

3
6
条

第
１

項
及
び

○
○

市
（
区

、
町

、
村
、
水

防
事

務
組

合
、
水

害
予

防
組

合
）
水

防
協

力
団

体
指

定
要
領
第

４
の
規
定

に
基

づ
き

、
○

○
市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事

務
組
合

、
水

害
予

防
組

合
）
水

防

協
力

団
体
の
指

定
を
受
け

た
い

の
で

、
別

添
「

水
防
協

力
団

体
協
力

活
動

業
務

計
画

書
」
（

資
料

1
7
－

３
）

を
添

え
て
申
請

し
ま
す
。

 

 資
料

1
7
－
３
 

水
防
協
力
団

体
協
力

活
動

業
務
計

画
書

（
例
）
 

年
 

月
 

日
 

○
○

市
（区

、
町

、
村

、
水

防
事

務
 

組
合

、
水

害
予

防
組

合
）
水

防
管

理
 

者
○

○
市

（
区

、
町

、
村

）
長

 
様

 

住
所

 

（
事

務
所

所
在

地
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
法

人
等

の
名

称
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
代

表
者

氏
名

 

 

水
防

協
力

団
体

協
力

活
動

業
務

計
画

書
 

  
○

○
市

（
区

、
町

、
村

、
水

防
事

務
組

合
、

水
害

予
防

組
合

）
の

実
施

す
る

水
防

活
動

に
協

力
す

る
た

め
、

以
下

の
業

務
を

実
施

し
ま

す
。

 

   

 

 【
記

載
例

】 

平
時

の
活

動
事

例
 

・
土

の
う

袋
な

ど
水

防
資

器
材

や
設

備
等

の
保

管
場

所
の

提
供

 

・
水

防
団

員
・
消

防
団

員
の

募
集

ポ
ス

タ
ー

や
水

防
に

関
す

る
動

画
等

の
広

報
資

料
を

水
防

協
力

団
体

の
オ

フ
ィ

ス
や

店
舗

等
に

掲
示

 

・
講

習
会

や
研

修
会

の
実

施
を

通
じ

た
水

防
知

識
の

普
及

啓
発

 

・
小

中
学

校
や

自
治

会
に

対
す

る
出

前
講

座
等

の
実

施
 

・
水

防
意

識
高

揚
の

た
め

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
作

成
や

各
種

行
事

の
開

催
 

・
水

防
演

習
や

避
難

訓
練

へ
の

参
加

、
物

資
提

供
、

ブ
ー

ス
出

展
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
な

ど
 

 災
害

時
の

活
動

事
例

 

・
土

の
う

の
袋

詰
め

や
運

搬
 

・
子

ど
も

や
お

年
寄

り
な

ど
の

救
護

 

・
住

民
の

避
難

誘
導

、
避

難
所

開
設

・
運

営
へ

の
支

援
 

・
土

の
う

袋
な

ど
水

防
資

器
材

の
設

備
等

の
提

供
 

 

・
水

防
団

員
・
消

防
団

員
の

休
憩

場
所

の
提

供
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
ど

 

（
自

由
記

載
）
 

■
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1
22
 

 

 ◎
そ

の
他

ご
協

力
い

た
だ

け
る

活
動

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

具
体

的
に

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

      

 
 

（
自

由
記

載
）
 

■
1
23
 

 資
料

1
7
－
４
 

水
防
協
力
団

体
認
定

書
様

式
（
例

）
 

○
○
市
（

区
、

町
、
村
、

水
防

事
務
組

合
、

水
害

予
防

組
合

）
水

防
協

力
団

体
認

定
書

 

 

年
 
 
月

 
 
日

 

住
 

 
 
所

 

（
事

務
所
所

在
地

）
 

団
体

の
名
称

 

代
表

者
 

○
○

○
○

 
様

 

○
○

市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事

務
組
合

、

水
害

予
防

組
合

）
水

防
管

理
者

○
○

市

（
区

、
町

、
村

）
長

 

 水
防

法
第

3
6
条

第
１

項
及
び

○
○

市
（
区

、
町

、
村
、
水

防
事

務
組

合
、
水

害
予

防
組

合
）
水

防
協

力
団

体
指

定
要
領
第

４
の
規
定

に
基

づ
き

、
貴

団
体

を
○

○
市

（
区
、
町

、
村

、
水
防

事
務

組
合

、
水

害
予

防
組

合
）

水
防
協
力

団
体
に
指

定
し

ま
す

。
 

 資
料

1
7
－
５
 

水
防
協
力
団

体
と
の

水
防

協
働
活

動
実

施
要
領

（
例
）
 

○
○
市
（
区
、

町
、
村

、
水

防
事
務

組
合
、

水
害

予
防
組
合

）
に
お
け
る
 

水
防
協
力
団
体

と
の
水

防
協

働
活
動

実
施
要

領
 

 １
．

通
則
 

○
○

市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事
務
組

合
、
水
害

予
防

組
合

）
水
防

協
力

団
体

指
定
要

領
に
基

づ
き

指
定

さ
れ

た
水
防
協

力
団
体
と

、
水

防
団
又

は
水

防
活

動
を

行
う

消
防
機
関
（

以
下
「

水
防

団
等

」
と
い

う
。
）
と

の
連

携
に
つ
い

て
は
、
水

防
法

及
び
そ
の

関
連

通
知

並
び

に
○

○
市
（

区
、
町

、
村

）
水

防
計

画
（

地
域

防

災
計

画
）
の
ほ

か
、
こ
の

要
領

に
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

る
。

 

 

２
．

水
防
団
等

と
水
防
協

力
団

体
と

の
連

携
（

水
防
法

第
3
8
条

関
係

）
 

水
防

法
第
 
3
6
 
条
及

び
○

○
市
（
区
、
町

、
村

、
水

防
事

務
組

合
、
水

害
予
防

組
合

）
水

防
協

力
団

体
指

定
要

領
に
基
づ

き
指
定
さ

れ
た

水
防

協
力

団
体

が
行
う

水
防

活
動
は

、
水

防
団
等

に
よ
る

水
防

活
動

に
対

す

る
協

力
業
務
で

あ
り
、
○

○
市
（

区
、

町
、
村

、
水

防
事

務
組

合
、
水

害
予

防
組

合
）
か

ら
の

情
報

提
供

や

指
導

、
助
言
を

受
け
、
水

防
団

等
と

密
接

に
連

携
し
て

行
う

も
の
と

す
る

。
 

 

３
．

活
動
報
告

書
の
提
出

（
水

防
法

第
3
9
条
関

係
）

 

水
防

管
理
者

は
、
水

防
団

等
と

連
携

し
て

行
わ

れ
る

水
防

の
効
果

が
最

大
限

発
揮

さ
れ
る

よ
う

、
水

防
協

力
団

体
に
対
し

、
水
防

活
動

の
活
動

記
録

に
つ

い
て

そ
の

内
容
を
明

記
し

た
「

水
防

協
力

団
体

活
動

報
告

書
」

（
資

料
 1
7
－

６
）

を
提

出
さ

せ
る

こ
と

が
で
き

る
。

 

 

４
．

情
報
提
供

等
（
水
防

法
第

4
0
条

関
係
）

 

水
防

管
理
者

は
、
○

○
市
（

区
、
町

、
村

、
水

防
事

務
組

合
、
水

害
予

防
組
合

）
水
防

協
力
団

体
指

定
要

領
４

に
基
づ
き

提
出
さ
れ

た
「

水
防
協

力
団

体
活

動
業

務
計

画
書
」
や

前
項

の
「

水
防
協

力
団

体
活

動
報

告

書
」
で

示
さ

れ
た

活
動
内

容
に

つ
い

て
、
そ

の
活

動
の

実
施

に
関
し

、
必

要
な
情

報
の
提

供
や
指

導
、
助

言

を
行

う
。
 

 ５
．

そ
の
他

 

（
１
）
こ

の
要

領
を

変
更

す
る
必

要
が
生

じ
た
と

き
は
、
関
係

機
関

と
調

整
の

上
、
改
訂

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
２
）

そ
の
他

こ
の

要
領

の
実

施
に

必
要

な
事
項

に
つ

い
て
は

、
別

途
定

め
る

も
の

と
す
る

。
 

 附
 則

 

こ
の

要
領
は

、
○

○
年

○
○

月
○

○
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

  
 

■
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1
24
 

 資
料

1
7－

６
 

水
防
協
力
団

体
協
力

活
動

報
告
書

様
式

（
例
）
 

○
○
市

（
区

、
町

、
村

、
水
防
事

務
組

合
、

水
害

予
防

組
合

）
水

防
協
力

団
体

協
力

活
動

報
告

書
 

 

年
  

月
  

日
 

○
○

市
（

区
、

町
、

村
、

水
防

事
務

 

組
合

、
水

害
予

防
組

合
）

水
防

管
理

 

者
○

○
市

（
区

、
町

、
村

）
長

 
様

 

住
 

 
 
所

 

（
事

務
所

所
在
地

）
 

団
体

の
名
称

 

代
表

者
氏
名

 

 別
紙

の
と

お
り

水
防

協
力

活
動

を
実

施
し

た
の

で
、

○
○

市
（
区

、
町

、
村

、
水

防
事

務
組
合

、
水

害
予

防

組
合

）
水

防
協

力
団

体
と

の
水

防
協

働
活

動
実

施
要

領
第

３
の

規
定
に
基

づ
き

提
出
し

ま
す

。
 

 

 

■
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迫川流域水防管理者・農業用排水施設等管理者協議会要綱
（目 的）

第１ この協議会は，迫川流域沿岸の洪水に対する共通認識のもと，迫川流域における治水及び

健全な農業経営に資するため，洪水その他の災害発生の恐れがある場合における農業用の排

水施設等操作の広域一元化を協議し，互譲相互の精神に則り水防活動との調整を図ることを

目的とする。

（名称及び事務局）

第２ この会は，迫川流域水防管理者・農業用排水施設等管理者協議会（以下「協議会」という。）

と称し，事務局は，宮城県東部土木事務所登米地域事務所に置く。

（所管事項）

第３ 協議会は，排水調整を実施するために必要な次の事項をつかさどる。

(1) 気象及び洪水の予想並びに状況の推移により，河川管理者及び水防管理者からの要請，

指示等に対応した農業用の排水施設等操作規則の広域一元化に関する事項

(2) 前項に係る要請，指示等の伝達及び確認の方法に関する事項

（構 成）

第４ 協議会は，宮城県及び岩手県の次の職に在る者をもって構成する。

(1) 宮城県北部土木事務所長，宮城県北部土木事務所栗原地域事務所長，宮城県東部土木

事務所登米地域事務所長及び岩手県県南広域振興局土木部一関土木センター所長（以下

「土木事務所長等」という。），並びに宮城県北部地方振興事務所長，宮城県北部地方振

興事務所栗原地域事務所長，宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所長及び岩手県県

南広域振興局農政部一関農村整備センター所長（以下「地方振興事務所長等」という。）

(2) 迫川流域の水防管理者（以下「水防管理者」という。）

(3) 迫川流域の農業用排水施設管理者

（4） 前号に掲げる者のほか，迫川流域の下水等排水施設管理者

（役員等）

第５ 協議会に次の役員を置く。

(1) 会 長 １名

(2) 副会長 ２名

(3) 幹 事 若干名

２ 会長及び副会長は，会員の互選による。

３ 幹事は，第４第１号に定める者のほか，会員の互選による。

４ 役員の任期は２年とする。ただし，再任を妨げない。

（役員の職務）

第６ 役員の職務は，次の各号に定めるとおりとする。

(1) 会長は，協議会を代表し会務を総理する。

(2) 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときはこれを代理する。

(3) 役員は，総会の議案の検討を行う。

（会 議）

第７ 協議会の会議（以下「会議」という。）は，総会及び役員会とする。

２ 会議は，次の各号に掲げるときに，会長が招集し主催する。

(1) 会長が必要と認めたとき

(2) 会員からの要請があったとき

３ 会議は，会員の過半数の出席をもって成立する。

４ 会議の議長は，会長がこれを務める。
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（排水調整の方法等）

第８ 排水調整は，原則として，次に掲げる手順に従い行う。

(1) 土木事務所長等は，水防警報が発令され，迫川流域の各水位観測所の水位が，別表の

排水調整基準における排水調整水位（以下「排水調整水位」という。）に達すると予想さ

れる場合は，水防管理者に対して，排水調整すべき旨の要請を行う。また，その内容を

県水防本部長及び地方振興事務所長等に報告する。

(2) 前号の要請を受けた水防管理者は，すみやかに農業用排水施設等の管理者（以下「排

水施設管理者」という。）に対して，排水調整のための協力要請を行う。

(3) 土木事務所長等は，迫川流域の各水位観測所の水位が排水調整水位に達し，なおも上

昇のおそれのある場合は，水防管理者に対して，排水調整すべき旨を指示する。また，

その内容を県水防本部長及び地方振興事務所長等に報告する。

(4) 前号の指示を受けた水防管理者は，すみやかに排水施設管理者に対して，排水施設の

運転を停止するよう指示する。

(5) 前号の指示を受けた排水施設管理者は，排水調整を実施したうえで水防管理者にその

内容を報告し，当該報告を受けた水防管理者は，その内容を土木事務所長等に報告する。

(6) 前号の報告を受けた土木事務所長等は，その内容を県水防本部長及び地方振興事務所

長等に報告する。

(7) 排水調整を必要としなくなったときは，前各号の例にならい，その旨の伝達を行う。

(8) 緊急事態の発生，又はやむを得ない事情が生じた場合は，排水調整基準によらず，土

木事務所長等の判断により排水調整を行うことができる。

(9) 土木事務所長等及び地方振興事務所長等は，水防管理者及び排水施設管理者に対して，

排水調整が円滑に実施されるよう指導を行う。

（雑 則）

第９ この要綱に定めるもののほか，排水調整の具体的方策に関し必要な事項は，協議会におい

て定める。

附 則

（施行期日）

この要綱は，平成８年２月14日から施行する。

この要綱は，平成８年11月19日から施行する。

この要綱は，平成10年２月13日から施行する。

この要綱は，平成13年８月27日から施行する。

この要綱は，平成14年４月１日から施行する。

この要綱は，平成15年７月３日から施行する。

この要綱は，平成17年７月１日から施行する。

この要綱は，平成19年７月６日から施行する。

この要綱は，平成20年６月24日から施行する。

この要綱は，平成22年６月７日から施行する。
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別表（第８条関係）

排 水 調 整 基 準

（単位：ＫＰ， ｍ）

河川名 地 先 名 量水標NO 排水調整 警戒水位 計 画 計 画 現 況

水 位 （通報水位） 高水位 堤防高 堤防高

佐沼 NO.164 K.P 9.00 8.426 10.247 11.447 11.90

迫 川 治水基準点 （錦橋） (7.826)

若柳 NO.292 K.P 13.20 13.041 15.622 16.822 16.82

（12.541）

小谷地橋 NO.144 K.P 10.80 10.500 11.529 12.187 11.76

夏 川 (9.400)

佐沼 NO.164 K.P 9.00 8.426 10.247 11.447 11.90

（錦橋） (7.826)

沼口 NO.52 K.P 8.00 7.450 8.50 9.50 9.00

荒 川 (7.000)

佐沼 NO.164 K.P 9.00 8.426 10.247 11.447 11.90

（錦橋） (7.826)

大沼 NO.43 K.P 6.531 5.931 7.52 8.72 9.49

旧迫川 (5.432)
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区
分 名称 種別 無線局管理者 設置場所（常置場所）

固定局

基地局
LASCOM宮城県仙台
スーパーバード
地球

地球局 防災推進課長 仙台市青葉区本町3丁目8番1号
　宮城県庁内

LASCOM宮城県宮城
スーパーバード
可搬地球一

地球局 防災推進課長 仙台市青葉区本町3丁目8番1号
　宮城県庁内

LASCOM宮城県宮城
スーパーバード
可搬地球Ｖ77～
79,99

地球局 防災推進課長 仙台市青葉区本町3丁目8番1号
　宮城県庁内

防災宮城
　914,923～926陸上移動局 防災推進課長 仙台市青葉区本町3丁目8番1号

　宮城県庁内

防災宮城
　730～739 陸上移動局 防災推進課長 仙台市青葉区本町3丁目8番1号

防災宮城
　991～996 陸上移動局 防災推進課長 仙台市青葉区本町3丁目8番1号

固定局

基地局

固定局

基地局

固定局

基地局

固定局

基地局

防災上品山 固定局 防災推進課長 石巻市三輪田字高森46-2
　上品山中継所内

防災高崎山 固定局 防災推進課長 牡鹿郡女川町大字小乗浜字向53-7
　高崎山中継所内

固定局

基地局

固定局

基地局

固定局

基地局

防災室根山 固定局 防災推進課長 岩手県一関市千厩町奥玉字飛ヶ森11-183
　室根山中継所内

固定局

基地局

防災支倉 陸上移動局 防災推進課長 柴田郡川崎町大字支倉字殿上山2-35
　支倉中継所内

統

制

局

防災三門山 防災推進課長

防災宮城

防災小池ヶ平

本

庁

局

防災推進課長

防災推進課長

宮 城 県 無 線 局 一 覧 表

防災仙台東

防災籠峰山

仙台市青葉区本町3丁目8番1号
　宮城県庁内

陸上移動局

中

継

局

防災青麻山 刈田郡蔵王町宮字青麻下山2-46
　青麻山中継所内

防災推進課長

防災推進課長

気仙沼市小々汐89-118
　小々汐中継所内

防災推進課長

白石市小原字雨塚山1-48
　雨塚山中継所内

遠田郡涌谷町下郡字小池ヶ平3-27
　小池ヶ平中継所内

防災推進課長

防災推進課長

防災大盤平

石巻市高木字籠峯山1-6
　籠峯山中継所内

防災雨塚山

防災小々汐

防災柳目 防災推進課長 栗原市一迫柳目字柳目葉ノ木沢69-2
　柳目中継所内

石巻市北上町十三浜字立神267
　大盤平中継所内

亘理郡亘理町逢隈上郡字山入54-3
　三門山中継所内

防災推進課長 多賀城市鶴ヶ谷1-4-1
　仙台東中継所内
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